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    「お父さんお母さん、はやくしてよッ！」


    　カートを押してのたくたと歩く両親にしびれを切らした少年が、そう叫ぶ。


    　少年、早はや坂さか将まさ丈たけにとって、両親の買い物の速度は、我慢がならないほど遅く見えるのだ。


    　将丈は早くおもちゃ＆ゲームコーナーに向かいたい。欲しいゲームはそれこそ山ほどある。今日はその中から一本だけ買ってくれる約束をしているのだ。


    　飛んだり跳ねたりと落ち着きのない紅こう顔がんの少年を眺めて、横でくすりと笑う人物がいた。


    　隣となりにいる彼の姉は、まあまあと将丈をなだめながら、「先に行ってようよ」と言って将丈の手を取る。将丈は顔を輝かせて頷うなずいた。


    　将丈は、買い物が好きだった。


    　彼の家族は週に一度、総出で買い物をする。夕ご飯を外食で済ませることも多い。


    　将丈は母の作る手料理も勿もち論ろん好きだったが、ここ最近は冷蔵庫の残り物を処分するためとかで、へんてこな野菜炒いためや果物サラダが出てくる確率が高い。ヤーコン、ゴーヤ、アボカドなど、いままで聞いたこともなかった名前の野菜とフルーツを使った料理は、大嫌いなセロリよりも将丈の舌に馴な染じまないのだ。


    　だから今日という日を楽しみにしていたし、今日行く場所と食べる物も、なかなか寝つけぬベッドの中で決めていた。


    　将丈はデパートの最上階にあるレストランのカツカレーが大好きで、いつもそこに行こうそこに行こうと親の手を引っ張る。最近は泣き真ま似ねも堂に入ったもので、座り込みという新たなる訴えかけの方法も会え得とくしていた。


    　普段から頑がん是ぜない子供の戯たわ言ごとだと聞き流している両親も、さすがに座り込みにまでは対処法を講じない。いつも最後には根負けして「しょうがない奴だな」と言いながら、将丈の望むがままに店を選んでくれるのを知っていた。


    　ちらりと隣を見る。


    　年の離れた姉が、自分を構ってくれるのも嬉うれしかった。今年の頭まで『受験勉強』というものをしていたらしく、姉の部屋のドアを叩いても構ってもらえなくて寂しかった。現在はそれが一段落したらしく、前にも増して優しく自分の手を引いてくれる。姉の髪の毛から香る柑かん橘きつ系の匂いが好きだった。


    　将丈は姉の手を引っ張って書しよ籍せきコーナーと音楽ＣＤコーナーを突っ切り、おもちゃ＆ゲームコーナーを早足で目指す。


    　ちらりと後ろを見ると、両親はまださきほどの位置から微動だにしていなかった。将丈は思い切り不ふ機き嫌げんそうな顔を作って、もう一度叫ぼうと腹に力を込めた。


    　その時、轟ごう音おんとともに地面が大きく揺れたかと思うと、真っ黒い塊かたまりが二十メートルほども離れて歩いていた両親を呑み込んだ。まさしく一瞬のことだった。


    　頭が状況を理解するより早く、目隠しをされたように視界が真っ暗になる。異常を察知した姉に抱きかかえられたのだと気付いた次の瞬間には、将まさ丈たけは横殴りに吹き飛ばされ、意識を失っていた。


    



    　


    　コンポジッションＢ。


    　シクロトリメチレントリニトラミンＲＤＸとトリニトロトルエンＴＮＴを主成分とした混合爆薬。その爆速は、一秒間に八千メートルを超える。


    　ある者は、爆ばく燃ねんを伴う圧力波に五体を燃やされ引き裂かれ、祈りの言葉の一音節すらも口にする間もなく絶命した。


    　ある者は、その後に襲い来る建造物の崩ほう落らくに巻き込まれ、この世に生を享うけたことを呪のろうかの如ごとき絶叫を上げて絶命した。


    　爆炎は周囲の建造物を蹂じゆう躙りんし、思う様に破壊の限りを尽くす。


    　そして──大気は真しん空くうを嫌った。


    　凄すさまじい速度で爆発した空間は、一瞬の間真空状態になるが、次の瞬間にはその真空を駆く逐ちくせんと、大気が送り込まれる。そのせいで、一部の爆発で吹き飛ばされた物体は、次の瞬間吸い込まれ内部に戻っていく。それは醜しゆう悪あくなテープの巻き戻しであった。


    　直撃を免まぬがれた者にも、衝撃波で砕け散ったオフィスビルのガラス片が、飛沫しぶきを散らす瀑ばく布ふのように襲いかかった。


    　ある者は、天から降り注ぐ透明の槍やりに五体をずたずたに引き裂かれて絶命した。


    　ある者は、半身が千ち切ぎれ、重度の熱傷で炭化した断面をさらしながらも、まだ生きていた。血のあぶくを吐きながら「痛い、痛い」と切れ切れな喘あえぎを紡つむいでいたが、それすらも長くは続かなかった。


    　なにもわからず即死させられた人間と、果たしてどちらが幸せだっただろうか。


    



    　全国で死者三十九人、重軽傷者合わせて二百八十二人を出したこの一連の事件。


    　のちのちまで悪夢としてこの国に語り継がれる凶悪犯罪である。


    　これらの事件には、当初様々な憶おく測そくが飛び交った。


    　テレビに出てくる専門家は、入れ替わり立ち替わり約一か月半も口こう角かく泡あわを飛ばしながら、この国の在あり方を巡って意見を闘わせたが、甲こう論ろん乙おつ駁ばくの域を出ない不毛なものだった。


    　関連する書しよ籍せきが雨う後ごの筍たけのこのように出版され、その内いくつかはベストセラーになった。


    　国は国防予算比をテロ対策に多くつぎ込むようになり、野党が鬼の首を獲とったように与党政権を引きずり下ろしにかかる。


    　──某ぼう国からのテロ攻撃。


    　陰いん謀ぼう論に始まり、ＵＦＯからの地球人類に対する警けい鐘しようで終わる数十数百数千の、論ずるのも馬鹿馬鹿しい憶おく測そくを取り除いた結果、もっとも適当とされる答えがそれだった。


    　だからこそ、誰一人気にも留めなかったのかもしれない。


    　その馬鹿馬鹿しい憶測の一つに、大量の死者を出したこの事件が、首しゆ謀ぼう者しやの名を取ってこう呼ばれていたことなど。


    



    『ヴェルツェーニ事件』と。
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    １


    



    　風が吹き、葉は擦ずれの音とともにまばらに木の葉が舞い落ちる。


    　透明な何物かに顎あごを持ち上げられるようにして顔を上げると、梢こずえの間から覗のぞく太陽と目が合った。


    「いいところじゃないか、ここ」


    　辺りは秋の深まりを増し、木々は頰を染め彩いろどりを添えていた。発はつ酵こうしてわずかなぬくもりを持つ落葉の絨じゆう毯たんを搔かき分け、ハンドルネーム・スターマインは林の中を歩いていた。


    　昨日降った雨のせいもあって、湿った土のいい匂いと、静せい謐ひつで少し重たい空気の気配がある。


    　勿もち論ろん、森林浴をしにここまで来たというわけではない。


    　この近辺をしばらく歩いていたが、人と行き逢ったことは一度もなかった。それもそのはずだ──


    　スターマインは一本の木の前で立ち止まる。太い幹、ひときわの偉容をもった亭てい々ていたる佇たたずまい。


    『シラカバ』と書かれたプレートが枝に巻かれていた。


    「ここかな？」


    　携帯電話を開くと、データフォルダを呼び出して一枚の画像をディスプレイに表示する。


    　心なしか周りの温度が下がり、太陽が光量を落とした気がした。


    　そこに映っているのは、おそらく元は人だったのだろう。


    　徹底的に破壊し尽くされており、ぱっと見には、糸の切れたマリオネットのように見える。


    　だが、足があらぬ方向に曲がって見えるのは、切り落とされて皮一枚で繫つながっているからだ。


    　折り曲げた手にあるのは球体関節ではない。皮ひ膚ふを破り骨が露ろ出しゆつしているのだ。


    　写真に写る死体がもたれていた木と、いま目にしているこのシラカバはよく似ている。おそらくビンゴだろう。


    　ここで、被害者の一人、坂ばん東どう貴き美み子こが殺されたのだ。


    　殺人現場の探訪。


    　殺人者の生まれ故郷を訪ね、現場を歩き、殺人者である彼、あるいは彼女と同じ逃走経路を辿たどる。


    　頰を打つ風の感触や、現場に残るわずかな血けつ痕こん。どちらも殺スナ人ツフビデオや、ＳＦＸを利用した似え非せスナッフでは味わえないものだ。殺人犯と一体になるかのような甘やかな追体験、この快感だけは実際に歩いてみた人間以外にはわかるまい。


    　スターマインのような境界人間マージナルの、唯ゆい一いつにして至高の楽しみとも言えた。


    　スターマインが現在訪れている場所は、月つき森もり市の中央、楕だ円えん形に長く広がる『月森』と呼ばれる森だった。


    　月つき森もり連続バラバラ殺人事件。そんなふうにもこの事件は呼ばれている。


    　現在も捜査の進展ははかばかしくはないようで、もはやマスコミの興味もほかに移ってしまった感がある。この国には『エクスター公こう爵しやくの娘』以外にも、面おも白しろ可お笑かしくも、愚おろかなことをやってくれる人間が尽きないからだ。


    



    　──境界人間マージナルヴェルツェーニが突然ブラッディユートピアを退会すると告こく知ちしてから、はやくも二週間が過ぎようとしていた。


    



    　いつもの時間。いつものチャットルーム。


    　何一つ変わらない、いつも通りの他愛たわいのないお喋しやべり。


    



    　ヴェルツェーニ〉　私は、ブラッディユートピアの管理人を降りようと思います。


    



    　話題になるのは殺人、拷ごう問もん、政治、経済、宗教、神話、オカルト、今日の朝食、明日の天気。


    　ひどくまじめな話から、一言で終わるようなくだらない話題まで様々だ。


    



    　ヴェルツェーニ〉　どうしてですって？　お互いのことは話さない。それがここのルールです。最後までそのルールは守っていきましょう。黙って消えさせてください。


    



    　踏み込んだ質問は何一つしない、そんな暗あん黙もくの了りよう解かいの中で行われる上うわっ面つらを撫なでる会話。しかし、だからこそ気き兼がねなく話せることもあった。


    



    　ヴェルツェーニ〉　つきましては、私はあなたに次の管理人をつとめてもらいたいと思っています。だからこそ、このことをいの一番にあなたに話すのです。どうです、引き受けてもらえませんか？


    



    　──そんなものが明日も明後日あさつてもあると馬鹿みたいに信じ続けられたのも、二週間前までの話だ。


    　スターマインは、しばらく呆ぼう然ぜんとディスプレイを見つめていた。


    



    　スターマイン〉　僕が？　周りが納得しないだろ。


    　ヴェルツェーニ〉　いえ、逆です。あなた以外だと誰も納得しません。


    　スターマイン〉　めとせら氏やブギーマン氏はどうなの？


    　ヴェルツェーニ〉　彼らは人格的に問題が残ります。私はあなたが適任だと判断します。


    



    　美び辞じ麗れい句くを並べ立てられて、気付いたらよくわからないうちに了りよう承しようしていた。


    　ＰＣの電源を落としたあともずっと、地に足がついていないような心地だった。


    　にわかには信じ難い話だった。青せい天てんの霹へき靂れきとはこのことだ。


    　次第次第に、震えを伴う実感が湧いてきた。そして気付く、一つの事実。


    　──つまるところそれは、なんだってできるということじゃないか。


    　追想を断ち、スターマインはもう一度、より強く風を感じるため目をつぶり両手を開いた。


    　その時を見計らったかの如ごとく、少し強めの風が吹く。目ま蓋ぶたの裏に降り注ぐ日光と、形を変える木漏れ日の光、そして風の香り。


    　ここにたしかに連続殺人犯エクスター公こう爵しやくの娘はいた。そしてまた、ヴェルツェーニも。


    　静かに目を開けると、まるで自分を祝福するように、天からブナやカエデ、シラカバの葉がひらひらと舞い降りてくる。


    　自分に花か鳥ちよう風ふう月げつを愛めでる心があったというのは驚きだった。


    　紅あかや黄色に輝く極ごく彩さい色しきの世界、自然の作る色彩の美は、涙が出るくらいに綺き麗れいだった。


    　とりわけ、これで見納めになるかもしれないと思うと、なおのこと世界が輝いて見えた。


    　思う存分目に焼きつけると、満足して歩きだす。


    　が、数歩も歩くか歩かないかのうちにぐしゃりと音を立てなにかを踏んだ。


    　折せつ角かくの感傷的な気分がぶち壊しにされ、眉をひそめる。


    　足を退どけると、なにかのチラシを踏んづけていた。


    　指で摘つまみ上げる。


    



    　　　　　秋祭りのお知らせ


    



    　　　錦きん繡しゆうの候そうろう、いかがお過ごしでしょうか？


    　　　今年も残すところあとわずかとなりました。


    　　　最近は色々といやな事件が続きましたが、よいこともありました。


    　　　月つき森もりが、県の指定する自然公園になることが決まったのです。


    　　　そこで、今年の秋祭りの詳細をお伝えします。


    　　　今年の出し物は少し趣しゆ向こうを変えて、月森台の頂上から一〇八連発の花火を


    　　　打ち上げる予定です。


    　　　忙しい方も、よろしければ是ぜ非ひ窓を開けて月森の方角をご覧ください。


    



    　その先に日程と時間帯が書き込んであった。


    「ふーん、明日か……」


    　誰に言うともなく呟つぶやき、背後の月つき森もりの頂いただきを振り仰いだ。


    



    　


    　貸金庫には大まかに三種類ある。手動型、半自動型、全自動型。


    　手動型は銀行、利用客がそれぞれ鍵かぎを持ち、二つの鍵を職員と同時に使って開けるタイプ。


    　全自動型は専用カードと暗証番号を入れると、ロボットが金庫箱を持ってきてくれる。


    　そして、現在スターマインの目の前にある貸金庫は半自動型のものだった。


    　スターマインはカードをスリットに通し暗証番号を打ち込むと、プライベートルームに足を踏み入れる。背後で扉とびらが閉まる音がした。


    　ここに来るまでに通った街の喧けん噪そう。そこから切り離された、静かな空間だ。とても同じ街の中にあるとは思えない。


    　暖色のダウンライトの下、その個室──十畳じようほどの空間には、二重構造のボックス型金庫がひしめいていた。


    　プライバシー遵じゆん守しゆの観点から、同伴者が入ることは許されないし、ほかの人間に同時に入られる心配もない。


    　スターマインの手にはカードと鍵が握られていた。


    　カードには須す田だ彰あき夫おと書かれていた。


    　元来、貸金庫の契けい約やくには本人確認をするため免許証や保険証、パスポートなどが必要とされる。


    　そして専用カードと鍵を渡され、暗証番号を設定する。


    　よくできたシステムだ。しかし、それは二回目の利用時からは本人確認をしないということでもある。


    　つまり、契約した人間以外でも、暗証番号を知り、鍵と専用のカードを持つ人間ならば誰でも出入りできるのである。


    　これは金に困ったホームレスに小遣いをちらつかせて、契約させたものだ。この名はスターマインの本名ではない。


    　指紋の登録がないところを探すのには苦労した。基本的に指紋は誤ご魔ま化かせない。勿もち論ろん裏道もないことはないが、手間がかかるので省略できるに越したことはない。人心地つくと、背負っていた背はい囊のうを下ろす。


    　その時、思いがけず背囊の中身がこぼれ落ちる。金属質のものが床にぶちまけられ、騒々しい音が響き渡った。


    　守かみ科しな隼はや人と、葵あおい寛ひろし、門かど真ま暁あき光みつ──────


    　それは鍵、そして名前の打たれたＩＤカード。その二つを一セットに、合計十セット以上が、一いつ遍ぺんに床にこぼれたのだ。そしてスターマインの手には須す田だ彰あき夫おのカードと鍵のセットがある。


    「…………」


    　スターマインは感情のこもらない瞳でそれらをしばしの間見つめ、やがて思い出したように搔かき集める。


    　金庫の前に立つと、鍵かぎを差し込んだ。


    　鍵を回すまでの間、最後の逡しゆん巡じゆんがあった。


    　──ホントにやるのか？


    　何度も自問した。何度も煩はん悶もんした。


    　もう、答えは出ている。とうに決めたのだ。


    　──ああ、やるとも。おそらく、これを成なし遂とげるためだけに僕は生まれてきたのだから。


    　最後の迷いは消えていた。


    　スターマインは、勢いよく鍵を回した。


    



    ２


    



    　月つき森もり高校の昇降口は水を打ったような静けさに包まれていた。


    　登校時刻ないしは下校時間ならば、賑にぎ々にぎしい空気の中、生徒たちが三さん々さん五ご々ごに行き交う姿が見られただろう。しかし、いまはそのどちらの時間帯とも違った。


    　だがそんな中、昇降口で靴を履き替える一人の男子生徒の姿があった。


    　没ぼつ個こ性せいの象しよう徴ちようの学校制服に身を包んでいるにも拘かかわらず、その生徒の存在はひときわ異彩を放っている。


    　その両手には革手袋がはめられており、ある程度の年月を経へた使い込みが、ほどよく黒革の色味を変化させて、光こう沢たくを生んでいる。一見して安物ではないことが見て取れる。


    　水を思わせるしなやかな少年で、授業中の学校の静せい寂じやくと調和したかの如ごとき静かな気配をもってそこにいた。


    「おい、テメェそんところでなにしてんだよ」


    　靴を履き替えていた少年に、影が被かぶさる。


    　少年が顔を上げると、鞄かばんを右手で肩に背負い、居い丈たけ高だかな態度で立ちはだかっているいかにも柄の悪い男がいた。着崩した冬服姿が妙な凄すごみを生んでいる。


    「いま帰りですか。お早い帰宅ですね加か倉くら井い」


    　だが、ドスの利きいた声で問う加倉井恭きよう二じを意に介さず、白はく皙せきの少年、摩ま弥や京きよう也やは泰たい然ぜんとした態度で応じる。


    「そりゃこっちの台詞せりふだ。六時間目はどうしたんだよ、オメェ」


    「体育の授業はいつも見学しています。さして留とどまる意味もないと思いましたので……。それに今日は色々と約束もあります。そういうあなたは？」


    「オレが授業をフケるのに理由がいるのか？」


    　加か倉くら井いは全身で自分が不良であることを訴え、胸を張る。


    　普通の不良は自分が不良であることを殊こと更さらにアピールすることはないだろう。京きよう也やは指摘しようかと思って──止やめておくことにした。


    　彼のかくあるべきという不良像は、暴走族がカミナリ族と呼ばれていた昭しよう和わの中頃で止まっている。まずもって、彼の失敗した綿わた菓が子しのような前髪からして時代錯さく誤ご極まっている。


    　伝でん法ぽうな態度と身なりこそ問題だが、内実人格はまともである。


    　鬼き面めん人を威おどすという言葉が、今日きよう日びここまで似合う人間もいまい。


    　だが、そんなクラスから浮いた人間だからこそ、同じく浮いた存在である自分とも、腐くされ縁えんめいた妙な感情を共有できるのだろう。


    　昇降口を出ると、授業中特有の不思議な静けさに包まれた学校を感じた。


    　別にどちらが提案したわけでもないのに、自然、加倉井と並んで帰路を歩いていた。


    　陽光が燦さん々さんと降り注ぎ、雲一つない空は夏空を思わせる。これで空気の冷え込みさえなければ、いまにも蟬せみの鳴き声が聞こえてきそうな天気だった。


    　学校の周りに広がる田園には、もうすぐ刈り取りが行われるのか、蓬ほう々ほうとして頭こうべを垂れた金色の麦畑が縹ひよう渺びようたる様を見せている。


    　月つき森もり市は、都市部と市の外縁部では、随ずい分ぶんと風景に違いが見られる。それを理解していても、四季の移り変わりの際は未いまだに驚かされてしまうことがあった。


    「学校なんてくだらねぇ」


    　突然隣となりを歩く加倉井が、そんな気のない愚ぐ痴ちを言った。


    「学校に行くことに意義を見いだせないなら、部活動でもなんでもして意義を自分で作るしかないでしょう。努力すらしないでぶーたれていては、現状はなにも変わりませんよ。それに、拘こう束そく時間があるからこそ、自由時間が尊とうとく思えるものです」


    　加倉井が眉をひそめる。


    「テメェの意見は正論ばっかで聞いてるとムカつくな」


    「正論とは道理に適かなった意見のことを言うと私の辞書に書いてありますが……さて、どうしてムカつくのでしょうか？」


    「正論ってーのは、言ってることこそ合ってるけどよ、人様の共感は得られないもんだ。オレの辞書にはそう書いてあんよ」


    「なるほど、それもまた道理ですね。私の辞書にもそう追記しておきます。不思議です、あなたは一見救いがたい阿あ呆ほうに見えますが、たまに鋭いことも言います」


    「うるせえんだよ！」


    　しばらく、ひび割れたアスファルトの上を歩く二人の靴音だけが辺りを包む。やがて加倉井は思い出したように口を開く。


    「なぁ、そういうテメェは、学校に来てて楽しいのかよ」


    　京きよう也やは自分に向けられたその問いに、少し口ごもる。


    「そうですね……少し前までは、きっとあなたより学校──というより社会というものが嫌いだったでしょう」


    「いまは違うってか？」


    　京也は苦笑する。自分は加か倉くら井い相手になにを話しているのだろうか。


    「未いまだに嫌いですよ。しかし、最近は少しだけこの社会を見直してみてもいいかと思えるようになりました」


    　加倉井はそれを聞くや鼻はな白じろんだ顔をした。


    「ふん、当ててやんよ。南な雲ぐも妹だろ？」


    「ええ」


    　南雲御み笠かさに学んだこと、教わったことの数々は、いまも自分の中にしっかりと根を下ろしている。


    　即答する京也を見て、加倉井は今度は嫌けん悪おもあらわに睨にらみつけてくる。


    「ケッ、『オンナができて世界が変わって見えてきました』ってか？　ムカツク回答だな」


    「御笠さんは私のオンナではありません。彼女はその種の単語に過か剰じよう反応するので、本人の前では絶対に言うのは避けてください。顔を真っ赤にして、目を剝むいて怒りだします……おそらく、私との関係を誤解されるのがよほど腹に据すえかねるのでしょう」
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    「お前……それ本気で言ってるのか？」


    　京きよう也やは加か倉くら井いの質問の意図を量りかねる。


    「ええ、勿もち論ろんですが……」


    　聞くに堪たえない、とでもいうように加倉井は首を振った。


    　本当にこの男の表情はバラエティに富んでいるな、と心の中で思う。


    「自分のシッポ咥くわえて回ってる犬みたいに、お前らはきっとジジババになるまでそうやってんだろうな」


    「意味の判然としないたとえですね……」


    「一生判然としなくていい」


    　そう言って加倉井は小石を蹴り飛ばす。


    　京也はといえば、さきほど加倉井にかけた言葉をしばし舌の上で転がしていた。


    「運動系の部活は遠慮しますが、私も……文化系の部活ならば、少し考えてみるのもいいかもしれません」


    　運動系の部活はどうしても人前で肌をさらす必要が出てくる。


    　前回の連続殺人事件の折、考え方の転機があったが、やはり自分の体についた傷跡は、隠せることなら隠し通していきたい。


    　自分が自分であるために。他者を寄せつけない強い自分でありたいがために。だが、そんな自分を他人に理解されたい。そんな致ち命めい的な矛む盾じゆんを抱えた自分がたしかにいる。


    　その迷いが、そのままさきほど口を突いて出た台詞せりふに繫つながった。おかげで、ひどく曖あい昧まいで歯切れの悪いものになってしまう。


    　だがそれを聞いて加倉井が目を丸くする。なにか喋しやべるのかと思ったが、半分開いた口をそのまま閉じた。


    　いつの間にか畑は途切れ、歩道はきちんと舗ほ装そうされていた。家が密集する区域に入り、分かれ道である四つ辻つじに辿たどり着く。


    「私はここで失礼します」


    「テメェの家ってそっちだったか？」


    「さきほど言ったでしょう。今日はいくつか約束があるのですよ」


    　京也は踵きびすを返しかける。と、その背中に加倉井の声がかかった。


    「お前さ、変わったよな」


    　京也はハッとして振り向いた。


    「なんだか憑つき物が落ちたような顔してるぜ、ちょっと前のオメェなら、さっきの部活の話なんかロクに考えもしなかっただろ。なんかあったのか？」


    　あった。連続殺人犯クロウメモドキとの対たい峙じが。


    　本当にこの男は妙なところで鋭い。


    　京きよう也やが絶句した状態から立ち直る前に、加か倉くら井いはその反応を見て満足したのか「じゃあな」とぶっきらぼうに言って歩み去ってしまった。


    



    　


    　中華街の真っ赤な門柱の上には、一年中安っぽい造花ホンコンフラワーが飾りつけてある。


    　昼はデートをする男女の姿や胃袋自慢の食べ歩き、夜は各種賭かけ事に精を出す中年や飲のん兵べ衛え。一歩裏道を歩けば、玉虫色の油ゆ膜まくの張った水溜まりと、吐と瀉しや物の饐すえたにおいが広がっている。時折青せい竜りゆう刀とうで食い逃げを追い回す光景も見られると聞くから、そこには周りとは違う独特の威勢のよさがある。早朝以外のいつ来ても、ある程度の活況が見られる場所だ。


    　決して十分な広さがあるとは言えない通りに、互いを押し退のけ、少しでも目立とうとするかのように、所狭しと電飾と看板が立ち並んでいる。


    　昼食目当てでこの通りを訪れた者は既すでに胃袋を満足させ、人通りは落ち着いたが、それでも多少の歩きにくさは感じるといった半はん端ぱな時間帯だった。


    　雑ざつ踏とうの流れに乗りながら、京也は渡された地図と通りを交互に眺める。


    　しばらく進んだところで足を止め、横手にある立て看板を眺めた。


    「ここですか……」


    　面おも長ながの雑居ビルに、地下への階段が伸びていた。途中に電灯一つもなく、湿気がひどく階段は苔こけむしている。


    　看板には『地下二階　三サン不バツ管グン』とだけ書かれている。この看板だけでは、一体なんの店なのかすら定かではない。


    　転倒しないように壁に手をついて降りていく。


    　地下一階は、時間が早いのか、まだ営業をしていなかった。看板に書いてある料金表を見ると、どうやらキャバレーかなにかのようだ。


    　そして地下二階まで辿たどり着く。少しの間逡しゆん巡じゆんしたあと、扉とびらを押し開ける。と、カウベルがカランカランと澄んだ音を立てるや、やにわに少女が飛び出してくる。


    「ニーハオ！　お食事処どころ『三不管』にようこそ～～」


    　髪をひっつめたチャイナドレスの少女が満面の笑みで出迎えた。


    「…………宇う佐さ美みさん、ここで一体なにをしているのですか？」


    　さしもの京也も状況が上う手まく呑み込めない。


    　なぜかチャイナドレスに身を包んだ宇佐美風ふう香かも、ようやく客が京也であることに気付いたらしい。脳の回線がショートしたのか、接客用の微笑ほほえみを湛たたえたままフリーズしている。いや、よく見れば口元がわずかに引きつっていた。


    　なんとも言えない奇妙な沈黙が、しばらくの間続いた。


    



    　


    　その後、誰もいない店内のカウンター席に案内されてから、おもむろに一言。


    「来るなら来るってあらかじめ言っておきなさいよッ！」


    　茹ゆで蛸だこのような真っ赤な顔でそんなことをまくしたてると、勢いよくカウンターに突つっ伏ぷした。「見られた」「死にたい……」などと、細ほそ々ぼそとした怨えん嗟さの声が漏れ聞こえてくる。


    　京きよう也やの記憶がたしかならば、以前、宇う佐さ美みに地図を半ば強引に握らされて、「これ、私のバイト先。いつでも遊びに来てよね」と言われたはずだ。いましがたの台詞せりふとまるで逆だった。自分の記憶違いだろうか。


    　京也は渋い表情で内装を見る。


    　宇佐美の発言を信用するならここは『お食事処どころ』ということだったが、未いまだに宇佐美が自分を謀たばかっているのではないかという疑ぎ惑わくがぬぐえない。


    　一言で言って、京也がかつて見たことのないほどひどい店だった。


    　広さこそ普通だが、店内には裸電球が等とう間かん隔かくで吊り下げてあるほかには光源はなにもなく、店内は信じられないくらい暗い。


    　中国語で書かれた札が店内の壁の縦じゆう横おうに貼られており、その壁紙もあちこちがべろりと剝はがれ、そこから茶色いシミが覗のぞけている。カウンターから見える調理場の大おお鍋なべは、各種物質が焦こげて固着し、元の色がなんであったのかすらわからないほどだ。


    　さらに信じられないことに店内の隅には茶色い錆さびの浮いた洗濯機がそのまま放置してある。一体あれにはなんの意図があるのだろうか。


    　保健所の人間が失神すること必至の劣れつ悪あくな環境だった。


    　そしてなぜか宇佐美のいでたちはチャイナドレス。異世界に迷い込んだような気がして、軽く目眩めまいがする。


    「……一体なにから指摘すればいいのかわかりません。説明してもらえませんか、宇佐美さん？」


    「なにがよ」


    　やがて宇佐美が頰に赤みを残しながらもおずおずといった感じで顔を上げた。


    　彼女の話を聞くと、ようやく事情が見えてきた。


    　元々宇佐美の通っている陽よう丘きゆう女子校は、バイトを全面禁止しており、近辺の高校生バイトを雇やとっている店一軒一軒に教師が説といて回る、というほど神経質らしい。


    　耳にタコができるほど聞かされれば店側も警戒するもので、陽丘の生徒が学校に隠れてバイトをするのは至難の業わざ。その裏を搔かくとなれば、宇佐美も日の当たる場所で堂々とバイトをするわけにはいかない。事情を聞かずに雇やとってくれたここの店長には、宇佐美なりに一応の感謝をしているという話だった。


    「……ちなみにここの時給はどれほどですか？」


    　宇う佐さ美みが、一瞬答えにくそうにぎこちない笑みを浮かべると、耳を貸せと招き寄せる。されるがままにしていると、宇佐美はためらいながらも耳打ちをする。


    　驚いた。


    「私の聞き間違いでなければ、国の定めた最低賃ちん金ぎんを下回っていますが」


    　宇佐美は我が意を得たり、という顔で頷うなずく。


    「そう、そこが問題なのよ。おそらくあのヒゲモジャ店長、私が陽丘の生徒だって薄々気付いてるのよ。だから足下見た賃金で私を扱こき使ってるの」


    　憤ふん懣まんやる方ないといった調子で腰に手を当てる。


    「労働基準法ろうきほうは大丈夫なのですか？」


    「そこは大丈夫。ここ違法営業らしいから」


    「……待ってください、いまの話のどこに大丈夫な要素があったのでしょうか？」


    「まあ、ヤっちゃんにみかじめ料は払ってるみたいだけどね。私さ、上の階のママに誘われちゃった。時給がここの十倍なんだもん。驚いたわよ」


    「まさか受けたのですか？」


    「それこそまさか、よ」


    　冗談めかしているが、宇佐美の顔に軽い不満が見て取れた。


    「失言でした。撤てつ回かいします」


    　宇佐美は肩から力を抜くと、「ま、よろしい」と言った。


    「それで、その店長というのはどちらに？」


    「いま雀ジヤン荘そうにお出かけ中よ」


    「……随ずい分ぶんとおおらかな経営方針ですね。昼下がりのこの時間に私しかお客がいないというのは、十分憂ゆう慮りよに値あたいすると思うのですが」


    「一応危機意識はあると思うわ。私がこんな服着せられてるのも店長が集客のためにやらせてるんだから。あ、ちなみにこれ着て接客やらされたの今日が初めてだから、そこのところお間違えなく」


    　なるほど、それでそんな奇妙な格好をしているのかと独りごちる。


    「で、効果のほどは？」


    「見ての通り」


    　宇佐美が両手を開いてみせ、わずかに肩を落とす。


    　客は京きよう也や以外一人もいなかった。むべなるかな、まず表の看板からここが料理店だと推定するのが難しい。しかも一階はキャバレーらしきテナントまで入っている。良識のある人間ならばまず途中で引き返すだろう。


    「私って女として魅力ないのかしら……」


    「そんなことはありません。とても魅力的ですよ」


    「ホ、ホント？」


    　カウンターから身を乗り出して京きよう也やに顔を寄せてくる。


    「本当です。私は噓うそは言いません」


    　ひねりのない誉ほめ言葉一つでも、彼女の顔が驚くくらいに華やぐ。


    「ちょっとだけこの格好しててよかったかも、って思った」


    　暗がりに目が慣れてきた。おそらく店長とやらが意図的に選んできたのだろう、宇う佐さ美みの体より二回りほど小さいものを着せられて、女性らしい胸や腰のラインが締め上げられるように強調されている。


    　縫ほう製せいは粗あらく、脚部のスリットがかなり危あやういラインまで切れ上がっている。


    　元来宇佐美は目鼻立ちが整っている。制服の上からではわからなかったが、女性としての成せい熟じゆくぶりも窺うかがえた。いまならどうして彼女が上の階の人間とやらに勧誘を受けたのかがよくわかる。


    　唐とう突とつに、彼女の嬉うれしそうな顔が幼い日のそれと重なる。


    　京也は一つ首を振って考えを打ち消した。


    「しかし、どうして君の女子校は目の色を変えてバイトを監視しているのですか？」


    「なんか数年前、コンビニのバイトしてた子が、変な客に目つけられて、帰り道に襲われて殺されちゃったんだって」


    　その事件なら記憶している。


    　典型的なストーカー殺人で、人ひと気けのない場所で被害者の女生徒をレイプ、大声で叫ばれたのを理由に殺害。


    　いたずら心を起こした犯人が死体の陰部に小石を詰め込んで立ち去った。


    　なるほど女子校にとってはショッキングな事件だろう。もっとも、死体を弄もてあそぶ犯行自体は特別珍しい事例ではないが。


    　結局、死体についた精液からの酸性フォスファターゼの検出と、現場の靴跡、前科歴からあっという間に逮捕はされたはずだ。


    　死体に下げ世せ話わな細工をして喜ぶのは三流の殺人者だ。


    　京也は知らず糸切り歯を擦こすり合わせ、嚙かみしめる。コリッと澄んだ咬こう合ごう音を立てた。口の中に唾だ液えきが溢あふれるのを、努めて意識しないようにした。


    　宇佐美はなおも、学校に対する不満を吐き出し続けている。


    「それになんかうちの制服ってマニアが多いらしくて、ネットのオークションとかで結構な高値がつくらしいのよ。だから学校側が鎖さ国こく状態作っちゃってて。そういうのが余計プレミア価値を高めてるっていうことに気付いてないのよ。で、その事件の余よ波はなのか便乗したのか不純異性交遊も問もん答どう無む用ようで退学。これってひどいと思わない？」


    　宇佐美が首を真ま一いち文もん字じに切るジェスチャーをする。


    　と、小さく「あっ」と叫び、途端にもじもじとスリットから覗のぞく太ふと股ももを擦すり合わせ、空中に『の』の字を書き始める。やがて頰を染めながら言った。


    「……私ときょーちゃんが一緒にいると学校の人に誤解されちゃうかもね」


    「それはないでしょう。私と宇う佐さ美みさんはまったくもって性的な関係をもっていませんし、これからもそれはないでしょうから」


    　途端に宇佐美の顔に朱がさす。


    「……あっっっっそう！　わかった、わかったわよッ！」


    「一体なにを怒っているのですか？」


    「知らないッ！」


    　なんとか宇佐美をなだめすかそうとするが、京きよう也やが言葉を重ねると、なぜだか機き嫌げんが悪くなっていく一方だった。


    　このままではまずいと思い、話の矛ほこ先さきを変えることにした。


    「ところで、そろそろお冷やの一つでも出していただけないでしょうか」


    「そこら辺に湧いてる泥水でもなんでもすすればッ？」


    　いよいよここが料理屋だというのが信じられなくなってきた。


    「じゃあはい、これメニュー」


    　つっけんどんな態度でメニューを渡される。


    　メニューをざっと眺めると、飲み物を除いて三十品目ほど。中華街の面めん目ぼく躍やく如じよといったところだろうか、広範に麵めん類を網もう羅らしていて、少し値段が高めだが四川シセンと広東カントンの料理もカバーしている。宴席料理というより、家庭料理がメインなのも親しみやすい。どれにするべきか悩むところだ。


    「ちなみに私、ラーメンしか作れないから」


    「……では、塩ラーメンでお願いします」


    　途端にメニューを見ていた時間が馬鹿らしく思えてきた。


    「ご注文を繰り返しま～す、塩ラーメン一いつ丁ちようでよろしかったですか？」


    「……ほかに選せん択たく肢しがあったのでしょうか？」


    　営業用のスマイルで白々しく注文を繰り返す。どうやら根に持っているらしい。これは放置すると長く尾を引きそうだ。


    　御み笠かさもそうだが、時々女性の考えていることは京也の理解に余るところがある。御笠との会話も、いつもこんなふうにこじれていくのだ。


    　他人の心は、脳を切り開いても見ることができないのが悔くやまれる。そもそも、こんな考え方をすること自体、他人から見ればナンセンスなのだろう。


    　伝でん家かの宝ほう刀とうを抜く時がきたようだ。……最近とみに軽々しく伝家の宝刀を抜いているきらいがあるが。


    「宇う佐さ美みさん、なにやら怒らせてしまったようなので、お詫わびに今度どこかに出かけませんか？　代金はすべて私が持ちますので」


    　腕を組んでそっぽを向いていた宇佐美が、ちらりと横目でこちらを見る。


    「それってデートに誘ってるってことよね？」


    「ええ、まあ」


    「巡る場所はどこでもいいの？　ショッピングとかもＯＫなわけ？」


    「ええ」


    「……もしかしてきょーちゃんってお金持ち？」


    「まあ、そうとも言えるかもしれません」


    　口座にはあまり綺き麗れいとは言えない金もあるが、とつけ足しそうになった。


    　京きよう也やには趣味らしい趣味がないのでいままで使いあぐねていたが、本来そんな金はさっさと使ってしまった方がいいのだろう。


    　ふと、悪あく銭せん身につかず、という言葉を思い出した。


    「………………。きょーちゃん大好きよ」


    　しばしの黙もつ考こうののち、通り雨が過ぎ去ったように、彼女の顔にからりとした笑顔が戻っていた。それを見て思わず苦笑する。『奢おごりでデート』という免めん罪ざい符ふは、御み笠かさ、宇佐美を問わず効果があるらしい。これで彼女の機き嫌げんが直るならば安いものだろう。


    　もっとも、加か倉くら井いに言わせれば「テメェはきっと女に刺されて死ぬタイプだ」ということらしいが。


    「うん待ってて、いまチャッチャと作っちゃうから」


    　彼女が奥の冷蔵庫から麵めんを一玉持ってくる。


    　この店には調理場が二か所あるらしい。奥の調理場のほかに、京也の座っているカウンターを挟んだ反対側がそのまま調理場になっていて、こちらは客に実演で見せながら作る料理が主体だそうだ。


    　宇佐美は慣れた手つきで、なみなみと湯が張られた大おお鍋なべに麵を放る。


    　やがてここぞとばかりにテボを取り出す。麵をすくい取ると、拙つたないながらも軽い麵の湯切りパフォーマンスを見せてくれた。


    　手早く玉子、海の苔り、チャーシュー、メンマなどのトッピングをして、雷らい文もんのついたプラ製の器うつわに盛ってくる。温かい湯気に顔を撫なでられ、自然食しよく指しが動いた。


    「はい、お待ちどお」


    　京也は黙って箸はしを割る。


    　彼女はカウンターに両りよう肘ひじをついて、麵をすする京也を嬉うれしそうに見ている。


    　見られていると食べづらいのだが、ことあるごとに「美お味いしい？」「美味しい？」と問いかけてくる様を見ていると、不思議と微笑ほほえましいものを覚える。


    「御み笠かささんにはあまり麵めん類はごちそうになったことがないので、新鮮ですね」


    　空気がぴしりと固まり、再び彼女の表情が陰った。


    　もしかすると、また地じ雷らいを踏むような発言をしたのだろうか。


    　しかし宇う佐さ美みは、先のように怒り出さず、代わりに探りを入れるかの如ごとき低い声音で、


    「……その『御笠さん』って人、よくきょーちゃんの話に出てくる人よね？」


    「ええ、そうですが……」


    「ねぇ……その人はきょーちゃんにどんなもの作ってきてくれるの」


    　対抗心のような感情が覗のぞけて見える。気のせいだろうか。


    「そうですね……御笠さんはなんでも作ります。よくお弁当を作っていただきますが、最近はその腕にも磨きがかかっていて、一昨日はマンサフと呼ばれるヨルダンの伝統料理を、昨日はモロッコの主食であるクスクスを頂いただきました。今日に至っては、フランス料理のフルコースが出てきて大変驚きました。オードブル、スープ、魚肉料理に続きサラダが出てきたあと、ソルベで口直しをする──などなど正式な手順を踏とう襲しゆうするところにこだわりを感じます。実にプラケース二十個にわたる傑けつ作さくとなりました。味の方も私が保証します。今度ワッフルを使って、ガウディ建築のサグラダファミリア教会を忠実に再現したお菓子を焼いてきてくれるそうで、楽しみに待っています」


    「じ、人外ッ！　──むぅ……予想以上だわ。とんでもない強敵ね」


    「いえ、御笠さんは優しい方ですので、敵というよりは、よいお友達になれるかと思いますが」


    　しきりになにか考え込んでいた宇佐美は、やがて眦まなじりを決すると、顔を上げる。


    「前にも言ったけど、今度その御笠さんって人、ちゃんと私に紹介してよね」


    「勿もち論ろん忘れていません。しかし、どうして熱心に御笠さんに会いたがるのでしょうか？」


    「……その人とは一度きっちりとお話ししたいことがあるから」


    「私から用向きを伝えておきましょうか？」


    「いい。女と女の大事な話だから」


    「なるほど、よくわかりませんがそれならば私が口を挟む理由はありませんね。承うけたまわりました────ごちそうさまです。お代はいかほどですか？」


    「え、いいよいいよお金なんて」


    「公私混同はいけません。きちんとお代は取ってください」


    　宇佐美が腕組みをしてしかつめらしい顔をする。折せつ角かくの厚意をフイにしてしまって怒っているのかと思った。が、ふと彼女の口元が緩ゆるむ。


    「もうっ、きょーちゃんって変なところでまじめなんだから。……六百八十円よ」


    　ラーメンと彼女の奇き天て烈れつな服装も含めて、六百八十円の価値は十分にあった。


    　なにより、クロウメモドキのせいで、いままでロクに久きゆう闊かつを叙じよする暇ひまもなかったのだから。


    　こんな時間の使い方も──悪くはない。ふとそんなふうに思ってしまう。


    　彼女が薄はつ給きゆうで扱こき使われているのが不当に思える。日の当たるところでバイトさえできれば、彼女のような明るい人間は引く手あまただろう。


    　当の本人が、口で言うほど自分の不遇を嘆いていないのが救いだろうか。


    　隠れた名店を発見した気分だった。


    　ここに保健所の検査が入らないことを、心中でそっと祈った。


    



    　


    　京きよう也やは宇う佐さ美みと別れると、その足で近場の生せい花か店てんを目指す。


    　軒先キヤノピーから溢あふれんばかりの多種多様の花がひしめく小さな花屋で、京也は、百ゆ合りの花をメインにかすみ草を散らした白一色に統一。そのまま包んでもらう。


    　それを両手で抱えながら、市のはずれの方に足を進める。


    　しばらく歩ほを進めると、周りの景色は顕けん著ちよに変化を見せ始める。ビルがなくなり、すれ違う人間が減り、民家すらなくなってきた頃、それは見えてきた。


    　寂せき寞ばくとしたそこには、大きな墓ぼ所しよが広がっていた。


    　拝はい漣れん寺じと呼ばれる寺の横手に広がる墓所だ。月つき森もり市で一番広い霊園で、多くの霊が安らかに眠っているとされている。


    　まだ約束の時間には二十分ほどあったが、既すでに彼女は来ていた。


    　月森高校の冬服に身を包み、遠目に見ても、絹きぬのようにたおやかな髪が風になびいている。


    　少女、南な雲ぐも御み笠かさは京也の姿を見ると臈ろう長たけた仕草でささやかに手を振った。


    「すみません、お待たせしてしまいましたか」


    「ううん、大丈夫」


    　御笠は目を凝こらして、京也の姿を頭頂からつま先まで眺めてから、クスリと笑いをこぼす。


    「両手で花束持って待ち合わせ場所に現れる摩ま弥やくんの姿見てると、なんかいまからプロポーズされそう」


    　冗談めかした調子の御笠。


    「ここが墓所でなければ……ですがね」


    　どちらともなく薄く笑う。


    　だが笑う御笠の顔には、かすかな寂しさが交じっていた。


    　その後、一いつ拍ばくの静せい寂じやくを置いて、


    「じゃ、いこっか」


    　と彼女は言った。


    　京也は頷うなずき、彼女のあとに従った。


    



    　


    　墓ぼ所しよは遠目に見たよりもさらに広大だった。


    　そのほとんどが仏ぶつ舎しや利り塔とうを原型にした和形の墓石だ。しかしその隙すき間まにひっそりと、石版のようなモノがあり、その手前の石台に、供く花げするためのスペースが設もうけられた洋形墓石もある。最近ではさして珍しくもなくなった光景だ。


    　背せ丈たけを競うように天に向かって屹きつ立りつする卒そ塔と婆ばが、ここを浮き世離れした場所に見せ、なにやら幽ゆう界かいに迷い込んだかの如ごとき錯さつ覚かくを生む。


    　京きよう也やたち以外にも、老齢の人間がまばらにいて、擦すれ違う度たびに小さく会え釈しやくしていった。


    　そうして京也たちは一つの和製墓石の前で立ち止まる。


    『南な雲ぐも家け之の墓はか』と書かれていた。


    　今日で、御み笠かさの姉であり、京也のクラスメイトだった南雲小さ百ゆ合りが死んで四十九日となる。


    　まだ四十九日と言うべきか、もう四十九日と言うべきなのか。様々なことがあったが、あっという間だった気がする。


    　時の体感速度は、本人の在ありようによって自在に伸しん縮しゆくする。こと摩ま弥や京也という人間に関して言えば──色々なことがあったと言っていいだろう。


    　京也は水を汲くんできた花はな桶おけを御笠に渡すと、彼女は柄ひ杓しやくから水をすくい、かける。


    　京也は花を備え付けの杯に移し、御笠から受け取った赤い線せん香こうに火を灯ともした。ラベンダーの香りが辺りに広がる。


    　御笠が目蓋まぶたを伏して手を合わせた。京也もひそみに倣ならい、黙もく禱とうという体てい裁さいを繕つくろった。実際には形だけで祈りなど込めていない。


    　それに、おそらく本気で祈りを捧ささげることは南雲小百合への冒ぼう瀆とくに繫つながるだろう。


    　小百合を殺した犯人、エクスター公こう爵しやくの娘という禍つ名ハンドルネームは、単一の人間をさすものではない。


    　小百合を直接殺害した海かい藤どう信のぶ樹き、その海藤を殺した御笠の親友・新しん谷たに恵めぐみ、そして恵を自殺に追い込んだ摩弥京也。その三人をまとめてさすものだ。


    　それはこの世で自分だけが知っている事実。ほかにこのことを知る人間は、皆死んだ。そして自分は、その証しよう拠こをまとめて闇に葬ほうむった。事件が明るみにならないのは、京也が流出するべき証拠を止めているからだ。


    　それは間接的な殺人の幇ほう助じよにほかならない。それは御笠への直接的な背はい信しん行為にほかならない。


    　果たして、自分に小百合の墓を詣もうでる権利などあるのだろうか。


    　否いな、問うまでもない。あるはずがないのだ。


    　静かに手を合わせる御笠を横目で見た。その姿は、ゆっくりと京也の心臓を絞り上げる。


    　何度今日の誘いを断ろうと思ったか、数えることすら愚おろかしい。


    　御笠は、繰り言のように京也に語る。それは、今日この時も、思い出したかの如ごとく自然な調子で彼女の口から放たれた。


    「はやくお姉ちゃんを殺した犯人が捕まってほしいな」


    　京きよう也やはそうですねと答えた。最高の皮肉だ。すべてを知る人間が彼女の真横にいるのだから。


    　──もう、一いつ時ときたりとも彼女のそばにいたくない。


    　いままで覚えたことのない感情に当惑する自分が、逃げ出せと叫ぶ。


    　──もう、一時たりとも彼女のそばを離れたくない。


    　対ついを成なすように、彼女を大事に思う自分がそう叱しつ咤たする。


    　体がバラバラになりそうな不安定な心地だった。


    　自分がこれほど矛む盾じゆんに満ち、倒とう錯さくしているのは、境界人間マージナルだからだろうか。それとも……。


    　だが、いまは仮かり初そめの答えが出ているので──持ち堪こたえられる。


    　この真実は胸に秘め、墓の中まで持って行こう。おそらく、これが自分の罪つみなのだから、と。


    　祈り終えると、御み笠かさは、思わず京也が見入るほど綺き麗れいな所しよ作さで目蓋まぶたをあげる。眠り姫が初めて目覚めの時を迎えたようで、奇くしくも甘い匂いすら感じる。


    　京也はそれを美しいと思った。


    　御笠は墓の前に跪ひざまずき、目線を故こ人じんの高さまで合わせる。


    「お姉ちゃん、あたしお姉ちゃんと同じ一六歳になっちゃったよ。来年は、あたしの方が年上だね」


    「『人の記憶に在あり続ける限り、死者もまた生き、齢よわいを重ねる』と言ったのは誰でしたか……。大丈夫です。君の心にお姉さんが在り続ける限り、お姉さんは御笠さんとともに年を刻み続けるはずです」


    　御笠はゆっくりとかぶりを振る。


    「それ、違うよ」


    　少し面食らう。


    「……どうしてでしょうか？」


    「あたし、感謝してるよ、お姉ちゃんと過ごせた日々のこと。お姉ちゃんに教えてもらったこと。摩ま弥やくんの言ってることって、死んだ人を死んじゃったって認めないことと同じだよ。


    　それにあたし、お姉ちゃんを失ってすごく悲しかった。喪そう失しつ感が強いのは、それだけあたしにとって大事な人だったってことの裏返しだから。だからその感情まで噓うそにしちゃうような、その心地よい考えだけは絶対に受け入れちゃいけないの」


    　強い。彼女は本当に強くなった。


    　摩弥京也は他人の言葉を借り受けてしか物を言えない人間だというのに、彼女はたどたどしくも自分の心の言葉で物を言うのだ。これに羨せん望ぼうを覚えないはずがない。


    　この場に御笠の両親は来ていない。御笠に聞く限り、法ほう事じの類たぐいをすべて欠席しているという。つまり、彼女の両親は御笠ほど強くはなれなかったのだろう。


    　だが、御笠は自分など引き連れずに、両親をこそ連れてくるべきだったのだ。


    　法事や葬そう式しきの本意は、当然死者を弔とむらうことにある。だが、のみならず生しよう者じやが死者への未練に踏ん切りをつけるためにあるのも、一面の事実。


    　彼女の言う通り、小さ百ゆ合りを大事にしていたと思うなら、両親はこの場を訪れるべきだった。


    　御み笠かさはもう一度小百合に向き直る。


    「あたし、今日からしばらくお姉ちゃんのお墓には来ないよ。だから、決意表明に来たの。必ずお姉ちゃんを殺した犯人の尻尾しつぽを摑つかんで、捕まえるから。絶対……絶対ッ」


    「…………………………」


    　彼女の悲ひ壮そうな決意に報むくいることはできない。彼女を手伝うことは京きよう也やには、できないのだ。


    　それは自分の心臓を摑み出して、小百合の墓ぼ前ぜんに捧ささげる行為だからだ。


    　生しよう者じやを苛さいなみ死者を弄もてあそぶ──その幽ゆう明めいの境界線をたゆたう自分はそも何者か。


    　目の前の彼女なら、明快な答えをくれるのだろうか。


    　目の前の彼女なら、自分を裁さばいてくれるのだろうか。


    「うん、もういいよ」


    　そう言ってスカートの裾すそを払うと、こちらを振り返る。笑う彼女の目元には、一筋の涙が光っていた。それを見なかったように振る舞うなど、彼女に噓うそをつき続けることに比べれば造作もなかった。


    　御笠は、おそらくもう大丈夫だろう。


    　少し心配だった宇う佐さ美みも、大丈夫そうだった。


    　次はお前の番だ、と言われている気がする。


    　できるのだろうか？　


    　境界人間マージナルヴェルツェーニはエクスター公こう爵しやくの娘を呑み込み、クロウメモドキを喰らうことで、どんどん成長していく。より凶悪に、より残ざん虐ぎやくに。研とぎ澄すまされた刃やいばのような一個の純粋な殺意に置き換わっていく。


    　境界人間マージナルである自分にとってそれは、破は滅めつに拍はく車しやをかけるだけだ。


    　だが、もうすぐ自分はヴェルツェーニではなくなる。既すでに後こう事じは託たくした。あとは人々の記憶の風化するままにすればいい。


    「これからどうしようか？」


    　御笠が所在なさげな顔をしている、おそらくここは自分がリードするところなのだろう。一つ調子を整えると、さりげない調子で切り出した。


    「時間が余りましたね。どこかに行きましょうか」


    



    　


    　結局、御笠と連れ立ってそのまま市の中央部に戻ることにした。


    　この辺で盛り場など知れている。


    　公園に向かうまでに駅を突っ切った。時間帯も重なってか、ひどく人が群れていた。


    　その足で目についたデパートを軽く流してから、ウィンドウショッピングを楽しむ。街を巡る間、至る所に花火の告こく知ちのチラシが貼りつけられているのに気がついた。


    　それに気付くと、連れん鎖さ的に街全体までが祭りに高こう揚ようし、意い気き横おう溢いつに見えるのは不思議だ。


    　御み笠かさがそのチラシをしげしげと眺めては、京きよう也やの目を気にして急いで目を逸そらす──そんな奇行に走ることが何度かあったが、それさえ除けば、総じて普通の男女の憩いこいであり、どこにでもある、ありふれた一幕だった。


    　そんな中に身を浸ひたしていると、ふと自分が境界人間マージナルであることを忘れそうになる。


    　いや、もう忘ぼう却きやくに任せるままにしてもいいのだ。


    　後悔は──ない。


    「どうしたの摩ま弥やくん？　なんか怖い顔してるよ」


    　言われてはっとする。軽く自分の顔を撫なでてみる。


    「気にしないでください。──もう、大丈夫そうです。もう……終わったことですから」


    　御笠はその返答に首をかしげたが、深くは追及してこなかった。


    　足が疲れたと御笠が言うので、公園に向かうことにした。健けん脚きやくを自慢とする京也も、さすがに今日は色々なことがあって歩きづめだったので疲れた。否いなやなどなかった。


    　通りがかった公民館の前に掲かかげられているデジタル温度計を見れば、気温一六度、時刻は四時三〇分だった。


    　もう四時半、あっという間に時間が過ぎていったものだ。そろそろ今日のイベントも終わりだろうか。あまり冷え込まないうちに解散した方がいいだろう。


    　公園に着くと、御笠がかねてからまた食べたいと言っていたクレープ屋台を訪れる。そこにいる髪を染めた若い男は、慣れた手つきで、あっという間にクレープの包みを二つこしらえる。


    　受け取った二つの片方、甘い匂いを漂ただよわせるチョコクレープを御笠に手渡そうとしたが、なぜか彼女は硬い表情で俯うつむいたまま受け取ろうとしない。


    「あたしね、実は……」


    　もしやまださきほどのことが吹っ切れていないのだろうか。不ふ穏おんなものを感じ取って、京也は表情を引き締める。


    「どうしました？」


    「実は……体重が気になって、それを素直に受け取れないの」


    　いまにも死にそうな声で呟つぶやいた。


    「……なるほど、続けてください」


    　そう長い話ではなかった。聞けば、体重が増えてまともに眠れない日々が続いているらしい。その増えた体重というのが、実測で七〇〇グラムほどだというので、京也も途方に暮れる。


    「失礼ですが、それは生理現象の範囲内ではないではないでしょうか？」


    「ないです！　七〇〇は乙女おとめの危機ですからッ」


    「ではこのクレープはいらないのですか？」


    「…………いる。ねぇ摩ま弥やくん、効果覿てき面めんの[image: ]やせ薬とかないの？　摩弥くんの闇ルートとか使ってさ」


    「なんですかその『ヤミルート』という陳ちん腐ぷな響きは……残念ながら、劇的な効果があり、なおかつ副作用のない[image: ]せ薬は現在一般発売されていません。国外の非常に強力な[image: ]せ薬などは神経系に打撃を与える場合が多いので、私はおすすめしません。思春期の女性には特に」


    「じゃあ絶食するもん！」


    　なんと極端なのだろうか。そういえば、女性の理想の体重は、平均体重マイナス十キロだと聞いたことがある。加か倉くら井いがこの場にいたら正気の沙さ汰たではないと叫んだだろう。食と美との兼かね合いは女性の永遠のテーマだから、普通なら京きよう也やが口を出すべきことではない。しかし、


    「それもやめた方がよいかと思います。絶食後初めて食事を食べた時、体はここぞとばかりに食いだめをするようにできているので、その時食べたものがそのまま体に蓄たくわえられます。朝食を抜くと太ると言われているのも同様の理由からです」


    「うそ。じゃあ結局カロリーの低い食べ物しかないのかな……？」


    「それもおすすめしません。食事制限ダイエット法は、宿命的にリバウンドの危機にさらされているからです。御み笠かささんも一生低カロリーの食生活を送るのなら別ですが、食生活を戻した瞬間体重が戻りますよ」


    「それ……とどのつまりは八方ふさがりってことだよね……」


    「まあ、無ぶ難なんなのは食生活は変えずに、運動量を増やすことでしょうか。それが一番健康的だと思います」


    「なるほど……それなら、それならちょっとくらい食べても平気だよね？」


    「……ええ」


    「じゃあもらう！」


    　ようやくクレープの包みを受け取ると、喜き色しよく満まん面めんで食べ始める。


    　運動をすればいいと言っても、激しい運動を恒こう常じよう的なものにするのは非常に難しい。大たい抵ていの人間は三日坊ぼう主ずになってしまうのだが……これは言わなくてもよかったのだろうか？


    　まあ、彼女が喜んでいるようなのでその方がいいのだろう。


    　そのまま近場のベンチに腰掛ける。その時、目の前にある噴水が盛大な水飛沫しぶきを噴き上げた。風向きのせいで霧きり状の水がこちらにかかるのを、御笠はこそばゆいような笑みで受ける。


    「蘭らんちゃんっていまどうしてるの？」


    「相変わらずです。四日後に私立祁け答どう院いん小学校で学芸会があるそうで、蘭はロミオとジュリエットの劇に出るそうです。内容は子供向けにデフォルメされているそうですが」


    「小学校の劇でロミオとジュリエットかぁ……なんかおマセで可愛かわいいなぁ。で、蘭ちゃんはなんの役なの？」


    「それが、私の聞き間違いでなければジュリエット役だそうです」


    「それホントッ？」


    「ええ」


    　御み笠かさはしかつめらしい顔をし、腕を組み目をつぶる。おそらく感情の起き伏ふくに乏とぼしい蘭らんが、必死にロミオ役の男子に愛を語らうシーンを想像しようとして──失敗しているのだろう。なにやら眉根を寄せて険しい表情になっていく。


    「上う手まく想像できないんだけど……その劇あたしも見たいかも」


    　京きよう也やも首しゆ肯こうし、控えめに同意する。しかし蘭も恥ずかしいのだろう、家族の人間に絶対に来るなと釘くぎを刺している。


    「見事ジュリエットに抜ばつ擢てきされた蘭ちゃんの反応は？」


    「最初は茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態でしたね。いまは観念したようで、その代わり当日見に来るようなことがあれば、即座に舞台の上で腹をかっさばいて自害すると言っています」


    「ジュリエットが割かつ腹ぷく自殺ッ？　それじゃ劇の内容変わっちゃうよ。──で、実際のところ行かないの？」


    　御笠は少し意地の悪そうな笑みを浮かべてこちらの反応を待つ。


    「まさか。私の母は秘ひ密みつ裏りに変装用のウィッグかつらと新型のデジタルビデオカメラを買い揃そろえています。かくいう私も、潜入のための下準備に抜かりはありません」


    「だよねぇ、見たいもんね蘭ちゃんのジュリエット」


    　現在、摩ま弥や家けは来きたる蘭の学芸会の準備に上を下への大騒ぎである。当事者の蘭だけが水面下の事態に気付いていない。


    「御笠さんもご一緒しませんか」


    「モッチロン行くよ」


    　と、御笠はなにかを思い出したのか、はっとした顔をする。途端にそわそわと落ち着かなくなり、やがて控えめな声量で、見上げるようにしてこちらを覗のぞき込む。


    「摩弥くんって明日の夜、暇ひま？」


    「ええ、おそらくは」


    「明日の夜頃ね、月つき森もり台だいの上から打ち上げる花火があるらしいの」


    「そういえば、そんな告こく知ちも出ていましたね」


    「あのさ、一緒にそれ、見に行かないかな？」


    「私とですか？」


    「うん、駄目……かな？」


    「いえ、そんなことはありません。御笠さんさえよろしければ、ご一緒させてください」


    　御笠はふと肩の力を抜く。自分に明日の予定を聞くのは予想以上に難事だったらしい。果たして自分のような人間が隣となりにいて楽しいのかは疑問だが。


    「約束だからねッ」


    　彼女は語気を強めてなおも繰り返す。


    「ええ、わかりました」


    　なにやら約束事ばかり増えていくな、と思い苦笑する。


    　七年前、家庭が崩ほう壊かいしてからというもの、摩ま弥や家けでは家族同士の交流が絶えて久しかった。


    　当然だろう、母親は自分たちを養うために働きに出ていて、蘭らんと自分は元々口数の多い質たちではない。


    　だが、不思議なことに御み笠かさは死しに体ていだった摩弥家の家族関係にまで賦ふ活かつ効果をあたえていた。


    　特に、妹の蘭に対して御笠があたえた影響は大きい。一体彼女たちの間でどういうやり取りがあったのかは不明だが、蘭が積極的に家族の人間に話しかけるようになったのだ。


    　相変わらず口数少なく訥とつ々とつと語るのだが、それでも昔の彼女からすれば大きな変化だった。


    　学芸会の話も、蘭が自分から言い出さなければ、ついぞ家族の誰も気付かず当日を迎えていただろう。彼女は元々一人でなんでもこなせてしまうし、辛つらいことがあっても自分の中で折り合いをつけることができるので、他人に助言を求めたり、弱音を吐いたりしない。


    　いや、弱音を吐くことができなかったのかもしれない。摩弥家の持つ澱よどんだ空気にあてられたせいで、彼女の持つ子供らしさが奪われてしまったのだとしたら、その罪つみは自分にある。


    　これから、少しずつでも是ぜ正せいされていってくれればいいのだが。


    　京きよう也やは、気付かれないように隣に座る御笠の横顔を盗み見る。


    　いつから自分はこんな振る舞いができるようになったのだろうか。


    　自分の歩んできた道どう程ていを絶対に振り返ってはいけない。そう頭ではわかっているのに──振り返ってしまう。


    　怖くなる。満ち足りるのが、たまらなく怖い。


    「花火なんて落ち着いて見るのっていつ以来だったかなぁ……。ねぇ、どこで見ようか？　あそことかどうかな」


    　京也の心中をよそに、彼女がほくほく顔で指差すのは、三年前に竣しゆん工こうしたばかりの巨大なデパートを含む総合テナントビルだった。


    　大手のゼネコンが関わった建造物で、その高さこそ九十五メートルと、ランドマークと呼ぶには控えめな高さだが、ビル風による風害を考慮して、円筒形をしているのが最大の特徴だろうか。周りのビルに比べても頭一つ抜きんでていて、現在公園においても遠目からその偉い容ようを拝することができる。


    　あそこに展望台があったろうか。たしかに、できることなら、花火はあそこから眺めたかった。明日のことを考えている間は、いままで纏てん綿めんとしていたことが気にならなくなる。不思議だった。


    「私も……楽しみにしています」


    　思考を引き戻されないようにと、深く考えずにそう口にしていた。御み笠かさがそれを受け目を見張る。


    「摩ま弥やくん。な、なにがかな？　もう一回言ってみてッ」


    　鼻息荒く詰め寄ってくる御笠に、逆に京きよう也やの方が驚いた。


    　よほど自分が意味もなくポジティヴな意見を述べるのが珍しかったらしい。


    　さきほどの言葉を繰り返すだけ。


    　それなのに、なぜか喋しやべりづらい。いらぬ注視を受けているため……だけではない気がした。


    「ですから、私も……御笠さんとの花火が、楽────」


    　と、その言葉を遮さえぎって、携帯電話のデフォルトの電子音が響き渡る。


    「あ、電話」


    　御笠が少し残念そうな顔をしながらも、自分のポケットを漁あさる。そして、はてと首をかしげる。


    「あれ？　あたしのじゃないや。摩弥くんじゃないの？」


    「いえ、そもそも私は携帯電話を持っていませんので」


    「あれ、でも……」御笠はためらいながらも、京也のポケットの辺りを指さす。


    　彼女の指さす方向を見ると、たしかに自分のポケットから音が鳴り続けている。


    　それがなにを意味するのか、京也は最初理解できなかった。おかしな話だが、携帯電話を持って歩かないせいか、音の発信源が自分であったのに、指摘されるまでまったく気付かなかった。


    　そっと手袋を差し入れ、中を検あらためると──固い手触りがあった。


    　京也は愕がく然ぜんとしながらも、殊こと更さらゆっくりと慎しん重ちように、それを引き抜く。


    



    　不ふ吉きつを告げるような真っ黒な携帯電話が、眼前に現れた。


    



    　体が震えた。


    　狐きつねにつままれた思いだった。まるで身に覚えがない。どころか、この物体が一体いつの間に自分のポケットに入っていたのかまるでわからない。京也が自分の記憶に信頼を置く限り、万に一つも自分のものだという可能性はない。だとすれば、残る可能性は一つ。


    　──誰かにポケットに入れられた。


    　それは詰まるところスリの逆パターン。


    　誰が、どんな意図で……。一つの疑問が解決すると、矢や継つぎ早ばやにそれに倍する疑問が押し寄せてくる。疑問が京也の喉のど元もとに飽ほう和わしそうなくらいに詰め込まれ、息が苦しくなった。


    　寸すん刻こく前までの、和なごやかな雰ふん囲い気きが残らず消し飛び、御笠も京也も表情を凍らせていた。時間すら凍ってしまったのではないかと思ったが、かまびすしく鳴り続ける電子音だけが、そうではないという事実を告げていた。


    　液晶には〝非通知〟の文字が躍っている。


    「出て……みたら？」


    　最初に硬直が解けた御み笠かさがおずおずと問う。


    　京きよう也やはそれを受け重々しく頷うなずくと、電話を耳に当てる。


    　そして、意を決し通話ボタンを押した。


    「…………………………………………………………………………」


    　相手の、細かな息遣いが聞こえる。


    　自分の心臓が激しく打っているのがわかる。


    「…………誰です」


    　鋭い声で問いただす。


    　と、耳に障さわる奇声が聞こえてきた。相手が笑っていると気付くまでしばらく時間がかかった。


    『──────ヤア、ヴェルツェーニ。ハジメマシテ、ナノカナ』


    　ソレは、この世のものとは思えない奇怪な発声でこちらに挨あい拶さつをした。ヒトならざるものを思わせるその濁った声は、地獄の底から響くようだった。


    　京也は顔色を失なくす。直感的に、ついに死に神が自分に電話をしてきたではないかという想像が鎌かま首くびをもたげたからだ。


    



    　


    「摩ま弥やくん！　大丈夫ッ？」


    　束つかの間ま、自分は本当に啞あ然ぜんとしていたらしい。御笠の必死な声でようやく我われに返る。


    　頭を振って、思考を切り替える。


    「ねぇ、一体誰が──」


    　京也は、その続きを手だけで制する。


    　──しっかりしろ、摩弥京也。


    　心を落ち着け、息を整える。


    　あまりの事態に気が動転したが、よく考えれば、この濁った声はボイスチェンジャーを介したものだとわかる。


    　相手は、人間だ。しかも悪意のあるタイプの。誰であれ、悪意を向けられるのなら慣れている。相手が人間なら、対処もできる。


    　握り潰つぶさんばかりに力を込めていたケータイから力を抜き、再び何者かと対たい峙じするだけの意志を振り絞る。随ずい分ぶん時間を要した気がしたが、おそらく十秒も経ってはいないだろう。


    「もう一度問います。あなたは誰です」


    『ああ、僕だよ僕。わっからないかなぁ？』


    　今度はより鮮明に声が聞こえた。


    　こちらの言葉をいなす剽ひようげた調子。そんな人物に一人心当たりがあった。


    「……スターマイン、ですか？」


    　確証があったわけではない。しかし、相手が電話越しに楽しそうに笑うのを聞き、確信する。


    　ハンドルネーム・スターマイン。ブラッディユートピアの面子メンツにして、きっての古こ参さん。


    　たしかに自分と馬が合うが、あくまでネット上の付き合いだったし、相手もそれを了りよう解かいしているはずだ。


    「どういうつもりです。なぜ私に接触を図るのですか」


    『怒ってるのかい？　悪い悪い。謝るって』


    　まるで悪びれた様子のない返答。


    『ところでさ、お願いがあるんだけど。いまどこにいるのか知らないけど、これからもう一度駅の方に戻れるなら戻ってほしいんだ。少し、会って話さないかい？』


    「なんのために？」


    『それは会って話すよ』


    「私からあなたに話すことはありません」


    　電話越しにまた相手の笑みが漏れるのがわかる。明らかにこちらの反応を楽しんでいる。


    『つれないなぁ。本当にいいのかい？　ここで僕に会わないで。きっと君は後悔するよ』


    　一体なんだというのか。


    「…………わかりました。いいでしょう」


    『よかった。じゃあ、いますぐ向かってよ』


    　主導権イニシアチブは向こうにある。「お願い」が聞いて呆あきれる。断ることが選せん択たく肢しに含められていないお願いは、強要だ。


    　だが、京きよう也やもただ手をこまねいているわけにはいかない。


    　送話口から音漏れがないよう手を被かぶせて、御み笠かさを手招きで呼び寄せると耳打ちする。


    「御笠さん、これから月つき森もり駅の方まで戻ることになります。怪しい人物がいたら、私に教えてください」


    　御笠は物問いたげな顔をしていたが、しばしの葛かつ藤とうを見せたのち、真しん摯しに頷うなずき、黙って京也のあとをついてくる。おかげで後こう顧この憂うれいなくスターマインのことに集中できそうだ。


    　公園を出る際、時計に目がいく。午後五時二〇分。既すでに日は傾きかけ、足下を這はう空からっ風かぜが、落ち葉を巻き上げていく。


    　歯は嚙がみした。これからが本格的な帰宅ラッシュで、駅からは大量に人が吐き出される。その中から特定の一人を捜し出すのは困難だ。おそらく向こうも、それを承知の上で自分を駅に向かわせているのだ。人込みは、スターマインに味方するだろう。


    　おそらくスターマインはこちらに姿を見せるつもりがないのだろう。安全なところから当惑する自分を見て笑うハラに違いない。でなければボイスチェンジャーを使って正体を隠す理由がないからだ。


    　そんなところが、らしいと言えば、らしい。


    　だが事態は決して楽観できるものではない。自分に狙ねらいを定めて携帯電話を忍ばせた、という一つの事実は、最低でもスターマインはヴェルツェーニの顔を知っている、という恐ろしい事実に連れん鎖さする。ブラッディユートピアでは個人情報を厳に秘ひ匿とくし、また探らないという規約がある。その規約が、公然と破られているのだ。


    　これは予断を許さないな、心の中でそう呟つぶやく。


    　京きよう也やは足を駅の方に向けながらも、打開策を模索し始めた。


    　スターマインも携帯電話を使ってリアルタイムで自分と通話しているとするなら、携帯電話を持ち街を練ねり歩いていることになる。この情報の重要度は格別高く、これだけでかなりの人数を絞り込むことができるだろう。


    　スターマインより早く、相手を捕捉すれば立場をイーブンまで持っていける。なぜこのタイミングで自分と接触を図るのかは依い然ぜんよくわからないが、いずれにしろ予防線は必要になるだろう。気の置けない友人に対して、後ご手てに回るというのは面白くない。


    『ねぇヴェルツェーニ。黙ってないで話そうじゃないか。君、少し暗いよ』


    　さきほどから自分の声が低く抑えたものに変わっているのに、まるでスターマインには頓とん着ちやくした様子もない。


    「……いつの間に私のポケットにこんなものを放り込んだのですか？」


    『君が駅の辺りを歩いてた時だったかな。なんかその様子だと本当に寝耳に水だったみたいだね』


    　眉み間けんに縦たて皺じわが走り、携帯を握っていない右手の爪が皮ひ膚ふに食い込む。


    　まったく気付けなかったのだ。いつから自分は相手に横腹をさらし、あまつさえ携帯電話を放り込まれても勘づかないほどの愚ぐ物ぶつになり果てたのか。


    　怒りのためか緊張のためか、自然早足になる。街路樹の横手に、アクセサリーの露ろ店てんや靴磨きが見え始める。いよいよ、駅が近づいてきた。元々月つき森もりは、大都市から駅を七つほど乗り継げば着く衛星都市であり、ベッドタウンとして数多くの人間が住んでいる。なかでも帰宅ラッシュにあたる時、人波はそのピークを迎える。


    「いつ月森に？」


    『今日だよ。もっとも、これが初めてじゃないけどね。いいところじゃないか、ここ。緑もあるし盛り場もあるし』


    　京也は、音量を最大限まで上げ、スターマインの周囲の雑ざつ踏とうから居場所のヒントになる音を拾おうとする。しかし、拾える音もボイスチェンジャーのフィルターを通しているので、がちゃがちゃと耳を聾ろうするような汚い音に変換されて京也の耳じ朶だを叩くのみだった。ましてやそこから意味を汲くみ取ることなど至難の業わざだ。


    　が、運は京きよう也やに味方していた。


    　かろうじてなにを言っているのか聞き取れる声を、京也は最初なにかの歌のフレーズかと思った。


    　だがすぐに違うとわかる。現在この周辺では駅前の目抜き通りに設置された特大のパネルからのみ流れている商品販はん促そく用のＣＭソングだ。


    　視線を上げる。見えた。残り十メートルもない。


    　御み笠かさにも近いと目配せした。


    『さっきから時間稼かせいでる感じだけど、この短い時間でなにか僕についてわかったかい？』


    　こちらの行動を高みから見て嘲あざけっているような調子。京也はそれに応えない。答えるだけの余よ裕ゆうがない。


    　もはや一瞬たりとも気を緩ゆるめることができなかった。


    　駅前通りのスクランブル交差点で足止めを食らう。顔を上げるまでもなく大型パネルが、今度は違うＣＭを流している。そして電話口からも、それらしきノイズ。


    　間違いなく、スターマインはこのスクランブル交差点のどこかにいる。


    　のろのろと進む車影が邪じや魔まだった。電話中の人間を探して目を凝こらす。


    　一人、二人──。対角線を挟んだ向こう側に背広の中年男と、その横手にコーデュロイのスーツの若いホスト風の男性を発見。どちらも電話を手に大口を開けて話をしている。


    　彼らではない。現在、電話の向こうのスターマインは不気味な沈黙を守っているからだ。


    　まさかもうこちらの存在は捕捉されているのではないか。焼けつく焦しよう燥そうが胸を焦こがす。


    　と、御笠に無言で袖そでを引かれる。彼女の指差す方を見ると、そこに、いた。


    　──あれがスターマインなのか。


    　おそらく成人はしているだろう。身長は一八〇センチ弱、剽ひよう悍かんな印象をあたえる男で、皮ひ膚ふは淡く焼けていて、意志の強そうな鋭えい角かくの双そう眸ぼうで辺りを睥へい睨げいしている。決定的なのは、電話を耳に当てているのにしかし、一言も喋しやべってはいないこと。おまけに周りをきょろきょろとせわしなく見ている。


    　僥ぎよう倖こうだ。まだ彼は自分たちに気付いていない。ここで相手に気付かれては意味がない。捕捉されないように、同じく信号待ちの壮年の男の背に隠れる。


    　京也は内心の昂たかぶりを表情に出さず、ただ静かに対たい峙じの時を待った。


    　その様子は、繁みに伏せて両手足を突っ張り、相手に飛びかからんとする肉食動物を思わせた。


    　数すう拍はくの沈黙。可か塑そ性を失い、千ち切ぎれるほどに長く引き延ばされた数秒が終わり──開戦の狼煙のろしは上げられた。


    　音響装置付き信号機が鳴らす音を皮切りに、八方から人が思い思いの方向を目指す。ある者は歩き、ある者は小走りに。


    　そんな混こん沌とんたる模様を描く中に、京也もまたいた。獲え物ものを逃のがすまいと一点を見み据すえる。


    　まず彼を先行させて、その後ろを取った。彼にまだ気付いた様子はない。その無む頓とん着ちやくさに内心呆あきれ笑いを覚えながら距離を詰める。


    　最後にもう一度御み笠かさに目配せする。委い細さい承しよう知ちしている、とでも言いたげな御笠の強い瞳が自分を見返す。一つ頷うなずくと、勢い、さらに歩調を上げ、右手で彼の肩に手を伸ばした。


    　その時、京きよう也やの左脇を、なにかが掠かすめた。


    『はい、これで二回目。ねぇ、さっきから君なにしてるの？』


    　信じられなかった。いままさに京也が手をかけんとしている目の前の青年は、一言も喋しやべっていなかったからだ。


    　京也は驚きに凍った面おも持もちのまま携帯を右手に持ちかえ、左のポケットを探る。


    



    　──大おお鎌かまを手に持った髑どく髏ろ。悪趣味な意い匠しようが施ほどこされたトランプのジョーカーが現れた。


    



    　京也は足を止めた。奇くしくもそこは交差点の丁ちよう度ど中央。


    　──はい。これで二回目。


    　京也は、脳に幾いく度どとなく木霊こだまする声を聞きながら、恐る恐る後ろを振り向いた。


    　その驚きよう愕がくたるや、さきほどなどの比ではなかった。


    　そこに、いた。


    「『あらためまして、初めましてだね、ヴェルツェーニ』」


    　京也の腕が本人の意志に反して脱力し、携帯電話を取り落としそうになった。


    　耳から周囲の喧けん噪そうが抜け落ち、全身の血がすうっと引いてゆく。毛穴が開いて、立りつ毛もう筋きんが収しゆう縮しゆくする。


    「そんな、馬鹿な………………」


    　脳の処理が落ち──すべてが思うに任せない。


    「スターマイン、あなたは────」


    　不敵な笑みを湛たたえて京也と等距離を置いて、二人はついに対たい峙じした。


    「…………女性……なのですか……？」


    　背せ丈たけは、御笠よりもさらに低く、おそらく年齢も京也より下に違いない。まとう雰ふん囲い気きはどこか中性的で、一見して少年のようにも見えるが、スレンダーながら凹おう凸とつのある体のラインは紛まぎれもなく女性のものだった。


    　擦すれ違う人間たちが、交差点の中央に立ちすくむ京也たちを胡乱うろんげな表情で眺めていく。いま、たしかにそこは時間の流れが異質だった。


    　彼女は、大おお袈げ裟さな所しよ作さで両手を上げ、呆あきれたと言わんばかりだった。


    「どうしたの。感動で声も出ないのかい？」


    　初めて生で聞いた声は非常に透明で、ともすれば変声期前の少年にすら聞こえる。京也が漠然と想像していたスターマインの像は根底から覆くつがえされた。


    　虚きよ脱だつ状態の京きよう也やに対して、飄ひよう々ひようたる調子でありながら不敵な様子で在あり続けるスターマイン。彼女の耳には携帯電話が当てられていない、どころか京也の目に見える範囲に端末すら持ってはいなかった。


    　スターマインは京也の視線に気付いたのか、右耳に装着した近未来的なデザインのヘッドセットをこんこんと指先で叩いて見せる。見れば送話口にボイスチェンジャーがテーピングされていた。


    「ブルートゥースを使ったワイヤレスヘッドセットだよ。携帯電話はポケットの中。君って昔からこの手の小道具に疎うといよね」


    　そう言ってクスクスと笑う。いたずらが成功した子供の無む邪じや気きさだった。こんな状況でなければ整った容姿と相まって、とても魅力的なものに見えただろうが、現在の京也にそんな感情を抱けというのは酷こくに過ぎる。


    　そもそも、前提からして違っていたのだ。スターマインがボイスチェンジャーを使っていたのは、正体を隠すためではなく、この瞬間の京也のサプライズを誘うためだけのもの。


    　完全に裏を搔かかれた。京也の思考を先読みして意図的にずらしてきているとしか考えられない。


    　京也は頭の中に冷静さを呼び込むと、そこでようやく通話状態になったままの携帯電話の電源を切った。


    「なんの用です。これがやりたくて私を呼びつけたわけではないでしょう。あなたのブラッディユートピア管理人の就任は、残務が片付いたらですので、もうしばらく先になります。そのことで訪れたのなら──」
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    「──摩ま弥やくんちょっと待って。それ……なんの話？」


    　御み笠かさが強く反応する。京きよう也やは視線を御笠に向けた。


    「いずれ機会を見てお話しするつもりでした。すみません御笠さん……いまは口を挟まない方がいい。これは私とスターマインの問題です」


    　視線を戻すと、終わった？　とばかりに小首をかしげるスターマイン。


    「用向き、ね……用向きはね、実はないんだよ。何一つね」


    「なんですって？」


    「ああ、言い方が悪かったかな。僕はね、もう君に用がないんだ。ヴェルツェーニ」


    　京也は我わが耳を疑った。


    「一体……あなたは…………」


    「最後まで言わないとわからないのかい？　君って意外とものわかりが悪いね」


    　ここに至ってまで半笑いのスターマインは、ひどく不気味に思える。


    「ねぇヴェルツェーニ、肉食動物には大まかにわけて二種類いるって知ってるかい？　生きた物を殺して喰う『捕食者』と死体を専門に喰らう『腐ふ生せい者』」


    「…………」


    「僕はね、正直疲れたよ。腐生者であることにさ」


    　すべての周りの景色が色あせてゆく。腐生者とはすなわちマージナルとしての生き方。


    「僕が昔言ったこと、憶おぼえてる？　君が僕を楽しませてくれる限り、僕は君についていくって話」


    「……憶えています」


    　こめかみの辺りがある予感に疼うずく。この話し合いが決して穏おん当とうなものに終わらないという確信にも似た予感が。


    「鮫さめはね、ほかの魚と違って浮き袋がないから、泳ぎ続けないと昏くらーい海の底に沈んでいって死ぬんだよ。だから、鮫は二十四時間眠らない、いや眠れないのさッ」


    　突然話の舵かじをおかしな方向に切る。


    　なにを、と言いかけた京也にスターマインは躁そうめいた嬌きよう声せいを重ねる。


    「僕たちは鮫だよヴェルツェーニッ。海の生態系の頂点に立って、目につくほかの生き物すべてを殺して喰らう、忌いむべき人食い鮫さ！　さながら泳ぐのは電子の海ってところかな。でもね、一匹おかしな鮫がいるんだ。牙きばをすべて失って、安あん穏のんと眠ってるくせに生きてるんだ。それって生態系的に見ておかしいよね？　変だよね？」


    　背筋がゾクリとした。京也は、その鮫が誰を揶や揄ゆしているのか悟ってしまう。続く言葉は抑よく揚ようを抑えたものだったが、同時に殴りつけるかの如ごとく暴力的だった。


    「死ねよ──ヴェルツェーニ。いや、摩弥京也って呼んだ方がお好みかい？」


    　爛らん々らんと輝く勝ち気な瞳がこちらを射い竦すくめる。


    　足が縫い止められ、喉のどを押さえ込まれたような圧迫感が走った。年下の少女に自分が威圧されているというのが信じられなかった。


    　考えてみれば当然だった。スターマインは京きよう也やの名前と姿を知っているからこそ、そっと近づきポケットにこの携帯を忍ばせることができたのだ。だが、一いち縷るの望みを託さなかったわけではない。それは、スターマインがヴェルツェーニの容姿のみを知っており、偶然街中で見つけた自分にコンタクトを取った、という可能性。それが目の前で木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた。


    　一体彼女はどこまで知っているのか。本名を知っているということは、自分の所属する学校も知られている？　自宅の場所は？　近親者の名前は？


    　矢や継つぎ早ばやに不安要素が込み上げ、頭が飽ほう和わしそうになる。


    　古来より、魔術の世界では、自分の真ま名なを知られたものは呪のろいをかけられ、魂たましいを意のままにされると言われている。


    　京也は、いまたしかにスターマインの前で仮の名を剝はぎ取られ、魂を縛られていた。


    「噓うそだ。そんな……どうしてスターマイン、あなたが……」


    　──私を裏切るというのか。


    　その時、耳をつんざくクラクションが思いがけず呪じゆ縛ばくを解く。


    　見れば、とうに信号は赤になっており、京也たちはスクランブル交差点の中央に取り残されていた。


    　怒りをにじませた車が、感情にまかせてクラクションを吐き出し続ける。


    　その一方でスターマインは奇妙なほど落ち着きを保たもっていた。交差点の中央で、まるで喝かつ采さいを浴びる舞台俳優のように泰たい然ぜんとした佇たたずまいでクラクションを受ける。


    　否いな、彼女は周りなど一いち瞥べつもせずに口の中で小さく言葉を紡つむいでいた。


    「３、２、１──────────０」


    　その後に起こったことを、ただ起こった順に列挙するだけならば簡単だった。


    　爆発。振動を伴う衝撃波。轟ごう音おん。秋空を浸ひたす黒煙。周りの人間の悲鳴の連れん鎖さ。


    　──それらすべてが一切の慈じ悲ひなく、合がつ切さいの呵か責しやくなく、刹せつ那なの間に巻き起こった。


    　五百メートルほど遠くの円筒形のビル、その地上八階部分が突然爆発した。傲ごう然ぜんと下界を睥へい睨げいしていたビルの中程に咲いた、赤々とした火か焰えんの華は、まるで現実感のない光景だった。


    　それは月つき森もり市のランドマーク。京也と御笠が花火を見たいと語ったビル。


    　京也も御笠も目を見開き、まざまざとその光景を見せつけられていた。


    　現在八階部分は地獄の様相を呈しているだろう。あの炎で死者がゼロなどという奇跡を夢想するにはムシが良過ぎる。おそらく二桁けたは死んだはず。


    　周りを見渡す余よ裕ゆうが戻った時、クラクションの音は既すでに残らず聞こえなくなっていた。


    　ほぼすべての人間が車外に出て、この世の終わりを見るような顔で為なす術すべもなく立ち尽くし、あるものは間欠的に掠かすれた悲鳴を上げ、軽い錯さく乱らん状態になっていた。


    　疑うまでもなく、犯人はわかった。当の犯人はといえば、芝居がかった調子で両手を広げ、奇妙に精彩を欠いた笑みを浮かべた。それは破局を受け入れたものの顔、破は滅めつをその生しよう涯がいの伴はん侶りよに定めた者の顔だった。


    「ねぇ、何人死んだと思うヴェルツェーニ？　苦しかったのかな？　本当は連れん鎖さ倒とう壊かいを狙ねらってたんだけど、上う手まくいかないもんだね」


    　情動に乏とぼしく、罪ざい悪あく感をまるで抱いていない。しでかしたことの途方もなさに比べて、彼女が見せた反応はあまりにも不釣り合いだった。


    　京きよう也やは思し索さくの糸を縦じゆう横おうに伸ばし、ただスターマインの本意を知ろうとしていた。


    　だが京也はいまの彼女の反応を見るやその糸をすっぱりと切断する。もはや彼女の心中を忖そん度たくすることなど不可能だった。


    「スターマイン…………ッ！」


    　目の前が真っ赤になり、融点を超えるほどの怒りが、絶望を一瞬で蒸じよう発はつさせる。これほどまでに憎ぞう悪おを込めた声で、盟めい友ゆうスターマインを呼ぶことがあるなど、かつての自分からは想像もできなかった。


    　だが、いま目の前に広がっている光景は紛まぎれもない現実。この境界人間マージナルは、京也の目の前で禁断の一線を踏み越えて見せたのだ。それはこれ以上ないほど明確な、摩ま弥や京也への敵対行為にほかならない。


    「これが君の言う境界線越えかい？　ハハ、全然たいしたことないや。馬鹿馬鹿しい限りだよ。こんなののどこが怖いんだい？」


    「どうかしている……あなたは自分がなにをしているのかわかっているのですか？」


    「わかってるよ。人殺しさ。腐ふ生せい者から捕食者への進化さッ、境界線の向こう側への第一歩さッ、僕はこれから世の中をぶっ壊してやるんだ。…………でも、その前に僕はどうしても知りたいんだ。僕と君、どちらが真に優れているかをさ。


    　だから僕はこれから君に挑戦する。待ったはなしだ、全力で抗あらがってみなよ境界人間マージナル。さあ！　さあ始めようじゃないかヴェルツェーニッ！　境界人間マージナルと一線を踏み越えた者オーバーラインとの生き残りをかけた闘争をさあッ！」


    　己おのれが世界の中心と疑わない独善者、ハンドルネーム・スターマインは、摩弥京也に向かい高らかに宣せん戦せん布ふ告こくする。


    　なにもかもが唐とう突とつ過ぎて、正直、事態の流れから放ほう擲てきされた心地だった。


    　拳こぶしを握り、歯を嚙かみしめた。京也は憎悪の篝かがり火びを焚たいた瞳でスターマインを見つめる。


    「……私は、いまのいままで必死になってあなたの心の中を理解するよう努めていました。しかし、どうやら無駄な努力に終わったようですね」


    　腹は決まった。もう迷わない。


    「……その挑戦、受けます」


    　──叩き潰つぶしてやる、スターマイン。


    　自分はどういう表情をしていたのだろうか、それを見たスターマインが鼻を鳴らした。


    「僕が理解できないかい？　君はブラッディユートピアのことを呆あきれるほどなにもわかっていないよね。導みちびき手失格だ。君が降りたのはいい機会だったよ。ネットの世界ってのは瞬間的で、鼻持ちならない人間同士の騙だまし合いの場だよ。ブラッディユートピアの連中も、僕もそうだ」


    「あなたこそなにもわかっていない。ネットとは、人と人が触れ合うことで編まれる網ネツトです。同じ傷を持つ者同士が、その痛みをわかち、吸収・分散させるためのネットだとは思わないのですか？」


    　スターマインは心底侮ぶ蔑べつに満ちた冷笑を投げかけた。


    「見解の相違だね。にしても君、いつからそんな温情主義に鞍くら替がえしたの？」


    「あなたのような人間を生まないための、最後の防ぼう波は堤ていとしてのブラッディユートピアだとは……一度も思わなかったのですか？」


    　それを聞いたスターマインの顔が、一瞬ひどくまじめそうな顔をしたあと、自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮かべた。


    「…………だとしても、もう遅いだろ？」


    　本当に一瞬だけだった。次の瞬間には、さきほどまでの狡こう猾かつで人を喰った笑みに戻っていた。


    「さあ、ルールの説明だ。といっても何一つ難しいことはないよ。僕の勝利条件は君を殺すことで、君の勝利条件は僕を捕まえること。僕も君もこの街から出てはいけない。勿もち論ろん爆弾はこれで全部じゃない。もし僕を捕まえることができれば、犯すなり殺すなり好きにすればいいさ。君は生き残るし犯行は止まるしいいことずくめだね。英雄になれるよ、君。ね、単純だろ？　連絡は電話で取り合おう。そのプリペイド携帯は捨てずに持っていてよ。中に僕の電話番号も入ってる。質問は？」


    「一つだけ、一つだけ教えてくださいスターマイン。なぜ、私を裏切ったのです」


    　彼女の突然の翻ほん意いが信じられなかった。納得できる理由が欲しかった。


    　だが──


    「君ってさ、ダーウィンの唱となえた適者生存サバイバル・オブ・ザ・フイツテストって言葉知らないの？　いらない生き物ってね、自然淘とう汰たされていくんだよ。それが君ってだけだよ。はい終わり。ほかになにか質問は？」


    　せめて、納得できるだけの理由があれば、諦あきらめもついた。自分にあからさまな憎ぞう悪おを抱いて接してくれば、まだ諦めもついたのだ。


    　だが、彼女が口にしたのは、ただの愉ゆ快かい犯はんとしてのその性格のみ。


    　もう、わずかに残っていた情さえも、枯れ果てた。あとに残ったのは、凝こごった殺意のみだった。


    「……顔は覚えました。私の前に姿を見せたこと、あなたは後悔するでしょう」


    　スターマインは踵きびずを返しかけていた足を止め、本物の憫びん笑しようを貼りつけながら振り返った。


    「──ああ、君はまだそういう段階だと思ってるんだ」


    　なにか続きがあるものと思った。しかし彼女は今度こそ振り返らずに人込みに紛まぎれていった。


    　彼女が去ってしばらくして、ようやく体の自由が利きくことに気がついた。


    「待って！」


    　と、いままで沈黙を守ってきた御み笠かさが突とつ如じよ京きよう也やを抜き去り、人込みの中に突とつ貫かんしていった。


    「待ってッ、お願い待って！」


    　御笠の形ぎよう相そうは必死そのものだった。だが、物もの見み遊ゆ山さん気分で集まってきた者も含め、辺りは大量の野や次じ馬うまがひしめいており、一時的な人口稠ちゆう密みつ状態になっていた。


    　彼女はその大量の人波を搔かき分けきれず、ともすればそのまま溺おぼれてしまいそうだった。


    「御笠さん」


    　彼女の腕を引っ張って、広い交差点の中央まで引き戻してくる。取り乱した彼女の肩を押さえる。


    　次第に興奮は収まり、その代わり体には震えがきていた。


    「なんなの、摩ま弥やくんとあのスターマインって娘こ……おかしいよ。なんであんなふうに振る舞えるの？　だって、人が死んじゃってるんだよ。それも一人二人じゃないんだよ……おかしいよッ、二人とも！」


    「御笠さん…………」


    　そう、これが通常の人間の反応だ。


    　だからこそ、遠いと感じてしまう。


    　自分はといえば、死んだ人間のことは割り切って、既すでにスターマインとの闘いに備えて頭の中で策さく略りやくを巡らせ始めていたのだ。もしかしたら、これから起こるであろう虚きよ々きよ実じつ々じつの駆け引きに心を躍らせていた面すらあったかもしれない。


    「御笠さん、納得してくれとは言いません。しかし、これが我々という生き物です」


    　畢ひつ竟きよう自分の戻っていくところは暗い穴の中。ブラッディユートピアを退会したくらいでは、自分の体についた血ち臭しゆうを忘れることなどできないのだ。そのことをいやというほど思い知らされた。


    　堪こらえていた感情を吐と露ろし尽くした御笠は、そのまま悄しよう然ぜんとしていた。自分とスターマインが憎しみをぶつけ合っていた時に、最後まで口を挟まずにいてくれたことに心の中で謝しや辞じをつけ加える。


    　京也は爆心を振り仰ぎ、その目に焼きつける。


    　すでに駆けつけた消防隊が、放水を開始していたが、救出用のハシゴの長さが足りないのか、作業は難なん儀ぎしているようだった。果たしてあのフロアにいた者は何人生き残っているだろうか。


    　あれがガス爆発などでないことがわかれば、街は騒然となるだろう。


    『──ああ、君はまだそういう段階だと思ってるんだ』


    　京きよう也やは最後のスターマインの台詞せりふが喉のどに引っかかっていった。周辺のビルをぐるりと眺める。ほどなく目的の店は見つかった。


    「御み笠かささん、立てますか？」


    　こっくりと頷うなずく御笠の手を引いて、近場のビルの三階にあるネットカフェに入る。


    　店員は外にばかり目をやって、気もそぞろだった。京也は一時間分の料金を払ってブースに入る。


    　御笠と二人だと非常に手て狭ぜまだった。御笠に椅い子すを勧めたが首を振られる。


    　旧式のセレロンを積んだデスクトップは動作がもたついていて、起ち上がるまでの時間がもどかしい。自分がなにに焦あせっているのかわからないことが、さらに焦りを深くした。


    　ブラウザを起ち上げブラッディユートピアにアクセスする。


    　画面は真っ暗になり、羽根ペンが、滴したたる血文字で『bloody utopia』と書いて消えていく。


    　次いで現れたＩＤとパスを打ち込む欄らん、そこに京也は管理者用のものを打ち込んでいく。


    



    　──画面がエラーを吐き出した。


    



    　焦りのため打ち間違えたのかと思った。


    　が、違った。何度打ち込んでも『ＩＤかパスワードが違います』という寒々しい文字が宙を踊る。


    　──ヴェルツェーニが拒絶されている？


    　いやな、予感がした。


    　京也は手法を変え、退会した人間の残した廃はい棄きアカウント、そのＩＤとパスワードを打ち込む。今度は拍ひよう子し抜けするくらい簡単に通った。


    　次いで表示されたトップページに目を通した瞬間、瞠どう目もくし、思わず椅い子すから腰を浮かしかけた。


    「スターマイン、あなたという人は……」


    　そこにあるのは声明文だった。


    



    　　人間の多様性、などという言葉が既すでに死語になって久しいことを、あなたはご存じだろうか。憲法で表現や思想の自由を掲かかげながら、人は大多数の意見に迎げい合ごう、追つい従じゆうし、少数意見を抹まつ殺さつしにかかる。我々はそんな矛む盾じゆんを過去に何度見せられたかわからない。


    　　我々は期待する度たびに裏切られ、渇かつ望ぼうする度に貶おとしめられる。


    　　人間は多数決という秤はかりでしか善悪を計れない愚おろかな生き物なのだ。左右に人間を乗せ、秤の傾いた方を規き範はんとし、傾かなかった方にはそれを押しつける。


    　　我々境界人間マージナルは、深く理解されることも顧かえりみられることもなく、一いち瞥べつされただけで「反社会的」という烙らく印いんを押される。


    　　我々は縛られ、迫はく害がいされ続けるしかないのだろうか。切せつ歯し扼やく腕わんしながらこの無情な仕打ちに耐えているしかないのだろうか。


    　　否いな、我々にもできることはある。


    　　それはなにか。


    　　裁判では、その是ぜ非ひは問えない。裁判というものは、六法全書に書かれてある文もん言ごんをどう曲解するかで有罪無罪が決まるトンチ勝負だからだ。


    　　そんなものに正義はまかせられない。


    　　正義は、我々によって為なされねばならない。


    　　夏に生まれ、その夏のうちに生を終える虫は、氷がこの世に存在することを知らない。ゆえに夏の虫は氷の存在を一いつ笑しように付ふす。銃弾に当たって死ぬ人間はいるが、コンピューターから飛んできた１と０の雨に打たれて死ぬ人間はいない。ゆえにネットの力は軽かろんじられる。


    　　だが、我々が団結すれば──一体そこからなにが生まれるだろうか。


    　　だからこそ、我々は試ためさねばならない。


    　　知らしめねばならない。


    　　我々が行動することで、世界が変わることを証明せねばならないのだ。


    　　先の月つき森もりでの爆発は私の手によるものである。志こころざしある者は私に続け。


    　　イギリスのディズレーリ首相は言った。行動の結果は必ずしも幸福をもたらさないかもしれないが、行動のないところに幸福はない、と。


    　　協賛しない者を臆おく病びよう者ものと誹そしるつもりは毛頭ない。だが協賛する者は拍はく手しゆをもって受け入れよう。


    　　これは革命である。


    　　いまここに、我々は社会からの脱退を宣言する。


    　


    　我わが目を疑うような文もん言ごんの羅ら列れつだった。


    　その文の末尾には、管理人ヴェルツェーニの名前がはっきりと刻まれている。


    　勿もち論ろん京きよう也やにこんな文章を書いた憶おぼえはない。


    　ブラッディユートピアでは、ハンドルネームが固定されており、裏道ハツキングを使わない限り最初に決めたハンドルネーム以外は使用不可能だ。だがこれは紛まぎれもなく本物のヴェルツェーニのものだ。つまり、裏道ハツキングが行われたのだ。


    　そこから導みちびき出される恐るべき一つの帰き結けつ。


    



    　管理人ヴェルツェーニのアカウントが乗っ取られた。


    



    　京きよう也やの思考は束つかの間ま完全に漂白された。自分の足下に広がる影を残らず奪い取られた、そんな絶望的な気分だった。影のない人間は、この世に存在していないのと変わらない。


    　クーデターと口にするのすら馬鹿馬鹿しい。


    　恐らくは電光石火の早はや業わざで、摩ま弥や京也は玉ぎよく座ざから追い落とされたのだ。現にスターマインは、追い落とされた京也にすら、その事実を気付かせないという離れ業わざをやってのけている。


    「摩弥くん……これってまさか……」


    「……すみません、御み笠かささん、少しだけ、少しだけ静かにしていてもらえませんか」


    　京也は固く目をつぶり、ゆっくりと息を吐いた。動どう悸きを落ち着け調ちよう息そくする。


    　完全に呼吸が落ち着いたのを確認して、目を見開く。


    　大丈夫だ。まだ自分は錯さく乱らんしてはいない。無ぶ様ざまに叫びだしてもいない。


    　そうだ、まだすべてが手遅れというわけでは、ない。


    　一つだけ、安心できることもあった。


    　ほかでもない、スターマインが書いたこの決起文だ。


    　この文章からは、選民思想的なくさみを遠心分離できていない。思慮ある者ならば、こんなものに陶とう酔すいして協賛するような愚ぐ行こうを犯すはずがない。


    　スターマインの文才のなさに、いまだけは感謝するしかない。


    　だが、そんななけなしの余よ裕ゆうすらも掲示板を覗のぞいて、消し飛んだ。


    　書き込んでいる会員のほぼ全員が、ヴェルツェーニの意見に協賛していたからだ。


    　会員は皆、黒い情熱にあてられ、今やその場は一種禍まが々まがしい活況を呈している。内容はおもに犯行計画の立案、提案だった。


    



    　──硝しよう酸さんアンモニウムの供きよう給きゆうは誰がやる効果的にヴェルツェーニ氏の文章を公表するにはどうすればいい新聞社を爆弾で威おどして声明を掲載させようキューリー爆弾やパイプ爆弾の作り方をスキャナで読み込んで組織的にネットカフェから画像掲示板に連続転載をすれば特定の企業を攻撃すると犯行声明を出して株かぶ価かを暴落させてやろう病院のサーバーに侵入して電子カルテを改ざんして輸血ミスで患かん者じやが死亡すればどうか病院にいる国民全員を人ひと質じちにすることが──


    　


    　どす黒く滾たぎった悪意にあてられて、文字を追うだけで目眩めまいがしてきた。


    　信じられなかった。誰もが、自分たちが社会に一いつ矢し報むくいることで世の中が変わると信じて疑わない様子だったからだ。


    　冗談で言っているのではないというその証しよう拠こに、具体的な手法が開かい陳ちんされ、大勢を巻き込む巨大なうねりと化している。


    　書き込んでいる人間はほぼすべてが偽にせヴェルツェーニに協賛しており、思慮ある意見は少数で、それすらも笑しよう殺さつされているのが実状だった。アクセスカウンターは現在も凄すさまじい速度で回転している。これでもブラッディユートピアの会員の四分の一にも満たない数だろう。


    　一体、なにが起こっているというのか。どうしてこんなに簡単に信じることができる？


    『君はブラッディユートピアのことを呆あきれるほどなにもわかっていないよね。導みちびき手失格だ』


    　京きよう也やは歯は嚙がみした。こめかみに鈍どん痛つうが走り、それを指で押さえつける。


    　起こるはずがないことが起こった。ならばこれ以上頭の中で拒絶しているのは不毛極まる。


    　いま自分がやらなければならないのは自分の愚おろかさを戒いましめて、なぜ起こったかを分ぶん析せきすることだ。思考の手を休めるな摩ま弥や京也。


    　鋭い凶眼のまま、京也は画面を睨にらみ据すえる。


    　答えは──おそらくブラッディユートピアの人間の気質を上う手まく摑つかんだ、ということに尽きるのだろう。


    　大前提としてここは、人の死に興味を持ち、血のにおいに倒とう錯さく的快感を覚える異常者の庭だ。だからこそのアングラサイトである。


    　当然そんな人間たちが社会に好意的な目で見られるわけがない。


    　社会からは圧力と排はい斥せきが降りかかり、ブラッディユートピアの人間に重くのしかかる。


    　当然ブラッディユートピアの人間も、そんな社会に対して好意的な反応を見せるはずがない。


    　嫌われているから嫌う。社会とブラッディユートピアは対立構造にある。


    　ここまでは理解している。


    　だが、そこまでだった。そこから先がわからない。スターマインは、どうやってその負ふの感情のベクトルを加工、利用しているのか。


    　すべてのヒントはスターマインの決起文にある。さきほどの自分がこの文章に抱いたものはなんだったか？


    　──選民思想的なくさみを遠心分離できていない？


    　その時、思考が一気にブレイクスルーする。


    　ブラッディユートピアを一つの宗教集団モデルとして考えれば、すべてに説明がつく。


    　宗教を興おこし、多数の信者を獲かく得とくするにはどうすればいいのか？　答えは現げん世せ利り益えきを掲かかげればいいのだ。信じることで生きている間にこんな幸せがあると説とけば、自おのずと信者は増えていく。事実、現在京也が知っているいくつかの宗教にも、この現世利益の観念が織り込まれていると理解している。誰も来世での幸福など願っていないのだ。興味があるのは、これからの自分の先行きのみ。近視眼的と言ってしまえばそれまでだが、だがこの飽あくなき現世利益の希き求きゆうには、弾だん性せいがある。


    　社会によってその宗教が名指しで槍やり玉だまに挙げられた時、信者は社会に対して昏くらい感情を覚えるが、社会に刃向かうことは現世利益を放ほう棄きする結果に繫つながると気づき、社会と折り合いをつけようという柔軟性を見せる。


    　だが、現げん世せ利り益えきが教義の中に織り込まれていない宗教は一八〇度話が違う。社会とぶつかった時、社会に対しての反発を抑えきれず、凶行に走ることがあり得る。事実、いくつかの教団は社会を徹底的に破壊しようとする試こころみにまで至っている。


    　では、ブラッディユートピアを宗教集団と仮定した時、そこに現世利益は存在するのか？


    　ない。ないのだ。何一つとして。


    　では、なぜいままで小しよう康こう状態を保たもっていられた？


    　おそらく、それを抑よく止しできるただ一人の教祖としての存在と関係があるに違いない。ブラッディユートピアの例に照らし合わせるならば、すなわちヴェルツェーニ──自分の存在だ。


    　ヴェルツェーニが社会とブラッディユートピアの間に立ち、緩かん衝しよう材ざいになることで、憎ぞう悪おや憤ふん怒ぬのクッションになっていた。だが、現在その温かくも柔らかな緩衝材は取り払われている。どころかスターマインがヴェルツェーニの皮を被かぶることによって、ヴェルツェーニ自みずからが負のベクトルに明確な通り道パスさえ作っていると見せている。


    　正常と異常の月げつ下か氷ひよう人じん、それがヴェルツェーニ。


    　憎しみの連れん鎖さによって、いまブラッディユートピアは生ける憎悪のうねりとなっている。


    　冗談ではない。冷や汗が喉のど元もとを伝う。


    　なにか矛む盾じゆん点が存在するのではないか。もう一度思考を解体、再構築する。


    　だからといって決起を促せば二つ返事でついてくるというのか？　自分が死ねといえば、死ぬというのか？　馬鹿馬鹿しい。そんなはずがない。ブラッディユートピアの会員は自分が手ずから面接まがいのことまでして選んできているのだ。そんな人間が万に一つも間違いを起こすはずがないのだ。


    　だがその時、いやな例が脳のう裏りによぎった。


    　それは一九七八年に起こり、〝カルト〟の名称を一いち躍やく世に広めた一つの事件。〈人民寺院キリスト教会〉の集団自殺事件。


    　たった一人のカリスマ教祖が、九百名以上の人間を道連れにして集団自殺を図ったのだ。『革命的自殺』などと定義しているが、要するに信徒に死ぬことを強要したのだ。彼らは教祖を信じてシアン化合物を呷あおって死んだ。たった一人の絶対的カリスマが、もっとも絶対的で根源的な死の恐怖すらも信徒から取り除いて見せたのだ。


    　そう、影響力の強い教祖だからこそ、信徒を善ぜん導どうせねば、とんでもない過あやまちへと走る可能性がある。常じよう軌きを逸いつしたカリスマは、それだけで一つの凶器だ。


    　では、自分が死ねと命じれば、ブラッディユートピアの人間はどう反応するというのか？


    　京きよう也やはあらん限りの知識を動員して、自分の一瞬考えた恐ろしい考えを打ち払う材料を探す。


    　人と人の相互信頼というものは、元来フェーストゥフェースで保たもたれているはずだ。顔の見えない人間に命じられて、諾だく々だくと従うものではないのではないか。


    　だが、京きよう也やが心の中でどう言い繕つくろおうとも、現状は偽にせヴェルツェーニの号令一下、革命などの大たい言げん壮そう語ごに踊らされて、邪よこしまな饗きよう宴えんの準備にいそしむ会員の姿がある。


    　現状を受け入れたくない。しかし──もうそれを否定する材料がない。


    　これだ、この流れをものの見事に利用されたのだ。ネットという御み簾すの向こうにいるヴェルツェーニは、相手からは顔が見えない。だから京也からスターマインに教祖の首がすげ変わっても、誰一人として気付かない。


    　単純な論ろん法ぽう、それゆえに最悪中の最悪の出来事だった。


    『僕はこれから世の中をぶっ壊してやるんだ』


    　スターマインはブラッディユートピアを焚たきつけ、社会にぶつける捨て石にしようとしているのは明らかだ。ブラッディユートピアを巻き込んで、もろとも破滅しようとしている。


    　これから、血も凍るような爆破テロとサイバーテロが始まる。過去の歴史を振り返っても、最終的に鎮ちん圧あつされるのは目に見えているが、それまでにブラッディユートピアの有ゆう志しが社会にどのような打撃をあたえるのかは予測不可能だ。


    　あとはもう堰せきを切ったように凶暴な力が流れ出して、止めることはできない。


    　目の前が真っ暗になり、心が折れそうになる。


    　なんという過ちを犯したのだ。自分の慢心こそがいとも容易たやすくスターマインの横暴を許したのだ。


    「こんなものは…………こんなものは私が築き上げた理想郷ユートピアではないッ」


    　言ってから気付く。たったいま京也は、自分が作り上げた自分だけの理想郷ユートピアすら拒絶した。


    　京也に、もう帰る場所などないのだ。


    　無力感に押し潰つぶされそうだった。


    　──なんてザマだ、摩ま弥や京也。


    　と、トップ画面にまだ下にスクロールする箇か所しよが残っていることに気がついた。


    　ロクなことではないだろうと半ば予測しつつも、京也はそのままスクロールする。


    　その時、スターマインの残した最大にして最後の策が京也の目の前で炸さく裂れつした。


    「なにこれ……あたし？」


    　御み笠かさが惚ほうけた表情のまま、画面を注視していた。


    　それは、隠し撮りされたと思おぼしき写真だった。


    　そこに映っているのは一組の男女。それは、いくら遠目でも見まごうことのないだろう、京也と御笠だった。しかも、おそらく今日街を流している時に撮られたもの。


    　その下に続く文字があった。


    



    　『この二人は現在、我々に非常に不利になる証しよう拠こを持って現在も逃げ延びています。


    　　彼らの持っている証拠は、我々の計画を破は綻たんさせる可能性があり、つきましては、彼らを捜すべく、有ゆう志しを募つのります。


    　　月つき森もり市近隣で手伝える方は、協力してください。


    　　見つけ次第、情報はすべて私に』


    　


    「……ッざけるな────」


    　喉のどがカラカラだった。摩ま耗もうしきった脳が、頼むからもうやめてくれと全面降こう伏ふくを叫んでいる。


    　スターマインは、一体どこまで徹底的に追い込めば気が済むのか。


    　それは、月森連続バラバラ殺人事件の折、エクスター公こう爵しやくの娘を追い詰める際、ほかならぬ京きよう也や自身が使った人じん海かい戦せん術じゆつだった。


    　それがいま、京也を追い詰めるためだけに使われている。猟りよう犬けんが月森市にいま再び解き放たれ、凄せい惨さんな人狩りが始まろうとしている。


    　スターマイン以外の誰が知ろう、そこに映っている男性こそ、ほかならぬ本物のヴェルツェーニであることなど。


    　京也の脳のう裏りにスターマインの嘲あざける冷たい笑いが聞こえた。


    『──ああ、君はまだそういう段階だと思ってるんだ』


    「フざけるなぁッ！」


    　けたたましい破は砕さい音とともに、右手に鈍どん痛つうが走っていた。


    　我われに返った時、たったいま自分の制御下を離れた右手が、ディスプレイを破壊していた。手袋に突き刺さるディスプレイの破片と、そして御み笠かさの啞あ然ぜんとした顔だけが事態に取り残されたように浮いていた。


    　汗が顔中を覆おおい、肩が荒く上下し、呼吸はまるで壊れたフイゴのようだった。


    　強こわ張ばった体が、すべての力を失い脱力するまでそう時間はかからなかった。


    　大だい音おん声じようを聞きつけた隣となりのブースの人間が、一体何事かとこちらを覗のぞき込んでくる。京也はそれを一ひと睨にらみで黙らせた。


    　頭を抱えたくなった。スターマインの去さり際ぎわの憫びん笑しようの意味がやっとわかった。


    　たしかに、イーブンの勝負になると踏んでいた自分は、彼女から見たら滑こつ稽けい以外の何物でもなかっただろう。


    　これは、勝負などではない。一方的ななぶり殺しだ。


    　なにがどちらかが優れているのかの勝負だ。趨すう勢せいなど、とうに決しきっているではないか。


    　これを一日二日で用意したはずがない。前々から計画されていたのだ。


    　今回の事件が爆弾殺人で、彼女のハンドルネームが連続花火スターマインなのも、なにかの偶然だというのか？　一体自分はいつから裏切られていたのだ？


    　──なぜ気付かなかった？　なぜ予よ兆ちようすら感じ取れなかった？　こんなに致ち命めい的な状況になるまで、なぜ私は気付かなかったッ！　スターマインと付き合って私は何年になる？　


    　自己嫌けん悪おだけで死にそうになった。


    　もう一度先ほどの写真について思い返す。ブティックの店の前で御み笠かさと歓談している自分は、薄い微笑ほほえみさえ浮かべていた。


    　御笠さえこの場にいなければ、懐ふところに忍ばせたナイフで自分の心臓をえぐり出していただろう。


    　すべてを奪われた摩ま弥や京きよう也やに残ったものは、信じれば裏切られるという、当たり前の事実だけだった。


    　スターマインは電子戦のプロだ。彼女ほどハッキング技術に秀ひいでていない自分に奪だつ還かんは不可能。それができる会員はすべて偽にせヴェルツェーニの手中に落ちている。そして遠からずかかる追っ手。


    　八方ふさがり、孤立無援。万ばん策さくは、尽きた。


    　京也は天てん井じようを仰ぎ見た。


    　──もう、遅いのだ。


    　──もう終わりだ。私の、負けだ。


    　勝てる見込みは万に一つもない。これが、真の絶望。抗あらがう気力すら奪い去られてしまった。


    　つまりは単純な計算ミスだ。事実は、京也の想定した最悪さえ二乗した値あたいだったのだ。


    　認めなければならない。


    　スターマインは摩弥京也の手に負える相手ではない。相手の方が圧倒的に格が上だ。


    　彼女に対する凍こごえる畏い怖ふだけが残った。


    　彼女の言う通りだ。自分はブラッディユートピアについて何一つ知らなかったのだ。京也はいま、自分でさえ知らなかったブラッディユートピアの真のポテンシャルを見せつけられている。ほかでもないヴェルツェーニの手によって。


    　思わず笑ってしまった。なんという皮肉だろうか。これも、スターマインの悪趣味な遊ゆう興きようの一部なのだろう。


    　簒さん奪だつ者しやにして、劇場型犯罪者たる彼女は、今頃自分の反応を予想して高笑いしていることだろう。


    　自分のゆく道には、血と闘争しかない。京也は、ヴェルツェーニであることさえかなぐり捨てることができれば、綺き麗れいになれると思っていた。


    　──私は、勘違いをしていたのだ。


    　ただそれだけを気付くのに、随ずい分ぶんと時間がかかったものだ。


    　京也は大たい儀ぎそうな仕草で、成り行きを見守っていた御笠に向き直る。


    「御笠さん」


    　御笠の肩がびくりと震える。さきほどの激げきした様子から一転、すべてを諦あきらめきった表情をした京也に、言い知れぬものを感じている──そんな様子だった。


    「摩ま弥やくん……右手、い、痛くないの？」


    　この非常事態に彼女の口から出たのは、よりにもよってそんな台詞せりふだった。


    　京きよう也やは苦笑する。


    　そのまま、京也は御み笠かさの両肩に手を置いた。


    「ねぇ……どうしたの、摩弥くん？」


    　狼ろう狽ばいする彼女の耳元で囁ささやいた。


    「御笠さん、君まで巻き込んで本当に申しわけないと思っています。君だけは助かるよう、スターマインにかけ合ってみるつもりです。安心してください」


    　と、いきなり御笠に突き飛ばされた。予想もしなかった反応に対応できず、たたらを踏んで仕切り壁パーテイシヨンにぶつかる。


    　京也を見返す彼女の瞳には、強い叱しつ責せきの色が浮かんでいた。


    「摩弥くん、それ、どういうこと？」


    「……そのままの意味です」


    「全部、諦あきらめちゃうの？」


    　一転、なにかを哀あい切せつに訴えかける御笠の顔。それに気付かないふりをして、京也は頷うなずく。


    「それ以外、方法はないでしょう。彼女の狙ねらいは私です。私の身一つで済むのなら──」


    「馬鹿ッ。それじゃ全然意味ないよ。摩弥くんがいなきゃ、意味がない！」


    　京也は押し黙る。


    「もう、ほかに方法はないの？　全部考えてみた？　摩弥くんが自分が本物だって言って偽にせ物ものを糾きゆう弾だんすればいいんだよ」


    　京也はゆっくりかぶりを振る。


    「それも考えました。しかし噂うわさが広まるには、一定の条件が必要で、なおかつ、よりエンターテインメント性が強い噂が生き残ります。『ヴェルツェーニが社会を引っ繰り返すために決起した』『そのヴェルツェーニは偽物ではないか？』この二つの噂、争い勝ち残って人の記憶に強く根付くのはどちらだと思いますか？」


    「それは……」


    「私がいくら使われなくなったＩＤを使って掲示板の隅で訴えかけても一いつ顧こだにされないでしょう。本物のＩＤはスターマインの手に落ちています。私は彼女ほどハッキングの技術に秀ひいでていないので奪だつ回かいは望めません。ほかに、案はありますか？」


    　彼女が考え出す戦法を残らず論ろん駁ばくできる、自じ虐ぎやく的な自信があった。


    　だが、しばらく考えてから顔を上げた彼女には時折見せる凜りんとしたものがあった。


    　京也は御笠のこの表情が苦手だった。この顔を見る度たびに、自分は彼女には敵かなわないのではないかという諦てい観かんがよぎってしまうからだ。そして、それは当たった。


    「じゃあ、摩弥くんが考えて。これからいますぐに。じゃないとあたし、これから街の目立つところに立って大声で叫ぶから」


    「馬鹿な、それは自殺行為です……」


    　言ってから彼女の意図に気付き、額ひたいに手を当てる。


    「……無茶苦茶です。それでは脅きよう迫はくではありませんか」


    　そう、脅迫なのだ。京きよう也やがスターマインに降こう伏ふくしようとすれば、先んじて御み笠かさが降伏するというのだ。


    「君は……卑ひ怯きよう者だ。御笠さん」


    　彼女はその言葉を正面から受け止めた。


    「卑怯でもいい、あたしのために頑張って。あたしはッ、あたしは摩ま弥やくんと一緒じゃないと嬉うれしくない。摩弥くんが犠ぎ牲せいになって助かるのだけは、あたし絶対にいやだから」


    「御笠さん……」


    　彼女の声を聞くと、京也の鼓こ動どうが不思議とさんざめく。きっとそれは理解してはいけない感情。知ること自体が京也にとっての罪になり毒となる感情。


    　できることなら、彼女と自分、二人とも助かるのがベストだろう。


    　しかしそんな方法があるのだろうか。いや、否いなやなど言ってられない。やるしかないのだ。


    　京也も、やっと御笠を見つめ返すことができた。その中で輝く瞳を見み据すえ、決める。


    「わかりました。私は──君のために闘います」


    　それを聞くと、彼女はやっと相そう好ごうを崩してくれた。


    「じゃあ、とにかく一いつ旦たん家に帰ろうよ」


    　そう言い、踵きびすを返そうとする御笠の腕を摑つかんだ。京也は無言で首を振る。


    「それは駄目です。月つき森もり市には遠からずブラッディユートピアの人間の追跡がかかります。実家に出入りすれば家族にまで迷惑をかけることになります」


    「そんな、じゃあどうすれば……」


    　京也は深く息をついて思考の海に自分を沈める。


    　裏切り、簒さん奪だつ、絶望、奮ふん起き。今日は本当に色々なことがあった。


    　果たして、自分は彼女に勝てるのだろうか。スターマインとヴェルツェーニは互いの手の内を知り尽くしている。


    　おそらく、いままでのものとは比較にならないほど厳しい闘いになるだろう。スターマインとの彼ひ我がの距離はこんなに離れているというのに、耳元で死に神の吐と息いきすら聞き取れる。一手読み違えれば、死が待っているに違いない。


    　おまけにブラッディユートピアのメルトダウンまで残り少ない。タイムリミットの鎖くさりにまで繫つながれている。


    　そして、それを止めることができるのは、事実上世界で自分一人。なるほど、たしかにスターマインを止めることができれば自分はヒーローだ。


    　だが、何度算定し直してみても絶望的な闘いだ。しかし無力感は、気付けば霧む散さんしていた。気力がみなぎっている。不思議だった。


    　息を吐き、ようやくすべてを決めた。


    「──御み笠かささん、隠れる場所が必要です。一緒に、逃げましょう」


    



    　そうだ。自分の信じていたすべてのものに裏切られても、たった一つ、自分の中で覆くつがえらないものがある。世界中が敵に回ったとしても、ただ隣となりにいてくれる彼女だけが、たしかなぬくもりを保証してくれる。それだけを信じていれば、自分は迷わない。


    　──君だけは、なんとしても生かして見せます。
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    『本日午後八時より、月つき森もり台だいの頂上から花火が上がります。忙しい方も、よろしければ是ぜ非ひ窓を開けて月森の方角をご覧ください。本日午後八時より────』


    　抑よく揚ようのないトーンで繰り返しそう告げながら、御み笠かさの前を通った街がい宣せん車しやがドップラー効果でもって低い調子に変化し、そのまま遠ざかっていく。


    　御笠は見えなくなるまでその姿を目で追ってから、帰路を急いだ。その手にはコンビニの袋を提げている。中は食べ物と生活用消しよう耗もう品ひんだ。


    　現在の時刻は午前の九時だった。


    　さきほどのあの車、おそらく断水がある時などに街に触れ回る街宣車あたりが、そのまま転用され街を走り回っているのだろう。普通ならいくら力を入れているといっても秋祭りに街宣車まで繰り出すことはない。昨日の爆発事故が関係しているとみて間違いない。


    　折せつ角かくの祝いの花火を爆発と誤解されてはたまらない、という市が対策を講じた結果、こうやって穏おん便びんな方法で触れ回っているといったところではないだろうか。


    　今年は、特に月森の県立指定自然公園化も決まって、市は張り切っている。何か月も前からテキ屋や香具師やしと約やく定じようを交わし、ありったけの山だ車しを用意しているらしいし、いまさら中止などできないのも頷うなずける話だ。


    　昨日の事件から一夜明けていた。


    　昨夜は、実はあれからが大変だったのだ。


    　自宅には戻れないと聞いた御笠だったが、じゃあホテルにでも泊まるのか、と聞いてしまったことをその直後に後悔する羽目になった。


    『なるほど名案ですね。たしかにラブホテルなら、誰に見とがめられることもなくチェックインもチェックアウトも可能です』


    　などと京きよう也やが真顔で言い出したのだ。


    　無む論ろん御笠が提案したホテルとはそんないかがわしいホテルではない。だが京也からすれば、フロントをはじめ、多数の人間に見とがめられる可能性のあるビジネスホテルなどは論外だったのだろう。


    　たとえ行為のあるなしに拘かかわらず、ラブホテルで一夜を過ごし、朝並んで建物から出てこようものなら、自分の中の乙女おとめとしてなにか大切なものが失われてしまうような気がする。


    　突然断固拒否して、野宿路線を通そうとする御笠をどう思ったのか、京也は困惑しながらも妥だ協きよう案を呈示。つまり、廃はい屋おくを一晩だけ借りようという話になったのだ。


    　コンビニから二十メートルも歩けば、家に帰り着く。


    　だが、本当にここしかなかったのだろうか？


    　目の前に建つ建物にそっと目をやった。勢いよく睨ねめつけでもしたら、その衝撃で倒とう壊かいしてしまいそうな、そんな和風の一軒家だった。


    　まず、どうしようもなく家が傾いている。最初御み笠かさの平へい衡こう感覚がおかしくなったのかと思ったが、遥か後ろの稜りよう線せんと比較してみると、ほどなくしておかしいのは家の角度だということがわかった。


    　瓦かわら屋根が半分崩れており、分解され細かい砂さ礫れきのようになった建材は、二階へ上がる階段部分を埋まい没ぼつさせている。事実上二階は上り下り不可能だろう。


    　そこから雨風が侵入するだろうし、この時点で家としての機能を半分以上失っている。


    　一体最後に手入れしたのはいつなのだろうか、庭の草は子供の背せ丈たけほども伸びている。ほかにも、割れたガラスや、全体的に腐って黒ずんだ家などつっこみどころは多々あるが、総じて人間が住んで快適な家ではなさそうだ。


    　身寄りのなかった家や主ぬしが死んだので売りに出したが、老ろう朽きゆう化した家に買い手がつかず、ウン百万する解体費用を誰も出さないうちにそのまま廃はい墟きよになってしまった──そんなところではないだろうか。


    　腐っているので多少脆もろくなっているとはいえ、硬い床で寝るのは非常に苦痛で、起きた時には寝る前よりも体の節ふし々ぶしが痛くなっていた。


    　京きよう也やはといえば、武士が刀を抱いて寝る時のような格好で、壁の隅に寄りかかって一夜を明かしたようだった。そういえば御笠が眠りに落ちるまで彼は起きていたし、御笠が起きた時には彼も既すでに起床していた。もしや寝ずの番をしていてくれたのではないだろうか。


    　磨すりガラスの引き戸に手をかけたところで、中に入るのを若じやつ干かんためらった。


    　実はいま、非常に顔を合わせたくない客人が来ているのだ。


    



    　


    　御笠と、姉の小さ百ゆ合りはよく姉妹喧げん嘩かをしたものだった。


    　幼年の頃、御笠は気ままな大人の姿を見ては、その自由さに憧あこがれた。早く大人になりたいと切に思った時、視界に入るのは常に自分の隣となりに立つ小百合の存在だった。


    　彼女は一年早く自分より大人になって、一年早く自分より自由に振る舞えるということであり、つまり一生御笠の姉で在あり続けるということ。幼年の御笠はそのことに強い理り不ふ尽じんを覚えた。こんなに早く大人になりたいと思っているのに、どうして姉を追い抜くことができないのか。御笠はそれがなんとなく許せなくて小百合を無視するようになった。


    　小百合は小百合で、両親に御笠の方が優遇されていると思って寂しい思いをしていたらしく、御笠のすげない態度が、勝ち誇っている者のそれに見えたらしい。


    　そんな二人が毎日のように顔を合わせてなにも起こらないはずもなく、なんだかんだと理由をつけては角つの突き合わせていた。最初は言葉で、次第に大声を出して髪を引っ張ったりしながら。


    　姉が亡くなってしまったいまは、もうそんなこともできないのかと懐かしく思い出される。


    　高校に上がる頃には、めっきり喧けん嘩かの回数も減ったが、まあ諸もろ々もろを含めてスキンシップの一環だったな、と締めくくることができる。


    　兄弟姉妹間の喧嘩というものは大なり小なりそんなものだろうと高をくくっていただけに、摩ま弥や家けのそれは、御み笠かさの認識している喧嘩の概がい念ねんとはまるで異なっていた。


    「……あんな女のどこがいいの？」「やはり胸の大きさなのですか……」「最近兄様の身の回りは女の出入りが激し過ぎます……」「……私とのことは遊びだったのですか」


    　抑よく揚ようのない声、眠そうな半眼におちょぼ口、左右に結った髪、全体のつくりは非常に可愛かわいらしいのに、口を開けばとんでもないことを次々と言い放つ少女、私立祁け答どう院いん小学校五年生の摩弥蘭らんだった。


    　御笠はかつてこんな不ふ穏おんな言葉が飛び交う兄妹喧嘩を見たことがなかった。そもそも、果たしてこれを喧嘩と呼んでいいものだろうか？


    　片や小学生、片や高校生──のはずである。


    　だが、なんというか修しゆ羅ら場ばめいていたのである。


    　彼女が機き嫌げんが悪いのにはわけがある。


    　京きよう也やは昨夜、外泊する旨むねを電話で蘭に伝え、加えて彼女に頼み事をしていた。京也はあの通り秘密主義の人間で、実は外泊自体はたいして珍しいことではないのだとか。そのことに対しての蘭のリアクションも薄かった。


    　で、彼女は従順にも言いつけ通り、京也に頼まれたものを持ってきた。


    　だが、京也には一つ誤算があった。蘭が御笠を毛嫌いしていることを知らなかったのだ。


    　蘭は応対に出た自分を見て、ショックのあまりその場にくずおれたのだ。


    　彼女からしてみれば、京也が一晩いたはずの場所に御笠が一緒にいるというのは、ある種の悪夢なのだろう。色々と邪じや推すいをしてもおかしくはない。特に、前回の事件で、御笠はなぜか蘭にライバル視され、以来執しつ拗ようなイジメに遭っているのである。


    　かくて現状に至る。御笠は身の置き所がないままに二人の兄妹喧嘩らしきものを眺めていた。


    　京也もまたさるもので、蘭のおちょぼ口から紡つむがれる心しん胆たん寒からしめる言葉を真顔で流す。とにかく相手にしない。


    　二人のやり取り自体は、水を打ったような静かさの中行われる。およそ修羅場がもたらす感情の洪こう水ずいのようなものはない。だが、御笠は脇で二人のやり取りを聞いていて生きた心地がしなかった。


    　一体どれくらいそうしていただろうか。御笠は息をするのも罪深いような状態から、ようやく解放され、京也と一緒に蘭を見送りに出た。


    『はっきり言って私不満たらたらですから』蘭はそう言いたげにしながら、持ち前の半眼をさらに鋭くし、外に待たせている迎えのタクシーを見つめている。


    「家の周りを不審な人物がうろついているなどといったことがあったら、必ずさきほど教えた私の番号にかけてください。わかりましたか？」


    「……はい」


    「母は仕事でしょうし、事実上家のことはあなた一人でやっていただきます。用向きが終わり次第私も帰宅します。できるだけすぐに終わらせるつもりなので、お任せしました。ああそれと、戸締まりはきちんと確認してください」


    「……はい」


    　当の京きよう也やはといえば、まるで何事もなかったように、彼女に注意事項を告げている。


    　蘭らんはといえばまだ不満の残る顔で、思案している様子だった。


    「兄様……最後にもう一度答えて。まさか二人で駆け落ちするつもりじゃあ──」


    「これで二十三回目になりますが……違います」


    　蘭はそれを聞いて、なんとか自分の中で折り合いをつけたのか、渋々といった調子でタクシーの中に乗り込む。


    　と思いきや、踵きひすを返しつかつかと御み笠かさの方に歩み寄る。御笠の服の袖そでを引っ張り京也と少し離れたところまで連れてくる。


    「兄様に手を出したら許さないから……」


    「……やっと口利きいてくれたと思ったら開口一番それなんだ。手を出すって……意味わかって使ってるんだよね？」


    「……私はなんでも知ってる。既き成せい事実をこしらえて、なし崩し的に籍せきを入れようって魂こん胆たんなのはお見通し……」


    　エグい。子供が使ってよい語ご彙いの範はん疇ちゆうを明らかに逸いつ脱だつしている。


    　御笠は苦笑を返すほかなかった。


    「……あまつさえ、一緒にお布ふ団とんで寝て、子供をもうけようとしてるんでしょ」


    「え？　一緒にお布団？」


    　蘭が若じやつ干かん怪け訝げんな顔をする。


    「…………なに？」


    　御笠は違和感を覚えたのだ。いままで下品な単語を惜しげもなく使ってきた蘭が子供をもうける行為を『一緒にお布団で寝る』とやたら婉えん曲きよくに表現している。これはつまりどういうことか──


    　御笠は得とく心しんがいって内心微笑ほほえんだ。一見博はく識しきな蘭も、どうやらその手の話だけには弱いらしい。そういう教育は、そのうちしかるべき形で学校から教わるだろうから、いまは話を合わせて誤ご魔ま化かそう。


    「そうそう。えと、ね……愛し合うお父さんとお母さんが一緒の布団で寝ると、翌日コウノトリが赤ちゃんを運んできてくれて──」


    「御み笠かささん、その話には矛む盾じゆんがあります。この国では野生のコウノトリは一九七一年に絶滅が確認され──」


    「ちょっと摩ま弥やくん黙っててッ！」


    「……………………」


    　というか盗み聞きされてたのだろうか。御笠はさらに京きよう也やから遠くに蘭らんを連れて行き、『赤ちゃんコウノトリ説』の論ろん拠きよを筋道立ててこんこんと語って聞かせた。


    　蘭はなにか納得のいかない顔をしながらも、今度こそタクシーへと戻って行く。


    　京也が料金を先払いし、ドライバーに目的地を告げると、排気音も高らかにタクシーは去っていった。


    　深く嘆たん息そくする。ようやく溜ため息いきをつける程度には落ち着けたらしい。


    　蘭にはあまりいい感情はもたれていないだろうとはわかっていたつもりだったが、一応前回仲直りしたつもりだったので油断していた。いつの間にか初対面の時より嫌われている。


    「蘭ちゃんに何一つ話さないでよかったの？」


    　傍かたわらの京也を見上げる。


    「一を話せば、十まで話さなければなりません」


    　相も変わらず、凜りん然ぜんとした京也の返答に迷いの色はなかった。


    　たしかにその通りではある。爆発事件に京也が関係していることを少しでも仄ほのめかしてしまったら最後、なぜそうなったのかに遡さかのぼって、京也が境界人間マージナルであることまでつまびらかにせねば蘭は納得しないだろう。肉親の情と、為なすべきことを明確にわけて考えられる彼らしい返答だった。


    　御笠は釈しやく然ぜんとしないものを覚えながらも、横目で昇り始めた太陽を眺める。本来はこうして無事に朝日を拝おがめているだけでも感謝しないといけないのかもしれない。


    「ね、蘭ちゃんになにを持ってきてもらったの？」


    　京也は無言でバッグの中を開ける。ノートパソコンと予備バッテリー三個、外でもネットが使えるようにデータ通信カード、傷軟なん膏こう、いつだか見たピッキングツール一式、レシーバーかなにか、ブーメランのような形をした肉厚のナイフ、スタンガン、包帯、携行食料などなど。必要になりそうなものをとりあえずすべて揃そろえたという感じだった。


    「これ全部蘭ちゃんに手配させたの？」


    　というか小学生の妹に、こんなものを用意させたのだろうか。


    　御笠の非難めいた眼まな差ざしを受け、京也はゆっくり首を振った。


    「必要になりそうなものを予あらかじめ詰め込んでいたバッグを蘭に運ばせただけです。彼女には中身を見るなと言ってあります」


    「蘭ちゃん本当に中身見てないと思うの？」


    「思います。蘭らんは私の言いつけには非常に忠実なので」


    　一度京きよう也や自身が家に取りに戻れば蘭に頼まずともこと足りる。けれども、家に出入りするところをブラッディユートピアの猟りよう犬けんに見とがめられたくないため、そんな回りくどいことをしたのだ。


    　蘭が、御み笠かさと京也の関係を邪じや推すいして頭に血が上っていたのは、ある意味で幸運だったかもしれない。冷静な彼女ならば、絶対に不審がって根掘り葉掘り質問してきたはずだ。


    「朝はブラッディユートピアの人間の活動が一番鈍にぶい時間帯です。動くならいましかありません。さあ、私たちも行動に移りましょう」


    



    　


    　一平方メートルほどの広さしかない閉へい塞そくしたそこで、だが御笠は丸一日ぶりに安あん堵どの吐と息いきがつけた。


    　等身大の鏡面に映る自分の姿を見つめ、ちょっとモデルっぽいポーズを取って微笑ほほえんでみた。


    　鏡の中の美少女も釣られたようににっこりと笑う。自分で言うのもなんだが、悪くない。


    　足下には脱ぎ散らかした下着と制服。それと華美を極めた大量の服だった。


    　現在御笠は試着室の中に居た。


    　京也と御笠は現在〝お尋ね者〟になっている。せめて変装くらいしないことにはあっという間に見つかってしまうだろう。


    　ではまずなにをすべきか。御笠と京也の意見はここでは完全に一致を見ていた。


    　そういうわけで、御笠たちは、ほぼ開店と同時にデパート二階の服飾売り場を訪れた。


    　京也は太っ腹にも一着プレゼントしてくれるということで、持ち合わせが心許ない御笠はその厚意に甘えることにした。折せつ角かくなので、下着も買ってしまう。


    　着崩した感じを出したケープをストールのように纏まとい、その下には見目にも鮮やかなノースリーブのワインレッドドレス。鏡の前でくるりと回る度たび、ケープの隙すき間まから二の腕が覗のぞく。


    「御笠さん、まだ終わりませんか？」


    　試着室の外から京也の声が聞こえてくる。京也の方はもう着替えが終わったらしい。


    　着替えた御笠の姿を一目見れば、京也はかなり驚くだろう。面と向かって綺き麗れいだと言われたらどうしよう。リアクションに困ってしまうだろうな、と想像し顔がほころんでいく。


    　それにしても一体京也はどんな服装でくるだろうか。


    　普段の彼は長なが袖そでで首まですっぽり覆おおった服装なので、見み栄ばえが悪いというわけでもないが、変化に乏とぼしい。だが、今回ばかりは印象を変えるために、ジャケットやスタジャンなどのカジュアルな路線でくるかもしれない。実は京也がどんな服装でくるのか、かなり興味がある。


    　彼の方はもう着替えが終わっているらしいので、少し卑ひ怯きようだが、まずは京也の手の内から見せてもらおう。


    　御み笠かさは試着室のピンク地の綿めんカーテンから首だけ覗のぞかせる。


    　と、度ど肝ぎもを抜かれた。


    「うッ……摩ま弥やくんどうしたのその服装」


    「なにか？」


    　小首をかしげる彼のいでたちは、スーツ姿だった。ノリの効いたシャツ、濃のう紺こんのスーツ、青と白をマーブリングした色のタイ、伊だ達て眼鏡めがねと思おぼしきものまでかけている。カジュアルどころか、どフォーマルな服装である。


    　京きよう也やはきつく締め過ぎたタイを緩ゆるめているところだった。元々大人びた印象のある京也が着ると、年齢が五つほど跳ね上がって見え、やり手のビジネスパースンのように見える。


    　予想だにしなかった方向から攻めてきたことに御笠は軽い動揺をきたす。視線だけで京也は御笠がなにを言わんとしているのか汲くんだのだろう。彼の方から口を開いた。


    「御笠さん、泥棒がどんな格好をして、侵入する家を物色するかご存じですか？」


    「えーと、ほっかむりに唐から草くさ模様の風ふ呂ろ敷しきとか？」


    「御笠さんの頭の中は平和そうで羨うらやましいですね」


    　あ、いまもしかして馬鹿にされたのではないだろうか。


    「そのくらいわかりますッ。というより、半分答えを言ってるようなもんだよね」


    「そうですね。泥棒はスーツを着て目標となる家を物色して歩きます。それが街にいて一番目立たない服装だからです」
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    　木を隠すなら森の中というやつだろう。なるほど、街中で迷彩効果を狙ねらうならスーツ姿が一番なのかもしれない。公開された御み笠かさたちの写真は原色系の制服姿だったので、まさかスーツで化けているとは思わないだろう。


    「相変わらずなにからなにまで合理主義だね、摩ま弥やくんって」


    「誉ほめ言葉だと受け取っておきます。月つき森もり高校の制服には鮮せん紅こう色しよくが使われているので遠目からも目立ちます。できれば印象を変えるために赤系の色は避けてください。細かいかもしれませんが白も膨ぼう張ちよう色なのであまり好ましくありません」


    　まあ、と一いつ拍ぱく置いてから、切れ長の瞳で御笠の顔を見つめる。


    「御笠さんは、『どうせ奢おごりだから』などと思って、鮮紅色をふんだんに使った色合いや、華美を極める服装をして、それを姿見で眺めながら悦えつに浸ひたっていたり──などは決してしない方だと信じていますので、蛇だ足そくだとは思うのですが……」


    　御笠は一いつ旦たん首を引っ込めて、まじまじと自分の服装を眺めた。ドレスは紛まごうことなき赤一色、おまけにケープはオフホワイト。元々赤色が好きで、制服を見て月森高校を選んだ節ふしもある。


    　冷や汗がだらだらと出てきた。この姿を見せたら綺き麗れいだと思われるどころか呆あきれられるのではないだろうか。もう少し、ＴＰＯを弁わきまえたファッションにするべきだった。


    　ほかのものに着替えようにも、試着室に持ってきたのはどれも華美なものばかり、いつの間にか着飾ることの楽しさに溺おぼれて、変装のなんたるかをすっかり忘れていた。


    　間かん髪はつをいれずに再度カーテンから首を突き出すや、恐る恐る京きよう也やに聞いてみる。


    「摩弥くん、もしも……もしもだよ。あたしが真っ赤な上、派は手でな服装だったらどうするの？」


    　京也はクスリと微笑ほほえむ。


    「ご冗談を。もしそんな服装をして歩くのなら敵に自分の存在を鳴り物入りで宣せん伝でんして歩くようなものです。頭にバラクラバでも被かぶっていただかなければ」


    「えっと、それってニットの目出し帽のことだよね？」


    「そうです。それならば、下がどんな格好でも誰も写真の人物だとは気付かないでしょう」


    　──下がドレスで上が目出し帽…………。


    　御笠はがっくりと首を俯うつむけた。これは……諦あきらめて話すしかないだろう。


    「摩弥くん、実はね──」


    　そして十分後。


    　御笠は改めて姿見を眺めて、拳こぶしを握るやブルブルと震えた。無む論ろん感動のためなどではない。


    　安かろう悪かろうを体現したかの如ごとき男物の上っ張りに、色気もクソもない綿めんパンツ姿の自分がそこにいた。おまけに自慢の長髪も鳥打ち帽に収納している。さながら十二時の鐘かねが鳴ったあとの灰かぶり姫シンデレラといったところ。魔法は既すでに解けてしまったらしい。


    　たしかにこれなら友人にも至近距離に入られるまで気付かれないだろう。しかし、しかし──


    「辱はずかしめられたぁ！　これ全然可愛かわいくないよ」


    「大声で人聞きの悪いことを言わないでください……変装と可愛らしさの両立は難しいでしょう。我慢してください」


    　御み笠かさがいくら抗議しても京きよう也やは涼やかな表情のまま取り合わない。


    「さて、御笠さん、これからまじめな話をします。よく聞いてください」


    　京也の瞳に峻しゆん厳げんなものが交じる。


    　御笠は思考を切り替えるため、両手で頰を挟み込むようにぴしゃりと打つ。若じやつ干かん強く叩き過ぎたが、おかげで頭がシャッキリした。


    「で、摩ま弥やくん、これからどうするの。あれから……なにか思いついた？」


    　あえていまのいままで聞かなかった問いだった。京也には申しわけないが、疲れ切った頭で一晩考えたくらいで妙みよう案あんが浮かぶことはないだろう。


    　京也は相も変わらず感情の読めない顔で、頷うなずきを返した。


    「とりあえず、着替えた制服などは、コインロッカーに預けて身を軽くしておきましょう」


    「そのあとは？」


    「昨日メールを出した人物に会い、助力を乞こいます」


    「ああ、昨日の……」


    　京也は昨日、ネットカフェで英語の書いてあるホームページに飛んでからそこの管理人らしき人物にメールを出していた。おそらくその時出したメールがそうなのだろう。


    「外国の人なの？」


    「いえ、サーバーは海外のものですが、運営しているのは日本人です」


    「どういう人？」


    「ブラッディユートピアでのハンドルネームはブギーマン、性別はおそらく男でスターマインと同じくハッキングに関して一芸に秀ひいでている人物です。ただ──」


    　珍しく彼が歯切れ悪く言い淀む。


    「ただ？」


    「ただ、少し性格に難があります。一言で言ってしまうと──陰険な人物ですね。絡まれると厄やつ介かいなので、対応は私がします」


    「はぁ、陰険、ね……」


    　助力を乞う手前、こちらは下した手てに出ないといけないだろうから、予あらかじめ御笠に話を通しておく必要性を感じたのだろう。どことなく京也の口ぶりが重いような気がするのは気のせいではなかったらしい。


    　その時はたと気付く。京也の提案はブラッディユートピアの会員同士の接触禁止のルールに抵てい触しよくしている。裏を返せば、そうしなければ活路を見いだせないほどに京きよう也やが追い詰められているということではないだろうか。京也がスターマインと同じ技術畑ばたの人間に助力を求めることからも、独力では限界があることを如によ実じつに語っている。


    　だが、あくまで助力であって、打開策ではないのだ。


    「気付いているかもしれませんが、現状は旗色が悪い。防戦一方になる可能性を考慮しなければなりません」


    「やっぱり厳しいんだ……」


    「ええ。御み笠かささんも薄々感じてはいると思いますが、私とスターマインは付き合いが長い。ゆえに私はある程度スターマインがどういう人間かがわかります。しかし、その条件は相手も同じです」


    「じゃあなんで、その、摩ま弥やくんに対してあんな、その……あんなひどい裏切りをしたのかな？」


    　京也がいくらか苦々しい表情を浮かべた。


    「そこが……わからないのです。お話ししたと思いますが、私はブラッディユートピアの管理人をスターマインに譲るつもりでしたので、内々に彼女にだけは話を通していました」


    　──あたしのために辞めようとしたの？


    　喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込み、かぶりを振る。いくらなんでも自意識過か剰じように過ぎるような気がして言い出せなかった。


    「じゃあ、もう少し待てば、自動的にブラッディユートピアのトップの椅い子すは手に入ったわけだよね。なんでそれまで待たなかったのかな？」


    「それも不明です。考えられる可能性としては、私が降りてしまう前に強引に奪い取って、私に衝撃を与えるのが目的だったのではないかと考えられます」


    「うーん、でもそれリスクが大きくないかな？」


    「私の横でスターマインとの会話を聞いていた御笠さんならわかるかと思うのですが、彼女の言動はかなりトリッキーです。次になにをしでかしてもおかしくないと思わせるところがあります」


    「それはそうだけど……。でも、それだとなにか腑ふに落ちないよ」


    「御笠さん、君はやけにスターマインの動機に拘こう泥でいしますね。私は既すでにそのことについては考えることを放ほう棄きしています。おそらく、スターマインが私に言った通り、私との優劣を競い、しかるのちに抹まつ殺さつするのが目的なのでしょう。たとえ真の理由が別にあったとしても、私たちがそれを考えて事態が好転するとは思えません」


    「そう……だね。じゃあ、次。確認するけど、あたしたちがあの娘こ、えーとスターマインだっけ、を捕まえれば勝ち。で、あの娘はこの街のどこかにいる。だよね？」


    「そうです。おそらく一か所に留とどまるリスクを弁わきまえて、絶えず街中の移動を繰り返しているでしょう」


    「じゃあ、街をくまなく捜し回ってれば偶然出会う可能性もあるんだよね？」


    「あります。しかし、可能性は限りなく低いと思います。それにブラッディユートピアの同どう胞ほうたちが私たちを狩り出すために人じん海かい戦せん術じゆつを取っているので、むしろスターマインを見つける前に私たちが見つけられる可能性の方が遥かに高い」


    「たしかに……」


    　思わず溜ため息いきが漏れた。迂う闊かつに動くとこちらの首を絞めかねない。かといって遊びの手を打っていればジリ貧ひんなのだ。これは本当に難しい局面だ。


    　京きよう也やと話していれば束つかの間ま忘れることもできたが、少し考えだすとどんどんと絶望の腕かいなが御み笠かさの体に絡みついてくる。


    「スターマインを捕ほ縛ばくする方法は二つだけです。こちらが、スターマインの居所を摑つかみ、彼女が移動する前に捕まえる。もしくは、こちらがスターマインを特定の場所におびき寄せて、そこで彼女を捕縛する」


    「一つ目は、さっき言った通り難しいんだよね。じゃあおびき出すって……そんなことできるの？」


    　京也は無言で懐ふところを漁あさると、携帯電話を取り出して御笠の目の前で軽く振って見せた。


    「これにはスターマインの電話番号が入っています」


    　そうだ、忘れていた。京也の気付かぬ内にポケットに放り込まれていた、プリペイド式携帯電話。


    「じゃあッ、いまからでもそれでスターマインを誘い出せば──」


    「──難しいでしょう」


    　勢い込んで喋しやべるのを、すかさず京也が封じる。


    「私たちにそれしか打つ手が残されていないのはスターマインも承しよう知ちしている。だからこそ彼女もそれについては相当に警戒してくるはずです。御笠さんはどう言いくるめてスターマインを特定の場所におびき寄せるつもりですか？」


    「それは……」


    　京也は二の句が継げない御笠を、嚙かんで含めるような調子で諭さとす。


    「御笠さん、これだけは忘れないでください。さきほども言いましたが、付き合いが長いせいで、私とスターマインはお互いに次に打つ手が大方わかってしまいます。スターマインを出し抜くには彼女の先の先は勿もち論ろん、さらにその先の先を読むくらいの心積もりでいかなければ、容易たやすく見み透すかされてしまうでしょう。仮にこちらから電話を使う場合は、それこそ必勝の策がある時だけです」


    「じゃあ、じゃあ──ッ」


    　なにか一つでも京也の力になりたくて、でたらめに思考を紡つむぐ。


    「じゃあ──あたしたちが月つき森もり市の外に隠れちゃえばいいんだよ。月森市の中でのみの勝負なんて決めたのあっちなんだから」


    　京きよう也やは重ねて首を横に振った。


    「落ち着いてください御み笠かささん、それが一番の悪あく手しゆです。考えてもみてください、スターマインは私の目の前でビルのワンフロアを爆破した手順で、いつでも私たちを殺すことができた。奇襲による抹まつ殺さつを行わなかったのは、ひとえに私とルールの中で闘いたかったからです。たしかにいま戦場である月森市から落ち延びれば、差し迫った危難は回避されます。しかし長期的に見た場合、ルールという鎖くさりで自分を縛ったスターマインと同じ土ど俵ひようで闘う、そんなわずかに残った勝機すらも摘つみ取る羽目になる」


    　御笠は顔を俯うつむける。


    「もうあたしにはなにがなんだかわからないや……頭痛くなってきたよ」


    　秀才の京也をして『防戦一方』と言わしめた理由がよくわかった。まず相手の攻撃を凌しのぎきらなければ、反撃もなにもあったものではない。


    　昨日は、わけもわからぬうちに京也に連れ回されていたから当惑しているだけで済んだ。


    　ようやく御笠は自分の立ち位置を理解した。ようやく京也と同じ高みから現状を俯ふ瞰かんすることができた。


    　自分たちは突とつ風ぷうの中、[image: ]やせた細木に必死でしがみつく昆虫のようなものだ。


    　いま自分たちが暢のん気きにデパートで着替えなどしていられるのは、おそらく台風の目の中にいるからで、たとえ自分たちがこの場を一歩も動かずとも、遠からず台風の方から移動する。そうなれば、もう嵐の中に放り出されて、抗あらがいようもなく吹き飛ばされてしまうだろう。


    　おそらく、これが昨日京也が見て悲ひ憤ふん慷こう慨がいし、絶望せざるを得なかった戦せん況きよう。


    　御笠すらも厭えん世せい的な気分に押し潰つぶされそうになる。次いでここがデパートの中だということも忘れて、世界で二人だけ取り残されてしまったような孤立感が襲ってきた。


    「ねぇ、あたしたちこれからどうすればいいの？　摩ま弥やくん……」


    　掠かすれる声で傍かたわらの境界人間マージナルにすがった。


    「だからこそ、これからの行動が肝かん要ようなのです。ここから先一手たりとも打ち損じるわけにはいきません」


    「摩弥くんがこれから会うブギーマンって人は、本当にこの事態をなんとかしてくれるの？」


    「それはこれからわかります。待ち合わせは市の中央にある廃ビルで、時刻は午後の二時です」


    　午後二時？


    「ねぇ、摩弥くん、いま何時──あッ」


    　軽い気持ちで聞いてから、咄とつ嗟さにしまったと思って自分の口を塞ふさいだ。案あんの定じよう、京也が怪け訝げんそうな顔で見返してくる。


    「御笠さん、失礼ですがご自分の携帯電話で時刻を確認すればいいのではないでしょうか？」


    　御み笠かさは言い淀む。聡さとい彼の眉尻が下がる。


    「……いまは午前の十一時です。携帯電話の電源を切っていますね？　どうしてです御笠さん」


    　御笠は、叱られた子供のように悄しよう然ぜんとする。京きよう也やもまた自分の不ふ甲が斐いなさを思ってか、いささか気け色しきばんだ表情をする。


    「自分のことばかりで、御笠さんのことにまで気が回りませんでした……そういえば御笠さん、君はご両親に外泊のことを説明していませんでしたね」


    「い、一応メールは送ったよ。……でも──」


    「返答はわかりきっていた、ということですか。なるほど、昨日一緒に墓参りをしたばかりだというのに、すっかり失念していました」


    　京也は外泊をすることが間ま々まあるということなので、家族の了りよう解かいを取りつけるのはそう難しい話ではなかっただろう。しかし御笠にとっては、聞くまでもなく結果が見えている問いだった。


    　両親は小さ百ゆ合りに続いて御笠までも失うかもしれないと恐れている節ふしがある。


    　ただでさえ前回、甲か斐い野の公きみ彦ひこ邸ていに侵入した帰り、遅い帰宅についてこってり絞られたのに、不ふ穏おんな爆発事故のあった日に外泊の許可など、どんな答えが返ってくるかわかりきっている。


    　だからと御笠は、父の携帯にメールだけ出して電源を切ってしまった。


    　今日の朝、試ためしに電源を入れてみると二桁けた近いメールが届いていたので、怖くなって再び電源を落としている。


    　いままで努めて意識しないようにしていたが、今日は学校も休んでいるのだ。最悪両親が捜そう索さく願いを出している可能性もある。自分が両親の立場だったら、やはり同じようにすることだろう。それくらいは予想できる。


    　電こ話えだけでは納得しないだろう。一度でいいから両親に顔を見せに行って大丈夫であることを伝えたかったのだが、いまそんなことをすれば、軽けい挙きよ妄もう動どうとなって両親まで巻き込んでしまう可能性がある。会いたいが会えない。伝えたいのに伝えられない。そんなもどかしさに板いた挟ばさみにされて、圧死してしまいそうだった。


    「気がつかなくて申しわけありません」


    　京也が目を伏せる。


    　彼に余計な気を遣わせたくなくて、御笠は黙っていたというのに、自分からそれをぶち壊してしまった。彼はこれからスターマインと渡り合うために、常に最善の手を打ち続けなければならないのだ。もしその足を引っ張るようなことをしてしまったら、きっと自分で自分を許せないだろう。


    「これはあたしの問題だから、摩ま弥やくんは気にしないで」


    「しかし、もとはと言えば御笠さんは私とスターマインの争いに巻き込まれただけです」


    「いいから、気にしないでって」


    　御み笠かさはやや切迫した表情の京きよう也やに笑顔で応じる。京也はさらになにか言いかけたが、結局口には出さなかった。


    「わかりました……ブギーマンと会うまでにあと三時間ほどありますが、その前にどうしても御笠さんにお話ししておかなければならないことがあります。ほかでもない、これからの私たちの出で方かたと、昨日私が知恵を絞って考えたプランです。これに沿って動けば、あるいはチャンスが生まれるかもしれません。すみませんがいまから頭に叩き込んでください」


    「ほんとに？　ほんとになんとかなるの？」


    　信じ難い話だった。たったいますべての可能性が否定され尽くされたばかりではなかったのだろうか。


    「これは攻め手ではありません。守り手です」


    　だがそう言う彼の黒こく瞳どうは、水みず際ぎわの防衛戦だけで終わらせるつもりは毛頭ないと物語っていた。だからこそ、御笠もそれを信じてその瞳を見返すことができる。


    「それでもいい。これからどうすればいいのか教えてよ」


    　彼の口の端はがわずかに持ち上がる。


    「それでこそ、私の知る御笠さんです」


    　残り三時間──


    　また、二人で日常に戻って学校生活を謳おう歌かする。京也と御笠、どちらも欠けることなく。


    　簡単なはずだ。できないはずがない。やり通さなければならない。


    　でも、やっぱり彼は境界人間マージナルであって、自分みたいな人間とは違う。人殺しとか、そういうものに興味があって、お互いがお互いに寄りかかれば、きっといつかとんでもないことが起こるというのに──それをわかっていながらなお彼にもたれかかってしまう。


    　けれども、常とこ闇やみの中を手探りで進んでいく恐怖を知るものならば、隣となりで手を握り返してくれる人がいることがいかに心強いかを知っているだろう。


    　その暖かさを、いま御笠は身をもって知っている。いまは、ただそれだけでいい。


    　京也が居住まいを正し、厳おごそかな調子で口を開いた。


    「では、説明します」


    



    ２


    



    　この世にはプログラマーの三大美び徳とくというものがあるらしい。その美徳とは怠たい惰だと短気と傲ごう慢まんだと聞いたことがある。


    　怠惰、短気、傲慢。どれも実力者であり、孤高であるがゆえ許容される美徳の種類でもあるように感じられた。


    　そしていま、待ち合わせ場所に先に来ていたブギーマンと思おぼしき男は、怠惰か傲慢かはさておき、短気であることは間違いないだろうと摩ま弥や京きよう也やに確信させた。


    　コートを着た男はいまも苛いら立だちながら、煙草たばこをふかしていた。彼の足下には、揉もみ潰つぶした煙草が大量に散らばっていて、その数は十本を優に越えている。吸いさしの量からおおよそ彼が何分前にここに来ていたかも逆算できる。余よ裕ゆうを持って見ても三十分以上一時間以内というところだろう。


    　京也たちがいる場所は廃ビルの六階。


    　意気揚よう々ようと着工されたものの、途中で出資していた起業家が急きゆう逝せい。遺産問題で骨こつ肉にくの争いをしていた親族がすべての金を引き上げてしまい、あとに残ったのは産うぶ声ごえさえ上げることなく死んだ建物だった。いまは白骨の代わりに打ちっ放しのコンクリート枠わくだけが残されている。


    　窓ガラスははめられておらず、おかげで足下のコンクリートの至る所に鳥の糞ふんが散らばって白いシミになっている。こんな寒々しい光景が街中に残っていることに、不思議な印象を受けた。


    　ここを待ち合わせ場所に指定したのはブギーマンだ。いまは幸さいわいにして暖かいが、本格的な冷え込みになってきたら、ここを待ち合わせ場所にすると難なん儀ぎしそうだ。


    　京也は彼の背に向けて歩み寄っていく。


    「お待たせしました」


    　京也はなるべく神経を逆さか撫なでしないよう注意を払って声をかけたつもりだった。だが男は振り向きもせずに叫ぶ。

  


  [image: ]


  
    「遅いッ。五分の遅刻だッ」


    　銜くわえていた煙草たばこを窓の外へ投げ捨ててから、ゆっくりと踵きびすを返した。


    　ブギーマンの位置は窓から近いので、陽光を背後に背負う形になっていて、京きよう也やからは黒いシルエットのように見える。背せ丈たけは一七〇センチと少し、体格は並より少し[image: ]やせている程度。それ以上は判然としない。


    　この男がブギーマンなのだろうか。当然会うのは初めてになる。自然、別人の可能性を考慮して警戒してしまう。


    　男は最初こそ怒気を隠そうとしなかったものの、こちらの姿を認めるや、徐々にその態度を軟化させた。というより、怒りがなにかほかの感情に塗り込められていくような反応だった。


    　スーツ姿や鳥打ち帽でいかに変装しようとも、ここまで近くにいればわかってしまうだろう。


    「これはこれは、ブラッディユートピアで追跡がかかっている二人組じゃないか。俺も一応はブラッディユートピアの端くれだっていうのに、その俺に接触してくるとはいい度胸だ。鴨かもがネギをしょってくるとはこのことか？」


    　一転、獲え物ものを見定めたような嗜し虐ぎやくに満ちた表情を浮かべる。


    「どういう意味でしょうか……」


    　京也は平へい板ばんな声でそれを受け流す。


    「おいおい、シラを切るつもりか？」


    　京也がそれに答えないでいると、痺しびれを切らした男が懐ふところから携帯電話を取り出す。


    「あんたら……それ以上近づくなよ。俺がここからボタン一つでメールを送信すれば、あんたらはヴェルツェーニの放った猟りよう犬けんどもに包囲されて一巻の終わりだ。なぁ、もう少し利口な口の利きき方をしろ。俺はあんたと腹の探り合いをするほど、気の長い人間じゃない」


    　ただの脅おどしではないだろう。こちらが不審な行動を起こせば、予あらかじめ地図上から取得してある自分の現在位置を添付したメールを会員全員にばらまく用意があることを物語っている。エクスター公こう爵しやくの娘事件の折、会員の身の安全を保証するためにほかならぬ京也が立案した護ご身しん法ほうだ。ここが六階なのも災わざわいしていた。逃走に移ったとして、建物から出るまでに時間がかかり過ぎる。


    　もしここにブラッディユートピアの猟犬が殺到すれば、血気盛んな連中は京也たちを私刑リンチにするくらいはやるかもしれない。


    「その性格、どうやら本物のブギーマンと見ていいようですね」


    「……あんたが俺についてなにを知ってる？」


    「ある程度は」


    　腕の立つハッカーだが、とにかく傲ごう岸がん不ふ遜そんで風紀をものともしない問題児だ。管理する側としては頭の痛い手合いだった。


    「あんたは……誰だ」


    「私が誰かを話す前に、あなたがブラッディユートピアで行おこなった問題行動、すべてあげつらっていった方が早いかもしれませんね」


    　ブギーマンは怒りを内ない包ほうした凄せい絶ぜつな表情を浮かべて豪快に笑う。


    「ああ、俺にもあんたのハンドルに心当たりがある。いつも高みから見下ろすような発言をするむかつく野郎だ」


    　京きよう也やは踵かかとを鳴らして、窓まど際ぎわから入り込む光の下に身をさらす。


    「遅れまして、ヴェルツェーニといいます」


    　淡々と喋しやべる京也を見て、ブギーマンは今度は小さく肩を揺すった。


    「さて、おかしいな。写真の二人組を捕まえろと言ったのもヴェルツェーニとかいう奴だったと記憶してるが」


    「それについて、いまから説明する時間をくださいませんか」


    　ブギーマンは、少し考えてから無言で顎あごをしゃくった。


    



    



    　ひとしきり話し終えた京也は、改めてブギーマンの反応を窺うかがった。


    　彼は、話が長くなるとわかるや、近くの木箱にどっかりと腰を下ろしていた。こけた頰は血色が悪く、顎には無ぶ精しようひげが生えている。品定めをするような糸目は金かな壺つぼ眼まなこと呼んでいいだろう。たまに風で翻ひるがえるコートはカーキ色で、若じやつ干かん底の厚い編み上げ靴を履いていた。


    　愚ぐ鈍どんそうな人間なのかと問われれば即座に違うと答えられる。頭の回転が速いのは二言三言話してわかったが、のみならず、体から力を抜いているようでいて、携帯電話に指がかかった状態のままホールドしている。不審な行動を取ったら、さきほどの恫どう喝かつを実行に移す肚はらだろう。


    　ブギーマンは無精ひげの浮いた顎を撫なで、天てん井じようの辺りを眺めていたが、ふいにその視線が京也の辺りまで降りてくる。


    　あえて目を逸そらす真ま似ねはしなかった。数十秒にも及ぶ形容し難い睨にらみ合いのあと、ブギーマンが目をすぼめて笑った。


    「ふん、まあいい。つまりあんたが本物だと……信用してやる。で、俺になにをしてほしくて近づいてきた？」


    「ご連絡した通りです。まずは情報が欲しい」


    「言われたことはある程度は調べてきてやったよ。しかし納得いかんなぁ。俺がほかの奴に密告しない保証がどこにある？」


    「その点は、あなたを信頼していますから」


    　無む論ろん大おお噓うそだ。この男は金で動くことで有名だ。『ブギーマンの口を札束で塞ふさいでいる間は、信用していられる』とはブラッディユートピアの人間の間では有名なジョークだ。


    　ブギーマンは失笑を漏らした。どうやら彼も京也の言葉を額がく面めん通りに受け取ったりはしていないらしい。


    　自分の後ろで、御み笠かさは身の置き所がないのかわそわと落ち着かない。彼女は腹はら芸げいが達者な方ではない。卓上でにこやかに握手を交わしながら、その下では互いのスネを蹴り合っているようなところで、場慣れしていない彼女がぼろを出さないはずがない。沈黙は金、雄ゆう弁べんは銀のことわざに則のつとって、彼女には沈黙を守ってもらう手はずになっている。


    　現に京きよう也やとブギーマンはハンドルネーム以外の個人情報の交換は一切していない。勿もち論ろん訊きかれても教えるつもりもない。個人情報のやり取りで、こののち、お互いにどんな不利益をこうむってもここでぼろを出した人間が負けなのだ。同情されるべき余地はどこにもない。


    「警察の方はどう動いていますか？」


    　ブギーマンはちらりと御笠の方を牽けん制せいしてから、話し始める。


    「あんたテレビを見てないのか？　捜査本部はとっくに置かれている。ニュースではもう爆破テロの可能性が濃厚だと言われてる。住民は真っ青になってるよ」


    「……やけに早いですね」


    「なんでも匿とく名めいのタレコミが各新聞社とテレビ局に届いて、警察は公表を止めたんだが、一社フライングしたのが出たらしい。あとはもう我われも遅れじとばかりに雪崩なだれを打ったような後追いだ」


    　まず間違いなく、タレコんだのはブラッディユートピアの面子メンツの誰かだろう。フライングした最初の一社も、もしやなんらかの──


    　京也はそこで首を振る。疑いだしたらそれこそキリがない。


    「確認だ。ブラッディユートピアのサーバーは海外だ。間違いないな？」


    「その通りです」


    　一人納得したように顎あごを撫なで回す。


    「ふん、じゃあ警察連中の切り札、捜査令状の強権すら無意味だな」


    　いざとなれば警察は捜査令状を盾たてに、プロバイダから情報をせしめるくらいはやるだろう。


    　だが京也は国内からの余計な干かん渉しようを嫌ってサイトを海外に置いている。捜査令状の力が及ぶ範囲は、国内だけだ。それが現在スターマインを利する羽目になっているのだが。


    　図体ばかりでかくてのろまと悪評の国際刑事警察機構インターポールに渡りをつけてから捜査し始めた時には、もういくら喚わめこうが叫ぼうが遅過ぎる。


    　京也対策に万全を期したスターマインが警察機構に関する対処を怠おこたるはずがない。


    　長なが丁ちよう場ばはスターマインを追い込むだろう。ゆえに、ほぼ間違いなくスターマインは電撃戦でくる。のんびりしていたらすべてが手遅れになるだろう。


    「ちゃんとヴェルツェ──おっとスターマインだったか、あいつは警察に対しても捜査の攪かく乱らんくらいは考えてるみたいだぜ。お上かみの力でコトが解決するのは望み薄だな」


    　京也は軽く頷うなずくに留とどめた。


    「昨日の夜午前零れい時に大阪府でコニャックを使った即席火か炎えん瓶びんで一軒家が焼けて、家にいて逃げ遅れた老人が重症、赤子が焼け死んでる。さらに一つ、つい四時間ほど前山口県でパイプ爆弾の爆発があって、買い物帰りの主婦が軽症だそうだ」


    　唐とう突とつにブギーマンが事務的な口調で呟つぶやいた。


    「一体あなたはなにを──」


    　と、京きよう也やはそこで言い止さした。


    　恐ろしい想像が駆け抜ける。これもまたスターマインの行動が間接的に絡んでいるのではないだろうか。


    「犯人は──どうしましたッ？」


    「両方捕まってる。どっちも大手の画像掲示板に載ってた方法を使ってやったそうだ」


    　京也は苛いら立だち紛まぎれに傍かたわらの支柱に拳こぶしを叩きつけた。昨日ディスプレイを破壊したばかりの手袋の中で、また傷口がぱっくり開いた感じがあった。だが、そんなものすらいまは気にならない。


    「あんたのお察しの通りだ。全国のネットカフェ、大学、もしくは図書館なんかのパソコンから組織的にアップロードされてるんだよ。どれもスキャナで読み込んだり、手打ちしたものをキャプチャーした画像なんかだ」


    　──そこまでやるのかスターマイン。


    　額ひたいから汗が滑り落ちる。これがスターマイン流の捜査の攪かく乱らん術だ。木を隠すなら森の中──


    それは京也が変装する際、心しん魂こんに徹した法則だ。スターマインも形はどうあれ、その作さ法ほうに従っている。大量の模も倣ほう犯はんを生ませ、犯罪を隠すなら犯罪の中に埋まい没ぼつさせてしまえばいいとばかりに。


    　京也はブラッディユートピアの私兵から逃のがれるため、スターマインは官かん憲けんの目をくらますため。攻守の違いこそあれ、初しよ手てにおける戦法まで似ていることに、呪のろいじみた共きよう時じ性せいを感じる。


    「それは……どこの画像掲示板でも手に入るのですか？」


    　ブギーマンは鼻を鳴らす。


    「試ためしにネットを渉しよう猟りようしてみろ。どこにでも落ちてる。管理人も急いで火消しに回ってるが、物量で圧おされているし、明らかに対たい症しよう療りよう法ほう的だ」


    「……しかも、ある程度騒ぎを大きくすればブラッディユートピアの人間が流さなくても、あとは連れん鎖さ的に模倣者コピーキャットが出る」


    「理解が早いな、その通りだよ同志。真ま似ねをする人間の真似をする人間が出て、さらにその真似をする人間が出るのも時間の問題だ。勢いは増し、しかも流される危険物の生成法はご丁てい寧ねいに初級、中級、上級にわかれている。この意味がわかるか？」


    「つまり、火か炎えん瓶びんもパイプ爆弾も『初級』の知識に過ぎないというわけですか……」


    「返す返すも理解が早い。まだ月つき森もり市で爆破事件が起こって一日しか経ってない。当然準備期間のいる中級や上級による凶行はまだ出てきていない。まだ、な」


    「……中級や上級には一体どのような知識が書かれていたのですか」


    　ブギーマンはやたらともったいつけながらも、木箱の上で脚を組み替え、煙草たばこに火を点けた。ブギーマンの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが、京きよう也やに隔かつ靴か搔そう痒ようの感を与え、冷静さを奪っていく。


    　懐ふところの中のバタフライナイフを意識しないわけではない。歯を残らず叩き折って、首筋にナイフを突きつけてでもとっとと口を割らせたかった。実際彼の手がしっかりと携帯電話を握っていなければそうしたかもしれない。勿もち論ろん彼が傲ごう岸がんなまでの余よ裕ゆうでもって話しているのも、京也のそういう状況を踏まえた上でだろう。


    　ブギーマンは紫し煙えんをリング状にして中空に吐くと、それを見送り、ようやく先を続ける。


    「『中級』は、かの悪名高い爆弾教本『腹腹時計』や、元祖爆弾闘争の友『栄養分析表』なんかを底てい本ほんにした知識だ。この二つが一緒くたにされてネットに流れてるってぇのは、かつての世情と照らし合わせると、皮肉が効いててなかなか面白──」


    「──そんなことはどうでもいいのです。『上級』にはなにが書かれているのですか？」


    「焦あせるなよヴェルツェーニ」


    　ブギーマンはもったいつけながら言葉を短く切り、まだいくらも吸っていない煙草を落として足で揉もみ潰つぶす。イニシアチブを取っていることがわかると際限なくつけ上がるタイプらしい。ハゲタカのような男だ。とてもではないが仲良くなれそうにはない。


    「硫りゆう酸さんや濃のう硝しよう酸さんを使ってのＴＮＴ火薬の作り方、濃硝酸や燃料錠じよう剤ざいを用いてのＲＤＸの生成法もある。そしてその二つを使ってのコンポジッションＨＭＸ、Ｂ、Ｃ‐２爆薬、それとは別にＡＮＦＯ爆薬なんてのもあったな。回路やアクションスイッチ周りも懇こん切せつ丁てい寧ねいに図解付きで流れてる」


    　足下から寒気が這はいのぼってくる。京也はよろめき、倒れ込むようにして支柱に体を預けた。


    　鈍にぶい疼とう痛つうを発するこめかみを押さえながら、しばらくじっとしていた。


    　おかしい、話が上う手まく行き過ぎている。


    「……待ってください。その手のアングラ知識が、真しん偽ぎは別にして流れているのは、インターネットの常です。なぜ今回の件だけ、それを悪用する人間が大量に出ているのです？」


    「理由はある。まず、道具を手に入れる方法からなにまで、具体的にわかりやすく解説してあることだな。情報確度が非常に高い。初級なら百円ショップやホームセンターで材料が簡かん単たんに揃そろっちまうものまである。もう一つ、スターマインがまず率そつ先せんして月つき森もり市のビルを破壊したからだ。おかげであとに続く者を鼓こ舞ぶする効果を挙げてるんだよ。『赤信号、みんなで渡れば怖くない』の大原則だ。その辺の心理学はむしろあんたの得意分野だと思ったが？」


    「なるほど、たしかに。失念していました」


    　京也は奥歯を嚙かみしめる。


    　スターマインの流した有害な知識を一万人の人間が閲えつ覧らんしたならば、九千九百九十九人は一いつ笑しように付ふして終わるだろう。しかし、残りの一人が本気で危険行為をすることを勘かん案あんしても不思議はない。


    　一言で言ってしまえば下へ手たな鉄砲数撃てば当たる、ということ。引っかかる極少数の人間を当て込んで作り込まれている類たぐいの罠わなで、出会い系サイト勧誘のスパムメールと原理は同じだ。特に要注意なのは、他人の意見を鵜う呑のみにしてしまうまだ自己判断力を持たない人間、すなわち子供だ。


    　京きよう也やの思考を読んだように、ブギーマンが口を開いた。


    「大阪の火か炎えん瓶びん事件の犯人は少年法に守られてる一二歳、匿とく名めいＡ君で、学校でイジメを受けていたらしい。だからムカツクイジメの主犯の家に夜や陰いんに乗じて火炎瓶を放り込んだ。皮肉なことに、イジメてた野郎は火災に気付いて、いの一番に気付いて逃げ出し、同居してた罪もない爺じいさんと赤子が犠ぎ牲せいになったわけだ」


    　恨うらみ骨こつ髄ずいに徹てつしてしまった上の凶行だろうが、おそらくブラッディユートピアの人間が流した知識が背中を押す結果になってしまったのだろう。


    　割れ窓効果、という学説がある。一枚の割れた窓が放置されると、それを見た人間がほかの窓を壊していいサインだと受け取り事態は悪化、ついには街のすべての窓が壊され治安が乱れスラム化してしまう、というたとえ話を元にした理論だ。たった一枚の割れ窓が社会秩ちつ序じよの崩ほう壊かいと犯罪の多発を招く。


    　スターマインは、この国に多数の割れ窓を作るつもりだ。昨日の爆破はてっきり京也への宣せん戦せん布ふ告こくなのかと思ったが、それとは別にどうやら一枚目の窓を割る意味合いもあったらしい。


    　人間は長い人生を人間の中に埋うもれながら過ごす。ソリが合わない上じよう司し、憎い同級生。まっとうに人生を送っているのならば、必ず成長する過程でそんな人物の一人や二人と遭遇しているはずだ。


    　だが殺さない。そこには常に刑けい罰ばつの枷かせがつきまとっているからだ。


    　抑よく止し効果を持つ刑罰は、すべて『人間は罰がないと罪を犯す』という、人間が本質的に愚おろかだという性悪説を前提に作られている。事実、人間は法のくびきがないと筆ひつ舌ぜつに尽くし難いほどの悪行に及ぶ。


    　スターマインの波は及きゆうさせた行いは過熱報道がなされ様々なメディアで飛び交うことは言げんを俟またない。逆説きわまるが、そんなことになったら、いままで我慢に我慢を重ねていた人間が、その報道に励まされて本当に中級や上級に手を出す可能性が高くなる──つまり窓を壊してもいいというサインだと受け取る。それが割れ窓の一番怖いところだ。


    　京也は、人が人を殺す時、心の中で定まったある一線を踏み越える必要があることを知っていたが、そのハードルの高さが外的要因によって激しく上下することも同様に知っている。


    　後頭部に当たるひんやりとした支柱の冷たさが、熱くなった京也の中に適度な冷静さを呼び込む。


    「……いま、『インターネットは人間が手にするにはオーバーテクノロジーだ』と言って警けい鐘しようを鳴らした意見があるのを思い出しましたよ」


    「ハン、その心は？」


    「ネットは地理的条件を無視して、自宅の部屋から米国の重要ネットインフラ施設をも攻撃できます。サイバー攻撃に対する完全防御法を考案しない内から、ネットを広めてしまうのは、あまりに無む為い無む策さくだ、とね」


    　そう、これもスターマインのサイバー攻撃の一環だ。


    「俺に言わせれば勝手な言い分だよ。大体ネットの利便性におんぶにだっこの野郎が言っても説得力に欠けるね。人間の楽したいなんていう際限のない欲望が招いた功こう罪ざいだ。罪の部分もしっかり受け止めるのが筋ってもんだ」


    「正論というものは、たとえ言ってることは正しくとも、他者からの同意を得られないそうですよ」


    「あ？　なに言ってるんだ？」


    「私の辞書にそう書いてあるのですよ」


    　ブギーマンが怪け訝げんな顔を返す。京きよう也やはそれに取り合わず、さらに思考を慎しん重ちように一歩先に進めた。


    　模倣者コピーキヤツトが続出すれば、警察機構は対応に追われて機能が麻ま痺ひするだろう。


    　どうやら今回は警察組織は戦力として度ど外がい視ししてもよさそうだ。


    　ああそうだ、と言って突然ブギーマンが腹を揺すって野や卑ひな笑いを漏らす。


    「言い忘れていたが、流れている危険物の生成法はナンバリングされてる。全部で二百十八ページもあるよ。男って生き物は生まれながらの生きつ粋すいのコレクターだからな、集め始めるとついつい全部集めたくなっちまう。男心をうまく摑つかんだ戦術だよ」


    　なにか自分とブギーマンの認識に齟そ齬ごがある気がする。


    　ややもせず、京也はそれに気付いた。


    「言っていませんでしたか……スターマインは女性です。それも年は私と同じかそれ以下でしょう」


    「なんだとッ？」


    　ブギーマンがぎょっとして、木箱から腰を浮かす。


    「本当です。こんなつまらない噓うそをついてどうするのです」


    「スターマインが……女……？」


    　しばらくすると、手で口元を押さえて笑い始めた。そのことに、今度は逆に京也が不審なものを覚える。


    「おかしいとは思わないのですか？」


    「なにをだ？」


    　ブギーマンはしらばっくれる。あくまでも京きよう也やから先に意見を開かい示じしろということらしい。


    「……スターマインは若過ぎます。はっきり言って私は彼女の年齢であそこまでハッキング技術に通じているのはおかしいと思うのですが」


    　ブギーマンは体を反らせて笑い出す。いきなり勢いをつけて立ち上がると、京也がもたれている石柱の周りをにやにや笑いながら回り始める。


    　京也も自然とそれを目で追う。


    「そりゃどういう意味だヴェルツェーニ」


    「スターマインは二人以上の複数犯ではないかと──」


    　最後まで京也が発言するのを待たずにブギーマンが大たい笑しようする。と、思いきや京也に息がかかるほど近くまで顔を寄せた。


    「いますぐその偏見を捨てておけ。でないとあんたは遠からずスターマインに殺されるだろうよ。米国じゃあな、十代のガキ共が空港の管制システムをシャットダウンさせたりすることが過去に起こってる。年齢はあてにならん。要はできる奴かできない奴か、それだけだ。むしろ爆弾犯とクラッカーには近しいものがあると思うぜ」


    「……聞きましょう」


    「あんた気付かないのか？　両方とも自意識過か剰じよう、ないしは自信過剰なんだよ。『俺を見てくれ』『俺の実力を認めてくれッ』『俺はこんな凄すごい奴なんだ！』ってな」


    　その言葉にはっとさせられる。たしかにそうだ。京也に挑戦するスターマイン、その劇場犯罪的な大おお仰ぎような性格や、わざわざ京也だけを同じリングに上げて一騎討ちを挑いどむところなど、他者──特に京也──への自己認知の願望、それが人並みはずれた古こ今こんの凄すご腕うでクラッカーや爆弾犯の特性そのものと言えないか。


    　京也は奇妙に納得するとともに、内心ほくそ笑む。ようやくスターマインの急所ともいえるものを摑つかんだかもしれない。


    　彼女は絶大な技術力と鉄てつ壁ぺきの布陣の上にあぐらをかいているせいで、危機意識が希き薄はくになっているだろう。逆さか手てに取ることができれば、相手の頭を押さえることも可能かもしれない。無む論ろん使いどころを間違えば、一層相手を警戒させることになるだろうが。


    「大体のところはわかりました。次に、ブラッディユートピアの有ゆう志しが現在どういう活動をしているのか教えてくれませんか？」


    「わからん」


    　ひどくぶっきらぼうにそう呟つぶやく。一瞬いままでの饒じよう舌ぜつさが冗談のように思えた。


    「どういうことです？」


    「腕に覚えのある奴は、五人一組になって、パスワード付きの掲示板に散会しちまった。おそらく、各おの々おのその中で悪わる巧だくみでもしてるんだろうが、俺はメンバーじゃないんで入れん」


    　頭痛の種がまた一つ増えた。当たり前だが、自分が停滞している間も、敵は間断なく動き続けていることを改めて思い知らされる。


    「パスワード付きの掲示板ですか……テロ組織御ご用よう達たしの方法ですね……ハッキングで強引に中に入ることは？」


    「気安く言うな素人しろうとが。パスでがっちり保護されてるし、あいつらだって短いＩＤやパスの危険性は承知してるだろう。総当たりプルートフオースでやりたいなら一人でやれ。地球が滅亡するまでには、まぐれでパスが通るかもしれないぜ」


    　──厳しい状況だな。


    　スターマインは京きよう也やに対する宣せん戦せん布ふ告こく通りに、社会を混乱の坩る堝つぼに叩き込むつもりだ。


    　事態は、京也の矩くを遥かに超えている。とても一個人が御ぎよしきれる流れではない。


    　残る方法は、上から命令を下しているスターマインを潰つぶす以外に方法はないだろう。いよいよ彼女との対決は避けられないものになってきたらしい。


    「あなたはなにもせず傍ぼう観かんしているのですか？」


    　ブギーマンが金かな壺つぼ眼まなこをさらに細めた。


    「そうさな、スターマインの首に破格の捜査特別報奨金懸賞金でもかかったら、腰を上げてもいい」


    　京也は苦笑を返す。


    　──結局は金か。俗物め。


    「始まるぞ、スターマインの社会への反逆がなぁ」


    　ぞっとするような爛らん々らんとした眼で、黄色い歯を見せながらブギーマンは笑う。これでは本当に人さらいブギーマンのようだ。


    　ブギーマンは箱から煙草たばこを一本抜き、京也の方に差し出す。


    「あんた、勝てるつもりか？」


    　それを右手で払うようにして断った。


    「いまそれを考えているところです。しかし──スターマインは私の体から出た膿うみです。おそらく、私が始末をつけることになるでしょう」


    「現実を見ろ。あんた一人がもう止められる流れじゃないだろ。あんたになにができる？　他人に御み輿こしを担かついでもらわないと一人で歩くこともできないくせに。いいか、あんたはもうヴェルツェーニじゃあない。そこを忘れるな」


    　その言葉は京也の臓ぞう腑ふに染しみ渡る。


    　そうとも、自分はいまはヴェルツェーニですらないし、事実スターマインにヴェルツェーニのアカウントを奪われなくとも、遠からず辞退するつもりでいた。


    　だからといって、彼女に命を狙ねらわれてただ逃げ回っているというのは性に合わない。


    「私にも、できることはあります。いまからそれをしに行く──それだけです」


    　そこで迷いを振り切った。もう彼から聞きたい情報はすべて聞いた。


    「ブギーマン、金は情報料に上乗せで支払います。もう少し私に協力してくださいませんか」


    　彼が警戒するのがわかった。


    「……なんだ」


    「難しいことではありません。しばらくここで御み笠かささんを預かっていただけませんか」


    　京きよう也やの言葉をまったく予想していなかったのか、ブギーマンが眼をしばたかせる。京也はその反応を勝手に肯こう定ていと取った。


    　そのまま御笠に目をやる。


    「行ってきます、御笠さん」


    　彼に聞こえないよう、小さな声で呟つぶやく。


    「うん、摩ま弥やくんも頑張ってね。絶対負けないでね」


    　あとはお互い頷うなずきを交わし合うだけだった。


    　それだけでこと足りた。胸が温かいもので満たされる気がした。


    　廃ビルから降りようとフロアの階段に足をかけた時、思いがけず後ろから声が追いすがる。


    「……待て、ヴェルツェーニ」


    　いままでの中で一番抑よく揚ようのない、亡ぼう霊れいの呟つぶやきのようだった。京也は胡乱うろんなものを覚えながらも振り返る。


    「……あんたは最初、俺のブラッディユートピアでの素そ行こうが悪かったみたいなことを仄ほのめかしていたな……最初の頃は俺もあんたに悪い感情なんか持ってなかったさ。掲示板に現れれば煮詰まった議論に賦ふ活かつ効果をあたえるし、チャットに現れれば、いつの間にか全員があんたに尊敬語を使ってる。そしてマンツーマンで悩みを打ち明ければ、カウンセラーも顔色をなくす案あん配ばいだ。付き合う人間によってあんたはいくらでも自分の形を変えることができるんだろ。おまけにそういう人間にありがちな細かい干かん渉しようもしてこない。まるで『こうあってほしい』という友人が寸すん分ぶんのくるいもなくディスプレイの向こうに再現されてる気分にさせてくれる。別に猟りよう奇き趣味じゃなくとも、あんたとの交流が楽しみの奴もいただろう」


    　ブギーマンの瞳に初めて剝むき出しの感情が垣かい間ま見えた。


    「あんた、どうしてアカウントを奪っただけのスターマインが偽にせ物もののフリを続けられるのか、わかるか……」


    　はっとさせられる。


    　偽ヴェルツェーニの存在になぜ会員は違和感を覚えなかったのか。スターマインの突とつ拍ぴよう子しもない計画などに、なぜ全ぜん幅ぷくの信頼を置いてついていくことができるのか。


    　人間の相そう互ご信頼性──昨日京也がいくら考えようとも、ついに答えに辿たどり着かなかった唯ゆい一いつの疑問。


    「あなたには、わかるのですか？」


    「わかるとも、単純なことだ。あっちのヴェルツェーニの方が、よりヴェルツェーニらしいからだ」


    　意味を汲くみ取るのを、一瞬理性が拒こばんだ。理解が追いつくよりも先にブギーマンは畳たたみかけるように続ける。


    「ブラッディユートピアの人間は最近のお前に、不純物の存在を嗅かぎ取っていた。どことは具体的に言えないが、昔のあんたにはすべてのものを自分の回かい転てん軸じくに引き寄せる求きゆう心しん力りよくのようなものがあった。


    　……ヴェルツェーニは俺たちを魅みせ続けてくれる存在だった。だが、最近のあんたにはそれがない。昔は託たく宣せんが下ったような気持ちにしてくれたヴェルツェーニの言葉も、最近は世よ迷まい言ごとにしか聞こえない。


    　──けれどもッ、いまは違う。いまのヴェルツェーニを疑おうなんて輩やからは一人もいないだろう。誰しもがその姿に在ありし日のヴェルツェーニを見ることができる。誰しもが畏い敬けいとともにその名を思い出す。つまり、現在の偽にせヴェルツェーニの姿こそ、ブラッディユートピアのヴェルツェーニの姿そのものなんだッ」


    　あれほど頑かたくなに見えたブギーマンが両手を広げ、ヴェルツェーニを礼らい賛さんした。


    　一いつ旦たん言葉を切ると、一転して腹の底から絞り出す憎々しげな声を出した。


    「……偽物は現在のあんたの方だッ。ヴェルツェーニ」


    　それは京きよう也やの心臓を鷲わしづかみにするような言葉だった。


    　変わろうと思った。変わっていけると信じていた。


    　それが、ブギーマンにしてみれば、とんでもない道どう化けにしか映らなかったというのか。


    　束つかの間ま、御み笠かさと通じ合えたという思いすら、粉々に砕かれた。


    　怒りのため、歯を嚙かみしめる。


    「勝手なことを……ッ」


    　ブギーマンはそんな京也を鼻で笑う。


    「あんた、自分の行いを否定するのか？　そんな有様でよくスターマインと殺やり合おうなんて思ったな」


    　これ以上話を続けているのは限界だった。


    「私には私のやり方がある……。それで、彼女を潰つぶしてみせます」


    　そう言い、今度こそ京也はそのままフロアを出た。ブギーマンの嘲あざけるよう声が後ろから聞こえてきた。


    



    　結局、ブギーマンこと加か瀨せ赤あか人ひとと摩ま弥や京也が本音で会話を交わしたのは、長い会話の中でその一瞬だけだった。


    



    　


    　頭上を巨大な鉄てつ塊かいが通過していく轟ごう音おんで、全身がびくりと強こわ張ばった。


    　闇の中で炯けい々けいと光る一対ついの瞳が、ゆっくりと辺りの異状を確認する。


    　かび臭くさく湿し気けった空気と、どこから染しみ出してくるのか、ピチョンピチョンと水溜まりを打つ水滴の音が聞こえるばかりの空間だった。この規則的な音律がどうやら一瞬だけ京きよう也やの体に睡すい魔まを呼び込んだらしい。


    　さきほどカフェインの錠じよう剤ざいを大量に飲んだつもりだったが、上を電車が通っていなかったら、本気でそのまま寝入っていたかもしれない。


    　いざブラッディユートピアの追っ手がここに殺到した時、肝かん心じんの自分が白しら河かわ夜よ船ふねというのでは、笑うに笑えない。ニワトリなど一部の鳥類は、左右の脳を交互に休めて、起きている脳に対応する目を片方だけ開けていることができるらしい。無む論ろん外敵が来た時素速く逃げるために生せい得とく的に備わっているものだ。いまだけはそんな器用なことができる鳥類が羨うらやましく思える。


    　京也はスーツが汚れるのも構わず、ぼろぼろに欠けたコンクリに身を預けていた。


    　昼でも日の当たらない高こう架か下したは、いまの京也が安心していられる数少ない場所だった。ここなら、遠くからの視し認にん性せいは著いちじるしく低下するし、変装している効果と合わせれば、かなり近距離まで自分の存在を隠いん匿とくできる。


    　いまの自分の状況を冷静に分ぶん析せきできる頭があれば、眠るどころの話ではないことなどすぐにわかる。


    　京也の姿は相も変わらずスーツ姿だったが、御み笠かさと別れた時と違い、ネクタイが欠けていた。


    　実はここに隠れ潜ひそむまでに、京也は一度ブラッディユートピアの会員と思おぼしき男と遭遇した。


    　自分の顔を見て、明らかに表情を強こわ張ばらせたのは、鼻と唇にピアスをした二十代前半の男だった。


    　その反応を見るに至って、京也は一瞬たりとも躊ちゆう躇ちよしなかった。


    　相手がアクションを起こすより速く、京也は間合いを詰め懐ふところに入る。左手の甲で携帯電話を払いのけ、右の手で下した顎あごを狙ねらって打ち上げる掌しよう底ていを叩き込む。


    　まともに喰らって脳を揺らされた相手は、平へい衡こう感覚を失いよろめく。


    　男は痛みを堪こらえながらも、怨えん嗟さを込めてなにか言おうと口を開きかけたが、京也はそれを待つつもりはなかった。千ち鳥どり足あしの男が京也の二撃目を躱かわせるはずもなく──そうして京也と名前もわからないブラッディユートピアの私兵はともに一言も言葉を発することなく交こう錯さくを終えた。


    　京也は人違いである可能性を考慮することさえしなかった。そんな時間さえ相手に許せば、僅きん差さで彼の手が携帯電話のボタンに伸びる方が早いかもしれないのだ。


    　油断は一瞬、しかして後悔は一生つきまとう。


    　ファーストルック・ファーストキル。


    　これがいま月つき森もり市という戦場で生き延びるための、摩ま弥や京也の打ちうる最善手だった。


    　幸さいわい、閑かん静せいな住宅街に、寸すん刻こく前の顚てん末まつを見届けた人影はなかった。


    　京きよう也やは電信柱の隣となりに気絶した男を横たえ上着を剝はぎ取った。下も着崩した感じを出す。そして京也は自分のスーツのタイを毟むしると、男の頭に巻いた。一いつ旦たん近場の公園まで足を運び、ゴミ箱を漁あさってビール缶とチューハイ缶を持って戻ってくると、男の周りにばらまく。


    　これで、酔い潰つぶれた酔すい漢かんに見えるはずだ。死体と間違えられて大事になるのは京也としても本意ではない。


    　男の持っていた飛ばし携帯と思おぼしき二枚貝型の携帯電話は、申しわけないが部品を細部に至るまで踏み砕いた。


    　ディスプレイ越しの付き合いだったとはいえ、こんな早い段階で動いているということは、この近くに住んでいる人間なのだろう。エクスター公こう爵しやくの娘を狩り出す際もきっと京也の手足となり働いたに違いない。こんな出会いをしていなければ、四よ方も山やま話ばなしに花を咲かせることもあっただろうに。


    　それもこれも──


    　京也の意識が高こう架か下したの暗闇の中に帰ってくる。


    　こんな悪あく辣らつな脚本を演じさせている劇作家は、いまはどこにいるのだろうか。


    　京也は懐ふところからプリペイド携帯を取り出す。改めて手の中の携帯電話を爪つま弾はじくように弄もてあそんだ。


    　未いまだ、スターマインから連絡はない。彼女が準備を整えて京也に挑戦してくるとしたら──京也はこの一時間が勝負だと思っていた。


    　それ以上かかるようなら、おそらく今日中にことを構えるつもりはないのだろう。


    　そして、現在それから五十分ほど経っている。さきほどコンビニに入り、よく中身も見ずにおにぎりを二つとスポーツ飲料のペットボトル、それとカフェインの錠じよう剤ざいを買って、すべて平らげた。味などしなかったが、ともかく長期戦になった場合のことを考えると、半ば義務的に腹に食物を詰め込んだ。


    　通りがかった電器店のテレビで放映していたニュースの特番が頭から離れない。


    　警察のサイバー犯罪対策部門のＰＣが一いつ斉せいに沈黙したというのだ。接続していた中国製のプリンタにブービートラップ型のチップが仕込まれていたことがその原因だと報じられていた。なんでも、特定のコマンドを入力すると起動するタイプで、その感染力も高いらしい。警察はいま大わらわで事態の沈静化に当たっているだろう。捜査情報が流出しているならば、前ぜん代だい未み聞もんの不祥事だ。このタイミングで仕掛けてくる人間など、一人しか思い浮かばない。ブラッディユートピアのメルトダウンは確実に迫ってきているのだ。時間は残り少ない。


    　暗闇の中で、残りの時間すべてを使って、スターマインを捕ほ殺さつする方法を悶もん々もんと考え続けていた。


    　今日は──違うのだろうか。


    　段々と焦しよう燥そうが体を巡り始める。それならそれでもいい。スターマインの外堀は狭せばまってゆく。しかし四し十じゆう八はつ手ての裏うら表おもてを尽くし、京きよう也やと心ゆくまで闘争に興きようじることができるのは、おそらく今日で最後だろう。


    　それともなにかほかに策があるのか？


    　考え過ぎだと思いつつも、思考の深みに落ち込んでしまう。スターマインを過大評価するだに、脳のう裏りの彼女が途方もなく巨大な敵に見えてくる。じわじわと恐怖が脳をむしばみ始めたその時、突とつ如じよしじまの中に電子音が響き渡った。


    　聞き違えるはずがない、それは昨日、あれだけ辛しん酸さんを舐なめさせられたプリペイド携帯から聞こえてくるものだった。


    　京也は即座に電話を取り、耳を澄ませた。沈黙が耳を痛いほどに打つ。


    　やがて──


    『やあ、昨日はよく眠れたかい？』


    　不思議なことに、京也の口元がほころび、笑いが込み上げそうになった。


    　そうだ、この快活で、人を喰ったような喋しやり方──


    　京也は爛らん々らんたる瞳で、高こう架か下したの闇の中、しばらく笑いを嚙かみ殺した。こんなにも憎らしいのに、彼女の声が聞けることが最高に嬉うれしいという倒とう錯さくした感情に抗あらがえなかった。


    　たった一日、されど千せん秋しゆうの思いで待ち焦こがれていたのだ。


    　よく眠れたか、だって？　最高の冗談だ。


    　昨日の夜、廃はい屋おくで一夜を明かした京也は、スターマインの裏切りへの殺意と憎ぞう悪おが飽ほう和わして寝るどころの話ではなかった。その矛ほこ先さきがぶれて、いまにも御み笠かさに殺意が飛び火しそうになるのを、ナイフで腕を切り裂くことを代だい償しように、耐えに耐え抜いた。腕に刻んだ『正』の字が五十を超えたところでようやく渇かつ望ぼうしていた朝焼けが見え、不覚にもその達成感に感動すら覚えたものだ。


    　昨日は、まさに生きながらにして地獄に放り込まれたような一夜だった。


    　獲え物ものを捕らえるべく近寄る動物さながら、警戒心を抱かせないよう静かな様子を装よそおう。


    「スターマイン、ボイスチェンジャーは使わなくてよいのですか？」


    　彼女は少女的な玲れい瓏ろうな声のままだった。だが彼女はさして気にしたふうはなく、


    『もう君とは一度生で話してるだろ？　あっちの声の方が好みならそうするけど』


    　冗談めかした調子から一転、なにかに気付いたようにはっとすると、若じやつ干かん呆あきれた声を出して続ける。


    『あのねぇ、もうスターマインはこの世にいないよ。僕はもうヴェルツェーニなんだけど──まあ、実は僕も君をなんて呼ぶべきか考えあぐねてたんだよ。だってそうだろ？　摩ま弥やくん？　京也？　ハハ、なんか体中がむずがゆくなってくる。ヴェルツェーニが一番僕好みだ。いいよ、その代わり君にだけ僕をスターマインって呼ばせてあげるよ。嬉しいかい？』


    　彼女の剽ひようげた調子とは裏腹に、二人の間の緊張は言葉を交わすごとに段階的に高まっていっていた。


    「……始めましょうか」


    　京きよう也やは冷え切った声音で厳おごそかに告げる。しかし──


    『もう少し話をしようよヴェルツェーニ。もしかしたらこれで君と話すのは最後になるかもしれないだろ？』　


    　突っぱねたりはしなかった。京也に死ぬ予定はないが、彼女との話の中で探りを入れたいこともある。好都合だ。


    『君はいまどこにいるんだい？』


    　一瞬教えていいものか逡しゆん巡じゆんしたあと、噓うそをつくメリットがないことを確信した。


    「月つき森もり駅から十本ほど通りを東に行ったところにある高こう架か下したです」


    　京也の言葉を証明するかのように、丁ちよう度ど列車が通りかかる。


    『どうやらウソはないようだね。僕とのルールは守られてる。月森市からも出てないようだ。けどさ、僕の方が君に見つけられないように月森市の外に出てるとは思わないのかい？』


    「あなたは軽薄で冗談もよく言いますが、真剣の場でウソだけはつかないことは知っています。あなたは必ずこの街のどこかにいるでしょう」


    『やりにくいなぁ……お互いの性格を熟じゆく知ちしてるとさ』


    「スターマイン、あなたは逃げ切れるつもりですか？」


    『ん？　ハハ、ヴェルツェーニ、君なにか誤解してるね。問題は逃げ切れるか逃げ切れないかじゃないよ。ああ、なにか認識に違いがあると思ってた。ここで認識をすり合わせておこうよ。僕がやってるのは完全犯罪ゲームじゃあない。制限時間内に逃げ回る奴らを何人殺せるかを競うデス・レースだよ』


    　漠然とそうではないかと予想はしていた。しかし、直接本人の口から聞くとやはりそれなりのインパクトがある。


    「スターマイン、あなたは……」


    『これでも君には感謝してるんだよ。ねぇヴェルツェーニ、[image: ]そう世せい記き神話のバベルの塔の話知ってるかい？』


    「……人間が天に届かんばかりの高い塔を建てようとしたが、その傲ごう慢まんさに憤いきどおった神が計画を中止に追い込み、ノアの一族は言葉をわかたれ、各地にちりぢりになった。そのノアの一族が我々人類の祖先だと言われています。人間の傲慢さを戒いましめるための神話です」


    『その通りさ。君のサイトが海外にあるおかげで日本警察も国際問題化を恐れて迂う闊かつに手出しできない。僕は神様に感謝しなくちゃいけないかな。国がわかたれ言葉がわかたれ、人間は憎みいがみ合う。おかげで僕はしばらく安あん泰たいだッ。僕はそう簡単には捕まらない、世界地図に境界線ツギハギがある限りね』


    　多々ますます弁べんず、とはこのことだろうか。自分の喋しやべりに酔ったスターマインはことのほか饒じよう舌ぜつだ。京きよう也やは彼女の言葉を聞いている間も一瞬たりとも気を抜かなかった。必死で言ことの葉はの間に刃やいばを滑り込ませる隙すきを窺うかがう。


    「あなたはもっと理性的な人間だと思っていましたが……現実と妄もう想そうの区別もつかないほど錯さく乱らんしてしまったようですね」


    『君が僕を誤解していただけじゃないの？　それにね、僕は現状をそんなに悲観しちゃいないよ』


    「どういう意味です」


    『わっからないかなぁ。僕の打つ手は無限大だ。いま新聞社用に、自分の声明文を出そうと思って文面を考えてるんだ。殺人鬼ウィリアム・ハイレンズっぽく〝誰か僕を捕まえてくれ。もう自分を抑えられそうにない〟って口紅で紙に書こうと思ってるんだけどどうかな？』


    　長い付き合いだが、彼女がどこまで本気なのか計りかねる。


    「……だとしても、どうやって、社会を引っ繰り返す段階まで持っていくつもりです？」


    　電話口から小馬鹿にするような笑い声が聞こえてくる。


    『ヴェルツェーニ、君はテロリズムのなんたるかというのを全然わかってないね。いいよ、教えてあげるよ。肝かん心じんなのは僕が犯行をたゆまず重ねることにあるんだよ。特に誰しもに関連する部分で犯行を重ねるのがいい。ある時は誰もが毎日利用している電気──送電施設の柵さくの外で爆発を起こす。ある時は誰もが利用したことのあるＪＲ駅を爆破する。〝もしかしたら電気が止まっていたかも〟とか〝もしかしたら自分がＪＲを利用した時爆発が起こっていたかも〟とか思わない？


    　僕が犯行を重ねれば重ねるほど、次第次第にみんな神経質になって、たちまち社会不安さ。人間って面白くてね、そんな精神状態に陥おちいった時、普段は鼻で笑って一いつ顧こだにしないような噂うわさにあっさり引っかったりするんだよ。オイルショックの例を見なよ、いくらなんでも石油が値上がりしたってトイレットペーパーがなくなるわけないだろ？　ちょっと考えれば誰だってわかる──つまりテロリズムの初期展開で破壊すべきは、施設じゃない、人の心だよ、ヴェルツェーニ』


    　スターマインは最後の一瞬、仄ほの暗い欲望に焦こがれた陶とう然ぜんとした声になった。肌が粟あわ立だつのを感じ、拳こぶしを握る手が震えをきたす。


    　ともすればデス・レースだのなんだのという言葉に惑わされがちになるが、彼女はこちらが予想していたより、遥かに計算高く動いていることは間違いない。ここを見誤れば、本当に自分は間違えた認識を墓の中まで抱えて行くことになる。


    『どうだい？　よく考えられてるだろ』


    「……ますますあなたを止めないといけないと思いますよ」


    　忌き憚たんのない感想だった。それを聞いてスターマインは鼻はな白じろんだような声を出す。


    『止める、ねぇ……。無理だと思うけどなぁ。なにより僕が負ける気がしない。ああそうそう、ヴェルツェーニになるのは気分爽快だよ、神になった気分だ。一部のヴェルツェーニ崇すう拝はい者はね、僕がこの現実世界を壊して、新世界を[image: ]り上げてくれると信じ込んでる。笑えるだろ？　それだけ、ブラッディユートピアの人間は君を崇拝し、現実世界に絶望してる証しよう拠こだ』


    「愚おろかな……スターマイン、あなたは物事の表層しか見ていませんね」


    『…………どういう意味さ？』


    「たしかに現実世界と折り合いがつかない者、現実世界に希望を見いだせない者は古こ今こんより終末的世界観を夢想します。しかし、終末的世界を望む者は、世界の破は滅めつまでは望んでいません。その先に[image: ]造される理想郷ユートピア、新世界への希望をこそ望んでいるんですよ。誰も彼もが、ただ『幸せになりたい』そんな飽あくなき夢を追い求めているのです。それは境界人間マージナルであろうと、あなたであろうと私であろうと変わりはありません」


    『幸福の希き求きゆう……だって？』


    　初めて、スターマインの声音から余よ裕ゆうが剝はぎ取られた。彼女がほぼ無意識的にオウム返しに呟つぶやく。次の瞬間火がついたように叫ぶ。


    『馬鹿馬鹿しい限りだねッ。誰もがみんな幸せになりたいだってッ？　じゃあなんで人間は殺し合うのさ。なんですべての動物の中で人間だけが自殺するのさ。誰もがみんな手を取って幸福を希求する平和な世界なら、自殺者なんて一人も出ないはずだ。絵に描いた餅もちばかり食って腹が膨ふくれるなら誰も苦労しない！　この世界には人間が多過ぎるんだよ。通りを歩けば人と人の肩が触れ合うくらいに人はいる。人と人との摩ま擦さつが起これば、ストレスが発生する。人間は常に慢性的なストレスにさらされてるだろ？　果たして現代日本ってのは生きていて楽しい場所なのかいッ？』


    「幸福とは相対評価的なものです。全人類が満ち足りている状態は幸福とは言いません。自分の幸せを求めるということは、他人の幸せを奪うこと。誰も彼もが『自分の』より絶対的な幸福を望むからこそ、争いは起こり、ヒトは殺し合うのです。その結果、他人に幸福を搾しぼり尽くされた側の人間は自滅します。十全なる幸福というものは、不幸を糧かてに咲く花のようなものです、あなたが思うよりも幸せへの願いとは残ざん酷こくにできているのですよ」


    『ッ！　…………ハハ、ホラ見ろ、ロクなものじゃないじゃないか。──ねぇヴェルツェーニ、ものは相談だ、僕と一緒に社会を引っ繰り返そうよ。約束してくれればアカウントも君に返すよ』


    「お断りします」


    　京きよう也やはにべもなく断る。その手の甘かん言げんが来ることは予測済みだ。


    「たしかに倒とう錯さく者である私には人殺しは魅力的な取引材料でしょう。しかし、いたずらに爆弾を使い、殺した数だけを恃たのみにするあなたのやり方にはまったく魅力を感じません」


    　それを聞いて、電話越しにスターマインが呵か々か大たい笑しようする。たっぷり笑い終えたあと、ひくつく笑いの残ざん滓しを引きずりながらスターマインが喋しやべり始めた。


    『つまり量より質ってことだろそれッ。良かった良かった、幸福の希求なんて言い出した時はどうしたのかと思ったよ。安心した、君も立派に頭がおかしいじゃないか！』


    「なんとでも言ってください。そう、私たちには平へい凡ぼんな幸福を望む権利すらない…………そのことを、あなたの暴走で思い知らされました。ここは勝利という概がい念ねんすら存在しない永久の闘争の中です」


    『いい眠気覚ましにはなったようで、僕としても嬉うれしいよ』


    「……あなたに引いん導どうを渡すのは、やはり私になりそうですね」


    『ハッカーとクラッカーの違いもわからないアナクロな警察に捕まる趣味はない。僕を捕まえられるのは君だけだ、ヴェルツェーニ。僕を捕まえてみなよ』


    　挑戦者に敬意を表するように、悠ゆう揚ようたる調子でスターマインが言い放つ。


    「言われるまでもありません」


    　対する京きよう也やは、静かに応じた。


    　スターマインがしゃっちょこばった雰ふん囲い気きに堪たえかねたようにクスリと笑う。


    『──楽しかったよヴェルツェーニ。嗚あ呼あ、君と話すのは本当に楽しいなぁ。殺すのが勿もつ体たいなくなってきちゃったよ。君が死んじゃう前に言っておく。僕は──おそらく君のことが大好きだったよ』


    「知ってますよ」


    　今度こそスターマインは電話越しに大たい笑しようした。


    『いいね、じゃあやろう、殺やろうじゃないか！』


    　その言葉を皮切りに、二人の逸いつ脱だつ者しやの間の空気の質が変転した。


    　京也は直感的に覚さとる。遊びの時間は、もう終わったのだ。これより先、殺し合い以外の何物も介かい在ざいする余地はない。


    『ルールを説明しよう。君の半径三キロ以内に丁ちよう度ど一つ、爆弾がある。君にはその解除に向かってもらおうか。爆薬はコンポジッションＢ。キャスター付きのスーツケースの中に入っている。解除は簡単だ、スーツケースから一本だけ赤いコードがはみ出てるから制限時間内にそれを切ればいい』


    　当然ながらその発言に引っかかりを覚えた。


    「まるで解除してくれと言わんばかりですね」


    『映画みたいにトラップ回路付きで、三色チューブのどれを切るかでヤキモキしたかったかい？』


    　軽く笑うと、そう混ぜ返す。


    『運に頼って君に勝ったんじゃ僕が優れていることの証明にならないだろ？　ただそれだけだよ。先に進めよう。積んであるのは、時限装置と、その時限装置の爆発時刻を設定できる無線受信機。ダミー回路もトラップ回路も積んでない。けどその手のものを積む代わりの空き空間に、爆薬をしこたま詰め込んでおいたから覚悟しなよ。爆弾の近くにいるだけで、なにもわからないまま死んじゃうかもね』


    　彼女のコケティッシュな声とは裏腹に、その内容はひたすらにうそ寒くなるものだった。


    　無線受信機という単語が含まれているのも気がかりだ。ということは、当然スターマインの手に無線で電波を飛ばせるリモコンか、それに類たぐいするものがあるはず。リモコンの電波が届く範囲にスターマインがいるということになるが────駄目だ。


    　京きよう也やは頭を振る。スターマインの現在位置をおおまかに逆算できないかと思ったが、無駄だろう。第一、彼女が爆弾を仕掛けた場所の電波状況もわからなければ、そんなことを考えても無意味だ。もし携帯電話で起爆させる仕掛けなら、中継器を通して世界の反対側からでも起爆できる。攻守の立ち位置は逆転しない。


    「私が解除しなければどうなります」


    『君は深く後悔することになるだろうね』


    　またしても意味深な発言。


    「どういう意味です」


    『おっと、はからずもヒントになっちゃったかな。まあいいや、制限時間は三十分、君に渡したプリペイド携帯、メールと通話機能以外ほとんど目立った機能がないけど、ストップウォッチ機能だけは入ってる。アプリケーションを呼び出して、タイマーを三十分にセットしてよ』


    　京也は諾だく々だくと従った。ここで突っぱねても始まらない。ややもなく、セットし終わった。しかし、彼女に終わったことを告げるのをためらってしまう。気持ちの整理がまだつかない。


    　闇の中、息が浅くなり、じわじわと緊張が染しみだしてくるのがわかった。


    　三十分、つまり千八百秒以内にスターマインの言う隠し場所を探し出してナイフで赤のチューブを切断──できる、はずだ。


    　だが、その意見に心の中で異を唱となえる自分がいる。


    　ここにくるまで、京也はほぼスターマインに全敗している。次こそ勝てるなどという根こん拠きよのない自信はどこからくるのか。自分が彼ひ我がの実力差を認めたくないがゆえ、そう思い込みたいだけではないか？


    　スターマインはこの街に爆弾を仕掛けるための下準備に、おそらく何回も月つき森もり市を下見に来ているに違いない。最悪、月森市に住んでいる京也よりもこの街に精通している可能性もある。


    　やにわに襲い来る恐怖に、震える手をなんとか押さえつけ、鳴る歯の根を嚙かみしめる。


    「終わり──ました」


    　なんとかそれだけ喉のどの奥から絞り出した。


    　そんな京也を見み透すかすかの如ごとく、かん高いスターマインの笑い声が聞こえてきた。


    『じゃあ、始めようよ。いまから一度だけ隠し場所を示すヒントを出そうか。聞く準備はいいかい？」


    　京也は目ま蓋ぶたを閉じ、まんじりともせず耳を傾ける。気分はまるで判決文の沙さ汰たを待つ被ひ疑ぎ者しやの気分だ。ここから先、片へん言げん隻せき語ごたりとも聞き逃のがすわけにはいかなかった。


    　スターマインは、京きよう也やが準備万ばん端たん整ったことを察するや、朗ろう々ろうたる調子で吟ぎんずる。


    



    『〝そこは境界によってわかたれた場所、ヴィーナスの高こう堂どう。追いやられしマルスはヴィーナスを静かに妬ねたみ続ける。ヴィーナスは夢を見ている。幻まぼろしのあなたは涙を流し、現うつつの私も涙を流していた。ヴィーナスの右手の中にはなにが握られているのだろうか〟』


    



    　──なんだ、いまのは？


    　詩的な言葉を無意味に羅ら列れつしたようにしか聞こえなかった。ここから意味を汲くみ取れというのか。


    　息が詰まり、絶望が京也の体を圧殺せんとのしかかる。絶句している京也を尻目に、スターマインは畳たたみかけるように続ける。


    『君の頭なら復唱はいらないだろ？　さあ、カウントダウンを始めようじゃないか。３、２──』


    「待ってくださいッ！」


    　思考がまったくまとまらない。思わずすがるような声が飛び出す。だが、彼女は関係ないとばかりにむしろ声を一オクターブ跳ね上げた。


    『１────────スタートッ』


    　彼女のカウントダウンが思考を千ち々ぢに搔かき乱した。


    　しかし指先だけは意識とは別に動いているのか、京也の思考は惑わく乱らんの境地にありながら、彼女の言葉と同時にストップウォッチのボタンを押していた。


    　取り返しのつかない一秒が指の隙すき間まをこぼれていき、次の一秒も、矢や継つぎ早ばやに駆け去っていく。焦しよう燥そうに苛さいなまれている間にも時間は過ぎていくという焦りの連れん鎖さが十と重え二は十た重えと体を締め上げる。


    　彼女のにやにや笑いが脳の奥に絡みつく。


    『──向上心ばかりじゃやっていけない。たまには絶望に俯うつむくことも必要かもね。次、生きていたらまた話そうか。じゃあね、ヴェルツェーニ』


    　さらに言葉を重ねようとした瞬間、無む慈じ悲ひにもスターマインからの通話は切られた。


    　携帯が沈黙したのを確認すると、諦てい観かんとともに懐ふところに戻す。


    　辺りを見渡す。束つかの間ま、自分がどこにいるのか忘れかけていた。無む明みようの闇の中、ピチョンとどこからかの漏ろう水すいの音。かび臭い湿し気けた空気を肺に吸い込み、若じやつ干かん落ち着きを取り戻す。


    　いままでどれだけ自分がスターマインとの会話に神経を集中させていたかがわかった。気け怠だるい疲れに脱力しかけたが、いまはそんな甘えを自分に許してはいけないことも重々承しよう知ちしている。


    　もはやブラッディユートピアの猟りよう犬けんの目につく可能性など気にしていられる段階ではない。


    　京きよう也やは、穴あな蔵ぐら生活に終止符を打つため、預けていた壁から身を剝はがす。


    　踵かかとを鳴らしながら、決然と歩を進める。一歩歩くごとに、いままで厚いコンクリ壁が吸収してくれていた街の喧けん噪そうが大きくなっていく。


    　そしてついに高こう架か下した──地面に落ちた闇と光の境界線をまたぎ越す。と、外を賑にぎわす喧噪が一気に跳ね上がり、光の街が眼前に浮かび上がる。


    　その様子に思わず目を眇すがめた。暗あん順じゆん応のうした眼に強烈な陽光を受け、ハレーションを起こしたように細部の輪りん郭かくがぼやけて見えたのだ。


    　徐々に目が慣れてくる。そこには、ベルを鳴らして自転車が疾走し、人いきれが辺りの風景を埋め尽くし、アイドリングしながら排ガスを吐き出す車が、鈴なりになっている。


    　人の生み出す生活音までもが、妙に尊とうとく耳に届いた。


    　京也は、そこがさっきまで自分が存在していた世界なのか疑問に思った。世界はほんの少し見ないだけでがらりと姿を変えてしまったのではないだろうか。いまある街の様子が、さきほど見た街の様子と同じものであるとはどうしても思えなかった。


    　理由は、痛いほどにわかっていた。変わったのは、多分、自分の世界に対する見方だということも。


    　いつだって現実世界というものには、深しん淵えんの濃い影がつきまとっている。唐とう突とつに曲がり角から飛び出してきた車に撥はねられた時、暴漢に口を塞ふさがれ路地裏に引きずり込まれた時、足を滑らせ急流に転落した時。人は足下に広がる奈な落らくに気づかず足を踏み出し、落ち込んでしまう。すぐ後ろに常につきまとっているのに、普段は誰もその存在を意識すらしない。


    　だが──


    　こんなにもはっきりとその存在を意識したのは、京也にとって初めてのことだった。この街のどこかで、三十分後、仮かり初そめの平和が引き裂かれ、地獄が姿を現す。紗しや幕まく一枚隔へだてた向こうには、果てなき奈落が手ぐすね引いて待ちかまえているのだ。


    　いま、京也にだけは、怖おぞ気けを揮ふるう深淵の存在が余さず感知できる。


    　奈落を打ち払わねばならない。それができるのはほかでもない、京也だけだ。


    　英雄になりたいわけでも正義を気取りたいわけでもない。ブラッディユートピアの同どう胞ほうの目を覚まし、反逆者スターマインに制せい裁さいを下し、そして御み笠かさと一緒に約束の花火を見る。ただ、それだけのために自分は動く。


    　けれど、肝かん心じんのスターマインの残した暗号は難解を極めた。捜そう索さく範囲は半径三キロ、直径にしても六キロと比較的狭いものの、三十分では端から端に移動するだけで終わりだ。間違った方向に進んだが最後、戻る時間すらないままタイムオーバーとなる。


    　けれど、と思考を解体、再構築する。出題者の側、つまりスターマイン側からしてみれば、京也のおおよその位置こそわかるものの、正確な位置まではわからないはずだ。


    　彼女がフェアプレイを重んじる限り、『実は設置箇か所しよは少しだけ半径三キロをオーバーしていた』などという事実は許し難いだろう。つまり、三キロという数字には、誤差の分を含めた上での数字であり、かなり余よ裕ゆうを持って設もうけられているはずだ。


    　京きよう也やはしばし黙もつ考こうしたあと決断した。爆弾は京也の半径二キロ以内にあると推断。残り一キロはスターマインが余裕を持って取った余よ剰じよう分として捜そう索さく範囲からカットする。勿もち論ろん、ばっさりと三分の二にしてしまうことに不安を覚えないはずもない。が、限られた時間の中でそれ以外の可能性を秤はかりにかけていられる余裕はないのだ。


    　残り時刻を確認する。二十五分五十秒。京也は呼吸を落ち着ける。


    　ここで、初めてスターマインの暗号の具体的内容を勘かん案あんする段階に至る。


    　──そこは境界によってわかたれた場所、ヴィーナスの高こう堂どう。


    　おそらく、ここまでがこの街の中の一つところを指すのだろう。まずこれを読み解かないことには、そこから先に進むことができない。


    『高堂』とは、ほぼ字じ義ぎ通りに──立派な建物のことを指す。つまり、爆弾が野ざらしになっているという可能性がここで除外できる。彼女の暗号は最初こそ無む秩ちつ序じよに詩的な言葉を並べ立てたように聞こえたが、よくよく吟ぎん味みすれば、そうではないことがわかる。


    　ここまではいい。だが京也の快進撃もここまでだった。思考が暗あん礁しように乗り上げたのが自分でわかってしまい、玉の汗が額ひたいを伝う。


    　では、『境界』とはなにか？　真っ先に思い浮かべるのは境界人間マージナルである自分の存在だが、そもそもそれは場所を示すものではない。勿論、彼女が境界人間マージナルである京也にかけて境界という単語を使っているのは間違いないだろうが。


    　そして一番の問題は頻ひん繁ぱんに出てくるヴィーナスと一度だけ出てくるマルスの存在だ。


    　ヴィーナスはローマ神話に出てくる女神で、ギリシャ神話ではアフロディテと呼ばれている愛と美の化け身しんだ。対してマルスはギリシャ神話ではアレスと同一視され、戦いの神とされる粗そ暴ぼう者。


    　はたと思い至る。ホメロスの著作では、アレスとアフロディテは密通している関係ではなかっただろうか。


    　密通、不義、男女の交こう合ごう──連想法にてラブホテルが京也の頭に浮かぶ。


    　京也は苦にが々にがしい思いで首を振る。おそらくこれも違う。


    　ラブホテルに爆弾があると仮定した場合、スターマインが出した文章の後半は部屋番号を示すヒントになる可能性が高い。爆弾はキャスター付きスーツケースに入っているとスターマインは明示しているので、そんなものがフロントや廊ろう下かに無造作に置いてあったのでは、いくら人が通らないといえども従業員に排除される可能性がつきまとう。


    　だが、全文を脳のう裏りで反はん芻すうしてみても、この中に部屋番号を暗示するものが隠されているとはどうしても思えなかった。


    　最初の問題に立ち返る。とにもかくにも、境界の問題を片付けなければならない。再び自分に問う。境界とはなにか？


    　ほかに考えられる可能性として光と影の境界──違う、時の移ろいとともに影の位置は移動する。そうした不安定なものはヒントになり得ない。


    　マルスは英語で三月を意味するMarchの語源であるから──駄目だ。三月になんの意味があるというのか。


    　ヴィーナスとマルス、彼らの生い立ちをなぞり、神話的メタファーの中から該がい当とうする可能性を網もう羅ら的に挙げ、脳裏で反証をぶつけて相そう殺さいしていく。秒間一つで可能性を挙げ、三秒かけてその可能性を捨てる。射いるような鋭い視線で沈ちん思し黙もつ考こうする京きよう也やの、だがその思考速度はかつてないほどに目まぐるしい。


    　しかし──はかばかしい成果は挙がらない。いかにもこじつけくさい可能性を除外すると、一つたりとも符ふ合ごうするものが見つからない。


    　思考が堂々巡りしかけたのを悟った京也は、すがるような気持ちで周りをぐるりと振り仰ぎ、目印になりそうなものを街の中から探そうとする。が、直後に軽はずみな行動を後悔する羽目になった。


    　生命保険会社の看板とその上にある給水塔、隣となりの新聞社の金の抜き字、大手デパートのＭ＆Ａ後の新規マスコットキャラクター、その前に広がるロータリー、速度規制の標識、ファミレスとその前にあるストライプの走った回転看板、建設工事中の柵さくと大型重機、そこを行き交う現場の人間とその頭に被かぶるＡＢＳ樹じゆ脂しのヘルメット、そこにプリントされた緑十字のマーク。その他様々な標識ＰＯＰ広告キャッチコピー一いち里り塚づかメルクマール。


    　ヒントがなかったのではない。逆だ、情報の洪こう水ずいに頭が爆発しそうだった。こんな広大な空間の中からどうやって一つの位置など特定しろというのか。たとえ半径二キロに絞ったとしても、広過ぎる。


    　どれくらいそうしていただろうか、厭えん世せい的気分のまま懐ふところから携帯電話を取り出して──覚悟していたものの背筋が凍りついた。ちょうどいま残り十八分を切ったところだった。


    　とにかく足を使って動かなければという焦あせりが京也の背中を押す。


    　だが十歩も行かないうちにその足を止めざるを得なかった。


    　もしや、自分はいま見当違いの方向に歩ほを進めたのではあるまいか。そんな疑問が這はいのぼってきたからだ。


    　いま恐怖に囚われれば、きっともう一歩も動けぬままスターマインに屈くつ服ぷくすることになる。


    　だが京也の脳の芯しんの部分が、間かん髪はつをいれずに薄ら寒い可能性を呈示する。


    　この出題内容が自分に解けるものだとどうしてわかる？　スターマインのこじつけ臭い解釈が暗号の中に一つでも含まれていたら、自分になど土台わかるはずもないのだ。


    　──こうしてここで立ちすくんでいる時間こそが一番の無駄なのではないのか？


    　でためらめに息を吸う。呼吸が苦しく、ともすればそのまま窒ちつ息そくしそうだった。


    　怯おびえのこもった眼でせわしなく左と見み右こう見みする摩ま弥や京きよう也やの姿は、傍はた目めにはまるで迷子になった子供のように映っただろう。


    　京也は──知らなかった。人いきれの絶えない、喧けん噪そう止やまぬ街の中で、こんなにもみじめで、こんなにも孤独を感じることになろうとは。出口のない感情はすべて腹の底に溜まり、叫び出したいほどに膨ふくれ上がる。


    　どことも知れぬ場所を求めて彷ほう徨こうしていた京也は、ふいになにかに躓つまずいた。常の京也なら容よう易いに立て直せたはずなのに、間かん断だんない思考の積み重ねと検証を同時にこなしていた脳は、すり切れ悲鳴を上げていた。


    　そんな京也に、足を踏み替え踏ん張る力が残されているはずもない。地面が迫ってきたと思う間もなく、地面に叩きつけられる。と、その直前、無意識に両手を伸ばして地面につき、あわや激突を免まぬがれていた。


    　だが、万ばん策さく尽き果てていた。


    　京也はしばらく根が生えたかの如ごとくその場を動けなかった。そのまま不安に押し潰つぶされそうだった。


    「ヤダー、なにしてるのあれぇ？」「あいつ頭おかしいんじゃね？」


    　通行人が様々な感情を込めた視線を投げかけながら通り過ぎていくのがわかる。


    　あからさまな好奇心を剝むき出しにした者、関わるまいと視線を逸そらしがちな者、指を差して聞こえよがしに京也を笑いものにする者。それに追つい従じゆうしてクスクスと陰気な笑いを振りまく者。


    　わかってはいた。それが一人で闘うことの代だい償しようだと。だが一瞬、すべてを放ほう擲てきして逃げることを考えてしまった。おそらくそれは一番安あん易いで、一番確実な方法。


    　いま京也を嗤わらった人間の何人かは、放っておけば爆発に巻き込まれて死ぬかもしれない、そう思い愉ゆ悦えつを覚える自分もたしかにいた。


    　京也の奥底、境界人間マージナルの自分がさらに甘やかな言葉を投げかける。


    　何人死のうが知ったことではないだろ？


    　お前はこんな屑くずみたいな人間を救うために、遮しや二に無む二に抗あらがっているのではないはずだ。


    　こんな薄汚い日常の光景を破壊しないために、東とう奔ほん西せい走そうしているのではないはずだ。


    「──死ね」


    　唐とう突とつに京也の口をついて出たその言葉に、京也自身が驚いた。


    　それは先触れだった。ぶ厚い殻からを破って、煮詰まったコールタールのような黒い感情がなだれ込んでくる。


    　──死ねばいい。街の全部、人の全部が死に絶えればいいのだ。


    　京也は必死で破れた殻に押し戻し、蓋ふたをする。この感情に身を任せることがいかに危険かが動物的直感でわかった。


    　自分とてスターマインの言葉を口では否定しておきながら、本能的にはその意見に協賛したいのだ。


    　元々、彼女と自分は多少の差異こそあれ同じ穴の狢むじなだ。彼女を否定することは、回り回って自分を否定することに繫つながる。自分に欺ぎ瞞まんを感じながら闘っていれば、どこかでそのツケを払うことになるのは当然だった。いま、あわやそれが破裂しかけたのだ。


    　自己欺瞞に喘あえぎながら闘っていたのでは、自分は間違いなく殺される。答えを、出しておかねばならない。彼女と対たい峙じするその時までに。


    　だが、いまは──。


    　疲れ切った脳で、さきほど、いったいなにに足を取られたのかとゆるりと首を巡らせる。


    　次の瞬間、眦まなじりが裂けんばかりに見開かれた。


    「境界、標……」


    　思わず口に出していた。


    　それは地面に埋め込まれていた。京きよう也やが足をかけた二センチほどの円形の出っ張りには、矢印とともに『境界』とはっきりと刻まれていた。それは標識の一つ、境界標と呼ばれるものだった。隣家との土地の境さかいを明らかにするなど、土地の仕切り線をはっきりさせるため地面に埋まい設せつするものだ。特に埋め込む場所に法的な規制があるわけではない。


    　京也が足を引っかけたものは、数ある仕切りのうち、境界鋲びようと呼ばれる、金属製の鋲、ないしは杭くいの形をしたものだった。このタイプには少し問題があり、不動性は高いが往来に境界鋲を置くと、京也の場合がそうであるように誰かが躓つまずく可能性がある。現在はバリアフリータイプのものが多く使われ、鋲の形をした出っ張ったタイプは姿を消しつつあった。


    　京也ははたとスターマインの最後の言葉を思い返す。


    『向上心ばかりじゃやっていけない。たまには絶望に俯うつむくことも必要かもね』


    　捨て台詞ぜりふだと思って一いつ顧こだにしなかったが、これに『上を見るな、下を見ろ』という含がん意いがあるとしたら。


    　京也は、地面に刻まれた矢印を辿たどり、そのまま顔を上げた。


    　──そこは境界によってわかたれた場所、ヴィーナスの高こう堂どう。


    　あった。


    　全身に電気が走るような感覚があった。


    　敷地を囲む威圧感のある煉れん瓦が塀べい、アコーディオン型の収しゆう縮しゆく門もん扉ぴは現在閉まっている。


    　京也は立ち上がると残り時刻を確認、眦を決した。


    　まだ、すべてを諦あきらめるのは早い。


    



    　私立陽よう丘きゆう女子高等学校。宇う佐さ美み風ふう香かの通う女子校だった。


    　残り時間が、十二分三十一秒を下回った。


    



    　


    　学校は三階建てで、屋根は落ち着いたパステルカラーの平屋根だった。ミッション系というわけではないだろうが、正面のアナログの大時計の遥か上に鐘かねが吊ってある。イミテーションかもしれない。


    　渡り廊ろう下かを越えた先にある第一、第二の二つの体育館。その奥に少し余よ裕ゆうを持って取られたグラウンドでは、現在も授業の最中らしく、トラックをのたくたと周回する女子の一団が見える。


    　京きよう也やは、専用の通用口がないことを確認すると、門もん扉ぴをよじ登り、敷地内に降り立った。


    　窓まど際ぎわにいた授業中の女生徒の幾いく人にんかが京也の姿を見てハッと息を飲むのがわかった。時間があれば隠おん密みつ行動を取りたかったが、いまはそんなことを言っている場合ではない。


    　そのまま正面から中に入る。人の気配は多くあれど、総じて深しん閑かんたる様子。いまの時間帯ならばちょうど六時間目の授業中だろう。いくつかの学校では昨日の爆破騒ぎの余よ波はを受けて短縮授業になっていると蘭らんから聞いていたが、ここはどうやらそうではないらしい。


    　宇佐美が、陽丘女子校は規律諸もろ々もろが厳しいと愚ぐ痴ちをこぼしていたのを思い出す。これくらいでテスト前の大事な期間を浪ろう費ひするに能あたわず、ということなのだろうか。


    　──愚おろかな。


    　それがすべて災わざわいしている。短縮授業にしていれば、たとえ爆発が起こっても最小限の被害で済んだというのに。


    　そういえば、宇佐美はその時、制服がネットオークションで高値で取引されているとも言っていなかっただろうか。スターマインは年齢不詳の感があるが、外見は中学か高校生くらいの少女だ。制服を着れば問題なく女子校に侵入できるだろう。


    　京也は昇降口まで来ると、一瞬ためらったが靴のまま上がった。


    　もう一度残り時間を確認して渋じゆう面めんを作りながらも、自分に言い聞かせながら頷うなずく。少し時間のロスになるが、仕方がない。


    　京也は二階に上がる階段を見つけると、迷いのない足取りで上がる。と、横手にすぐ教室があり『２‐４』と書かれていた。プレートを頼りに数字を遡さかのぼって『２‐１』を探す。廊ろう下かを一番奥までに進んだところに、それは見つかった。


    　移動教室だったら、勝手に詳しくない京也はお手上げだった。だが、幸さいわいにも中には生徒の姿がある。黒板には微分の公式と思おぼしきもものが書かれていた。


    　京也はスライドドアをためらいもなく開ける。男性教師を始め四十人弱の女生徒の視線が一気に京也に向かって突き刺さる。当然だろう、いきなり女子校に男子の姿があったら、誰でも驚く。


    「宇う佐さ美み風ふう香かさんはいませんか？」


    　機先を制するようにそう問う。水を打ったような静けさの中、京也の声はよく通った。


    　と、半数の女生徒の視線が突然一定の方向を向く。捜すまでもなく、ちょうど教室中央辺りに教科書を頭から被かぶって机に突つっ伏ぷした女生徒の姿があった。寝ているわけではない。なんのつもりかは知らないが、亜あ麻ま色の髪が引っ被った教科書からはみ出ているので、まるで意味がない。


    「宇う佐さ美みさん？」


    「知りません。ひ、人違いですッ」


    　彼女は裏返った声でそう答えた。京きよう也やは眉をひそめる。いまは遊んでいる場合ではないのだ。京也は教室の中に入ると宇佐美の席の前で、教科書を取り去る。


    「ぅ……ぁ」


    　耳まで真っ赤にした宇佐美が、恐る恐るこちらを見上げた。


    「宇佐美さん、少し手伝ってほしいことがあります。いますぐ来てください」


    　彼女の返答も聞かずに彼女を立たせると、腕を引っ張り教室の外に連れ出そうとする。周りの女生徒は成り行きから置いてゆかれ、一いち様ように目を丸くしていた。


    「ちょ、ちょと、待っ……ッ」


    「ちょっと待ちなさい！」


    　宇佐美の声ではない、男性の声が京也の背中にかかる。


    　振り返ると案あんの定じよう、最初にショック状態から回復したのは三十代後半と思おぼしき教師だった。男なのにやたらと声がキンキン高い。数学教師のはずだが白衣を着ており、それもところどころ汚れている。不ぶ精しよう者ものなのか苦労人なのか、髪は薄く、根本からは白髪が見えた。眼まな差ざしには、明らかな敵意がこもっている。


    「いまは授業中だぞッ、どこの誰かは知らないが──」


    　京也は最後まで言わせなかった。


    「いまは彼女が必要なのですッ。失礼ですがしばらく彼女を預かります」


    　京也の剣幕に押され、数学教師は猿ましらのように顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせていたが、そんなものを斟しん酌しやくする余よ裕ゆうはない。彼女を強引に連れ出して教室の戸を閉める。


    　と、背後でショック状態から立ち返ったと思しき女生徒の一人が「……略奪愛だ」と呟つぶやいたのを皮切りに、さざ波の如ごとく黄色い声が響き、ほぼ二拍はくの間で教室中をとどろき渡る嬌きよう声せいで満たした。それをさきほどの数学教師が金切り声を上げながら鎮ちん圧あつしようとしている──らしかったが、京也にはそんなことを気にしている余裕はない。


    　京也は踊り場まで彼女の腕を引いてくる。首尾よく宇佐美は連れ出せた。助力を仰ごうと口を開きかける。


    　しかしそこで異常に気付く。彼女は深く俯うつむいたままなんらリアクションを返さないのだ。


    「宇佐美さん……どうしました？　お腹でも痛いのですか？」


    　彼女が油の切れたロボットのように、軋きしむ顔を上げる。


    　度ど肝ぎもを抜かれた。顔を真っ赤にして目は吊り上がり、いきなり拳こぶしを振り上げ、いまにもそれを振り下ろさんと震わせている鬼き女じよの相を湛たたえていたからだ。


    「きょーちゃん、私を破滅させに来たのッ？」


    「一体なんの話をしているのですか」


    「ここ女子校よッ。男子禁制よッ。ついでに不純異性交遊は退学よッ」


    　悲鳴のような声だった。ようやく彼女がなにに憤いきどおっているのかわかった気がした。


    「勿もち論ろん承しよう知ちの上です」


    「承知の上って……信じらんない。背広着て眼鏡めがねかけて、そんな変装までして女子校に忍び込みたかったのかしら？　ヘンタイさんッ」


    　その時、自分がスーツ姿であることに遅れて気がついた。


    「これは話すと長くなるので割かつ愛あいさせてください」


    　京きよう也やの淡たん泊ぱくな反応に毒気を抜かれたのか、宇う佐さ美みは力なく肩を落とすや、一転今度は頭を抱えた。その反応にどこか既視感デジャビュを覚える。いつか御み笠かさと似たようなかけ合いをした記憶がある。


    「あの先生、生徒指導なのよ。睨にらまれないように二年間笑顔を絶やさなかったのにぃ……」


    「そうですか、それは大変失礼なことをしました。あとで一緒に謝りに行きましょう。しかし、その前に一つお願いしたい」


    「……なによ？」


    　険のある声。


    「この学校の案ナ内ビをお願いしたいのです。それもいますぐに」


    「はぁ？　一体どうして？」


    　会話中も、せわしなく辺りの内装に目をやる。ここで焦じれても仕方がないとはわかっていつつも、焦しよう燥そうが動作の端々に現れてしまう。彼女にナビを頼まねば始まらないが、彼女に事情を一から諄じゆん々じゆんと説といている時間もないのだ。


    　宇佐美は、京也の真意を量りかねているのか、いぶかしげな半眼を寄よ越こす。


    「なんなら更衣室の場所でも教えましょうか？　ヘンタイさんのお気に召めす汗を吸い込んだ下着とかあるかと思いますが」


    　──更衣室か。たしかに暗号文に含まれるヴィーナスという単語となんらかの関連性があるかもしれない。もしやということも。


    「必要とあらば、教えてもらうことになるかと思います」


    　宇佐美はそれを聞くや、立ちくらみがしたのか、壁に手を突く。


    「…………幼おさ馴なな染じみが変態になっちゃった」


    　なにやら自分と宇佐美の間には、大いなる認識の隔へだたりがあるようだったが、いまそれを正している時間はない。


    



    　──追いやられしマルスはヴィーナスを静かに妬ねたみ続ける。ヴィーナスは夢を見ている。幻まぼろしのあなたは涙を流し、現うつつの私も涙を流していた。ヴィーナスの右手の中にはなにが握られているのだろうか。


    



    　もう一度、中盤から後半にかけてを反はん芻すうする。ここから、さらに場所を絞っていくための暗号が続くはず。


    「そんなことより、宇う佐さ美みさんはヴィーナスという単語になにか心当たりはありませんかッ」


    「ヴィーナス？　ミロのヴィーナスとかのヴィーナスよね？　それとこの学校がなんの関係があるの？」


    　諦あきらめず質問を続ける。


    「では、マルスは？」


    　なにを聞こうとしているのかわからないという顔だったが、彼女はそのまま首を横に振る。予想していたとはいえ、希望の糸が断たれるのは堪こたえた。この学校にヴィーナスの石せつ膏こう像でもあれば、話は早かったろうに。


    　だが、と諦めかけた思考をさらに敷ふ衍えんして考える。


    　ヴィーナスの高こう堂どう──とは女子校のことだった。すなわち、ヴィーナスは女性的なものを表わしている可能性が高い。では対照的なマルスは男性性の象しよう徴ちようと考えられないだろうか。


    　そうして考えると『追いやられしマルス』の男性が追いやられているという解釈は、女子校という閉へい鎖さ的な場所では非常にしっくりくる。


    「この建物で、男性といえばどんな人がいるかわかりますか？」


    「えーと、先生と校務員さん、だと思うけど」


    　それだ、と思う。ここまで男性の数が絞り込まれれば、その近くにさらに敷衍した暗号の解釈を示すものがあるはず。いまは暗号の解釈に頭を捻ひねるよりも足を使おう。


    　残り時間を確認する。六分四十五秒。


    　スターマインの哄こう笑しようが耳元で聞こえてくるようだ。


    「校務員室と職員室の場所はわかりますか？」


    「う、うん。大丈夫だと思うけど」


    「案内してください。急ぎましょう。時間がない」


    　京きよう也やは宇佐美の腕を取ると、走り出した。


    「ちょ、女の子の腕取って……あ、いや、きょーちゃんなんだか今日は大だい胆たん過ぎよッ」


    　宇佐美は引っ張られるようにして走りながら、常ならざる京也の態度に戸と惑まどいを隠せないようだった。


    　京也は今度こそ、尻尾しつぽを摑つかんだと思っていた。しかし──


    　校務員室も職員室もともに一階にあった。階段から近かった校務員室には、校務員らしい六十代後半の男性がいたので、適当な事情を言って上がらせてもらう。中は八畳じよう一ひと間まの空間で畳たたみ敷じきになっている。廊ろう下かからプレートを見た時と、室内の様子は随ずい分ぶんと隔へだたっていた。


    　一いち瞥べつしただけでわかった。ここに大型のスーツケースを隠せる場所はない。一応の捜そう索さくはしたが、当然のようになにも出てこなかった。校務員が不審者を見るようないぶかしげな視線を投げているのを悟った京きよう也やは、お礼もそこそこに辞じ去きよする。


    　──残り五分五秒。


    　本命の職員室。校務員室の十倍以上はあるだろうか。各おの々おのの教師の机はバインダーやプリントが束たばと積み重なっており、全体的に粗そ雑ざつな印象があった。一目見て、校務員室より捜そう索さくが困難であるのがわかる。


    　授業がない教師が寛くつろいでいたが、ここでも当然のことながら見慣れない京也の存在は目を引いた。だが京也はこの視線に対して慣れを覚える段階まできていた。傍かたわらの宇う佐さ美みを矢や面おもてに立てると、彼の年の離れた兄であり、今日は妹のクラスでの問題について話があるので、偉い人間を出せと居い丈たけ高だかに言った。「誰が私の兄よ」と小声で抗議する宇佐美の存在は黙もく殺さつした。


    　スーツ姿に眼鏡めがねで、外見年齢が高校生よりも上に見えることが、こんなところで活きてくるとは思わなかった。


    　昨さつ今こん自殺問題などが大きく取り沙ざ汰たされており、教師にとってＰＴＡからの突き上げなども頭の痛い問題のはずだ。彼ら教師も私立であればこそ生徒からの授業料で運営しているため、あまり保護者には強く出られない面がある。京也はそこを突こうと決めていた。


    　泡あわを食った教師たちは、応接室の整理と、お茶の準備、ほかの人間は作戦会議らしく喫きつ煙えん室に引きこもってしまった。「悪人」と傍らの宇佐美から厳しい言葉をもらったが、それも黙殺して、中を検あらためる。


    　見落としなどなかったはずだ。時間をかけて精査した。にも拘かかわらず暗号に関連ありそうなものは塵ちり一つ見つからなかった。


    　教師が準備を整えてくるまでに職員室から逃げ出したが、胸の中には失望と無力感が嵐あらしのように吹き荒れていた。


    　少し離れた廊ろう下かで立ち止まる。


    　京也はこの可能性にかけていた。それ以外の可能性など考えもしなかった。今いま更さらながらに、それが視し野や狭きよう窄さくを生んだのでないかという懸け念ねんが覆おおい被かぶさってきた。


    　時間を、恐る恐る確認する。あと一分二十一秒。背筋に氷ひよう塊かいを入れられたような思いだった。


    　宇佐美は、事態が呑み込めていないながらも緊張感を湛たたえた顔をして京也を気遣う。


    　彼女だけを連れて逃げ出すことを考えた。


    　だが、爆発が連続して起こることで、社会不安は加速し、割れ窓は大きくなる。その可能性をさきほどスターマインに教えられたばかりだ。


    　ここでスターマインを活気づかせる展開だけは、断じて阻そ止ししたい。


    　──ほかに、ほかになにか見落としている場所があるのではないのか？


    　いますぐ逃げ出したいとばかりに震える足を叱しつ咤たし、歯を食いしばりながら、手て負おいの獣けものじみた剣けん呑のんな視線で辺りを見回す。


    　そこで京きよう也やの視界に、飛び込んできたのは紳士を象かたどった青いプレートと、スカートの婦人を象った赤いプレート。手洗い場だった。


    「宇う佐さ美みさん、この学校に男性用のトイレがある場所は、ほかに何か所ありますか」


    「ああ、うちは女子校だから、ここともう一か所だけど、あっちはいま水回りが悪いみたいで、入れないように扉とびらにストッパーがはまってるよ」


    　迷っている暇ひまなどなかった。京也は最後まで聞かずに中に飛び込んでいく。


    「ちょ、ちょっと……」


    　まずは男子トイレ。ブルー地のタイル敷きのスタンダードな空間。すべての個室の扉を開けて中を検あらためたがなにもない。続いて女子トイレ。時間もあってか、やはり人はいなかった。しかし、こちらも個室はすべて空から。スーツケースはどこにもない。


    　京也は秒数をほぼ頭の中で同期させていた。残り四十八秒。


    　遅れて宇佐美が入ってくる。「なにやってるのよ、きょーちゃ……」


    　京也は宇佐美の肩を摑つかみ、女子トイレの壁に押しつけていた。


    「本当にここ以外の手洗い場で使えるところはないのですかッ？」


    　鼻先に宇佐美の怯おびえのこもった双そう眸ぼうがある。


    「ちょと、噓うそ……い、痛い」


    　──いや、あったところで今更。


    「きょーちゃん……さっきからどうしちゃったのよ。怖いッ……離してッ」


    　彼女の目尻に涙が溜まっている段階で、ようやく京也は自分が彼女になにをしているのかに気付いた。


    　京也は飛び退のくように彼女から離れると、自分の顔に手を当てた。手袋越しでもわかる、硬く冷たい手触りだった。きっと自分は、ひどい凶相をしていたに違いない。


    「すみません……」


    「……いや、まあいいんだけどさ」


    「……本当に、なんと言ってよいのやら」


    　よれた服を直しながらも、警戒を緩ゆるめたのか、いからせていた彼女の美しい眉び宇うが穏やかな山型を描く。


    　しかし、残りは二十一秒。


    　もう終わりだ。いまからほかの場所に目星をつけたとて、間に合うまい。


    　ふと、誰かの視線を感じて、目をそちらに転じる。視線だと思ったのは鏡に映った自分の姿だった。その横手に宇佐美の涙まじりの表情。


    　その時、京きよう也やの中で思考が火花を散らした。


    　全身の皮ひ膚ふが総毛立った。すべての模も糊ことしたものが形を持ち、すべてのばらけていた線が真実という名の一本に結線した。


    　自分に毒づく。京也は思考のとっかかりの部分から間違えていたのだ。


    　アレスとアフロディテが密通していたという符ふ合ごうに思い至り、最初から神話一本に絞って考えていた。思えばこれが落とし穴だったのだ。


    　西洋占星術。なぜもっと早く気付かなかったのか。


    　生物学のオスを示す記号は『♂』、メスを示す記号は『♀』。普通ならば、そのままオス、メスと読んでしまいがちだ。事実、エディタソフトや携帯電話などでは『おす』『めす』と入れれば苦もなく変換される。


    　しかし、『♂』をマスキュラ、『♀』をフェミニンと読むのが本ほん則そく。マスキュラは火星を示し、軍神マルスのこと。フェミニンは金星を示し、愛と美の女神ヴィーナスを指す。


    　──追いやられしマルスはヴィーナスを静かに妬ねたみ続ける。


    　紳士用と婦人用の手洗い場のプレート。マスキュラとフェミニンが対ついになって出てきたのはそういうことだったのだ。この学校に男子用は二つだけ。追いやられているという解釈とも一致している。


    　まだある。『♂』のマークは分解すると、マルスの持つ矛ほこと盾たてを意味する。そして『♀』は──ヴィーナスの持つ手鏡、つまり鏡。


    　──幻まぼろしのあなたは涙を流し、現うつつの私も涙を流していた。ヴィーナスの右手の中にはなにが握られているのだろうか。


    　これはすべて鏡の存在のことを端たん的てきに示している。そしてヴィーナスの右手の中に握り込まれているという記述から爆弾の在処ありかは──ヴィーナスから見て右手、つまり現在の京也側から見て、左。


    　弾はじかれたように走り出すことと、思考をまとめるのはほぼ同時だった。


    　エアタオルがついた女子トイレの洗面台、京也から見て正面に二つ並んでいる鏡の左に、遠心力に任せた渾こん身しんの肘ひじ打うちを叩き込む。びしりと音がして、一撃で鏡に放射状のひびが入る。間かん髪はつをいれずに二撃目を繰り出す。ガラスの表面が砕け散った。


    　宇う佐さ美みが耳を押さえ叫び声を上げていた。


    　だが、表面の鏡面部分が割れただけで、その奥から現れたのは厚手のガラス質の板だった。埒らちが明かない。


    　京也は攻め方を変えた。鏡がはまっている縁ふちに手をかけて鏡を壁から引き抜く。拍ひよう子し抜けするくらい簡単にはずれる。


    　総量にして二キロ近い鏡が取り去られ、その裏には、配管などが広がっている空間があった。


    　直角に曲がりくねった配管の上、そこにまるで存在することが当たり前のような威い風ふうでもって、大きなスーツケースは鎮ちん座ざしていた。キャリー用の取っ手近くから、まるでこちらを小馬鹿にしたような赤いチューブが一本伸びている。


    　デジタル数字のカウントダウンタイマーが側面に取りつけられていた。


    　残り三秒。全身に名状し難い戦せん慄りつが走り、脳内が真っ白に染め上げられる。


    　没ぼつ我がのままに、手だけが為なすべきことを覚えていた。咆ほう哮こうを上げ懐ふところからバタフライナイフの刃を展開し、勢いそのままチューブを切断する──────


    



    　鐘かねが鳴り響いた。それは学校中に響き渡る六時間目終了のチャイム。


    　それは京きよう也やの頭の中で、幾いく重えにも反響しぶつかり合い、終しまいには外で鳴っているのか自分の頭の中で鳴っているのかわからなくなった。いつ終わるともわからぬ鐘の音に、これは、自分が死し国こくで聞いている鐘の音ではあるまいかと、そんな考えすら浮かんでいた。


    　たっぷり十秒以上の時間、京也も宇佐美も、瞬まばたき一つできなかった。


    　鐘が鳴り終わったあと、ようやく自分の心臓がまだ脈打っていることに気付いた。


    　タイマーは──コンマ８４秒で停止していた。


    　終わった。


    　ようやく動けるようになった京也は、荒い息のまま壁に体を預ける。


    　全身汗まみれだった。厳しい闘いになるのは覚悟していたつもりだった。しかし初戦からコンマ秒での闘いになるというのは予想だにしなかった。


    　バタフライナイフはどちらかと言えば刺し突とつ専用で、あまり物の切断には向いていない。一息に断ち切れたのは運が良かったとしか言えない。


    　もしナイフに込める力が弱ければ、ないしはチューブのゴム皮ひ膜まくがもう少し厚ければ、自分と宇う佐さ美みは間違いなく死んでいた。


    　こんなものが、街にまだ何か所も設置されているというのか。そしてそれをミスなくすべて解除して回らなければならない。


    　無理だ。こちらからスターマインに対して打って出ない限り、京也は心理戦以前の神経戦で擦すり切れる。


    　気付くと宇佐美は天てん井じようを見上げ、背筋を震わせていた。


    「いやだ……ここ、ちょうど私の教室の真下じゃない」


    　宇佐美の視線を追い、京也もまた天井を見上げる。たしかに、立地から言って、さきほど立ち寄った宇佐美のクラスに近いように感じられた。


    　彼女には、これが爆弾であることなど一言も教えていなかったはずだ。まあ昨日爆弾騒ぎがあったばかりなのだ。類るい推すいして考えるなと言う方が無理があるか。


    　京也はそれには答えず、無害となった爆弾を封ふう印いんするように鏡をはめ直す。割れてしまった鏡面は、もうどうしようもないので、掃除用具を取り出して手早く片付けた。その間、ずっと宇う佐さ美みがなにか聞きたそうに自分の挙きよ措そを見守っていた。思えば彼女にはずっと事情を説明せずに連れ回していたのだ。


    　京きよう也やもまた、この状況をどう彼女に説明しようか悩んでいたが、結論が出るより先に地面に落ちたガラスの方が片付いてしまった。待ちかまえていたのか、掃除用具を元に戻したところで、彼女が口火を切る。


    「ちょっと一体これなんなのよ。きょーちゃん……いい加減説明してくれるんでしょうねぇ？」


    　宇佐美は両手を腰に当て、いぶかしげな目つきで京也の目の前にずいと顔を寄せる。


    　一瞬、自分の抱える苦しみを一いつ切さい合がつ切さい吐と露ろして、同情してもらいたいという誘惑が抗あらがい難いほどに膨ふくらんだ。しかし、それは許されない。元々、御み笠かさと二人で落ち延びたのも、無用な人間に迷惑をかけないためだ。


    「それは…………」


    　さすがの京也も、視線が宙を泳ぐ。ここまで巻き込んでしまっては上う手まい逃げ口こう上じようが思いつかなかった。しばらく歯切れの悪い問もん答どうが紡つむがれる。


    　どれくらいそんなことをやっていただろうか。


    　宇佐美は急にしゅんとして、上うわ目め遣づかいにこちらを見た。


    「……私のこと、また助けに来てくれたんでしょ？」


    「違い、ます……」


    　本当は大声で違うと叫びたかった。自分はそんな英雄的行為をするようなご大たい層そうな人間ではない。結果として彼女を救うことになった、ただそれだけだ。自分のような汚い人間が過大評価されることだけは我慢がならなかった。


    　意外にも、先に折れたのは宇佐美の方だった。


    「……わかった。じゃあきょーちゃんがなんでここに来たのか聞かないことにする」


    　溜ため息いきまじりの口調だった。


    「いいのですか？」


    　なにを馬鹿なことを言っているのだろうと思いながらも、そう口にしていた。


    「いいって言ってるでしょ。それよりいつまでも女子トイレの中でぐずぐずしてたら、入ってきた人に通報されるわよ。さあ用が済んだのなら出てってよ。あとは私が上う手まくやっておくから」


    　なぜそんなことをしたのかわからなかった。だが京也は、気付くと両手で宇佐美の手を包み込んでいた。


    「ありがとうございます」


    　一瞬彼女はぽかんと口を開けていた。しっかりと握られた手を見て、頰が茹ゆだったように朱しゆに染まる。やがてぷいと顔を背そむけた。


    「…………この天然ジゴロ」


    「なにか言いましたか？」


    「なんでもないわよッ！　さあ早く行ってったら、もうッ」


    　追い立てられるようにして背を向けながらも、心の中で深い感謝の言葉を付け加えた。


    



    　


    　京きよう也やが校舎の外に出た瞬間、まるで計ったようなタイミングで携帯電話が鳴った。


    　誰からの電話か迷うことはなかった。


    『やあヴェルツェーニ、生きてるかい？』


    　スターマインの弾はずむような爛らん漫まんな声が聞こえてくる。まるで京也の生還を心から喜んでいる、そんな抑よく揚ようのにじむ声だった。


    「…………ええ」


    　それに対して、京也はといえば自分のものとは思えないほどの冷たく凝にごった声音が漏れた。憤ふん怒ぬなのか、慨がい嘆たんなのか、形を失うほどに煮詰まった感情が心に降り積もってゆくのがわかった。


    『良かった。友達が死んじゃったんじゃないかと思うと僕も気が気じゃなかったんだ』


    　よく言う。現在やっていることといえば、屍しかばねと化した友情に無理やり糸を通して、マリオネットよろしく茶番を演じさせているだけではないか。
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    　京きよう也やは耳を澄ませ、スターマインの側の音を拾おうと試こころみる。彼女はどうやら建物の中にいるようで、かすかに聞こえる喧けん噪そうと、それを打ち消して余りある大だい音おん声じようの最新流行曲がかかっている。が、いつもかかっている曲というわけではなし、日替わり、もしくは週替わりという可能性が高い。店の特定は難しい。


    「止めましたよ、まずは一つ」


    　京也は決然と言い放つ。


    『ご苦労様。けれども君も余よ裕ゆう綽しやく々しやくというわけでもなかったようだね』


    「どうしてそんなことがわかるのです」


    『なんか疲れてるもん、君の声』


    　そう言ってカラカラと笑った。自覚はなかったが、どうやら疲労が声に出ていたらしい。隠していたつもりだが、本当はへたり込みたいくらいに心身ともに摩ま耗もうしていた。


    　京也はスターマインの指摘を無視して、会話の主導権を握ろうとする。


    「あなたの作った爆弾は回収しました。あれを調べれば、あなたの指紋や部品の入手経路が割れます」


    『部品はほとんどが既き製せい品ひんだ。それに指紋は焼いたよ』


    「焼いた？」


    『酸でね、指紋を焼いたんだ。手袋をしてもよかったんだけどね。でも作る時はそれでよくても、実際街の中で持ち運ぶ時まで手袋だとあからさまに怪しいだろ？　だから指紋はいま僕の手にはない。なんでも再生するのに二か月ほどかかるらしいよ』


    　京也は絶句した。指にはほかと比較にならないくらいの神経の束たばがある。のたうち回るような痛みのはずだが、それをやってのけたというのか。


    『それに君はまだわかってないみたいだね。たしかに指紋にも頭とう髪はつにも部品にも気は払ったけど、アクションスイッチ周りの特殊な部品なんかは警察に提出されたら誤ご魔ま化かしようがない。でも、それはあくまで時間稼かせぎだよ。言ったろ？　別に縛ばくにつくのが怖いわけじゃない。君と心ゆくまで闘争を繰り広げることができないのが怖いんだよ』


    「……最高の殺し文句ですね」


    『惚ほれたかい、ヴェルツェーニ？』


    　軽口の応おう酬しゆうも、京也の心を休める効果はない。


    「それより、どういうつもりですスターマイン」


    　知らず声に力がこもった。


    『なにが？』


    　白々しい問い返しに、腹の中で怒ど気きが膨ふくらむのがわかった。


    「なぜ、私の交友関係に的まとを絞って狙ねらってきたのです」


    　スターマインは自分との雌し雄ゆうを決するために闘いを挑いどんできたはずだった。だが、宇う佐さ美みの教室の真下に爆弾が仕掛けられていたという事実は看かん過かできない問題だ。これがただの偶然であるはずがない。


    『ああ、そのこと。君が本気になれるための、小道具だよ。だって爆発しそうになったら君はそこから逃げればいいだけじゃないか。ペナルティがない。それに僕は言ったろ？　解除しなければ〝君は深く後悔することになるだろうね〟ってさ。もう一つ、重要な意味がある』


    　スターマインは一いつ旦たん言葉を切り、声を絞る。


    『クエストにお姫様の救出ってつきものだろ？　そっちの方が劇が面白いじゃないか』


    　そう言うと、再びこちらを小馬鹿にしたように笑い始めた。


    　冗談ではない。あくまで、これが劇だとでもいうつもりか。


    　死ぬ思いで東とう奔ほん西せい走そうしていた京きよう也やを回りくどく嗤わらっている、そう気付いた瞬間、思わず怒気をあらわにしかけた。息を吸い、気を落ち着ける。


    　沈められた彼女へ怒りは熾おき火びの如ごとく、心中で静かに燃え盛っていた。


    「スターマイン、私の家族や知人はこの件には無関係です」


    『できない相談だね、ルールは僕が決める』


    　にべもなく、あしらわれる。


    『そうだ、先に言っておこう。僕の手持ちの爆弾は残り七個。三個を除いて、街の各所に仕掛けてあるよ。明日の午前零れい時ジャストに、君が解除できなかった分を遠えん隔かく操そう作さでまとめて爆発させる』


    「正気ですか？」


    　予想よりも遥かに多い残りの爆弾の数に思わず圧倒される。


    『さあ？　僕が正気か否いなかは僕が判断するものじゃないだろ、コメントは差し控えさせてもらおうかな。ただ、これだけは言っておく、僕はやるよ。残り三個も、時間までには仕掛けておく』


    　想像するだに最悪の展開だった。一体彼女はどこにそんな大量のスーツケースを預けているのか。物を預けられる場所として思い浮かぶのはコインロッカー、次点では貸金庫などだろう。


    　コインロッカーの利点は誰でも利用できる簡かん便べんさ。これはいうまでもない。欠点は安全性が少々犠ぎ牲せいになる程度か。爆薬は全般的に不安定な物質だ。軽い衝撃で爆発するものが多い。まさかロッカーを全力で揺するような奇き態たいな人間はいないはずだが、不安要素は残る。スターマインの使うＢ爆薬は、不安定なＲＤＸをＴＮＴと一定の比率で混ぜ合わせたもので、爆発力を保持したまま安定性を得た代しろ物ものだ。コストパフォーマンスもよいと聞く。とはいっても、勿もち論ろん強い衝撃による爆発の可能性がまったくのゼロというわけでもない。彼女がキャスターを使って爆弾を持ち運ぶのは、おそらく少女の手で重たいスーツケースを持ち運ぶのが難しいゆえ、重さを減げん殺さいするための工夫だろう。もう一つ、本来の用途に隠れて見えづらいが、なるべく爆弾に負担をかけまいという繊細な配慮の側面もあるはずだ。


    　貸金庫の利点は絶対的な安全性とセキュリティー。万に一つも余よ人じんや警察に回収されることはないだろうし、程度のよいところでは気温や湿度も管理されている。爆弾にとっては至れり尽くせりというところか。欠点は身分証明などに始まる手続きの煩はん雑ざつさ。これはある意味で致命的だが、回避方法がないというわけでもない。


    　一長一短あるが、どちらにしても京きよう也やには手が出せないのが歯がゆいところだ。貸金庫は水も漏らさぬ態勢の管理なので当たり前だが、コインロッカーにしても、どこの何番かわからないことには始まらない。総当たりなどという末期的な方法だけは願い下げだ。


    　残り七個──完封勝利など望むべくもない。今夜十二時までにすべてを解除できる保証もない。だが、爆弾ではなく、スターマインを止めさえできれば──


    『さて、じゃあセカンドゲームといこうか』


    「……これ以上、なにをするというのですか」


    『景気づけのはずの一発目はまんまと君に止められちゃったからね。しかもおかげで、僕が次狙ねらうところが君には大体わかるんじゃないかなぁ？』


    　当然だ。つまり、宇う佐さ美みの例に漏れず、爆発が起これば、京也に対する見せしめ、つまり京也の周りの誰かが死ぬようなポジションに仕掛けてあるという意味。


    「御み笠かささんは無理ですよ。彼女はいま、私の信じる一番安全な場所にいます」


    『あれ、僕はその娘このことだなんて一言も言っていないけど？』


    「茶番はもう十分です。あなたのやることが徐々に読めてきました。そしてその対処法も。御笠さんには手は出させません。それに、土台あなたには発見すら無理に決まっています」


    『へぇ。どうしてそう思うの？』


    「ブギーマン──彼はあなたと内通していますね？」


    　電話の向こうで彼女が小さく息を呑んだと思うや、沈黙を守った。こちらの手札を見ながら発言するつもりだろう。


    「ブギーマンと接触する前に私は御笠さんにこう含めておきました。『スターマインはこちらの裏を読んで行動するだろうから、さらに敵の裏を搔かくことが要求される』と。今回、あなたは徹てつ頭とう徹てつ尾び私の裏を読んで行動していましたね。


    　あなたは考えたはずだ。私がブラッディユートピアを追われたら、挽ばん回かいするためになにをするのか、と。私はブラッディユートピア内で、スターマインに次いで電子戦に明るいブギーマンに助力を乞こいました。当然あなたもそれを予期して、予あらかじめ彼を金で抱き込んでおくことでしょう」


    『ふぅん、随ずい分ぶんと僕を過大評価してくれるね』


    「あなたを過小評価することの危険性を承知しているだけですよ」


    『で、まさかそれだけでわかったの？』


    「いえ、私がブギーマンとあなたの繫つながりを確信したのは、私の正体が学生であることを知ってもブギーマンが驚かなかったからですよ」


    『はぁ？　どうにも話が見えないなぁ』


    「ブラッディユートピアの管理人がただの学生であることを知ると、大たい抵ていの方は驚きます。彼にはそれがありませんでした」


    　スターマインが小馬鹿にしたように笑い始めた。


    『それのどこが確信に繫つながるのさ？　ブギーマン氏はなにを聞いても驚かない性格なのかもよ』


    「そうかもしれませんね。しかし、彼はあなたの性別が女性であることを知った時、大変驚いておられましたよ」


    　スターマインは絶句したあと、舌打ちした。


    『なんだよ、ブギーマン氏、演技下へッ手ただなぁ』


    「あなたは今回の計画を事前にブギーマンに打ち明け、私が助力を求めた時協力するフリをするよう話をつけていたのでしょう。ブギーマンは、私の個人情報をあなたからすべて聞き及んでいた。だから私がヴェルツェーニだと知っても驚かなかった。しかし、あなたとの連絡はすべてネット経由で行おこなっていたので、あなたのことについては何一つ知らなかった。それゆえ、ブギーマンはいままで自分がやり取りしていた人物が女性であることを知らされ驚いた」


    　彼女の笑いは、すでになりを潜ひそめていた。


    「あなたにしては単純なケアレスミスでしたね」


    『ッ……わかったよ、なるほど僕はブギーマン氏に演技指導までしなくちゃならなかったわけだ。だけどそれと僕が御み笠かさちゃんを殺せないのとどう繫がるのさ？』


    「あなたのおかげで、現在の月つき森もり市は、いつどこが突然吹き飛ばされてもおかしくない、街丸ごとが火薬庫のようなものです。事実上安全な場所など存在しないに等しい。だからこそ、私はなによりもまず御笠さんをどこに隠すのかに腐ふ心しんして動きました」


    『ハハ、矛む盾じゆんしてるような気がするけど。それで、見つかったの？　その安全な場所とやらはさ』


    「ええ勿もち論ろん。それは、ブギーマンのそばですよ」


    『は？　なんだって？』


    「御笠さんはブギーマンのそばに置いてきたと言ったのです。あなたも利用できる内は自分の同どう胞ほうまでもを爆殺しようとは思わなかったはずです。月森市でいま唯ゆい一いつ爆破の危険性がないのは、あなたとブギーマンのそばだけです」


    　スターマインは黙もつ考こうしているのかわずかな間沈黙を返してきた。


    『ははぁ、なるほどね、読めたよ。残してきた御笠ちゃんは、僕とブギーマン氏の連携を封じる監視の役目も帯びているわけだね。でも残念だね、僕は君に勝つためなら御笠ちゃんごとブギーマン氏にも死んでもらうよ。幸さいわい仲間なら腐くさるほどいるしね』


    「それは噓うそですね」


    『……どうしてそう思うのさ？』


    　スターマインの声が、若じやつ干かん気け圧おされたのか、くぐもる。


    　──いいぞ、このまま押し切ってやる。


    　京きよう也やは酷こく薄はくな笑みを浮かべる。


    「なにせ内容が内容です、『ヴェルツェーニのアカウントを乗っ取り。しかるのちにヴェルツェーニを騙かたって会員を扇せん動どうして蜂ほう起きさせる』などと迂う闊かつに吹ふい聴ちようして回れば、当然ブラッディユートピア内では反発が出るでしょうし、誰かが私に密告する危険があります。あなたの計画は奇襲戦法を取らなければ意味がない。計画の事前の漏ろう洩えいは絶対に避けなければならなかったはずです。ゆえに、あなたは計画を持ちかける人間を選ばなければならなかった。


    　ブギーマンはブラッディユートピア内では金で動くことで有名なブラックハッカーで、私にも不満を持っている。おまけに電子戦の腕まで立つとくれば、こんな好都合な条件はほかにないはずです。だからあなたは彼を引き込んだ。


    　ゆえに今回のあなたの計画の構成員は非常に少ない。主犯がスターマイン、従犯がブギーマン、そしてあなたが『仲間』と呼ぶブラッディユートピアの会員は、あなたに騙だまされているだけです。真実を知れば、誰もあなたになど協力しません。ゆえに、あなたが純粋な仲間と呼べるのはブギーマンだけなのですよ。それでもまだ殺せますか？　彼を」


    『ぁ……凄すごいな。脱だつ帽ぼうだ。空からでも僕の行動を見ていたとしか思えないや』


    「もう一つ、これは私の推測です。今回の事件の報道を見ると、関係者や政府の高官しか知らないような秘ひ匿とくされた情報をあなたが摑つかんでいるとしか思えないのです。もしかするとブギーマンは完成させているのではありませんか……例のＬＤシステムを」


    『ハハ、君は本当に凄いな。わずかなとっかかりからそこまでわかるんだ』


    　そのシステムが完成しているならば、それは紛まぎれもなくスターマイン側の切り札の一つになるだろう。スターマインが社会を引っ繰り返すなどと大おお見み得えを切りたくなるのも理解できる。なるほど、ならばますますブギーマンは殺せない。


    　ようやく、敵の手札がすべて見えた。


    「ＬＤシステム……当時は机き上じようの空くう論ろんだと思って相手にすらしませんでしたよ。私の一生の不覚です──とにかく、あなたに御み笠かささんを殺すことは不可能ですよ」


    　イニシアチブを取ったと確信した。しかし、依い然ぜんスターマインは落ち着き払ったままだった。


    　なぜだろう、いやな予感がした。


    『長々と説明ありがとね。────あれぇ？　でもおっかしいなぁ。じゃあいま窓の外を急ぎ足で歩いていた人物は僕の見間違いなのかなぁ。どうもその御笠ちゃんって子だと思ったんだけどなぁ』


    　京也の心臓が締め上げられるかの如ごとき悪お寒かんに襲われた。


    「噓うそだ……見え透すいた噓をつかないでください」


    　声が震えているのがわかった。自分が泣き所を相手にさらしてしまったことに気付いたが、既すでに遅い。


    『残念だけど本当だよ。変装後の服装はブギーマン氏から聞いたよ。さっき僕がいる喫茶店の前を早足で通っていったね。随ずい分ぶん急いでいたようだけど、なにか大事な用事でもあったのかな？』


    　京きよう也やの瞳が驚きよう愕がくのため見開かれる。


    　どういうことだ。自分との打ち合わせ通りなら、彼女はいまブギーマンと一緒にいるはずだ。いまこの瞬間のスターマインとのせめぎ合いは綱渡り的な危険が伴う正しよう念ねん場ばだ。迂う闊かつに外に身をさらすことが、いかに京也に不利益をもたらすかも同時にわかっているはず。


    　スターマインが噓をついていないとして、ではなぜ？


    　──どこかで自分は致命的なミスを犯したのではないか？


    　何度も叩きつけた右手袋の中の傷、半凝ぎよう固こした血がじくじくとして気持ちが悪かった。


    　御み笠かさは、一つの人格を備えた立派な女性だ。そのことを、自分は勘かん定じように入れずに計画を立案していたのではないか？　彼女の感情を無視して、いつしか計画のための一個の部品として見ていたのではないか？　


    「そんな……馬鹿な……」


    　いま、そのツケが回ってきた。だからこそ、その齟そ齬ごが計画に綻ほころびを生じさせた。


    『次のゲーム内容の変更といこうか、ヴェルツェーニ。僕はいまから彼女を追うよ。ちょうど僕の手におあつらえ向きのスーツケースが一個ある。これから適当なところに置いてこようと思ってたんだ。僕が鬼の役になるから、捕まらないように彼女に電話で危険を教えてあげるといい。安全な場所まで誘導してもいいよ。失敗すれば彼女は吹き飛ぶ、じゃあ──』


    「待ってくださいスターマインッ！」


    　声が震えているのがわかった。一つの恐ろしい事実が脳のう裏りに浮かんでいた。


    『……なに？』


    「……御笠さんは、いま事情があって携帯電話の電源を切っています。私は……彼女に危険を伝える術すべを持っていません。これではゲームが成立しません。それはあなたの本意ではないはずだ。いま彼女に手を出すのだけは────」


    　御笠がどうして外にいるのかは考えたくなかった。とにかく必死だった。いま口から出た言葉が事実上の投了サレンダーだったとしても、気にも留めなかった。


    　答えが返ってくるまで数秒の空白が生まれた。目をつぶり、携帯電話が壊れるほど強く耳に押し当てる。手袋の中は汗でじっとりと濡れていた。


    『だから？』


    　臓ぞう腑ふが残らず底冷えしてくるほど冷めた言葉が投げつけられた。いままでの剽ひようげた仮面が剝はがれ落ち、スターマインの冷酷な本性が剝むき出しになったような実感を抱く。


    　いま、京也はきっとスターマインを失望させたのだ。


    『変わったねヴェルツェーニ……。昔の君は違ったよ』


    「……そうとも、私は変わりました」


    　京きよう也やの答えを聞いて、スターマインはさらに乾いた声で応じた。


    『はっきり言うよ。ブラッディユートピアを治めるヴェルツェーニとしては、その感情は毒にしかならないよ。君と馴なれ合うつもりはないし、手心を加えるつもりもない。それは君たちの都合だろ？　僕には関係ない。……いま、僕が昔の君を思い出させてあげるよ。ゲームは──続行する』


    　刃やいばのような鋭い声を最後に、唐とう突とつに電話は切られた。


    　携帯電話を握る手が震えているのがわかった。


    　頭の中に暗記した御み笠かさの携帯電話の番号を押した。だが緊張のため、何度も押し間違えてはリセットする。そしてようやく押し終え、耳に電話を押し当てた時、


    『この電話は現在、電波の届かないところか────』


    「クソッ」


    　もう一度スターマインの番号にかける。御笠の時と同じ音声が返ってきた。京也は皆まで聞かずにそのメッセージを叩き切った。


    　気付けば京也は、日の落ちかけた街の中を全力で走りだしていた。あてなどない。さきほどの電話でのスターマインの台詞せりふを思い出す。


    『さっき僕がいる喫茶店の前を早足で通っていったね。随ずい分ぶん急いでいたようだけど』


    　とにかく、スターマインが御笠を見かけた場所だという唯ゆい一いつのヒント、喫茶店を探すしかない。街のすべてが夕焼けの濃い朱あけに照らされていた。その斜しや陽ようは、これからこの街を覆おおう屍し山ざん血けつ河がを否いや応おうなく連想させた。


    　どこに向かうのかもわからずに、ただ街の中を走り回った。途中目につく喫茶店に飛び込むや、扉とびらも壊れよとばかりに体当たりをして店内音楽を聴き、違うとわかるや再び弾丸のように駆けだす。


    　街頭のパネルにはニュースが流れている。聞きたくもないのに耳に飛び込んでくる。


    『──本日午後二時頃、ＧＧガス会社の燃料を満載したタンクローリーが何者かに奪われるという事件が発生しました。警察の調べでは、ＧＧガスのホームページに何者かが侵入した痕こん跡せきが残っており、配送ルートが事前に犯人側に漏れていた可能性があるということです。本日お越しいただいた犯罪アナリストの加か賀がさん、この国は一体どうなってしま────』


    　街の中、前後いずれを見渡そうとも、スターマインも、御笠の影も形もない。


    　当たり前だ。広大なこの街でどうやって特定の個人を見つけろというのか。目がかすみ、街ゆく人の区別がつかなくなってきた。


    　スターマインを制せい裁さいするためだけに残しておいた、なけなしの体力すら奪われていき、それでも京也はひた走った。自分の一秒の疾走が、御笠を救える可能性を秘めているならば、足が壊れても構わない。いまを逃のがせば、きっと自分は終生まで後悔する。


    「なぜだ……なぜ……ッ。御み笠かささんッ！」


    　だが京きよう也やの足を鈍にぶらせるのは、体力的限界ではなく、精神的限界が近いからだった。


    　裏切られたような思い──京也の立てた作戦は、ほかでもない御笠の手によって完全に瓦が解かいさせられていたから。


    　頭が回らない。体が重い。


    　自分と彼女は、最後までわかり合えないまま終わるのだろうか。それが境界人間マージナルと彼女の宿命なのだろうか。星が違った、たった一言で済まされる問題なのだろうか。


    　ついに絶望が京也の足を捕まえた。そのまま倒れ込み膝ひざをつく。


    　胸を押さえながら天を搔かくように手を伸ばした。荒い息をつく。口からは涎よだれが糸を引いて地面に垂たれた。


    　伸ばした手もやがて力なく地に落ちた。


    「スターマイン……やめ、ろ、やめてくれ。彼女……だけはッ」


    　息も絶え絶えに、どこにいるとも知れぬスターマインに懇こん願がんする。


    　膝を屈し地面に両手をついたその姿は、まるで誰かに許しを乞こうかの如ごとき体勢だった。


    　だが、それに対して冷酷な返答がなされる。


    　京也から四百メートルほど離れた街中で、突とつ如じよ爆音と閃せん光こうが生まれ、京也は目を閉じる。


    　目を開けた時、その周囲には禍まが々まがしい黒煙が立ち上っていた。


    　どういうことかは歴然としていた。


    



    　ゆるく、頭を振った。


    



    　この現実を受け入れたくなかった。どういうことなのか、わかりたくもなかった。だが、是ぜ非ひも可か否ひも正せい邪じやもなく、受け入れるべき答えは一つしか残されていなかった。


    　全身がブルブルと震えていた。


    　勝てるはずがなかった。自分は釈しや迦かの掌てのひらの上で無駄なあがきをしていたに過ぎなかったのだ。


    　京也はあらん限りの声を上げ、絶叫した。


    　それはヒトの心が握り潰つぶされる時に発せられる、終わりなき悲鳴だった。


    　だがその叫びさえ、周囲の人間の上げる大だい音おん声じようによって搔かき消され、誰の耳にも留とどまることはなかった。


    



    ３


    



    「親不孝の中で最悪のものってなにか知ってるか、御笠？」


    　ある日、御み笠かさの父親南な雲ぐも克かつ則のりが、こちらに背を向け消しよう沈ちんしたままに、そうポツリと漏らした。


    　その後ろ姿は肩を落とす段階を越えて、萎い縮しゆくして背を丸めた状態になっている。元々ハスキーな声も、低い調子と相まって、声というより穴から風が漏れているように聞こえた。


    　克則の目の前には仏ぶつ壇だんがあり、そこに新たに加えられた写真立てが一つ。そして父の右手には位い牌はいがしっかと握られていた。場所は南雲家の和室、十年前に父方の祖母が死んでしまって以来あるものだが、いまは隣となりに姉の小さ百ゆ合りが並んでいた。


    　克則は割り切りのいい人間で、ある程度まで落ち込むと逆に発はつ奮ぷんするところがあった。だが今回ばかりは、いつまで経っても、角張りエラの張った顔に覇は気きが戻ることはなかった。悲嘆に暮れた父の背になんと声をかけていいのか御笠はわからなかった。御笠もまた悲しかったのだ。同病相あい憐あわれむような感情こそあれ、見え透すいた空から元げん気きで父を慰なぐさめるというのも、なにか違う気がした。


    　──親不孝の中で最悪のもの……。


    　父の問いをなおざりにしたままであることに気付いた御笠は、遠慮がちに頭を捻ひねるが、答えは出なかった。


    「……いきなりそんなこと言われても、わからないよ」


    　克則は英文学やドイツ文学を翻ほん訳やくして日本に紹介することを生なり業わいにしている碩せき学がくな人間だ。克則の書しよ斎さいには洋書などが左右の壁に隙すき間まがないほど詰まっている。そして父の出す問いは、いつも決まって難解だった。


    「『お父さん泣かないで、私たちは天国の鳥になりました』」


    　克則は詠よみ上げるような口調で呟つぶやいた。


    「え？」


    　あまりにも唐とう突とつだったので、ろくすっぽ反応ができなかった。


    「空襲で娘を失った父親が涙流しながら建てた墓、その裏に誰が書いたのかそんな言葉があったっていう話だよ。ふと、いまそれを思い出した。お前に話したことあったっけか。父さんは心の奥底に染しみ渡る言葉とか、人生を一言で総そう括かつしてしまう言葉とかが大好きなんだ。だけど、なにも難しい言葉を使わなくても、心の底にまで染み渡る言葉はあるんだ」


    『お父さん泣かないで、私たちは天国の鳥になりました』。胸の中で繰り返し呟くと、段々と胸を突かれるような気持ちになっていく。別れを宣告する悲しい言葉なのに、透明感や清涼感に富んだ、不思議な一言だった。急に小百合のことが脳のう裏りに浮かび、涙るい腺せんが刺激された。


    　背中を向けたままのそりと身じろぎすると、克則は続けた。


    「『親不孝の中で最悪なものは、親より先に子供が死んでしまうこと』だっていうんだよ。最初これを聞いた時、父さんは別になんとも思わなかった。けど、父さんも人の親になってこの言葉の意味が、震えるような思いで理解できるようになってしまったよ。なぜ……ッ、どうして俺が小さ百ゆ合りを看み取とる羽目になるッ。なぜだッ？　どうして小百合はこんな馬鹿なことで……クソッ！　俺はこんな言葉の意味がわかる人間にだけはなりたくなかった……ッ」


    　最後はまるで悲鳴のようになっていた。やがて堪こらえきれなくなったのか、声を詰まらせた。怒り、悲しみ、嘆き。様々な感情がその中に凝ぎよう縮しゆくされていた。


    　背を向けたまま、父は問う。


    「お前は、どこにも行かないよな、御み笠かさ？」


    　懇こん願がんするような声だった。父らしからぬ発言。未来のことは誰にもわからない、そんなこと、誰よりも克かつ則のり自身が一番よく知っていたはずだ。


    　おそらく、問わずにはいられなかったのだろう。父の背中からは、御笠を失うことへの剝むき出しの恐怖がありありと見えた。


    　ここで自分が父に言わなければならないことも、また理解しているつもりだ。父はこう言ってほしいのだ。


    「うん、大丈夫だよ。どこにも行かないから安心して」


    　御笠は、その場の空気を攪かく拌はんさせることすらためらうような、小さな声で言った。


    「そうか……」


    　克則は腹の底から吐き出す深い安あん堵どの吐と息いきをついた。


    　御笠は、きっとこの時一歩大人に近付いたんだと思う。なにがあっても両親を悲しませるようなことだけはすまいと心の中で誓ったのだった。


    



    　


    「おい嬢ちゃん」


    　御笠の意識が現実に引き戻された。


    「いつまで俺のことを無視してるつもりだ。いい加減一言くらい喋しやべってくれ」


    　無ぶ精しようひげの伸びた顎あごに手をやりながら、ブギーマンは金かな壺つぼ眼まなこをさらに細めて御笠を見た。


    　御笠はその視線に堪たえかねたように、変装用の鳥打ち帽を目ま深ぶかに被かぶることで応じた。没ぼつ交こう渉しようを貫つらぬくという端たん的てきなサインだ。


    　ブギーマンは鼻を鳴らしそっぽを向きながらも、どこか居い心ごこ地ち悪そうに絶えず御笠の視線を気にしていた。時折「引き受けるんじゃなかった」と小声でぼやくのが耳に届く。


    　正直、彼には聞きたいことが山ほどあった。ブギーマンはヴェルツェーニとして振る舞っている時の、自分の知らない摩ま弥や京きよう也やを知っているだろう。スターマインとどういう関係なのかも詳細に知っているだろう。


    　それでも御笠が彼と一言も口を利きかないのは、それが事前の京也との取り決めだからだ。


    　それに、彼と話してもきっと心地よい気分にはなれないだろう。


    　京也と話していた時の人もなげな態度は、かなり鶏冠とさかにきていて、よっぽど一言言ってやろうかと思ったが、京きよう也やがいる手前、睨にらみながらも黙って後ろに控えていた。この人とは反りが合う気がしない。


    「これじゃあ俺が保護しているというより、監視されてるみたいだ」


    　図はからずも彼の意見は当たっていた。御み笠かさはまた黙もく殺さつする。今度こそあからさまに気分を害した空気が伝わってきた。「もういい、俺は寝る。昨日ヴェルツェーニに言われた情報を搔かき集めていたせいで寝てないんだ」と言うが早いが、ブギーマンはそこら辺に転がっている木箱を縦たて長ながに連結させて即席ベッドを作り、ごろりと横になる。


    　御笠は溜ため息いきをついた。京也と一緒にいる時に比べて十倍疲労が早い気がする。


    　しばらくすると、いびきのような音が聞こえてきた。寝たふりかもしれないが、御笠の体を弛し緩かんさせるのにはいくらか役立った。


    　人心地つき、注意力を落とすと、思考を巡らせる余よ裕ゆうが出てくる。だが考え事ができるというのは決して幸せなことではないなと思った。特にただ待つことしかできない身には、ひたすらに辛つらい。


    　御笠が隣となりにいるせいで京也が十じゆう全ぜんの状態で闘いに臨のぞめないとしたら、やはり黙って身を引くべきだと思う。だが、スターマインに対して京也一人で本当に大丈夫なのだろうか。自分がそばについていた方が──とつい自うぬ惚ぼれたことを考えてしまう。


    　京也は完全にスターマインの動機に関しては気にしている様子はなかったが、御笠は違った。


    　京也曰いわく、彼女は愉ゆ快かい犯はんで劇場型犯罪者。


    　実際京也とスターマインとの相対をその横で目撃していた御笠も、彼女の言動が常じよう軌きを逸いつしていることを理解しているし、京也をしてトリックスターと言わしめる側面も多数垣かい間ま見ていた。


    　けれども愉快犯や劇場型犯罪者という言葉は便利過ぎやしないだろうか？　その一言を使えば不条理な行動や、理解に苦しむ言葉もすべて説明がつけられてしまうではないか。ある意味で、それはそれ以上の思考を放ほう棄きする言葉でもあると思う。


    　スターマインの真意が見えないのが、なぜだかたまらなく恐ろしい。飄ひよう々ひようとした彼女の態度に目をくらまされて本質が見えなくなっているのではないか。そんな不安が漠然と胸に蟠わだかまっていた。


    　もう一つ、これがさきほどから御笠の胸を圧迫する一番の要因になっていた。


    　御笠は自分の携帯電話のフリップを開く。当然電源を切っているので、反応はない。


    　吹きさらしの窓から外を見れば、目にも眩まぶしい茜あかね空の中に、煤すすけた雲が薄くたなびいていた。


    　外泊のメール一本出して音おと沙さ汰たなし。きっと電源を入れれば、再び携帯は大量のメールの受信を告げるだろう。


    　不可抗力に流されたとはいえ、御笠は、あの時父と交わした約束を破っている。それが、なによりも御笠の心に重くのしかかる。心の中で詭き弁べんを弄ろうしたところで、自分の罪ざい悪あく感が濯そそがれるはずもない。


    　電話で連絡すれば、とにかく一度帰ってこいの一点張りで、ロクに話も聞いてくれないだろうことは簡単に予想がつく。できることなら、一言でいい、直接両親に顔を見せて安心させてあげたかった。


    　御み笠かさは、横目でブギーマンの様子を観察した。こちらに背を向け横向きに寝ており、相変わらずいびきのような音が漏れてくる。本当に寝ているのかもしれないと思い始めた。


    　閃ひらめきが全身を電気のように走る感覚があった。いまなら、と思ったのだ。


    　三十分で済ませよう。心の中でそう決めると、あとは早かった。


    　音を立てないように歩き階段を下り、外に出る。


    　外に出た瞬間、風が意外に強いことに気付いた。どうしようかと一瞬ためらってから、御笠は一いつ旦たん小走りに家とは反対方向に走った。タクシーを拾える大きな通りに行こうと決めたからだ。早く行き、できるだけ早く帰ってこなければならないのだ。


    「いた」


    　三百メートルほど行っただろうか。交差点を挟んだ向こう、デパートの前に、タクシーが列を成なして並んでいるのを見た御笠は、思わず声を上げてしまう。だが急いでいる時に限って、まるで狙ねらい澄すましたようなタイミングで信号が赤になる。御笠は足踏みをしながら早く早くと心の中で念じる。


    　その時、ふいに木枯らしが吹き、御笠の鳥打ち帽をさらっていく。髪が帽子からこぼれ綺き麗れいにばらけた。


    「あッ、待って」


    　髪を押さえながらも、逃げ出した帽子を摑つかまえようと必死に手を伸ばす。


    　あれがないと、ブラッディユートピアの人間が一番目印にしやすい長髪をさらしてしまう────そんな考えは微み塵じんもなかった。


    　ただ思った。あれは京きよう也やに買ってもらった大切な帽子なのだ。京也が自分のためだけに買ってくれた帽子なのだ。それが御笠の手をすり抜け飛んでいってしまう。彼とのよすがが断ち切れてしまう、そんな妄もう想そうじみた考えに捉われて、それがなにより怖かった。


    　だが、そんな想いを嘲あざ笑わらうように、御笠の指はわずかに届かず、帽子は無情にも飛ばされてしまう。車を避け巧こう妙みように地面を這はう帽子は六車線の車道の反対側、歩道と車道をわけるガードレールに引っかかった。


    　失われる危機が回避されたことに、ほっと胸を撫なで下ろした。


    　──だが、あるいはそれは予よ兆ちようだったのかもしれない。


    　背後から何者かに肩を叩かれた。


    　振り向いた瞬間、全身をくまなく悪お寒かんが駆け抜けた。


    「やあ」


    　威風辺りを払う不敵さをもって、スターマインがにこりと笑って立っていた。その右手には巨大なスーツケースがあった。


    　宙に伸ばしていた御み笠かさの手が、力なく落ちた。目は見開かれ、逃げだそうにも、足がまったく動かなかった。


    『親不孝の中で最悪なものは、親より先に子供が死んでしまうことだっていうんだよ』


    　自分が取り返しのつかない過あやまちを犯したことに、遅まきながらに気付いた。


    　結果として御み笠かさの行動は、両親に会えないどころか、京きよう也やの作戦にまで致命的な穴を開けてしまう。


    　──一緒に助かろうって言ったのに。


    　御笠はぎゅっと目をつぶった。


    



    　──ごめん、摩ま弥やくん……。
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    「やったんですよ！　殺してやったんですよヴェルツェーニ様ッ」


    　陶とう酔すい感と全能感に酔いしれながら語る男の目は、興奮に充血している。


    　ここまで全力疾走してきたのか、汗で額ひたいに髪がへばりついているのに、一向に舌ぜつ鋒ぽうを緩ゆるめる気配がない。対して、聞いているスターマインは、男の話よりも、夜の風の冷たさの方が気になっていた。


    　上着の襟えりを合わせて、林をざわめかせる秋風から身を守る。


    　年は二十二、三といった感じの、いかにもな感じの男だった。服装はダサイし、ひげは剃そってないのか、顔全体を薄く覆おおっている。度のきつそうな厚手の眼鏡めがねをしていて全体的に野や暮ぼったく、常に眠そうな一ひと重えまぶたは、見る者にひどくナードな印象を与える。


    　ハンドルネーム・ヨルギア。それが男の名前だった。


    　一方的に喋しやべる男を尻目に、スターマインはつまらなそうに聞き流しながら、横手に広がる黒い水面を見た。


    　──また綺き麗れいな湖みずうみが見られなかったな。


    　彼女たちがいるのは月つき森もり市の外縁部にある湖だった。直径一キロほどの小さな湖で、昔はもっと規模も大きかったらしいが、灌かん漑がい用に考えなしに水を汲くみ上げた結果、いまは縮小して塩分濃度も上昇しているらしい。


    　スターマインは今回の計画を実行に移す前に、何度となく月森市を訪れていた。


    　夏場に月森市を下見に訪れた時もこの湖を訪れたが、ヤブ蚊かが大量発生していた上、産業廃はい棄き物を捨てに来る違法業者のせいで水面を汚い油ゆ膜まくが覆おおっていた。


    　事前に見た観光のパンフレットには湖の底が見えるほど透明だと書いてあったので、裏切られたような気持ちになったのを覚えている。


    　季節的にヤブ蚊はいなくなっただろうし、油はそろそろ分解されただろうと思い、再び訪れたのだが、『湖の底が見えるほど透明』なのかは、現在薄暗くてたしかめようがない。


    　視線を戻すと、ヨルギアはまだ躁そうめいた早口で何事か喋っていた。うんざりする。口から先に生まれてきた人間というのはこういう男のことを言うのだろうか。


    　スターマインは既すでにこの男に対する興味を失っていた。彼に聞きたいことは、ほとんど残っていない。


    　タイミングを見計らって、ヨルギアの話に割り込む。


    「じゃあヨルギア氏、君はちゃんとターゲットを殺しおおせて戻ってきたんだよね」


    「そうです、その通りですヴェルツェーニ様ッ。あなたの情報通り、あの地下駐車場に潜ひそんでいましたら、あの男が家族を連れてノコノコと戻ってきたんです、これから死ぬとも知らないでね。いいザマですよ。暢のん気きに週末に温泉旅館に行くとか行かないとか言ってましたね。まさかその数秒後に死ぬとも知らずに──」


    　これ見よがしに拳銃をちらつかせながらヨルギアは唇を歪ゆがめ、またも長ちよう広こう舌ぜつを揮ふるおうとする。


    　不ふ穏おんきわまる会話だが、二人はさして気にした様子もなく会話を続けていく。それもそのはずだ。このヨルギアというブラッディユートピアでの同志たる三さん下したは、スターマインに命じられたことを疑いもせずに遂すい行こうしただけなのだから。


    　これはすべてスターマインの壮大な実験の一環だった。


    「目撃者は全員殺したかい？」


    　人を喰った笑みで、少女は問う。


    　が、いままで頼まれもしないのにのべつまくなく喋しやべっていた男は、急に歯切れ悪く言い淀よどんだ。


    「あ、いや、妻の方は一発当てたんですが、逃げました」


    「……じゃあ顔を見られた人間が生きてるってことかい？」


    　ヨルギアはバツが悪そうに顔を俯うつむけたが、すぐに上げる。彼はスターマインの声に恫どう喝かつめいた響きが加わったことに最後まで気付かなかった。


    「ええ……まあそうです。しかし！　わたしはヴェルツェーニ様の言いつけ通り目的を完遂しました。暗かったのですが、あの車の男は間違いなくあなた様が言われたターゲットで間違いありません。週刊誌で顔を見たことがあります。それにこちらから見えにくかったということは、相手もわたしの顔を見たとは────」


    　ピィィンピィィン、と二回、控えめな音が林に響いた。


    「え……？」


    　彼は自分の胸に開いた二つの黒い穴を見た。そこから血が流れ出て服を浸しん食しよくしていく。


    　ヨルギアは救いを求める目で、スターマインを見た。


    　スターマインの手には、サイレンサーがつけられた自動拳銃が握られていた。


    　今度は一発、頭部に向けて撃った。


    　ヨルギアは下肢から力が抜け崩れ落ち、前のめりに倒れる。


    　スターマインは近づいてさらに頭部に二発撃ち込む。夜の闇に幾いく度どかのフラッシュが明めい滅めつし、ヨルギアは完全に動かなくなった。


    　染しみ出した血が音もなく地面に吸い込まれていく。


    「すごく参考になったよ。ご苦労様」


    　軽くねぎらいの言葉をかけると、スターマインは、排出された空から薬やつ莢きようを踏み潰つぶしたあと、摘つまんで湖みずうみに向けて投げ捨てる。銃のデコッキングレバーを操作して撃げき鉄てつを倒すと、ねじ込まれたサイレンサーを取りはずして、まとめて上着のポケットに放り込んだ。自分の掌てのひらを見つめる。こういう時、手袋をしないで作業できるのが、指紋を焼く利点だ。


    　彼に貸し与えていたトカレフ拳銃と免許証を懐ふところから抜いてから、同様に湖みずうみに投げ捨てた。


    　それらの作業を終えると携帯電話で近場にいるブラッディユートピアの人間に電話して、死体の始末を頼んだ。布団ふとんでくるんだあと簀す巻まきにして湖に沈めてしまうのが手っ取り早いだろうと助言しておく。布団は水を吸うと想像を絶する重さになる。死体が腐ふ敗はいして体内にガスが溜まると浮ふ力りよくが生じるが、この方法なら心配はいらない──無む論ろん沈める人間の体重にもよるが。それとも、時期的にそろそろ寒いので、屍し蠟ろう化して人間石せつ鹼けんができあがるだろうか。よくわからなかった。


    『あの……ヴェルツェーニ様、始末する男は何者なんですか？』という会員のためらいがちな質問に対しては「聞かない方がいいよ」と答えて電話を切った。


    　彼は、まさかこれから自分が始末する人間がブラッディユートピアの同どう胞ほうの死体だとは思いもしないだろう。


    　無論ばれてしまえば問題になるだろうが、こういう時お互いの顔すらも知らない関係は大いに利用できる。


    　──なにが同胞だよ。片腹痛いよね、ホント。


    　去さり際ぎわ、スターマインは突とつ拍ぴよう子しもなく「あっ」と声を上げ、顔をしかめる。


    　この湖に死体を棄すてたら、死体が腐敗して余計に湖の美観が損そこなわれる可能性がある。これでは産業廃はい棄き物を捨てに来る違法業者と変わらない。


    　どちらもゴミという点では特に、だ。


    「……ヴェルツェーニも楽じゃないなぁ」


    　誰に言うともなく、飄ひよう々ひようとした調子でぼやいた。


    



    　


    　喫きつ茶さ店てんに入ると、暖房の暖かさに生き返る気持ちだった。店内を見回すまでもなく、目的の人物はすぐに見つかった。


    　オレンジ色の光を放つ吊りランプがいくつも垂たれ下がった店内は、だが決して明るいとは言えなかった。


    　よく挽ひいた豆の匂いが漂ただよっていて、落ち着いた雰ふん囲い気きの洋楽が沈ちん滞たいした空気をゆるく搔かき回している。


    　薄暗い店内のさらに奥の喫煙席に一人、コーヒーを手に大型のノートパソコンを睨にらんでいる男がいた。


    　青い前掛けをした年配のマスターがスターマインに近づいてくる。それを手で制すると、男の卓の向かいに腰を下ろす。


    「やあ、初めまして」


    　相手はこちらを見て苦にが々にがしい表情を浮かべた。


    「……クソ、ホントに女だったんだな」


    　二人の会話はどこか嚙かみ合っていなかった。


    　男は立てていたコートの襟えりを直す。襟を立てておくことを落ち合う際の目印にしていたのだ。


    　店内を見回すと、この男と、あと一人女の客しかいない状態だった。


    　男のこけた頰の上にある金かな壺つぼ眼まなこがこちらを値踏みしていた。スターマインはかすかな嫌けん悪お感を覚える。


    　片やミドルティーンの少女と、片や三十過ぎに見える男。見ようによっては父子にさえ思える年齢差をものともせずに、スターマインは挑戦的に微笑ほほえんで見せた。


    「遅れて悪いねブギーマン氏、うるさいのにつかまっちゃってさ」


    　ブギーマンと呼ばれることに男はなんの違和感も見せない。彼もまたブラッディユートピアの会員であり、彼こそが今回の計画の最大の功労者だからだ。


    「十五分の遅れだ。あの男よりも時間にルーズだなスターマイン」


    　抑えた怒り。神経質な男だ。


    「ふーん、君も僕のことをスターマインって呼ぶんだね。けれど間違いだ、僕はいまスターマインじゃなくてヴェルツェーニだよ」


    「どっちだっていいだろ、そんなこと」


    「よくないよ、僕をスターマインって呼んでいいのは、この世で一人だけだ」


    「『ヴェルツェーニ』っつうオモチャがよほど気に入ったみたいだな」


    「そりゃあ気に入るよ。──だって僕がその気になれば君だって殺すことができるじゃないか」


    　スターマインの傲ごう慢まんな笑みを受け、彼の顔が怒気に染まりかける。


    　その時ウェイターが注文を取りに来たので、話が途切れる。スターマインは朗ほがらかに笑いながらジュースと軽食を頼んだ。ウェイターは一礼して去っていく。


    「冗談だよ。本気にしたかい？　僕たちは社会を引っ繰り返すべく挙兵した同志じゃないか、それを殺したりするわけない──だろ？」


    　さきほど殺したヨルギアは、もう顔すら思い出せなかった。


    「……さすが旧ヴェルツェーニを追い落とした奴だ。イカレてるなあんた。だが安心しろ、たとえあんたのオツムのネジが何本ぶっ飛んでたとしても、俺たちのヴェルツェーニであることに変わりない。あんたにここでイチ抜けされたら本当に俺たちは終わりだ。それにいまのあんたは俺の雇やとい主ぬし様だ。金を払ってくれている間は裏切らないとも」


    「それはありがたいな。一応上下関係くらいは弁わきまえて喋しやべってたんだね。全然気付かなかったよ」


    　言葉の端々に毒を混ぜた応おう酬しゆうがなされるが、ふとどちらともなく沈黙する。ブギーマンはそのまま煙草たばこを吹かした。


    　こうしてオフで話すのは初めてだが、やはりというか、反りが合わない。


    　元々、スターマインとブギーマンはブラッディユートピア内では仲は良くない。むしろ彼の振りかざす拝金主義は反へ吐どが出るほどに嫌いだ。だが、今回ばかりは金に対する執しゆう着ちやくに感謝せねばならないだろう。


    　自分と彼の関係はまさに水と油だが、そこに金という活性剤を加えると不思議とその二つは混ざり合う。これが人間の妙みよう味みだ。


    　彼には今回の計画の大部分を事前に話して、ことのはじめから協力を仰いでいた。


    　ヴェルツェーニを崇すう拝はいする会員にとって、ヴェルツェーニは神にも等しいのだ。それを力ずくで奪い取るなんて大それた計画を明かした上で、協力を仰げそうなのはブギーマンくらいしかいなかった。


    　欲得ずくで動く人間の方が信用できるというのは、なんとも皮肉な話だが。


    　だがもう一つ、彼を絶対に引き込んでおかねばならないと思った理由がある。


    「そっちの首尾は順調かい？」


    　内心の嫌けん悪おを押し殺してスターマインは問う。


    　すると、ブギーマンの表情に揺るぎない自じ負ふの念がよぎる。


    　彼はさきほどから眺めていたノートパソコンを一八〇度回転させて、ディスプレイをスターマインの方に向けた。


    「へぇ……これが例の」


    　フルスクリーンで表示されたモニターには複雑な幾何学模様が広がっていた。その上方に『Laplace's　Demon』という抜き字が浮かび上がっている。


    　これが彼の作ったソフトウェアプログラム『ラプラスの魔』。今回スターマインが、大量の金を彼に払ってでも彼を引き込んでおこうと思ったもう一つの理由だった。


    　思わず感嘆の吐と息いきが漏れる。悔しいが、自分が興奮しているのがわかった。


    　中央に表示される文字列が目まぐるしい速度で流れて、その横で転送用のバーがあわただしく上下している。


    　このソフトウェアはＰＣ内部にエシュロンの仮想端末を再現することができる。ソーシャルエンジニアリングによって取得した防衛省防衛参さん事じ官かんのＩＤとパスワードから防衛省情報本部にアクセスして、防衛省と青森の三み沢さわ米軍基地で傍ぼう受じゆ、収集される情報にただ乗りしているのだ。


    　──要は、これがあれば事実上日本全国でやり取りされる電話と電子メールを盗聴、および監視できる。


    『ラプラスの魔』とは、ラプラスというフランスの学者が示した全知全能の悪魔のことだ。全知全能の存在を悪魔と呼ぶか神と呼ぶかは、好みの問題だろう。


    　ブギーマンは頭文字を取ってＬＤシステムとしか呼ばないので、スターマインもそれに倣ならっている。


    　ＬＤシステムの完成を教えられた時、スターマインは今回の計画の成功を確信した。


    　業ごう腹はらだが、ＬＤシステムはスターマインでは作り上げることはできないだろう。同じ技術畑ばたの人間として、ソースコードが気になるところだが、いまは好奇心は抑えておかねばならない。


    　しかし作り手のブギーマンでは、その途方もない利用価値をスポイルしてしまう。これを真に使いこなすことができるのは、自分だけだ。


    　ＬＤシステムから転送された情報のより分けは、ネット上に待機している同どう胞ほうを使っていまこの瞬間も行われている。勿論もちろんたとえブラッディユートピアの会員が何人いようとも日本全国の一日のメールと電話すべてを監視するのは情報量的に不可能なので、検索キーワードをいくつか設もうけて、それに引っかかった音声の傍ぼう受じゆやメールの監視に留とどまるのだが。


    　厳重に秘されているはずの政府高官の所在をスターマインが知っているのは、ひとえにＬＤシステムの恩おん恵けいであった。のみならず、警察の動きも手に取るようにわかる。まさに攻守を兼かねた最強のソフトウェアである。こと情報戦においては、誰もスターマインを出し抜くことはできないだろう。


    「いまはエシュロンの検索キーワードは『ブラッディユートピア』に指定してある。今回の事件の真相をつかんでブラッディユートピアにちょっかいをかけようとした輩やからがいても、すぐに脅おどしつけることができるだろうよ」


    「脅しつけるだって？　それだけじゃ生ぬるいよ」


    　ブギーマンが怪け訝げんそうな顔をする。


    「どういう意味だ」


    「そういや君には言ってなかったっけ？　全国の同胞にはね、拳銃を部品ごとにバラして送りつけてあるんだ」


    　ブギーマンがぎょっとする。


    「どうしてそんなことをした？　俺は聞いてないぞ」


    「そういえば言ってなかったかもね。でも折せつ角かくこの国のお偉いさんの居場所がわかったんだ、次に行動を起こすのが当然だろ？　全国のブラッディユートピアの会員を使って、僕の指示で同時刻に暗殺させる。ブラッディユートピアのことを嗅かぎつけた連中も同じ末路を辿たどってもらおうと思ってるよ」


    　だからこそ実戦に先駆けてヨルギアを使って実験してみたのだ。結果としてミスはあったがターゲットの暗殺自体は成功している。殺すだけならば、なにも熟じゆく練れんの暗殺者など使わなくても成功するのだ。それがわかれば十分だった。


    　銃の所持は言われるまでもなく重罪だが、部品ごとにバラしてしまえば、それら一つ一つは『部品』であって、銃ではない。たとえ組み立てれば銃になるとしてもだ。


    「……個人情報は決して明かさないのがブラッディユートピアのルールの一つじゃなかったのか？」


    　スターマインがやろうとしていることの意味を汲くんだのだろう。


    　拳銃を会員に行き渡らせ武装させるという図式は、スターマインが全国の会員の住所を知らなければ成立し得ない。


    「ああそれね。それは旧ヴェルツェーニが決めたルールだ。新しいルールは僕が作る。ブラッディユートピアの会員には、個人情報の提出を義務づけたんだ。正体の知れない奴を作戦に使うのは誰だって不安が残るだろ？」


    　ブギーマンは露ろ骨こつな嫌けん悪おを剝むき出しにして、吐き捨てるように言う。


    「神様気取りだな」


    「ある意味ではそうだね。僕はブラッディユートピアの連中に革命という夢を見せてあげることはできるけど、その代だい償しように破滅をもたらすわけだから。ほら、昔っから神話に出てくる神様たちって性格にムラっ気があるだろ？」


    　スターマインは懐ふところから一枚の紙切れを取り出して机に乗せると、こんこんと指で叩く。


    「色々ご苦労様。ネットから君の口座に送金しておいたよ。一応明細書。まあこんなもの証しよう拠こにならないだろうから、あとで自分で確認してみるといいよ」


    　ブギーマンは途中で気を呑まれたのか、そのまま黙って頷うなずいた。取り澄ましてはいるが、その下で瞳が欲望にぎらついているのがわかった。


    　彼はぬるくなったコーヒーの残りを一気に呷あおるとノートパソコンを畳たたみ、椅い子すから立ち上がる。


    「金ももらったし、俺は月つき森もり市を離れるぞ」


    「そうするといいよ。僕は仕掛けた残りの爆薬を明日午前零れい時に一いつ斉せいに起爆させる。それまでにここを離れないと君も巻き添えを食う羽目になるよ」


    「……あんたは残るのか？」


    「月森市から外に出ないってルールを作ったのは一応僕だからね。最後まで見届けてから離れるよ。なに、どうせ今夜中に決着はつくさ」


    　ブギーマンは思案顔をしてこちらに問う。


    「ヴェルツェーニ──いや、もう旧ヴェルツェーニだったか。あいつとの勝負はまだついてないのか？」


    　スターマインは乾いた笑いを浮かべ、呟つぶやいた。


    「いや、勝ったよ。……彼、もう立ち上がれないだろうからね」


    



    ２


    



    　悲鳴と怒号が飛び交う騒音の中にあっては、たとえ互いの顔が三十センチ先にあっても、その声が聞き取れないだろう。カルテや治ち療りよう合意書を持つ看護師が右う往おう左さ往おうし、働き蜂ばちよろしくせわしなく行き交う。その姿は、まるで立ち止まることに強きよう迫はく観念的ななにかを覚えているように見える。


    　サイレンの音は耳にこびりつき、外から運び込まれてくるストレッチャーは引きも切らない。


    　現在月つき森もり市立病院では、休んでいた職員全員が呼び戻され、開院以来初の忙せわしさに見舞われていた。二日続けて月森市で爆弾殺傷事件が起こったのだ。必然、市で一番大きな市立病院にはおびただしい数の重軽傷者が運ばれてくる。


    　弔とむらわれゆく命を救うために、まず病院側がしたことは、病院の受け入れ上限人数を取り払うことだった。


    　月森市立病院は、総合病院だったが、いまはすべての科が総出で悪夢の連続爆破事件の患かん者じやを扱うために奔ほん走そうしている。


    　雪崩なだれを打って運び込まれる患者に対して病室が圧倒的に足りず、傷の浅い者は異例の緊急退院をさせられた。抗生物質を射うって患かん部ぶに包帯を巻く程度で済む軽傷患者は、自衛隊が病院の外に立てた仮設テントでまとめて処置をした。


    　ここに詰めている人間は、今日は徹夜に違いない。


    　だが、そんな懸けん命めいな救助をもってしてもすべての患者に対応できているわけではない。


    　作りつけの椅い子すに腰掛けたホームレス風の男、その頭部には包帯が巻かれていた。包帯の白と、その純白を浸しん食しよくするかの如ごとく赤黒い血液がこびりついている。


    　指の又またが千ち切ぎれたのだろうか、スーツの女は幸さいわい昏こん倒とうしていて、壮絶な痛みを味わわずに済んでいる。


    　その傍かたわら、片側に眼帯をした少女は軽傷だが、さきほどから看護師が話しかけても一言も喋しやべらないことから、どうやら失語症に陥おちいったらしい。彼女のそばに家族が一人もいないことから、その理由は心因性のものと容よう易いに想像がついた。


    　看護師の一人が、患者に治療合意書らしきものを書かせている。ただし患者の腸ちようはこぼれ出ており、その口は魂たま消げる悲鳴を延々と紡つむいでいる。


    　部屋の隅、火傷やけどの火ひ膨ぶくれのせいで風船のように赤く膨らんだ自分の手を見つめながらへらへらと笑っている男がいた。


    　それでも、命のある者はまだいい方だ。


    　ぴくりともせずに、ただ全身に白い布を被かぶせられた不ふ帰きの客がストレッチャーに乗せられ運ばれていく姿からは、誰もが視線を逸そらしていた。ストレッチャーからはみ出してだらりと垂たれた手には、無む惨ざんな焼け焦こげが見られ、その薬指にはめられた金きん無む垢くの指輪は、金が熱で溶けて皮ひ膚ふに癒ゆ着ちやくしている。


    　消毒液のツンとくるにおいが充満した空間は、すすり泣きと呻うめき声と死で充みち満みちていた。


    　地獄の釜かまの蓋ふたが開いた──そうとしか形容のできない惨さん状じようだった。


    　待合室の椅子に座っている摩ま弥や京きよう也やも、そんな喧けん噪そうのただ中にいた。


    「あの、失礼ですが南な雲ぐも御み笠かさ様の付き添いの方ですか」


    　突然、そんな声がかかり、京也は顔を上げる。見れば年若い男性看護師がバインダーに挟まれた書類を手に、控えめにこちらを覗のぞき込んでいた。


    　ついにきたかと思い、気を引き締める。


    「そうです……」


    「すみません、見ればわかると思うのですが、なにぶん時間が押しているので、十分だけ先生がお会いになるそうです。どうぞこちらへ」


    　そのまま京きよう也やは立ち上がり彼のあとに続いた。


    　自分を先導する新米看護師の表情は硬く、重かった。


    　なぜいますぐに彼女がどうなったのかを教えてくれないのか。心の準備が必要なほどの『なにか』を宣告されるのだろうか。


    　さきほどストレッチャーで運ばれていった人間を脳のう裏りに思い出して、足が重くなる。


    　京也は看護師の背について歩きながら、廊ろう下かに目をやる。壁かべ際ぎわに座り込んだ老ろう若にやく男なん女によ様々な視線が京也を見上げていた。どれも一いち様ように怯おびえを瞳に映している。


    　まるで映画に見る野戦病院そのものの無惨な光景だった。


    　気がつくと京也は、ゆっくりとあの時に思いを巡らせていた。


    



    　最初に思い出すのはヒステリックな悲鳴と怒号だった。


    　警察が拡声器を使って「現場に入らないでください！」と叫びながら現場を封ふう鎖さしようとしていたが、被害範囲が広い上、警官の数が足りないのか、『keep out』の黄色いテープすら張られていない。


    　京也は忘ぼう我がのまま、現場に足を踏み入れた。いくらも進まないうちにシャリシャリと音がして、足元を見る。足の踏み場もなく敷き詰められたガラス片が、夕暮れの空を映して紅あかく染まっていた。現場の周りを囲んでいるビルは、無事な窓ガラスを数える方が難しい。


    　前回はデパート、つまり室内の爆破だったのでいまいち被害規模がつかみづらかったが、今回は野外。改めてその破壊力を思い知らされた。


    　気付くと京也は走り出していた。鼓こ動どうがデタラメに打っている。


    　通りの標識は飴あめ細ざい工くのようにいびつに曲がり、舗ほ道どうは至る所が削り取られている。


    　ある女性の死体は首がなくなっていた。その首が五十メートルも先にあるビルの壁に扁へん平ぺいになってべっとりと張りついているのを少しあとに発見した。近くに停車していたタクシーも、例外なく窓ガラスが全滅していて、破片が刺さったドライバーが血に染まってぐったりしている。外装にも大量の凹へこみがあった。対人殺傷用に、爆弾に釘くぎか鉄片を混ぜたに違いない。


    　爆心地近くはさらに酸さん鼻びを極めた。半身の吹き飛んだ死体や四し肢しの一部が炭化した死体が至る所に見られた。


    　タンパク質の焼ける、吐き気を催もよおすようなにおいが辺りに充満している。


    　無力感で死にたくなった。弁解しようもなく、これが自分の力の至らなさが招いた結果なのだ。


    　彼女を、御み笠かささんを捜さなければ──。


    　顔をしかめながらも、辺りに転がっている死体を引っくり返して、それが御笠か否いなかを確認していくという絶望的な作業を続けていく。


    　抱き起こした腕の中で、女性が真っ黒な悪お血けつを吐き息絶えた。指で擦こすりながら弄いじると、血がにかわのように革手袋に張りつく。


    　──こんなものが、スターマインの行おこなっている革命なのか？


    　──こんなことをするために、ブラッディユートピアは存在したのか？


    　京きよう也やは辺りを捜し回った。焦しよう燥そうが喉のど元もとまで込み上げてくる。


    　もしやあまりに爆心地に近過ぎて、文字通り四散したのではないか。


    　ふとガードレール脇に目を落とした時、背筋が総毛立った。


    　近寄って、目を見開いたまま拾い上げる。それは御笠が変装用に被かぶっていた鳥打ち帽だった。大勢の野や次じ馬うまに踏まれたのか、大小様々な靴跡がついている。京也は震える手でそれを握りしめる。


    　──遅かった。


    　悲嘆に暮れたまま何気ない方向に目をやり、その目を見張る。


    「御笠さんッ？」


    　窓ガラスのなくなった青のフォルクスワーゲン、その脇に少女が倒れている。駆け寄ってすぐに彼女とわかった。粗末な上っ張りとパンツに身を通してはいるが、その均整の取れたプロポーションと、美しい長髪を見間違えるはずがない。


    　壊れ物を扱うように抱き起こす。瞳は閉じられ、意識はない。


    　彼女の体を検あらためる。ところどころ皮膚が赤く腫はれ上がっているが、火傷やけどは軽度で、真しん皮ぴにも達していないようだ。爆発するまでの短い時間に、彼女が車の陰に身を伏せたのだとわかり、安あん堵どしかける。


    　が、心臓に手を当てた瞬間、そんな楽観的な思いは打ち砕かれた。


    　心音が──ない。


    　心の中で詫わびつつ、彼女の上衣をはだける。熱で変形したファスナーはナイフで切り裂いた。


    　彼女の精白な肌は、いまは軽い火傷で日焼けしたように赤い。


    　ブラジャーの間、左胸の上辺りに、なにかの破片が当たったのか、皮下出血による濃い青アザができていた。


    　京也は最悪の事態にぞっとした。


    　──心しん室しつ細さい動どうだ。


    　心臓は休みなく全体で一定の拍はく動どうを打っているが、一定の強さや一定のタイミングで胸部に物がぶつかるなどして心臓の筋肉がバラバラに収しゆう縮しゆくすることで、麻ま痺ひ。あっという間に死に至る。


    　心臓震しん盪とうの末に引き起こされる、突然死の代表的存在だ。


    　誰にでも起こり得る、十分も経たないうちに命を奪っていく恐ろしい発ほつ作さ。しかも心しん室しつ細さい動どうを引き起こすと、通常の人工呼吸と心臓マッサージは意味を為なさない。


    　一気に混乱に叩き込まれる。ひとまず救急車をと思い──自分の馬鹿さ加減に頭にきた。


    　三キロ先からでもわかる大規模な爆発があったのに救急車の要よう請せいが為されていないはずがない。


    　京きよう也やは目をつぶり、呼吸を一つ落ち着けた。


    　思い出せ、心室細動から心臓のリズムを正常に戻すにはどうすればいいのか。


    　街中をぐるりと見渡し、三十メートルほど先に市民会館が見えた。


    　京也は全力で走る。エントランスホールに辿たどり着くや、辺りを見回す。


    　フリーペーパーを置く書棚の隣となり、こぢんまりとした空間にそれはあった。


    『ＡＥＤ』そう書かれた小型の工具箱ほどの大きさのキットを摑つかみ出して、京也は元来た道を駆け戻る。


    　京也が手に持っているのは自動体外式除細動器Ａ　Ｅ　Ｄと呼ばれるものだ。空港などの人の交差点は勿もち論ろん、最近は公共の施設などの要所に急速に普及してきたものだ。心室細動から患者を救うことができる唯ゆい一いつの器具である。一言で言うならば、ＡＥＤとは簡易電気ショック装置だ。


    　京也がＡＥＤを取って戻るまでの時間は四十秒もなかっただろう。


    　だというのにまるで死し臭しゆうを嗅かぎつけたカラスのように、御み笠かさの周りに野や次じ馬うまが三、四人蝟い集しゆうしていた。顔を見合わせながらおろおろと遠巻きに見ている。


    「手伝う気のない者はどこかに行ってください！　そこにいても邪じや魔まですッ」


    　勢いそう叫んでいた。彼らが御笠を遠くに連れて行ってしまう気がして恐ろしかった。


    　だが、こうしている間にも、時間の経過に反比例して、蘇そ生せいできる可能性はぐんぐん下がっていくのだ。京也はかがみ込んでキットの蓋ふたを開き、赤いハンドルを引く。中から出てきた手袋や剃てい毛もう用のカミソリには目もくれず、電極パッドを彼女の左脇腹と右胸の下に二つ──心臓を挟み込む形で張る。


    　ＡＥＤの『診断』のボタンを押す。いやに落ち着き払った音声ガイダンスが流れて、電気ショックが必要か否いなかを診断し始めた。


    　焦あせっては仕方がないと思いつつも気付けば口元に手を当てている。流れ出た汗が目に入るのがたまらなく不快だった。


    　ほどなくして、機械が電気ショックのために電圧のチャージを始める。心室細動を起こしていなければ、充電は開始されない。やはり京也の見立ては当たっていたのだ。


    　チャージ完了の音声が流れ切るよりも先に、京也は叫ぶ。


    「離れて！」


    　感電を恐れた野次馬がいまの一言に飛び上がるように退しりぞいた。


    　ボタンを押すと、バシュッという音がして、御笠の胸きよう郭かくが上がり背が弓なりに反それる。


    　どうだ？


    　心臓に手を当てたが、自分が極度に緊張しているためか、はたまた電気ショックが効かなかったのか、心音が聞こえない。


    　京きよう也やは歯は嚙がみしながら心臓マッサージと人工呼吸を行う。


    　彼女の下あごを持ち上げ気道を確保してから口づける。初めて触れた彼女の朱しゆ唇しんは、外見に反して冷たく、その温度から死の気配を感じた。


    　唇が切れるほどきつく嚙みしめた。


    　あの時、彼女が絶望に暮れていた自分を諭さとさなければ、すべてを諦あきらめていただろう。


    　彼女だけは生かすと決めたのだ。


    　いまここで彼女を失えば、自分はここまで闘ってきた理由の一いつ切さい合がつ切さいを失ってしまう。


    　妄もう執しゆうじみた瞳で、ただ遮しや二に無む二に彼女の胸郭を強く圧迫し、肺に息を送り込んだ。


    　途中周りの人間が手伝おうと声をかけてきたが、すべて突っぱねた。彼女をほかの人間に任せる気にはなれなかった。


    　どれくらいそうしていただろうか、いきなり強い力で御み笠かさから引き剝はがされたかと思うと、肩を強く揺すぶられた。


    「君、もう大丈夫だから、あとは我々に任せて！」


    　そこでようやく隣となりに救急隊員がいたことに気付いた。同時に世界に音が帰ってくる。


    　普段ならばあんなにうるさく聞こえるサイレンの音がまったく耳に入らないほどに必死だったらしい。


    　野や次じ馬うまは人ひと垣がきを作るほど京也と御笠の周囲を取り囲んでおり、救急車の赤い回転灯が京也の顔を撫なでていく。


    　付き添いの人間は乗ってくれと言われたので、京也はそのまま救急車に乗っていた。


    　病院に着いてからは、御笠は手術室の奥に消えていき、京也はただその無事を祈ることしかできなかった。


    



    「ここです」


    　京也の追つい想そうを振り切り、目の前を歩いていた看護師が立ち止まる。


    　スライド式の戸に手をかけ、一瞬だけ逡しゆん巡じゆんした。もしも最悪の結末を宣告されたら、自分はどうすればいいのか。それでも、自分はスターマインと闘うことを選べるのだろうか。


    　覚悟を決め、診察室に入った。


    　初老の医師が深緑色の手術着を着たまま椅い子すに深く身を預けている。かなりの疲労の色が窺うかがえた。髪は薄く、すべて白髪になっている。


    　促されるままにスツールに腰掛ける。ＣＴの断面画像が医師の後ろの蛍光ボードに貼られていた。


    「いま三十分だけ休きゆう憩けいを取りましてな。休憩している間に恋人さんに説明だけでもしておかなければならないと思いまして」


    　自分は恋人ではない。そう言おうとして、余計に結論への回り道になることに気付く。


    「そんなことより御み笠かささんは……どうなったのですか」


    「そのことですが……摩ま弥やさんでしたか……落ち着いて聞いてほしいのですが──」


    　心臓が締め上げられる圧迫感が襲ってくる。


    「……はっきりと仰おつしやってください」


    　医師は取り成なすように慌あわてて口を開く。


    「あ、いやいや、助かりはしました。あなたの救助は完かん璧ぺきでした」


    　意識したつもりはなかったが、強こわ張ばっていた体から力が抜けていくのがわかる。しかし油断はできない。「だが」と続くのはその口ぶりから明らかだった。


    「よく彼女が心しん室しつ細さい動どうを起こしているとわかりましたね」


    　ここにきて、まだ目の前の医者は話を迂う回かいさせようとしているのだろうか。京きよう也やは表情にこそ出さなかったが生殺し状態にされていることに焦しよう燥そうを覚える。


    「ええ……本で読んだ手順を偶然覚えていただけです」


    「そうですか。感心ですな。最近の学生さんは勤勉だ」


    「それで？」


    「こちらで感染症にならないように抗こう生せい物ぶつ質しつを射うっておきました。肌の露ろ出しゆつがあった部分に火傷やけどもありましたが、幸さいわい一度熱傷という一番程度の軽いものです。ただ──」


    　一いつ旦たん言葉を切ってから、彼は続ける。


    「あなたは博はく識しきなようだ。では、あなたは何分心停止が続くと患かん者じやが亡くなられてしまうかはご存じなのでしょう」


    　なにを言わせたいのだろうか。不吉な胸騒ぎがする。


    「……心しん肺ぱい蘇そ生せいなどによって多少時間は伸びますが、一般的には十分ほどだと言われています。心停止が五分を過ぎた辺りから、脳機能障害を引き起こす可能性が跳ね上がって、たとえ目覚めても退院後の社会復帰を困難にします」


    「あなたが処置を施ほどこしたのは？」


    「…………ちょうど、爆発後の五分前後だと思います」


    　医師はキャスター付きの椅い子すを引くと、顔を近づけた。


    「色々知っているというのは、決して幸せなことではありませんな。落ち着いて聞いてください──南な雲ぐも御笠さんは現在深い昏こん睡すい状態の中にあります」


    　目の前が真っ暗になるのがわかった。


    「残念ながら脳に酸素が回らない時間が少し長過ぎたようです」


    「それは……彼女は、目覚めるのですか？　それとも──」


    　遮さえぎる医師は首を振る。


    「なんとも申し上げられませんな。明日目を覚ますかもしれませんが、来年になっても目を覚まさないかもしれません。繰り返しますが摩ま弥やさんの処置に落ち度はありませんでした。お気持ちはお察ししますが、決してご自分を責めないでください。さあ、摩弥さんにも色々やらなければならないことがあるはずです。彼女のご家族の方にもう連絡はされましたか？　もしまだなら──────」


    　京きよう也やは、そこから先を聞いていなかった。


    　打ちひしがれ、まとわりつく絶望に抗あらがう術すべを失っていた。


    



    　


    　気付けば空は夕暮れの朱あけから夜の闇色に塗り替えられていた。


    　音を立てることすらためらいながら、ゆっくりと個室に入る。


    　十畳じようほどの暗い室内からは、機械の駆動音とかすかな呼吸音が聞こえる。


    　京也は部屋の中に一つだけ置かれたベッド、そこに横たわる御み笠かさは病院着に身を包み、胸元までブランケットがかけられている。血圧測定用のカフが腕に巻かれており、ぼんやりと光を放つモニターに各種数バイ値タルや波形が映し出されていた。


    　ここは軽傷の患かん者じやを無理やり退院させて空けた部屋の一つだった。


    　もう少しすればここも患者で満室になる。京也はそれまでの数十分、思いがけず御笠と二人きりになることを許された。京也にひとかたならぬ同情の念を見せたあの医師の計らいだった。


    　頭部や頸けい部ぶに包帯こそ巻いてあるが、彼女の胸は、いまゆるやかに上下している。


    　彼女の蘇そ生せいに没ぼつ頭とうしていた時は気付かなかったが、闇を弾はじくような緑りよく髪はつがいくらか焦げ落ちて短くなっていた。左右の長さが合わずに、少し見み栄ばえが悪い。


    「……この髪はいっそ短くした方がよいかもしれませんね」


    　──返答は、ない。


    　信じられなかった。物音を立てれば、いまにも彼女は寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら覚かく醒せいしそうだというのに。


    　こうして眠る彼女のそばにはべっていると、不思議なデジャビュを覚える。


    　いつだかも、似たようなことがあった。


    　エクスター公こう爵しやくの娘事件のあと、薬を嗅かがされた御笠が目を覚ますのを、こんなふうにしながら保健室の中で待ち続けたのだ。


    　あれは、いつか彼女の目が覚めるという保証があったからこそ待ち続けられた。


    　いま、その保証はどこにもない。


    　まったく気力が湧かなかった。たとえ、スターマインがこの病院を一分後に爆破すると予告してきても、きっと自分は座ざ視しして死を受け入れるだろう。


    　すべてに疲れ切っていた。


    　その時、遠くで小さな破裂音が聞こえてきた。なんの音かと思い、窓まで行き外を見やる──そして思わず感嘆の溜ため息いきをついた。


    　窓の外、月つき森もりの山頂付近から、天に向かって飛翔する曳えい光こうが流れ──次の瞬間炸さく裂れつした。


    　チタンによる炎色反応が、火薬を橙だいだい色に染め上げ、咲く。


    　六秒ほど経って、ポンと耳に心地よい破裂音が聞こえてきた。


    　惚ほうけたように見み蕩とれてから、もしやと思い懐ふところから携帯電話を取り出し時間を確認する──午後八時。


    　もう、こんな時間だったのか。


    『月森秋祭り』、いまのいままですっかり忘れていた。スターマインとの熾し烈れつな闘いの中でそんなことを顧かえりみる余よ裕ゆうなどなかったのだ。


    　三階建ての、この病院から月森の山頂までは、遮さえぎる建物もなく非常にクリアな視界が確保できる。ここは花火を見るには絶好のスポットだったのだ。


    『あのさ、一緒にそれ、見に行かないかな？』


    　御み笠かさの声が脳のう裏りで再生される。それに自分はＹＥＳと答えた。


    『約束だからねッ』


    　そう、約束した。


    　今度は赤い花火だった。さきほどよりも低空で炸裂すると、綺き麗れいな放射状に咲いた。その少しあとに、遅れて耳じ朶だを快音が叩く。


    　見れば仮設テントの周りをあわただしく行き来していた人たちも足を止めていた。眼下の病院の入り口からも続々と人が出てきている。皆一いち様ように花火に心を奪われていた。


    　悲しみを忘れ、傷しよう病びようの苦しみを忘れ、いまこの瞬間だけは、ただ花火に魅み入いっている。


    　ここの人間だけではあるまい、凶悪な連続爆破が起こり疲ひ弊へいした月森市の市民にとっては、この花火は心からの癒いやしとなるだろう。


    　幾いく人にんもの人間を死の淵ふちに追いやった爆弾と、幾人もの人間の目を楽しませる花火。


    　同じ火薬でも、善意で塗り固められているか悪意で塗り固められているかで、結晶する形はこんなにも違う。


    　病室を振り返ると、意識のない御笠が視界に映る。


    　たった一人の少女にくるわされてしまった。尊とうとき日常も、つかんだと思った平へい穏おんも、すべてすべてすべて。


    　遠くに見える祭りの光。手を伸ばしても届かない。


    　彼女の存在だけが、正気の地平の在処ありかを教えてくれた。


    　コールタールのような黒く粘ねばつく感情が再び殻からから溢あふれ出し、全身を浸ひたす。今度はそれを拒こばんだりしない。むしろ、どうしてこんな心地よい感情を頑かたくなに否定しようとしていたのかわからない。空くう洞どう化かした心を、黒い液体は優しく満たしてくれた。


    　どこにこんな力が残されていたのか、京きよう也やは携帯電話を取り出すと、アドレス帳にたった一件だけ登録された短縮ダイアルを押し、耳に当てていた。


    　覚悟を、決めなければならない。闇に落ちる覚悟を。


    　ややもなく相手は電話に出る。


    『やあ、ヴェルツェーニ。君の方から電話をもらうとは思わなかったよ。白旗でも揚あげに電話してきたのかい？』


    　すでに何度となく聞いた快活な声音。だがその少女的な声とは裏腹に、あまねく人間に死を媒ばい介かいし、月つき森もり市を灼しやく熱ねつの戦場に変えた悪魔である。


    　目眩めまいがするほどの怒りが込み上げてきた。


    「もうたくさんです、決着をつけましょうスターマインッ。私の破滅か、あなたの破滅、どちらかの命が潰ついえるまで殺し合いましょう。ゲームは──続行します」


    　身の内の憎ぞう悪おのままに一息にそう言った。スターマインは一瞬あっけに取られて息を呑んだが、次の瞬間堪こらえきれなくなったように哄こう笑しようする。


    『ハハ、正直君は逃げ出すと思ってたよ、ヴェルツェーニ。でも違った。君はつくづく飽きない人間だね。僕は君を知れば知るほど好きになって困るよ』


    「……まだそんな世よ迷まい言ごとを言うのですかスターマイン。そうやってつかみどころのない態度を取って、煙に巻くのはそろそろ止やめにしたらどうです。あなたが私を好き？　そんなはずはありません。あなたは私が憎くて仕方がないはずだ。あなたが自分をルールで縛ってまで私に挑戦するのは、私を完かん膚ぷなきまでに叩きのめしたいからです。違いますか？」


    　これは、京きょう也やなりに辿たどり着いた結論だった。京也の親類や交友関係に的まとを絞って狙ねらったのも、憎しみを募つのらせるためだ。彼女は徹てつ頭とう徹てつ尾び愉ゆ快かい犯はん的な性格を弾たま除よけに使って、真意を気付かせまいとしていた。もしかすると、終始スターマインの動機にこだわっていた御み笠かさは、自分よりも先に真相に思い至っていたのかもしれない。


    　スターマインは即答しなかった。京也には、それだけで十分だった。


    　打ち上げられる花火の間かん隔かくが短くなり、徐々に単発から連発に移行していく。一いつ旦たんぱったりと止んだかと思うと、今度は多色を織り交ぜた仕掛け花火が打ち上げられた。なんの図形を模したものかまではわからない。


    『……一度言ったと思うけど、僕は明日の午前零れい時にこの街に仕掛けた爆弾を一いつ斉せい起爆させる。同時にネット上のハッカーと連動して、いくつかの病院のサーバーを落とす。いまはその最終調整中だよ。つまり零時になれば自動的に僕の勝利だ。君と正面から闘う理由なんてない』


    　聞き慣れた快活な仮面を剝はぎ取ると、スターマインの声は抑よく揚ようがなく、ひたすらに冷たく聞こえた。


    「ならば、その前にあなたを叩くのみです」


    　途端に悪意のこもった冷笑が投げられる。


    『どうやって？　君に僕の現在位置がわかるのかい？　言っておくけどね、僕がどこにいるか知っているのは世界中で僕一人だけだよ。それに街に仕掛けたＢ爆薬は、好きな時携帯電話一本で遠えん隔かく爆破できる』


    　やはり起爆は携帯電話で行えるのか。


    　京きよう也やは自分の想像が常に最悪の形で当たっていくのを苦にがい思いで聞いていた。


    　そう、スターマインはおそらくそこまで計算しているからこそ高をくくっていられるのだ。


    　彼女を止めるには、第一に居場所の発見と、第二に彼女に遠隔爆破を防ぐ手を講じなければならない。


    　でなければ彼女を追い詰めたとしても、彼女は破れかぶれになってこの街の人間を道連れにする。次爆発するのは、月つき森もり高校かもしれないし、京也の自宅かもしれない。


    　どちらにしろ、これまでとは比較にならない人死にが出る。そうすれば未み曾ぞ有うの人災として、月森市から住民の退去や避難すら始まるかもしれない。


    　しかし、おそらくこの惨さん劇げきすらも氷山の一角に過ぎない。彼女はさらなる死をばらまくため、あらゆることをやるだろう。


    　彼女はブラッディユートピアに発生したガン細胞のようなものだ。くるった細胞は、すべての生物に組み込まれた寿命テロメアすらも無視して、辺り構わず増ぞう殖しよくして、やがて宿しゆく主しゆを殺すだろう。


    　現在の時刻は午後の八時。あと四時間足らずでは、この広い月森市を渉しよう猟りようし、彼女を捜すなどという正攻法では間に合わない。


    「認めなければなりません。私が渡り合ってきたオーバーラインの中で、あなたは紛まぎれもなく最強の敵ですよ」


    『お褒ほめにあずかり光栄だね』


    　どこまでも盤ばん石じやくな背景を嵩かさに攻めてくる彼女の戦せん略りやく眼がんには、何度も煮え湯を飲まされてきた。


    　だが、京也も諦あきらめるつもりはない。盤石な基盤に寄りかかるからこそ、そこを切り崩された時為なす術すべもなく倒れてしまうことを、京也は学んでいる。ほかでもない、京也こそが、その方法によってスターマインに寝首を搔かかれたのだから。


    「……あなたはブラッディユートピアの中で誰よりも信頼に足る人物でした。ブラッディユートピアを降りようとしたのは私の事情ですが、あなたならば、ブラッディユートピアを任せてもいいと思ったのは本心です。それだけにッ──私は、あなたに対する憎ぞう悪おを抑えきれないッ」


    　彼女を見誤っていた自分も言げんを俟またず同どう罪ざいだ。なぜ彼女はここまで常じよう軌きを逸いつしてしまったのか。殺し合いに私情は禁物だというのに。ふと、またしても、自分の中で詮せん無ない疑問が鎌かま首くびをもたげた。


    「もう一度だけ問います。なぜ、私を裏切るような真ま似ねをしたのですッ、スターマイン！」


    　ひときわ大輪の花火が華開き、あまねく月森市を淡い青色に染め上げる。


    　それは闇に沈んでいた京也の顔を、束つかの間ま照らし出す。おそらく、これをどこかで見ているスターマインの姿もまた──


    　花火は枝し垂だれ柳やなぎを思わせる自由落下の軌き跡せきを描きながら、静かに夜の闇に溶けていった。


    『……昔話をしようか、ヴェルツェーニ』


    「出し抜けに一体なんの話です」


    『ある一人の女の子のお話だよ。聞くかい？　聞かないかい？』


    　京きよう也やが黙って先を促すと、スターマインは静かに口を開いた。


    『あるところに一人の女の子がいたんだ。父は大手コンビニのフランチャイズチェーン店を経営してて、母もその手伝いをしてた。その子の家庭はありふれた不幸な家庭の一つで、夫婦仲が悪かったんだ。


    　女の子が物心つく頃には夜もすがら飽あきもせず殺す殺さないと口汚く罵ののしり合ってね、二人とも怒るとすぐ物に当たるから、翌日台所に行くと、食器なんかが割れて押し込み強盗が入ったみたいに滅茶苦茶になってるんだ。しかも父親も母親もそれを片付けることで、自分が相手に負けたみたいな気がして癪しやくだったんだね、その汚い環境は何日にもわたって放置される。見かねた女の子が片付けようとするのを見つけると、両親は激怒して激しく打ちよう擲ちやくするんだ。


    　そうして蹴け散ちらかった食べ物が何日も放置されて、腐ふ臭しゆうを発してから初めて、ようやく女の子に片付けさせる。一度は片付けようとすると殴ったくせにね。


    　理由はなんでもよかったんだ。父親も母親も、口論に持ち込めるような相手の欠点を常に探してね、目を光らせて相手を監視していた。哺ほ乳にゆう類るいがつがいになって子育てをするのは、子育てにかかる負担を分散して協力する目的があるからなんだよ。少女にとって、あの家庭はおよそ家族と呼べるものじゃなかった。


    　何度か口論を聞いた近所の住民が通報して警察沙ざ汰たになったんだけど、その時だけ二人はまるで打ち合わせをしていたようになにもないふうを装よそおって、上う手まく追い返すんだ。警察だって民みん事じ不ふ介かい入にゆうの原則があるから強く出られないし、なにより面倒だから介入したがらない。まあ、おかげで行き着くところまで行き着いたんだけどね。


    　同居していた母方の祖母は、何度となく二人の間を取り持とうと努めたんだけど、二人がそれを望んでいないことを知って、せめて女の子を両親の争いから遠ざけようと努力した。ある意味でとても賢けん明めいなんだよ。諦あきらめが早いというのとはちょっと違う。これが人生経験なのかもね。


    　話を戻そうか。祖母はいつも居間から胴どう間ま声ごえや金切り声が聞こえてきたら、女の子の部屋にやってきて、女の子が寝るまで抱きかかえた。女の子は夜ごと泣きながら祖母にしがみついて寝たよ。


    　その時期、母親は内密に、逃がし専門の探偵に連絡を取っててね、自分一人名前を変えて遠くに行こうとしていた──家の貯金を全部引き下ろしてね。フランチャイズ系のコンビニってさ、毎月ロイヤリティーを取っていくじゃない？　だから母親は父親が一番困るロイヤリティーの引き落とし期日直前に蒸じよう発はつしようと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらってたんだ。実際母親が依頼した探偵はなかなかプロでさ、引っ越し先でのスーパーのアルバイトの職と、安いアパートが新しい名前で手配してあった。


    　だけどどうやったのか、計画は直前に父親にばれてね。父親は、母親をしこたま殴ったあと、家を出ないように監視した。父も母もコンビニに出勤しないから、コンビニには、店員が誰もいない時間帯があったんだ。深夜だったら一種のホラーだよね。


    　母親は、このままじゃ殺されると思って、隙すきを見て包ほう丁ちようを持って寝室に立てこもった。本気で怯おびえてたんだ。でもそれがいけなかった。父親には、それは自分を殺す算段をしているようにしか見えなかった。自分が殴る蹴るとか色々ひどいことをしたからさ、仕返しをされると思って父も怯えたんだよ。殺やられる前に殺る。疑ぎ心しん暗あん鬼きってのが、なにより怖い。


    　そしてある日、ついに恐怖の均きん衡こうが崩れたんだ』


    　スターマインはそこで言葉を一いつ旦たん切る。電話の向こうから唇を湿らせる音が聞こえてきた。


    『その日もまた大声で言い争う声が聞こえてきたんで、祖母が女の子の部屋にやってきた。そしていつも通り女の子の耳に諍いさかいの声が聞こえないように頭を抱きかかえた。


    　女の子はね、起きていると祖母が自分を見て不安がるから寝たふりをするっていう癖くせができてたんだ。それに、祖母も女の子を抱きかかえることで、心の安あん寧ねいを維持してた。これも共きよう依い存そんってやつだよ。


    　でもその日はなにかが違った。母親のくぐもった声が聞こえてきて、しばらくすると突然ぱったりと止やんだんだよ。いままでそんなことは一度もなかったから女の子は怖くなった。しばらくして、引き戸が開いて、誰かが入ってきたのがわかったんだ。祖母は女の子を抱きかかえる手に力を込めた。入ってきた人はね、誰だかわからなかったけど、息遣いが異様に荒かった。


    　祖母が小さく叫んだあと、顔を上げようとした女の子を異常に強い力で抱きかかえた。襲撃者が誰かわからないようにしたんだ。その直後にね、祖母はカエルの潰つぶれる時みたいな声を出した。そのまま、聞くに堪たえない時間が続いてね。そして、唐とう突とつに枯れ木を折るような音が聞こえてきた。あとでわかったんだけど、それが祖母の頸けい椎ついの折れる音だった。祖母が首を絞められている間、女の子は祖母の爪が肌に食い込んで痛くて仕方がなかった。


    　続いてわけもわからず女の子も首を絞められた。息が苦しくて、でもその大きな手は誰か知っている気がして──そんな中でどうしても死にたくないと思った。でも結局意識は失った。


    　翌朝、女の子はいつも通り目が覚めて、ほっとした。いつも通りの朝が来たのだから、あれは夢だったんだと思ったんだ。でも、悪夢は現実世界を浸しん食しよくしてた。最初は気付かなかったんだけど祖母がベッドの下にずり落ちててね。ぴくりともしないから怖くなって揺すると、首が変な方向に曲がってて、それきりだったよ。


    　時計を見ると、もう小学校に登校しなくちゃいけない時間だった。いつもなら、とっくに家族全員が起き出してる時間なのに、その日だけは、とっても静かだった。


    　女の子は怖こわ々ごわと起き出してね、台所に行ったけど誰もいなかった。その時女の子はこの家の時間が昨日から止まってるような錯さつ覚かくに陥おちいった。勇気を振り絞って寝室に行くとね、扉とびらが開いて中が見えた。そして母がベッドの上で仰向けになってた。ひどく寝乱れてて、けれど顔の部分だけ枕まくらが乗っかっててどうなってるのかわからなかった。女の子が近づいて枕を取ると、死相が浮かんでてね、枕を押しつけられてひしぎ殺されてたんだ。その近くに彼女が自衛用に持ってた包ほう丁ちようが転がっていた。


    　父親は捜すまでもなかったよ。夫婦の寝室には縦たてに長い窓があるんだけど、そのカーテンレールの部分にひもを結わえて首を吊ってたよ。真っ黒な顔してこっちに向かってアカンベーしてた。あとで知ったんだけど、首吊り死体って眼球がせり出して、舌が飛び出すみたいだね。括かつ約やく筋きんの締まりもないから、糞ふん尿にようも垂たれ流しだった。


    　その足下に遺書があってね、母親を殺して我われに返ってから自責の念に駆られたから、祖母と娘を連れて死にますっていう内容だったよ。女の子が恐る恐る自分の首に触れると、くっきりと指の形にアザになってるのがわかった。


    　女の子はその一週間後に、母親の依頼した探偵に保護されたよ。期日になっても連絡がないから、不審がって訪れたんだよ。保護された時女の子は膝ひざを抱えながら、腐ってゆく父親の死体を眺めてたんだって』


    「………………」


    『──まだ、続きがある。助かった女の子には、これっぽっちも生きる希望なんてなかった。いや、むしろ彼女は生きててはいけない、両親たちのあとを追わねばならないといけないとさえ思ってたよ。忘れようと努力しても、ウジのたかった家族の死体が夜ごと夢で現れて寝汗をかいて飛び起きるんだ。それからだよ、猟りよう奇きサイトなんかを巡って死体画像なんかを収集して、必死に脳に焼きついた死体を追い出そうとしたのは』


    　京きよう也やは彼女に対してかける言葉を見つけられなかった。


    　毒を以もつて毒を制する。自分を無む間げん地じ獄ごくに堕おとすという最悪の選せん択たく肢しの中でしか過去のトラウマを払ふつ拭しよくできない存在──境界人間マージナル。京也も微妙な差こそあれ、かつて似たような地獄の中にいた。


    『そんな時だよ。ブラッディユートピアと出合ったのは。女の子にとって──いや、僕にとってすべてをわかってくれるヴェルツェーニは神様だった。君についていこうと思った。君のためならなんでもやろうと思った。僕は、生きてるって感覚が希き薄はくだったんだよ。あの日以来、現実から遊離した感覚があって、再び社会に参加する機会を逸いつしていた。君と話している時だけ、僕は自分の存在を確認することができたんだよ。僕にとっては、君がいないブラッディユートピアは、理想郷ユートピアなんかじゃないんだ』


    　下肢から力が抜け、くずおれそうになった。


    「まさか、あなたが今回の行動を起こした理由は……」


    　スターマインの台詞せりふから導みちびき出される結論──大量の死者と重軽傷者、並びに御み笠かさまで昏こん睡すい状態にしたこの事件は、すべて自分の行動がトリガーとなって起こった──この未み曾ぞ有うの大惨事が、摩ま弥や京きよう也やたった一人のために起こされたものだと言うのか。


    　スターマインの目的は社会の転てん覆ぷくで、そのための手段としてブラッディユートピアの人間を焚たきつけたのだと思っていた。それゆえ、自分に対する挑戦は、社会転覆の一環の中に組み込まれている計画の一つに過ぎないと。


    　はき違えていた。スターマインの主目的は京也との闘争で、アカウントを奪い、ブラッディユートピアの人間を暴走させ、御み笠かさにまで重傷を与えたのは、すべて自分との闘争における舞台装置と観客と人ひと質じちを揃そろえただけなのだと。


    　社会転覆という大たい義ぎに至っては、スターマインがブラッディユートピアの会員を意のままに操あやつるための建たて前まえとして見み繕つくろった撒まき餌えに過ぎないのだ。


    　スターマインの瞳は、最初から摩弥京也以外の何物も見てはいなかった。


    　ブラッディユートピアの支配者になることを喜ぶだろうと思い、彼女を次期管理人に指名した。しかし、もしも彼女が、京也のためにブラッディユートピアに残っているとしたら話は一八〇度違ってくる。勝手にすべてを押しつけ退会することを選んだ姿は、スターマイン側から見れば、責任もろとも放ほう擲てきされたようにしか思えないだろう。


    　もっと早く気付いて然しかるべきだった。彼女と電話を通じて話した数々の言葉。スターマインの自分に対する異常な執しゆう着ちやく。


    　すべて、自分が招いた罪────。


    　京也の握りしめた拳こぶしが震えた。呼吸が苦しくなった。


    　そこで、まつげを伏した御笠の寝姿を遠目に見た。彼女は目覚めないかもしれないし、目覚めても脳機能障害を引き起こしているかもしれない。御笠はまったく今回の件に関係がない。


    　そうだ、スターマインは絶対にやってはいけないことをやった。ブラッディユートピアを暴走させ、御笠を昏こん睡すい状態に落としたことは、断じて許せることではない。


    　きっと、摩弥京也の憎ぞう悪おの炎も、スターマインの憎悪の炎も、同じ温度で燃え盛っている。そしてそれは取り返しのつかない温度まで到達した。どちらかが折れるという選せん択たく肢しはとうに失われている。だからこそ、この決着はつけなければならない。


    　眼をやると、遠く月つき森もりでは、緩ゆるやかな勾こう配ばいを描く表参道に出店がひしめいている。


    　頂上付近の神社まで一直線に伸びる電球の灯が、森に光の道を作り上げている。


    　耳を澄ませば、祭りの賑にぎわいがかすかに聞こえてくる。


    　楽しげな笛ふえの音ねと、太たい鼓この音が耳に届く。


    　爆破事件の逆境に負けないように、人々のさんざめく笑い声が聞こえてくる。


    



    「スターマイン、私は、あなたを殺します──」


    



    　彼女を──止める。


    　そのために今日この瞬間、摩ま弥や京きよう也やは境界人間マージナルであることを放ほう棄きする。そうしなければ、自分は勝てない。そしてそれが、過ぎし日の同どう胞ほうに対する、せめてもの礼れい儀ぎ。


    『結局僕たちに残るのはそれだけなんだね……。いいよ、じゃあサードゲームのルールを告げよう。いまから四時間弱──午前零れい時までに僕の居場所を突き止めて、爆発を止めてみるといい。言っておくけど、僕は君の存在を察知したり、身の危険を感じたら零時を待たずに即刻起爆させる。そしたらこの街は焦しよう熱ねつ地獄になるよ。ま、土台あと四時間足らずで僕を見つけるなんて不可能だけどね』


    「いいでしょう。では、ゲームを──」


    『──続行しようか、ヴェルツェーニ』


    　どちらとも言わずに、通話を切る。


    　ベッドに目をやった。いままで自分が積み上げてきたものを、無むに帰きすることを御み笠かさなら反対するだろう。無む性しように一言謝りたかった。


    　最後の花火が刹せつ那なのきらめきを宙に流し、夜に溶け、消えていく。


    　ゆっくりと息を吐き、気を落ち着ける。


    



    　堕おちるところまで堕ちた。


    　もう上がるしかない。
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    　ブギーマンこと加か瀨せ赤あか人ひとは、後ろも顧かえりみずに走っていた。


    　駅から噴水広場を抜け、赤あか煉れん瓦がでできた市庁舎を曲がると、古い建物の密集する中華街に紛まぎれ込む。迷わず路地に入り、建物の合間に植物の根のように露ろ出しゆつした配管を飛び越え、汚お水すいを蹴け散ちらし、奥へ奥へと入り込む。


    　勿もち論ろん加瀨自身、どこをどう走っているかなどわかっていない。ただ、逃げなければ殺されるかもしれないのだ。動物的な希き求きゅうに従って逃げられるだけ逃げなければならない。


    　だが、意思に反して、加瀨の足取りは危あやうい。当然だ、素面しらふではないのだから。


    　なぜもっと早くこの街を去らなかったのか。悔くやんでも悔やみきれない。


    　スターマインと別れ、近場のアクセスポイントからネット入金を確認した加瀨は、ことのほか気が大きくなっていた。もう二度と月つき森もりを訪れることもないだろうと思い、すぐに出て行くことに名な残ごり惜しさを感じたのが、すべての間違いの始まりだった。


    　本物のヴェルツェーニから裏切りがとうに露ろ見けんしているのも忘れて、いまのいままで豪遊して回った。


    　だからこそ、ほろ酔い気分で駅に着いた時、待ち伏せていたヴェルツェーニに見つかるなどという失態を演じる羽目になったのだ。


    　加瀨は走りながら後ろを見る。氷の手で心臓を鷲わしづかみにされた気分だった。


    　いた。


    　さして急ぐでもなく、送り狼おおかみよろしく一定の間を保たもってついてきている。明らかに、自分が疲労するのを待っているのだ。


    　──もう立ち直れないとか再起不能だとか言ったのはどこのどいつだよ。


    　心の中でスターマインに毒づく。


    　奥に進むごとに、吐き気をもよおすくらいに地面が汚くなってくる。煤すす煙けむりの溶けた水と吐と瀉しや物ぶつが混ざり合ったにおいに、鼻が曲がりそうだった。


    　限界がくるのを自覚していた。


    　しかし体力が尽きる前に、陰いん鬱うつな色をしたブロック塀べいの袋ふくろ小こう路じに辿たどり着き、進退きわまったことを悟る。壁を引っ搔かいてでも登れないかと格闘していた加瀨に、その声は優しさすら孕はらんで聞こえてきた。


    「こんにちは、ブギーマン」


    　よく透とおる、だが臓ぞう腑ふまで凍いてつく絶対零れい度の声が聞こえたのだ。加瀨にとってそれはセイレンの魔声だ。絶望とともに振り返る。白いかんばせの上に炯けい々けいと光る目。その白い肌と対照して、革の手袋は漆しつ黒こくの色を放っている。


    　──殺される。


    　脊せき髄ずいを駆けのぼるこの直感に反論するだけの正気も理性も、どこをどう搔かき集めようとも加か瀨せには残されていなかった。


    「俺は、スターマインの居場所なら知らないぞッ！」


    　聞かれるよりも前にそう答えていた。恐怖が、知っていることすべてをぶちまけてしまえと後押ししてくる。


    「でしょうね。彼女があなたに居場所を教えていることを期待してはいません。おそらくスターマインは誰も信用していないでしょう」


    「じゃあ、どうして今いま更さら俺なんかに……」


    「あなたはスターマインの唯ゆい一いつの従じゆう犯はんだ。あなたのノートパソコンのハードディスクを抜いて渡しなさい。ＬＤシステムは危険過ぎます」


    　加瀨は反射的に背負った背はい囊のうを守ろうとする。


    「……俺がコピーを取っていないとでも？」


    「私はハードディスクごと警視庁に提出します。あとは勝手にあちらが対策を施ほどこしてくれるでしょう。あと、予備のバッテリーの類たぐいも提出してください」


    　加瀨は痛つう恨こんの表情のまま、背囊を地面に下ろす。ノートパソコンからドライバーでハードディスクを取り出すと、彼に投げ渡した。そののち、なにに使うのかはわからないが、ノートパソコンの予備バッテリーも三つすべて渡す。


    「あんた……俺を殺しに来たんじゃないのか？」


    「殺してほしかったのですか？」


    　絶句していると、彼が続けた。


    「あなたに一つ聞きたいことがあります。スターマインの作り上げた爆弾はすべてスターマインが造ったのか否いなか、教えてほしいのですよ」


    　今いま更さら構造など知ってどうするのかと思いながら、加瀨は慎しん重ちように答える。


    「俺も一部を手伝ったが……それだけだ」


    　ヴェルツェーニの口元が三日月型に割れていく。その口がさらに優しい声で語りかけた。


    「そうですかブギーマン。一つ手伝ってほしいことがあったので、捜していたのですよ。見つかってなによりです」


    　冷たい夜気が加瀨の頰を撫なでていく。


    　彼はゆっくりと口を開き、これからの計画を告げた。


    　──その禍まが々まがしい計画を聞き、今度こそ加瀨は耳を疑った。


    「……あんた……自分がなにをしようとしているのかわかっているのか？　それは焦しよう土ど戦術だッ……罪なき犠ぎ牲せい者が出るかもしれんぞ」


    　彼はなにも答えなかった。


    　おそらく、加か瀨せは悪魔に手を貸すことになる。


    「……俺が手伝って、俺はその後無事でいられる保証はあるのか」


    　途端、毒々しいまでに殺意の焰ほむらが彼の瞳に散った。それは加瀨を通して見る、スターマインへの憎ぞう悪おだった。


    「信じないならそれもいいでしょう。しかしあなたのような小者、捨て置いてもなんの支障もありません。終わればすぐさま失うせなさい、あなたを殺したくならないうちに……ッ」


    　加瀨は、無む性しように煙草たばこが吸いたくなり、震える手で胸元を漁あさるが、あいにくと切らしていた。苛いら立だちまぎれに箱を握り潰つぶす。


    　断ればどうなるのか想像にかたくない。


    　気づけば、短く諾だく意いを告げていた。


    　知りたくなかった。自分がどうしようもないほどの偽にせ物ものであることなど。


    　見たくなかった。ただそこにいるだけで自分を畏い怖ふせしめる高次の存在など。


    　帰ってきたのだ、自分の知る境界人間マージナルヴェルツェーニが。


    



    ２


    



    　スターマインは、息をすることすら忘れ、ディスプレイ上に表示されたバーチャルの時計の秒針が回っていくのを見み据すえていた。


    　現在時刻は──たったいま午後の一一時五九分を回った。スターマインにとって、いまこの瞬間からの一分間は、長く、緊張した一分間になるだろう。


    　気を紛まぎらわそうと思考を巡らせる。しかし、思考はすぐに千ち々ぢに乱され、時計を見据える目に戻ってきていた。


    　スターマインが潜せん伏ぷくしているのは、駅から二キロほど離れたビルの七階にあるネットカフェの一室だった。


    　一応は月つき森もりも大都市近郊という土地柄か、ネットカフェで一夜を過ごすものが少なからずいる。


    　スターマイン以外の客の大半は寝泊まりがメインだろう。確認したわけではないので概がい算さんになるが、個室の埋うまり具合は四分の一ほど。あまり繁はん盛じようしているようには見えないが、それも好都合だ。


    　ここネットカフェ『ヴァルハラ』は、一部のフランチャイズ店のように遊ゆう戯ぎ場を内ない包ほうしていない。純然たるネットカフェのみの店だ。逆にそういう場所だからこそ、スターマインは好感を抱いた。自然と客層が限定されてくるので、異分子は入り込みづらい。


    　立地も、近くにできた保険会社の自社ビルに隠れる目立たない場所となれば、文句をつける理由もない。一応は追われる身だということも自覚しているので、こういう場所は諸もろ手てを挙げて歓迎したい気分だ。


    　癖くせで非常口を確認しに行くと、ビルの外壁に錆さびついた避難用梯子タラツプがあるのを見つけた。


    　当然ながら、『ヴァルハラ』はスターマインが街中に仕掛けた残り六個の爆弾からの安全圏でもある。


    　いまいる畳たたみ一畳じよう分あるかないかの狭苦しいブースの中は、だがスターマインにとって安あん堵ど感が湧く場所である。ネットに繫つながっており、十分な回線速度が確保されていれば、ほかのことはわりとどうでもよかった。


    　スターマインは習い性でニュースサイトをハシゴしていく。


    　大阪府で小型の鉄てつ釘くぎを仕込んで殺傷力を上げた肥料ＡＮＦＯ爆弾が、公園のゴミ箱で爆発して、公園でボール遊びをしていた女の子一人が死亡、ほか四名が重軽傷という内容だった。あと北海道でも火か炎えん瓶びんでの模も倣ほう犯はんが出ている。相違点はスピリタスウオッカという、工業用アルコールではないかと思うほど度数の高い酒が犯行に使われているところだ。


    　それを見てスターマインはほくそ笑む。いよいよ自分が蒔まいた悪意の種子が本格的に芽め吹ぶき始めたのだ。


    　スターマインの計画は現在詰めの段階に入っている。ヴェルツェーニになりすまして、これからの計画の再調整やすり合わせをすべて終えていた。


    　残り時間は、仲間内での役割分担と、連携を円えん滑かつに進めるために、各おの々おののパスワード付き掲示板を訪問していく予定だ。


    　伝言ゲーム式に伝えてもよいのだが、事実の曲解や歪わい曲きよくが怖い。いまが正しよう念ねん場ばだ、万に一つも失敗するわけにはいかない。そこにきて自分ヴエルツエーニのネームバリューはやはり大きい。


    　こんな状況だ、ことが大きくなって怖おじ気けづいた人間も少なからずいる。だがヴェルツェーニが絶対の自信でもって諭さとせば、不安は自信に変わるだろう。


    　一番怖いのは、仲間の裏切りだ。そしてそれは組織の規模が大きくなると必ず直面する問題でもある。鉄の連れん環かんは、ヴェルツェーニの絶対的なカリスマがかすがいとなって、初めて完成を見るのだ。


    　自機のＰＣの予備電力を確保した上で、発電所も陥おとすことができれば一番だが、あそこはコンピュータがネットから隔かく離りされていると噂うわさで聞いたことがある。本当かどうかは知らないが、送電線の物理的爆破が現実との妥だ協きよう点だろう。


    　計画の綿めん密みつな打ち合わせから、個々人のメンタルケアまで、決行時間までやることは山積みだ。


    　プランもできているし、勝算も、まあそれなり。


    　月つき森もり市の爆破を皮切りに、様々な計画を一いつ気き呵か成せいに実行に移す。病院のサーバーへのハッキング、ＬＤシステムから得た情報を元に、政府高官の暗殺、ほかにも水源施設への猛毒の投げ入れ、空港の爆破、管制システムジャック、金融や証券取引への電力シャットダウン、燃料貯ちよ蔵ぞう施設などもターゲッティングしている。


    　この国のアキレス腱けんとなりうる部分は、それこそ星の数ほどある。


    　元々、ヴェルツェーニとの闘争のためだけに社会転てん覆ぷくを企き図としたのだが、そのうちすべて実行に移してやる。そうすればもっと彼は苦しむのだから。


    　時計を見た。あと十秒──


    　緊張が耐え難いほどに高まる。あと少し、あと少しだ。


    　もどかしいほどにゆっくりと進む秒針を眺めながら、来るなら来いと壮絶な笑みを浮かべた。


    　やがて長針と短針が重なる。


    　──日本が日付という境界線を跨またいだ瞬間だった。


    　スターマインは思わず辺りを見回していた。


    　そして笑う。


    　完全に拍ひよう子し抜けした。何一つ異常が見当たらなかったからだ。


    　あんなに大おお見み得え切っておきながら、タイムリミットまでに結局自分の居場所を見つけることはできなかったのだ。ヴェルツェーニの底も知れた。


    　いや、もしかすると彼はとっくに月つき森もり市を逃げ出しているのかもしれない。時間稼かせぎのためにあんな大たい言げん壮そう語ごを口にしたのだとしたら、許し難いほどの臆おく病びよう者だ。


    　携帯電話を取り出し、ボタンを押していく。最後のボタンを押すと、スターマインは目を閉じる。一瞬のちに巻き起こる、街を染め上げる紅ぐ蓮れんの炎を目ま蓋ぶたの裏に思い浮かべた。


    　だからこそ、次に起こったことをスターマインは咄とつ嗟さに理解できなかった。


    　突とつ如じよ炸さく裂れつ音が聞こえ、揺れに見舞われた。と同時に火花のようなフラッシュが瞬またたいたかと思うと、視界が暗転。客の悲鳴がそれに覆おおい被かぶさり、スターマインも事態の推すい移いについていけず、なすがままになった。


    　スターマインが平へい衡こう感覚を取り戻すのには、ほとんど時間はかからなかった。


    　揺れはほんの一瞬だった。だが客のざわめきは止まらない。寝ていた客もいまの事態で飛び起きたことだろう。


    　はたと異常に気付く。辺りが真っ暗になっている。非常灯の明かりがない。パソコンの電源が落ちていた。


    　──停電ッ？


    　あり得ないと思いながらも、スターマインは慌あわてて自分のブースの外に飛び出す。


    　斜はす向むかいのブースの男も部屋から転がり出てきたところだった。


    「また爆弾が爆発したんだッ！」


    　真っ暗闇の中、客の誰がいきなりそう叫んだ。


    　その一声はほかの客の心に伝染し、ざわめきが狂騒めいた雰ふん囲い気きに転変する。


    　違うと叫び出したかった。自分が仕掛けた爆弾は、この近辺にはない。


    　なぜか、悪お寒かんを感じていた。


    　きっとこれは、ただの停電なんかではない。


    「み、みなさまッ、どうか慌あわてずに避難してください！」


    　一応マニュアルくらいは憶えていたのだろう、店員が裏返った声で喚わめいている。だが一番慌てているのはほかでもない店員だ、あれでは逆効果だ。


    　案あんの定じよう、一瞬ののちには、おもちゃ箱を引っ繰り返したかの如ごとき混乱がフロア中にぶちまけられた。殺気立った客が出口に殺到していく。まだ冷静さを失っていない者は、非常口を開けて、外壁を伝う避難用梯子タラツプを怖々と降りているだろう。全員が全員に、鬼気迫るものがあった。むべなるかな、月つき森もり市にいる誰しもの脳のう裏りに刷り込まれているのだ、一件目で起きた爆発事故の悲ひ惨さんな光景が。


    　状況の把は握あくもできぬまま、スターマインも客の列に連なる。そこではたと気づき、急いで列を離れた。


    　パニック時の群集心理だ。混乱した人間は、わけもわからず他人と同じ方向に逃げようとする。それが愚おろかな選択であったとしてもである。


    　ぎしり、と嚙かみしめた歯が軋きしむ。


    「……ヴェルツェーニッ、君か」


    　偶然だとは断じて思わなかった。いま起こりうる偶然は、すべて必然だ。


    　スターマインは事態を把握するために窓のある場所まで走った。ただ己おのれの直感を信じた。


    　いま、なにがなんでも確認しなければならないのは、外の様子だ。


    「どけ！」


    　途中で逃げ遅れた男に突き飛ばされ、腰を強したたかに打ちつけ激痛が走る。


    　立ち上がった時肩の辺りが鈍どん痛つうを訴えていた。自分が非ひ力りきな少女であることが悔くやしかった。いまの男だって、自分が爆弾を使えば、木こっ端ぱ微み塵じんにしてやれるのに。


    　怒りを胸に秘めたまま立ち上がり、半ばガラスに体当たりするようにして、窓に辿たどり着いた。


    　そこで思考が凍りつく。


    「なんだよ……これ……」


    　──暗い、どころの話ではない。


    　さきほどまで煌こう々こうと灯ともっていた街灯が、一つたりとも点灯していなかった。そのほかにも信号機、隣となりのビルの外看板や電飾までもが犠ぎ牲せいになっている。だが、これだけならばまだ大規模な停電で説明がつく。スターマインがこの事態を真に異常だと思ったのは、本当に明かり一つないことだった。


    　おかしい、通常停電になっても、街から人工の光が失われることはない。なぜならば、停電になったとして、通りを行き交う車にはなんの影響もないからだ。車は石油燃料で走っているし、そのライト等は走行中に自家発電したものを車載バッテリーに蓄たくわえている中から捻ねん出しゆつしている。これらは停電に影響されることはない。


    　だが、現在すべての車は停車し微動だにせず、困惑した表情で、ドライバーが車外に出ている光景がそこかしこで見えた。


    　車は、故障しているのだ。


    　と、遠くを見てさらに眉をひそめた。停電はこのネットカフェからは半径五十メートルほどしか広がっていないのだ。


    　どういうことなのか。


    　スターマインは無理やり呼吸を落ち着けると、固く握り込んで汗まみれになっていた拳こぶしを解き、中に入っている自分のプリペイド携帯電話を眺めた。いままで気付かなかったが、握っていた携帯電話はかなりの熱を放っていた。


    　電源が切れていた。のみならず、どのボタンを操作してもまったく応答がない。


    　──やられた。


    　やはり、停電ではなかったのだ。停電ならば、リチウムイオンバッテリーで駆動している携帯電話は生きていなければおかしい。


    　おそらく、なにをやっても反応がないところを見ると、メモリもろとも焼き切られている。


    　信じ難いことだが、スターマインはこんなことができる方法を一つだけ知っている。


    　──イオン化効果で無線通信を妨ぼう害がいし、街灯を破壊し、回路という回路、携帯電話もパソコンもディスプレイも、あまつさえ車両のエンジンすらも破壊してのける、しかし人体にだけは無害な非致死性制圧兵器──


    　おそらくこれは、悪名高きＥ爆弾こと、電磁パルスＥＭＰ爆弾だ。


    　ＥＭＰは、元は原子爆弾が爆発した時などに、副次的に発生することで知られていたものだ。


    　コイルに銅どう線せんを巻き、バッテリーかなにかを接続したのだろう。バッテリーから銅線に、過電流を流し込み、束つかの間ま強力な電でん磁じ石しやくを作る。そこを爆薬で爆破するのだ。すると、爆薬で圧縮された電磁波が、電磁パルスを発生させ、殺傷範囲キルゾーンにある電化製品のことごとくを破壊し尽くす。


    　軍用のコンピュータでもない普通のノイマン型コンピュータに電磁パルスを防御できるはずがない。


    　スターマインの携帯の電波は、紙かみ一ひと重えの差で爆弾まで届かなかったのだ。


    　だが、バッテリーやコイルなどはいいとして、爆薬なんてものを一体どこから調達してきたのか。


    　と、スターマインはそこで自分に毒づく。


    　ある──一つだけ。ヴェルツェーニに回収された自分特製のＢ爆薬が。


    　ヴェルツェーニが逆行分析リバースエンジニアリングして、Ｂ爆薬を起爆薬にした電磁パルス爆弾に作り替えたとすれば──


    　目眩めまいがするほどの怒りが込み上げてきた。よりにもよって自分の爆弾で追い詰められることになるとは。


    　だとすると、最初に聞こえた音と振動は、下の階で電磁パルス爆弾が爆発した音で、直後に見えた、瞬またたくフラッシュのようなものは、ＥＭＰにやられた電子部品がショートした時のものに違いない。


    　スターマインも、もしも自分の爆弾がヴェルツェーニに回収された時、それがなんらかの形で転用される危険性は考えた。


    　しかし慎しん重ちように吟ぎん味みした結果その可能性はないだろうと結論を下していた。当然だが、爆弾は爆発すれば人を殺してしまう可能性が必ずつきまとうのだ。


    　Ｅ爆弾にしてもそうだ。一応は非致死性制圧兵器を謳うたっているが、たとえば、もし電磁パルスの届く範囲内に、心臓にペースメーカーを埋うめ込んでいる人がいたらどうだろうか。電磁パルスはその人の命を脅おびやかす凶器となる。確率は低いが、ゼロだとは言い切れない。


    　ヴェルツェーニは、境界人間マージナルとして自分に殺人を行うことを禁じている。


    　たとえ可能性が一％でもあるのなら、ヴェルツェーニは行わない。長い付き合いでそれを知っているつもりだった。


    　しかし、いまのヴェルツェーニは、関係のない人間が巻き込まれて死ぬ可能性を恐れてはいない。ほかでもない、彼にここまで苛か烈れつな覚悟を迫ったのは、自分だ。


    　スターマインは街のど真ん中で文明の利器と隔かく絶ぜつさせられていた。


    　その時、コツリ、コツリと何者かが階段を上る音が聞こえてきて、音の方に振り返る。既すでにこのフロアの客はスターマインを除いて全員避難したあとだ。


    　上ってくる者があるとしたらそれは──


    　その人物は、靴音を鳴らしながら月光の織おり成なすヴェールの中を歩いてきた。


    　タイこそ欠けているが、仕立ての良い背広を隆りゆうと着こなしている姿は、実年齢よりも大人びて見える。


    　彼の鋭過ぎる双そう眸ぼうは、燃え上がる瞋しん恚いで、どす黒く染まっていた。


    「捕まえましたよ、スターマインッ」


    「……そんな馬鹿な。ヴェルツェーニ……どうやって僕がここにいることを突き止めたんだよ」


    　彼は答えない。苛いら立だち、声を荒らげる。


    「あり得ないはずだ。あの時、時間は四時間足らずしかなかった。あの段階で月つき森もり市にあるすべての建物を当たっていく余よ裕ゆうなどなかったはずだろ。どうして僕のいる場所がわかったんだよ！」


    「私がなぜ、あなたに一度だけ電話をしたかわかりますか？」


    　答える彼の声は、ことのほか冷たい。


    「電話だって────？　それがどうしたのさ」


    　一度だけ、ヴェルツェーニの方からスターマインに電話連絡をしてきた時がたしかにあった。


    　あれは一体なんのためだったのか？


    　あの時は深く吟ぎん味みすることすらなかった。だが、よく考えてみればあの時、月つき森もり市は『月森秋祭り』の真っ最中で、夜天には一〇八連発の花火が鳴り響いていた。


    　はたと思い当たる。


    「待ってくれ、じゃあ君は花火を使ってこちらの位置を割り出したって言うのかい？」


    　音波が空気中を伝わる速さは、秒間三三一・四五メートル。


    　つまり、一キロ離れたところで花火が上がったら、約三秒後に炸さく裂れつ音が聞こえる計算になる。小学校の理科で習う内容だ。


    　だがそれはセ氏零れい度一気圧だった時の場合の話。そして音速は温度が一度上がるごとに〇・六一メートルずつ速くなっていく。勿もち論ろん大気圧の変化も計算に顕けん著ちよに影響を与える。


    　スターマインとヴェルツェーニが会話中、祭りは宴えんもたけなわだった。


    　この複雑な計算を頭の中で処理しながら、携帯電話越しに聞こえる花火の音を聞き、スターマインが月森台頂上からおおよそどれくらい離れた位置にいるかをリアルタイムで計算する──果たしてそんなことが可能なのだろうか。


    　だが、目の前にいるヴェルツェーニの存在は、それ以外のことでは説明がつかなかった。


    　月森からどれくらい離れているのかさえわかれば、あとは携帯電話からネットの地図情報にアクセスして、割り出した円周上に宿泊施設かネットカフェのような深夜に逗とう留りゆうできる施設を探せばよいのだ。


    　悔しさに歯は嚙がみした。つまりヴェルツェーニと電話していたあの時点で、自分の居場所は割れていたも同然だったのだ。


    　スターマインは想像する。自分と会話を交わしながら、他方頭の中で機械のような精確さで複雑な計算をこなしつつ、彼ひ我がの距離をカウントしているヴェルツェーニ。その瞳には、電話での振る舞いとはまるで違う、くるおしいほどの妄もう執しゆうと殺意を孕はらんでいる……。


    　スターマインは拳こぶしを握り、いま一度、窓から街の外を眺めた。


    　航空写真でこの付近一帯を撮影すれば、このビルの半径五十メートルが、ぬばたまの闇に没ぼつして見えるだろう。


    　月森市攻略において、一番の障害となるのは、紛まぎれもなくヴェルツェーニだったのだ。


    　スターマインは、今いま更さらながらに彼と電話一本で通じているということがいかに危険だったか思い知らされた形になった。


    　彼の方に向き直ると、視線が絡んだ。


    　ヴェルツェーニはゆっくりと得え物ものを取り出し、鞘さやから抜いた。いつも彼が携行しているというバタフライナイフではない。


    　刃が途中でゆるい角度を描いて折れており、ぱっと見には、それはブーメランに柄がついた武器に見えた。特筆すべきはその大きさだった。バタフライナイフよりも一回り大きい。凶器という言葉は、本当はこんなナイフにこそ冠せられものだと思わせるものがあった。


    　相手に対して過か剰じようとも言える威圧感を与える重厚なブレードの部分には見覚えがあった。ククリナイフと呼ばれる悪名高きナイフだ。無む論ろん、ナイフでいう悪名とは、そのまま殺傷能力の高さと直結している。重心が前にあるので、豆とう腐ふを切り分けるかの如ごとく容よう易いに、肉を削そぎ落とし、骨を断つだろう。月明かりを受けてぎらぎらと野や卑ひな光を照り返す白はく刃じんは、スターマインの血を求めて、その飢うえを隠そうともしない。


    　今いま更さらながらに肝きもが冷えた。群集心理に呑まれて、パニック状態のまま下まで避難していれば、待ち伏せていたヴェルツェーニのナイフに切り刻まれているところだった。


    「これはククリ族という部族に伝わるナイフで、一度鞘から抜いたら、血を吸うまで鞘に戻してはいけないそうです。私も、色々なナイフを所持していますが、実戦でこのナイフを抜くのは初めてですよ、スターマイン」


    　それはおそらく、摩ま弥や京きよう也やとしての覚悟の証あかしでもあるのだろう。


    　おそらく自分は、かつてエクスター公こう爵しやくの娘やクロウメモドキが体験したものと同じか、それ以上のプレッシャーを味わっている。


    　ただひとつ、違うことがあるとすれば──自分が負ける可能性がないと確信していることだ。


    　スターマインも自分の得物を取る。ノーリンコＭモデル　ＮＣ２２６。ヨルギアの命を奪った九ミリ口径の自動拳銃である。


    　薬室も含めた十六発の装弾数の内、五発はヨルギアに使ってしまったので、残りは十一発。十分だ。


    　会心の笑みを浮かべ、拳銃をヴェルツェーニに向ける。


    「君も飛び道具には勝てないだろ」


    　彼の顔色は変わらない。これも予想の範囲内なのだろう。クロウメモドキ事件の時、スターマインはリボルバー拳銃を彼のために商あきなったことがある。商った側のスターマインが所持していてもなにも不思議はないと思っているに違いない。


    　クロウメモドキ事件の顚てん末まつはスターマインも記事で読んだ。どうやったのかは知らないが、犯人の拳銃自殺というオチがついていた。そしてその自殺に使われたのがスターマインが商った拳銃だったのである。あれはもう警察の手に回収されているだろうから、彼には飛び道具の類たぐいはないはずだ。


    　空手の達人である師し範はんが『相手が拳銃を出してきたら迷わず逃げろ』と弟で子しに説といたという話を聞いたことがある。つまり、飛び道具の存在は、いかな格闘技の頂いただきに登っても、決して相対してはならない鬼き門もんなのだ。ヴェルツェーニも若じやつ干かんの格闘技の心得があると聞いているが、それくらいで彼ひ我がの実力差が埋うまるはずもない。


    　夜気に触れているだけなのに、肌がびりびりとする。


    　ＥＭＰ爆弾の爆心地グラウンドゼロ、無む明みようの闇の中で、いま二人の逸いつ脱だつ者の殺し合いが始まろうとしているのがわかった。


    「ヴェルツェーニ──」


    「──言葉は既すでに尽くしました。さあ……始めましょうか、境界人間マージナルと一線を踏み越えし者オーバーラインとの、生き残りをかけた闘争を……ッ」


    　それが開始の合図代わりだと二人共が理解していた。


    　スターマインが発砲するのとヴェルツェーニが身を伏せるのは同時だった。閃せん光こうとともに反動リコイルシヨツクが腕を蹴り上げる。


    　狙ねらい直す間も惜しいとばかりに再度発砲する。今度は彼は横に飛んで通路に逃げた。吐き出された空から薬やつ莢きようが、遅れて地面を跳ねる音が聞こえてきた。


    　──こざかしいよ。


    　感情のままにすぐに追撃しようと思い、足を止めた。いますぐ追わなければと焦あせる一方で、なぜだかわからなかったが、立ち止まらなければならない気がした。


    　スターマインは自分の直感を信じた。


    　鼻び孔こうに硝しよう煙えんのにおいが運ばれてきた。


    　辺りを見回す。さきほどまで明かりと人の気配が絶えなかった空間は、死の闇に包まれていた。


    　急いで『ヴァルハラ』の見取り図を頭の中に広げた。このフロアは柵さく状の通路に仕切られた形をしていて、小部屋数はざっと六十～八十ほど。通路は非常に狭く、二人が擦すれ違おうと思えば、どちらかが体を壁に密着して譲ゆずらないといけないほどだ。窓はいまスターマインが背にしている南側だけ。隠れ場所は無数のブースがある。


    　ヴェルツェーニならば、この局面でどうくるだろうか。


    　ナイフに活路があるとしたら近距離戦しかない。適当なブースを見つけて中に潜ひそみ、スターマインが通りがかったところで襲いかかる肚はらではないだろうか。


    　スターマインの使っている九ミリの拳銃弾は、対象に当たると、マッシュルームに似た形に潰つぶれるので、衝撃力があり跳弾が起こりにくい半面、貫通力に劣おとる。


    　一枚ならパーティションも貫通できるだろうが、二枚以上となると、試ためしてみなければわからない。だがいまは不用意に音を立てることはできない。サイレンサーとて減音効果は望めるが、音を消すことはできないから、つけるだけ無駄だ。


    　弾が無む尽じん蔵ぞうにあれば、怪しげな部屋すべてに外から制圧射撃を加えていぶり出してもいいのだろうが、あいにくと残弾数は九発。


    　ヴェルツェーニを戦闘不能にするのに三発命中させればいいとして、使っていいのは六発までだ。


    　遅まきながらヨルギアに貸したコピートカレフも捨てずに回収しておけばよかったと後悔する。トカレフの弾は九ミリ弾よりも貫通力がある。


    　とにもかくにも動くしかない。ずっと同じ位置にいれば、ヴェルツェーニがどういう手でくるかわからないからだ。


    　銃を構えながら、足音を極限まで殺して通路の奥に進んでいく。心臓が拍はく動どうし、全身に高速で血を巡らせ始める。音を出したら、即相手に殺される可能性がつきまとう、陰いん惨さんなかくれんぼの始まりだった。


    　鏡の迷宮を思わせるように、スターマインの左右にドアが連れん綿めんと続いてゆく。これらはすべてブースだ。この区画はヴェルツェーニが転身した方向とは違うので安全だが、ここを一つでも曲がると、その保証はなくなる。


    　無音の中、歩き始めてすぐに疑問が込み上げてくる。


    　辺りには暗闇が広がっており、視界が利ききにくいのだ。あまりに暗過ぎはしないか。そこで気付く。いままで南の窓側にいたので、月の光と火薬が炸さく裂れつする閃せん光こうのせいで目が暗闇に慣れていないのだ。


    　さきほどの直感の警けい鐘しようの意味がようやくわかった。あの時、ヴェルツェーニを深追いしていれば、視界の利かない中で、ロクに銃の狙ねらいも定められずに返り討ちに遭っていただろう。


    　闇は彼に味方する。


    　懸けん命めいに呼吸を落ち着けながら目を慣らしていく。


    　銃を持っていれば勝てるという見通しがいかに甘かったのかを思い知らされる。


    　安全と目もくしていた区画を越えると、いきおい闇はさらに濃くなった気がした。ここから先、いつヴェルツェーニが扉とびらから飛び出してきてもおかしくはない。


    　おそらく今回の闘い、次にお互いの顔を見る時は決着の時だ。一刹せつ那なでも早く、ヴェルツェーニに照しよう準じゆんを合わせて引き金を引く。でなければ斬り落とされるのは自分の首だ。この静せい寂じやくのかくれんぼも、そう長くは続かない。


    　気をつけなければいけないのは二つだった。


    　──一つはブースと、それを仕切るパーティション。


    　上から覗のぞき込めば早いのだろうが、話はそう簡単ではない。ブース同士を仕切る衝立パーテイシヨンの背せ丈たけは高く、一五〇センチの自分の身長は低い。ブースに手をかけ、よじ登ろうとすればどうしても微細ながら音が立ってしまう。


    　スターマインの聴覚は普段の数倍研とぎ澄すまされていた。いまならば針の落ちる音すら聞き逃のがさないだろう。しかしその条件はなにも自分だけに当てはまるものではない。かてて加えて、中にヴェルツェーニが潜ひそんでいたとして、やはり一手行動が遅れる。ゆえに、中を検あらためる時の方法は一つだ。


    　片方の手で、いつヴェルツェーニが飛び出してきてもいいように銃口を向けつつ、もう片方の手でノブに手をかけると、音を立てずに押し込む。


    　最初のブースは、鍵かぎがかかっていて開かなかった。


    　次のブースには食べかけのポップコーンが散らばっていた。鞄かばんや外がい套とうがそのまま置いてある。おそらく、取るものもとりあえず逃げ出したのだろう。


    　その向かいのブースには私物はなかったが、代わりに飲みかけのコーヒーが、まだ温かい湯気を立てて残されていた。


    　数分前まで、ここがただのネットカフェであったことを物語っていた。いまは一瞬でも気を抜けば喉のど笛ぶえを嚙かみ切られる、端たん倪げいすべからざる魔界だ。


    　──もう一つは曲がり角。


    　曲がった先の壁にヴェルツェーニが張りつきながら待ち伏せしていた場合、取り返しのつかないことになる。


    　意識したわけではないが、スターマインは特殊部隊などが突入の際などに行う、クリアリングという方法を用いて先に進んでいた。段階的に射角を広げながら物陰や曲がり角を精査していくのである。


    　時折後ろも振り返って、ヴェルツェーニがいないことを確認しなければならない。


    　遠目から見れば、銃を構えているというよりも、恐きよう慌こうに駆られて銃を振り回しているように見えるかもしれない。


    　その二つをこなしながら細心の注意を払うと、たかだか十メートルちょっと進むのに五分近くかかった。


    　神経が磨すり減へって、集中が途切れそうになる。暑くもないのに、大量の汗が噴き出ていた。


    　依い然ぜん、ヴェルツェーニは謎の沈黙を守っている。どこかで息を殺して自分を待ち続けているとすれば、一体どこに。


    　息詰まるほどの静せい寂じやくと、人間が火を熾おこしてまで追い払った原初の闇が、スターマインにまとわりつき、理性を毟むしり取っていく。


    　だが、進むより先に方法がない。


    　そうやって大部分のブースを検あらためていくと、残りは北西側に固まった十五個ほどを残すだけになった。


    　ここまでくると、ヴェルツェーニは、一つ所にとどまらず、絶えずフロアのどこかを移動しているのではないかという考えが強くなってくる。


    　まさかここまで自分を追い詰めておいて逃げ出したということはないはずだ。


    　スターマインは懐ふところの感触をたしかめる。試ためしてみる価値はあるかもしれない。


    　コートから手製の着発式手しゆ榴りゆう弾だんを取り出した。キバリチッチ式と呼ばれるもので、メカニズム的には単純だが、現代に通ずる完成された爆弾の一つだ。スターマインの手持ちの中で、これが最後の切り札だった。


    　硫りゆう酸さん入りのガラス管を封入し、ピン代わりの針金を抜く。もう引き返すことができる段階ではない。


    　北西側に力一杯投げ込むや、すかさず物陰に隠れ、耳を塞ふさぐ。


    　音速を遥かに凌しのぐ爆発による空気の壁が、隠れていたはずの体が浮かせかける。同時に耳をつんざく轟ごう音おんが混じり合った。


    　しばらくすると顔を出し、濛もう々もうと煙が立ちこめる一画にゆっくりと近づいていく。徐々に爆発のダメージが北西側にどういう影響を与えたのかわかってくる。中に仕込んだ鉄片が、薄いパーティションを易やす々やすと貫通して、穴あきチーズに変えていた。


    　一帯にヴェルツェーニがいれば、絶対にダメージがあったはず。


    　と、四つ目のブースを検あらためたところで、やにわに歓喜に震えた。


    　地面に点々と血の染しみが残っていたからだ。それは角を曲がって移動していた。彼がダメージを負って、逃げているのだろう。滴したたる血と、それを踏んだのか、血の靴跡がくっきりと残っている。この期ごに及およんでまで完全に気配と靴音を消しているのは、見事の一言だった。


    　スターマインは猛もう追ついした。いまは目が完全に闇に慣れているので、手負いのヴェルツェーニが襲ってきても返り討ちにできる自信があった。


    　ややもなく追跡ごっこは終わりを迎えた。ブースの一つへと血の染みと靴跡が続いている。また籠ろう城じよう戦なのかと鼻を鳴らす。


    　銃口を向けながら、左手で扉とびらを押し込んだ。ゆっくりと扉が開き、内部がつまびらかになる。と、我わが目を疑った。そこにあるのは彼の靴だけだった。


    　ぴちょん、と血が床に落ちる音が直近で聞こえてくる。スターマインは音のする方向──右手側に目を走らせた。


    　と、スターマインの鼻先三十センチにノズルの先端があった。どういう意味なのかを察するよりも先に、ノズルが真っ白い気体を吐き出す。それは二酸化炭素によって吐き出される消火剤。


    　──消火器ッ？


    　手で顔を覆おおったが、わずかに遅い。右目だけはなんとかガードが間に合ったが、左目が完全に消火剤のせいで潰つぶされた。悔くやしさに歯は嚙がみする間もなく、消火剤の霧きりの中、相手がなにかを振りかぶる音が聞こえる。


    　背筋に悪お寒かんが走り咄とつ嗟さに身をかがめた。直後にスターマインの顔があった位置を重い物体が掠かすめる音が聞こえてくる。間違いなく超重量を誇る消火器を振り回しての一撃だった。間かん一いつ髪ぱつだったのだ、一瞬反応が遅ければガードした腕ごと頭ず蓋がいを叩き割られていただろう。


    　今度こそスターマインは、背筋が凍りついた。


    　狙ねらいもなにもない、麻ま痺ひした理性の中、スターマインは咆ほう哮こうを上げながら闇やみ雲くもに三発連続で撃った。着弾のほどはわからない。


    　と、その霧の中、いきなりローキックが飛んできた。身を沈めていたスターマインには、奇くしくもそれは顔の位置。脳内に星が飛んで、危あやうく意識ごと刈り取られるところだった。


    　そのまま霧の外に弾はじき飛ばされ、拳銃が地面を滑る。


    　霧を突き破ってヴェルツェーニが突進してきていた。武器はナイフに持ち替えている。咄とつ嗟さに両手を伸ばし、突き刺さるはずのナイフを止めようとしていた。


    　そのまま、二つの影が重なり合う。必殺を狙ったヴェルツェーニの一撃は──だが決め手にはならなかった。


    　息がかかりそうなほどに、二人の顔は近くにあった。


    　スターマインはナイフを持っているヴェルツェーニの手を摑つかんでいた。


    　彼の獰どう猛もうな瞳が輝き、大振りのククリナイフをスターマインの心臓に突き立てんとしている。だが、スターマインとヴェルツェーニの力は互ご角かくだった。ナイフは押しもせず、押されもせず、二人の力を受け均きん衡こう状態のまま空中で震えている。


    　単純な膂りよ力りよくでは、男性であるヴェルツェーニに絶対の分があるはずだ。


    　彼の姿を見ると、すぐに疑問は氷ひよう解かいした。


    　彼のスーツには、ところどころ血の染しみがある。スターマインの榴りゆう弾だんの破片が突き刺さっているのだ。のみならず、ヴェルツェーニの右腕の付け根の部分に二か所着弾しているのがわかった。さきほど撃った弾丸のうち、二発は当たっていたのだ。


    　信じられなかった。なぜ、立っていられるのか。痛み慣れなどという言葉では説明がつかない。


    　だが、この怪け我がこそが、彼の膂力を大きく削そいでいるのは間違いない。


    　好機を逃のがさなかった。彼の目を狙って頭ず突つきを喰らわす。彼がたまらず呻うめいた。そのまま彼の手に死にものぐるいで嚙かみついてナイフを奪うと、密着した状態からスターマインは右足を使ってヴェルツェーニを蹴り離す。


    　見れば五メートルほど先にスターマインの拳銃が転がっていた。


    　スターマインはナイフを投とう擲てきする。重心のある刃先が彼の横腹に突き刺さり、彼が苦く悶もんの声を上げる。だが一瞬のちには、なんと自みずからの腹から刃を引き抜いた。大量の血がこぼれ落ち、聞くに堪たえない絶叫を漏らす。


    　スターマインは瞠どう目もくし、必死で拳銃に飛びついた。


    　構え直した時には、彼が頭と心臓を守りながら再び前進してきていた。


    　迷わず撃った。


    　着弾、横腹。


    　着弾、心臓真上。


    　着弾、左腕。


    　彼のスーツはあっという間に血にまみれていく。だというのに彼の前進は止まらない。


    　九ミリ口径の対人衝撃力マンストツピングパワーでは、走ってくる成人男性を止めるに足りない。しかし、それは相手が無傷だった時の話だ。


    　当初スターマインは三発でヴェルツェーニを仕留められると踏んでいた。だがもう五発当たっている上に、刃物傷と破は片へん榴弾の直撃を受けている。


    　一体自分はなにと闘っているのか。


    　スターマインはこの時心底からヴェルツェーニに恐怖した。


    　すでにゼロ距離キルゾーンにまで踏み込まれていた。


    　スターマインも咆ほう哮こうを上げ、無理な体勢から拳銃を彼の脳にサイティングした。


    　ヴェルツェーニも裂れつ帛ぱくの雄お叫たけびを上げ、ククリナイフを振り下ろす。


    　名状し難い異音が辺りに響き渡った。
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    　京きよう也やの顔に数滴、温かい血飛沫ちしぶきが飛んだ。


    　それは、京也から流れ出たものではなかった。


    　自分が、まだ生きていることに気付く。


    　すべてが終わったことを確信すると大きく息を吐き、顔を上げた。スターマインが床に大の字になって倒れていた。否いな、大の字というと語ご弊へいがある。


    　──斬った。


    　京也が直上から振り下ろした刃はスターマインの肩口から入り、肉を切り骨を断ち、腋わきから抜け右腕を切断していた。


    　床に付着した血のまだら模様を目で追うと、彼女の右腕は、握った拳銃もろとも明後日あさっての方向に吹き飛んでいた。


    　血の染しみがじわじわと床を蚕さん食しよくしていく。スターマインの瞳は天てん井じようを見上げ、苦しげに上下する喉のどは気き息そく奄えん々えんとしていて、唇は細かく震えていた。


    　それを確認してようやく、京也はその場に膝ひざをついて喀かつ血けつした。


    　しかし、決着を見たのだ。


    　最期の最期で、摩ま弥や京也は勝ちを拾っていた。


    　奇跡と呼ばれる類たぐいの幸運を残らず蕩とう尽じんした果ての勝利だった。この闘争のさなかで、何度命の危険を感じたことだろう。そのすべてを京也は搔かい潜くぐり、ついにはスターマインを打倒したのだ。たった二日間しか経っていないのに、いままでが一年ひととせにも八や千ち代よにも感じられた。


    　だというのに、達成感が微み塵じんもない。


    　本当にこんな結末しか迎えられなかったのだろうか。


    　すべて御み笠かさを守るための闘いだった。それがいつから、こんなにどうしようもないほどいびつな形に歪ゆがめられていったのだろうか。


    　この闘いが京也に与えた唯ゆい一いつのものは、長年の付き合いだった同どう胞ほうを斬った時の生々しい手て応ごたえのみだった。憎ぞう悪おという名の猛火が通り過ぎたあとには、燃え殻がらしか残っていない。


    　やがてゆっくりと、スターマインの夢見心地の瞳がこちらを見た。


    「やあ、ヴェルツェーニ。僕は、いま寝ていなかったかい？」


    「……いえ」


    　──なんて救いのない闘争だ。


    「斬られる瞬間ね、走そう馬ま燈とうみたいなのを見たよ。メカニズム的には……解明されてるけどさ、ホントにあるのかなってずっと思ってたんだ。実際見るまで半信半疑だったよ」


    　唇は冷えて、見る見る紫色に変わっていく。寒いのか、胎たい児じのように体を丸めた。


    「私たち境界人間マージナルは一体どうすれば救われるというのです？」


    「……なんの話、だよ」


    「哲てつ学がくや道どう学がくは私を癒いやしてはくれなかった。私は……なににすがればいいのですか？　どうすれば私の心の渇きは癒されるのですかッ？　あなたはなにも答えをつかまなかったのですか？　知っているのなら教えてください、スターマイン」


    「……僕のこの姿は、未来の君の姿だ。逃のがれられないよ。殺人の宿しゆく痾あからは……さ。僕も結局駄目だった。人を殺すと、すごく興奮したんだ…………御み笠かさちゃんを殺せばいいんだ。君の渇きは、血の渇きだ」


    　心臓を射い貫ぬく言葉だった。


    　もう自分を睨にらみつける力もないのか、スターマインは虚うつろな瞳を京也に向ける。


    「裏切り者……どうして僕らを捨てようとしたんだ……ヴェルツェーニ」


    　一切の虚きよ飾しよくを取り払った心情の吐と露ろだった。罵ば詈り雑ぞう言ごんの類たぐいは入っていない。難なん詰きつされたわけでもない。それゆえに、なによりも堪こたえた。


    「君がいて、僕がいて、それだけで僕にとってはユートピアだった。いつか君は言ったろ？　僕を導みちびいてくれるって……より刺激的な毎日を見せてくれるって。どうしてだよ……ヴェルツェーニ」


    「……昨日という日は既すでに過ぎ去っています。我々が見つめ、生き抜いていかなければならないのは現在です」


    「でも、全部僕に投げ出されても……困るよ」


    　彼女の苦にがり切った笑みは、途方に暮れた子供そのものだった。


    　生気どころか、体温まで急速に失われつつあるようだ。


    　勝ったというのに、超ちよう克こくしたというのに──摩ま弥や京きよう也やの中にはなにもない。


    　京也は唇を嚙かみ、俯うつむく。


    「スターマイン、ブラッディユートピアからの退会を、私は決して安あん易いに決めたわけではありませんでした」


    「詭き弁べんだよ、そんなの……」


    　その通りだ。彼女が望んでいるのは、言ことの葉はによる弁解ではない。


    　誰かが幕を引かねばならない。そして、それができるのは自分だけだ。それに自分は宣言したのだ。スターマインをこの手で殺すと。


    　京也は痛む体を引きずって血の滴したたるククリナイフを取ると、彼女の上に馬乗りになり、大上段に構えた。


    「スターマイン……許してくれとは言いません」


    　遠くから、サイレンのけたたましい音が聞こえてきた。


    「……コロシテ、よ。僕を……殺して、よ。君は、ならなきゃならないんだ、殺人者に……完全無欠のオーバー、ラインに……」


    「…………わかっています」


    　スターマインのつぶらな瞳が、急速に安あん堵どの色を浮かべる。


    「さっき走そう馬ま燈とうを見たって……ぃったろ？　ちっちゃい頃の記憶があったんだ。僕は、卒業文集を、書いて、た。将来なにに、なりたいかって、ね」


    　彼女の心臓に狙ねらいを定める。


    「……なんと、書いたのですか」


    「僕はね、科学者に、なるのがッ夢だったんだ。偉大な人物になりたかっ……た」


    　焦しよう点てんを結ばない瞳から涙が流れ落ちた。


    「なんで、こんなことしてんだろ、僕…………」


    　刃が小刻みに揺れる。唾つばを飲み下した。


    　──動揺するな、摩ま弥や京きよう也や。


    　ここで燃え殻がらの憎しみを搔かき集めて、とどめの刃を振るうこともできる。


    　彼女を殺せば、自分は冷たい道を歩いていかなければならない。いまとは比較にならない苛か烈れつな場所だ。そこにはどんな熱も届かない。


    　代わりに、もう自分は悩み苦しむこともなくなる。そこは煩はん悶もんも懊おう悩のうもない恍こう惚こつ境きよう。滅びに至る門は、優しく、大きく、入るに容た易やすい──ただ、刃を振り下ろし、彼女の血液を満身に浴びればいい。それで、すべてが終わる。
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    　看護師たちの目を盗んで病室を脱出するのは簡単だった。


    　早はや坂さか将まさ丈たけは、手に力を込め、車くるま椅い子すの車輪を手押しする。最初こそ力はいるが、回り始めるとあとは楽だった。短くはない病院生活の中で車椅子の扱い方だけはマスターしている。


    　周囲に看護師がいないことを確認して、将丈は病院の花壇の陰から飛び出して、正門を抜けた。ここ半月で初めて病院の外に出た。冷たい秋風は刺すように冷たく、病院着の上に一枚羽は織おっただけの将丈は身震いする。夜になったらもっと冷たくなるかもしれない、そう思うと、どんどんと意気が萎なえていく。Ｕターンして病院に戻りさえすれば、温かいベッドと、美お味いしくはないが一応お腹は膨ふくれる病院食がキチンと用意されている。


    　だけどすぐに首を振って臆おく病びようを追い払い、なるべく凹おう凸とつの少ない地面を選びながら車輪を押していく。どこをどう行けば家に帰り着けるのかはわからなかったが、迷ったら周りの人に聞けばいいと思っていた。


    　だが、将丈は車椅子を押している間中、周囲の人間の視線をひしひしと感じた。


    　将丈の格好は人目を引いた。病院着に身を包み、頭は包帯ですっぽりと覆おおっており、右目につけた眼帯の下からは化か膿のうした肉が盛り上がっている。右足は巨大なギプスによって固定されているのだ。これが人目を引かないわけがなかった。どう見ても、病院から抜け出してきたように思えてしまう。


    　道を聞こうとしたら、逆に病院に連れ戻されてしまうかもしれないのだ。病院の中で脱走する時の計画を立てている時は、完かん璧ぺきだったのに、将丈の計画は早くも頓とん挫ざしかけていた。


    　将丈は遠く西の空を見る。夕陽が真っ赤に燃えていて、半分沈みかけていた。


    　夜になったら警察に通報されて捕まってしまう。昔母が夜遅くに外で遊んでいる子供は警察が捕まえるという話をしていたのを思い出したのだ。


    　一人で立つこともできないのに、車椅子だけで、どこまで行くことができるのだろうか。


    　それに自分はまったくお金を持っていない。でも、きちんと返すことを説明すれば、誰か貸してくれるかもしれないと思い直して、手を動かした。


    　──とにかく、病院から逃げたかったのだ。


    　その日将丈が起きると、なぜか空は真っ暗で、知らないベッドに寝かされていた。全身がミイラ男みたいになっていて、体が思うように動かせない。動かそうとすると激痛が走って将丈は泣いた。


    　自分が目覚めたことを知ると、多くの白衣を着た医者が代わる代わる将丈の元にやってきて、自分がビルの爆発に巻き込まれたことを説明していったが、よく理解できなかった。ただ、この傷がその時にできたものらしいというのだけはわかった。


    　一緒に買い物をしていた父や母、姉はどうしたのかと聞くと、皆一いち様ように眉毛を八の字にしたあと「遠いところに行った」と説明した。「遠いところってどこ？」と聞くと「遠いところだよ」と返ってきて、将丈はますますわけがわからなくなった。


    　最初のリハビリと呼ぶことができるのは、ベッドから身を起こす練習だった。次に将まさ丈たけは手すりやウォーカーという器具を使って立つ練習をさせられた。


    　いままで甲か斐い甲が斐いしく接してくれた理り学がく療りよう法ほう士しのお姉さんは、一変して「いま動かさないと、足が動かなくなっちゃうのよ」と言って、将丈が泣いても喚わめいても──両親には有効だった座り込みをしても──まったく相手にしてくれなかった。


    　しばらくすると一度しか会ったことのなかった親しん戚せきの叔お父じさんと叔お母ばさんが訪れて、やけに馴なれ馴れしく将丈に接した。お父さんやお母さん、お姉ちゃんはと聞くと、いまは来られないと言った。そしてなぜか叔父さんの家で暮らすことを提案された。


    　次の日も、またリハビリだった。足は、ボンドでくっつけたみたいに全然動かないのに、ホットパックで動かないところを温めては、ゆっくり曲げていく。足から胸、首筋にかけてまで鋭い痛みが一気に駆けのぼってきて、将丈は泣き喚わめいた。リハビリのお姉さんは頑張ってとは言ったが、もうやめようとは言わなかった。最近、それが苛か烈れつさを増している。リハビリのお姉さんは焦あせりを感じてきているようだった。それは一向に将丈が足を動かさないからのようだ。


    　だから、逃げたのだ。あんなことをやらされていたらいつか殺されてしまうに違いないからだ。


    　それに、叔父さんたちは見舞いに来てくれるのに、いままで一度も家族が見舞いに来てくれないのが、将丈には気がかりだった。


    　お医者さんは噓うそをついていると思った。家に帰りさえすればお父さんもお母さんもお姉ちゃんもいるに違いない。家にさえ帰ることができれば──。


    　唐とう突とつにお腹が鳴った。将丈はポケットをまさぐると、隣となりのベッドのおじいさんからもらったクッキーを三枚取り出した。


    　チョコチップが入ったもので、将丈の大好物だった。全部食べてしまいたかったが、これを病院から抜け出した時の食料として決めたので、全部食べてしまうわけにはいかなかった。だからお腹が空いても必死で我慢してきたのだ。


    　あっという間に二枚平らげてしまうが、あまりお腹は膨ふくれなかった。思わず三枚目に手を伸ばしかけるが、もっとお腹が空いてからにしようと思い直す。


    　ポケットに戻そうと思った時、思いがけず手元がぶれてクッキーが逃げた。地面に落ちそうになったクッキーを追いかけて、将丈は体ごと倒れ込む。体勢を立て直そうと思った時には遅かった。


    　大きな音が周りに響いて、体に激痛が走る。


    　泣きたくなるのをぐっと堪こらえた。


    　将丈はうつぶせの状態になっていた。この状態から一人で立つには、右足も動かさなければならないので、将丈は未いまだに一人では立てない。


    　車くるま椅い子すに積まれていた松まつ葉ば杖づえが石いし畳だたみの上を滑って逃げていた。


    　横おう転てんした車椅子のスポークがからからと音を立てて回っている。


    　後ろを見ると、こんなに車椅子を押したのに、まだ病院を肉眼で確認することができた。


    　途方に暮れかけた時、将まさ丈たけの上に影が覆おおい被かぶさった。


    「ボク、大丈夫？　お名前は？」


    　丁ちょう度ど夕陽を背に背負った形になって、朧おぼろな容よう貌ぼうしかわからない。だが女の人で、声は将丈の姉によく似ている気がした。


    　助け起こしてくれるのかと思ったが、なぜかかがみ込んで、将丈を観察するだけだった。その時気付いた。声をかけてくれた女の人は、右の肩から先がないらしく、袖そでが宙にはためていたのだ。彼女も同じ事故に巻き込まれた人だ──そう思った。


    「や……さか…………将丈」


    「ん？」


    「早はや坂さか…………将丈」


    「早坂将丈君か……強そうな名前だね。見たところ一人みたいだけど、大丈夫？」


    「うん」


    「立てる？」


    　将丈は体に力を入れ、駄目だとわかるや、ふてくされて首を振る。


    「立てない」


    「どうして？」


    「……痛いから」


    「どこが痛いの？」


    　姉を思わせるその声に、将丈の中で必死に堪こらえていたものが、決壊した。いままで必死に歯を食いしばっていた将丈は、ついに嗚お咽えつを漏らし始める。


    「もう、リハビリなんて、やだよ。もう……痛いのなんてヤダぁ。ボクなんてもう死んじゃえばいいんだ」


    　将丈は祖母の葬そう式しきに出たことがあった。冷たくなって動かなくなった祖母を不思議に思った将丈が隣となりの姉にそのことを聞くと、「遠くに行っちゃったの」と言った。そしてこうつけ加えた。「これが人が死ぬっていうことよ」と。


    　将丈は薄々勘づいていた。きっと家に帰っても誰もいないであろうことも。どうして将丈だけがここにいるのかも。


    「きっと、ボクが悪い子だったから、神様がお姉ちゃんたちを連れて行っちゃったんだ。ボクが悪い子だから、ボクだけ残されちゃったんだ。ボクも、もうお父さんとお母さんとお姉ちゃんのところに行きたいよ。なんでッ、なんでボクだけ……ッ」


    　いくら袖そで口ぐちでぬぐっても涙はあとからあとから溢あふれてきた。


    「君、人が死ぬってどういうことかわかるんだ、まだちっちゃいのに偉いね。そうだ、君にいいこと教えてあげようか？」


    　彼女は囁ささやきかけるかの如ごとく小声で続けた。


    「──君の両親とお姉ちゃんを殺したのは、僕だよ」


    　将丈は弾はじかれたように顔を上げた。彼女は剽ひようげた調子でこちらを見て笑っていた。


    「え、お姉ちゃ、なに……言って…………？」


    「ホントだよ。君、早はや坂さか将まさ丈たけ君だったよね？　僕は今回自分が殺した人間はすべて名前を憶えてるんだ。君たちはたしか一件目のデパート爆破の時、運悪く家族連れで買い物してたんだよね。死んだお父さんの名前は早坂朋とも保やす、お母さんは早坂溢いつ美み、お姉ちゃんは早坂伽か耶や子こだったよね？」


    　将丈は泣くことすらも忘れて、目を見張った。すべて、当たっているのだ。そんなこと知っているはずのない通りがかりの女の人が。


    「まだ信じられないかい？　じゃあ大サービスだ。爆弾の設置場所も教えてあげようか。あのフロアには合計二つの爆弾がセットしてあったんだ。一つは試着室の中、もう一つは非常階段の近くの観葉植物の脇。一発目と二発目は正確に同期させて爆発させるつもりだったんだけど、二発目の方が二秒ほど爆発が遅れてね。お姉さんが君をかばうことができたのは、この爆発のタイムラグのせいだよ。拾った命はもっと大切に使ったらどうだい？」


    　将丈の見開いたままの瞳から、つと涙が流れ出し、頰を伝った。難しくてなにを言っているのかはよくわからなかった。けれども、これだけはわかった。


    「じゃあ、お前が……お姉ちゃんたちを…………」


    　少女はそのまま頷うなずいた。将丈の頭が怒りで沸ふつ騰とうする。


    「死んじゃえ……いや、お前なんか殺してやるッ！」


    　芝居がかった調子で少女は左手を広げ、肩をすくめる。


    「そこで寝てちゃあ、僕を殺すことなんてとても無理だね」


    　将丈は松まつ葉ば杖づえに飛びつくと、それを支えにしながら膝ひざをついた。


    　全身がかつてない痛みに悲鳴を上げた。それでも将丈は止やめようとしなかった。


    　リハビリの時、どんなに頑張っても動かなかった右足が、少しだけ動いた。だがそれすらも意中になく、将丈は松葉杖を使って、軋きしむ全身を押して、石いし畳だたみに膝をつく。


    　生まれたての動物が立ち上がる時のように、思うに任せない体をぶるぶると震わせて、小鬼のように顔を真っ赤にしながら将丈は立ち上がろうとする。


    　ついに立ち上がりかけた時、無む慈じ悲ひにも少女は松葉杖を蹴飛ばす。


    　支えを失った将まさ丈たけはたまらず再び倒れた。再び這はいつくばった将丈の瞳に再び涙が出てきた。


    　今度は悔くやし泣きだった。


    「お前なんか……お前なんか……ッ」


    「それじゃあ全然駄目だ。僕を殺すことなんてできやしない。もっと大きくなったら、その時僕を殺しに来るといい」


    　そこでなにかを思いついたのか、彼女は若じやつ干かん声を潜ひそめて続けた。


    「名無しの権兵衛ジエーン・ドウ……じゃあ僕を特定できないだろうね。いいよ、もう本名なんて名乗る機会はないと思ってたけど、君にだけ特別に教えてあげるよ」


    　将まさ丈たけの耳元に口を寄せ、彼女は名乗った。


    「僕の名前は叶かなえ、藍あい場ば叶だ。憶えたかい？」


    「アイバ……カナエ？」


    　将丈は惚ほうけたような顔をしたが、彼女の本名をゆっくりと口の中で呟つぶやいた。


    　二回目は大きく──確信を込めて。


    　三回目はさらに大きく──怨えん嗟さを込めて。


    　将丈は忘れないだろう。拾ったこの命を、復ふく讐しゆうのために使うその時まで。


    　それを受け、なぜか少女は斜しや陽ように照らされながら寂しげに笑って見せた。


    　将丈は決意を新たにした瞬間だというのに、思わず目を奪われた。


    　将丈は知らなかった。


    　それはついにスターマインが摩ま弥や京きよう也やの前で見せることが許されなかった、いとけない笑み。殺人者にしては罪深いまでの、年相応の少女の微笑ほほえみだった。
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    「大きくなったら僕を捜して見つけてよ。その時、改めて僕を殺すか生かすか君に決めてほしいんだ。僕は死ぬために生まれてきたのかどうか、それでわかる。だから、早く僕を見つけて」


    　将まさ丈たけは知らず頷うなずいていた。きっと自分は、いま重要なことを託されたのだ。


    「もう行くよ」


    　いくらか体のバランスが取りづらいのか、彼女は難なん儀ぎしながらも、歩いてゆく。


    　将丈は茫ぼう漠ばくと広がる地平の向こうに、小さくなっていく少女の背中を眺めていた。


    　全国を震しん撼かんさせた爆弾殺人犯〝ヴェルツェーニ〟は、そうして燃えるような茜あかねの中に消えていった。


    　将丈は病院を睨にらみ据すえた。


    　戻ろう。そしてまず足が動くようにならなくちゃ駄目だ。


    　足が動かせなかったら彼女を捜せない。


    　将丈はもう一度、今度は力強い手で松まつ葉ば杖づえに手を伸ばした。


    



    　


    　掃はき集められた落葉が、公園のあちこちにうずたかく積もっている。


    　少し前なら考えられないくらいに日が落ちるのが早くなっていた。秋の日はつるべ落としとはよく言ったものだ、と京きよう也やは独りごちる。


    　公園の管理人らしきつなぎ姿の老人が落ち葉を集め、ドラム缶を改造した焼しよう却きやく炉ろに放り込むと、火をつけた。


    　折からの小雨で生乾きだったのか、狼煙のろしのような白い煙が茜あかね空にたなびいてゆく。


    　京也は、その煙の行方ゆくえを案ずるように、首を傾けずっと目で追っていた。


    　あれから一か月が経っていた。体はいくらか痛むが、包帯は取れた。


    　京也は、毎日のように火か葬そう場ばに通っては、煙えん突とつから吐き出される煙を飽あきることもなく眺めていた。犠ぎ牲せい者を焼き清める炎は、人間を構成していた成分をあまねく物理法則の名の下に還元し、灰と煙だけ残していく。死に近い場所は、京也に心の安らぎを与えてくれた。


    　この事件の爪つめ痕あとは至る所に残っていた。


    　学校に行く際テレビをつければ、ニュースではまだ飽きずにあの事件の検証、新事実、などが呈示され、その断片から専門家が様々な犯人像を暴あばこうとしていた。


    　出版されたあの事件の専門書も何冊か手に取って読んだが、すぐに放り出した。彼らは、スターマインのことを何一つわかっていなかった。


    　だが、それは京也とて例外ではない。


    　ヴェルツェーニを清せい濁だく合わせて理解しているのは、この世でスターマインだけだった。


    　だが、その逆は真ではない。


    　通り一いつ遍ぺんの報道が終われば、この事件も風化するのだろうか。たとえそうだとしても、京也の脳のう裏りに一生消えないものを刻みつけていった彼女のことを忘れることなど不可能だろう。


    　あの事件のあと、ＷＥＢメールの一つにスターマインから、ヴェルツェーニのアカウントを返へん還かんする旨むねの一文が送りつけられていた。


    　スターマインが残したダメージが最も顕けん著ちよだったのはブラッディユートピアだっただろう。放っておけば空中分解することは火を見るより明らかだった。


    　あまりに長期にわたり音おと沙さ汰たのないヴェルツェーニが死んだのではないかという噂うわさがネットにまことしやかに流れて、揺れに揺れていたからだ。


    　頑がん迷めいに信じない者、恐きよう慌こうをきたす者、暴走する者。反応は様々だった。


    　特に暴走する人間の中には、さらに物ぶつ騒そうな犯行予告を掲示板に載せる手合いもいた。末尾には、警察に捕まることも織り込み済みであること、自分がヴェルツェーニの遺志を継ぎ社会に対して一石を投じることなどが、熱に浮かされたような調子で書かれてあるのだ。


    　形こそいびつだが、一昔前の決起自殺めいた一種異常な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


    　指導者が一人いなくなっただけで、こうまで荒こう廃はいするものかと思わせるほど惨さん憺たんたる様子だった。


    「どうしたいお兄ちゃん？　焼き芋いもでもしたいのかい？」


    　はっとして顔を上げると、公園の管理人らしき老人が快活に話しかけてきた。よほど熱心に落ち葉焚たきを眺めていたらしい。


    　苦笑を浮かべると、曖あい昧まいに首を横に振る。


    　京也きょうやは公園に敷ふ設せつされた飛び石の上を歩き出した。寒さをものともしない子供たちが、京也を追い越し、優雅に空を舞うアキアカネを追いかけている。その背後で大きな夕日が子供たちを見守っていた。


    　京也はその足で月つき森もり市立病院を目指した。向かう病室は一つだった。


    　果たして病室の一番窓側に、御み笠かさは健すこやかに眠っていた。火傷やけどの赤みは完全に引き、巻かれた包帯も取り去られて、きめ細やかな肌は瑞みず々みずしさすら感じさせた。しかし、意識だけは依い然ぜん戻っていない。


    　京也は中に入ると、カーテンを閉め切った。


    　しばらく御笠を眺めたあと、京也は懐ふところに手を入れ、おもむろに大振りのハサミを取り出した。ステンレスの白銀色が夕陽を眩まばゆく反射する。


    　途中寄ったナースステーションのカウンターに出しっぱなしにしてあったものだ。京也は誰も見ていないことを確認すると、そのハサミをそっと上着のポケットに入れていた。


    　黒い革手袋をはめた手で、彼女をゆっくりと抱き起こす。


    　そのまま、ハサミをやや大きめに開き、御笠の首筋に当てる。


    　脳のう裏りで、スターマインの声が再生された。


    『……御笠ちゃんを殺せばいいんだ。君の渇きは、血の渇きだ』


    　ためらいがあったが、ハサミを閉じた。


    　パサ、と音がして──彼女の髪が一ひと房ふさシーツに落ちた。


    「御み笠かささん、約束していましたね。髪を切りましょうと」


    　詮せん無ないこととはいえ、語りかけずにはいられなかった。


    　刃物を扱う作業にだけは自信があるつもりだったが、女性の髪に手を入れるのは初めてだった。あの爆発で焼けた部分のバランスを整え、焦こげた髪に丹たん念ねんにハサミを入れていく。


    　静かな病室の中で、それはなにかの儀ぎ式しきのように粛しゆく々しゆくと行われた。


    　手を動かしながら考える、結局自分は、スターマインを殺すことをしなかった。


    　それは、とりもなおさず彼女がいたから。


    



    　──摩ま弥や京きよう也やは、ブラッディユートピアのヴェルツェーニで在あり続けることを選んでいた。


    



    　もうすぐ後ろ髪が整え終わる。


    　京也は、緩かん慢まんに崩ほう壊かいしゆくブラッディユートピアを最後まで無視するつもりだった。


    　黙って立ち去るならば、この時を置いてほかにはないとさえ思っていた。


    　ブラウザを閉じようとマウスに手を伸ばした時、なぜか最後の最後でためらってしまった。


    　放っておけば、スターマインの虚きよ言げんに操あやつられたままのブラッディユートピアの会員は、もろとも地獄の釜かまに飛び込んでいってしまう。


    　そしてこの事態を収しゆう拾しゆうすることができるのは誰なのか──もはや問うまでもない質問だった。そこに京也の感情など介かい入にゆうする余地はなかった。


    　こうしてヴェルツェーニが短期間だけ入れ替わっていたという話は、事実を知る一部の人間を除いて、闇へと葬ほうむられた。そのどさくさの中でスターマインが退会した事実など、誰一人として気にも留めなかっただろう。


    　スターマインは、ここまで予想して行動を起こしていたのだろうか。多分、そうなのだろう。


    　彼女は自分の信じる理想郷ユートピアを存続させるというエゴのためだけに、大量破壊と大量殺さつ戮りくをやってのけた。


    　──それは紛まぎれもなく、飽あくなき幸福の希き求きゆうだった。


    　彼女は自分の信じる幸福の花を咲かせるために、多くの他人から幸せを奪い尽くし、不幸にしたのだろう。


    　彼女の行為、動機、ひいては存在そのものが罪だと言い切ることが、果たして自分にできるのだろうか。


    　摩弥京也は、エクスター公こう爵しやくの娘を退しりぞけた。クロウメモドキを退けた。スターマインすらも退けた。しかし、ヴェルツェーニに打うち克かつことだけは、できなかった。


    「終わりましたよ、御笠さん」


    　髪の長さが大分短くなってしまったが、彼女の魅力は損そこなわれていなかった。京きよう也やは安あん堵どの吐と息いきをつく。


    　斜しや陽ように照らされた京也の影かげ法ぼう師しは、彼の身の丈たけを大きく越えてカーテンに映っていた。暮れなずむ夕日の下、あまりに肥大化した影は、いまにも自分を喰い殺して、自分に成なり代わるのではないかと思わせるほど巨大だった。


    　信じたかった。いまこの瞬間も、ハサミで彼女を刺殺したい欲望がせめぎ合っている自分は、たしかに変わりたがっているのだと。


    　その時、京也の手の中で御み笠かさがもぞりと身じろぎし、目ま蓋ぶたが震えた。


    　一瞬、その意味を判じかねた。続いてハサミを取り落とし、口を開けた。


    「そんな……ぁ」


    　口から意味のない呻うめきが漏れてしまう。全身に電気が走ったように震える。


    　心臓が勢いよく拍はく動どうしているのがわかる。


    　伝えたいことは山ほどあった。しかし、歓喜が先に立って、まったく思考がまとまらない。


    　心の準備がまるでできていない。いや、そもそも勝手に髪を切ったことを話せば、彼女は怒り出すのではないだろうか。いつもそうだ、御笠は怒り出すと暴論を振りかざして、京也の正論を叩き潰つぶしてしまう。京也はそれがとても苦手なのだ。そんなことよりも、不可抗力とはいえ人工呼吸を施ほどこした件は報告するべきなのだろうか。話せば怒りのあまり京也の弁解など待たずに襲いかかってくるに違いない。


    　様々な思いがいちどきに押し寄せてきて、頭の中がしっちゃかめっちゃかだった。


    



    　そうこうしているうちに、


    　御笠は──薄く、目蓋を開いた。

  


  
    参考文献


    



    『ブラックアイス サイバーテロの見えない恐怖』ダン・バートン（訳・星睦）／インプレス


    『テロ爆弾の系譜 バクダン製造者の告白』木村哲人／第三書館


    『ネットワーク時代のテロリズム しのび寄る脅威との闘い・サイバーセキュリティ』


    
      安保克也、下畑法近、サイバーテロ研究会／三修社

    

  


  
    



    　　あとがき


    



    



    　今回作中で使われた一部爆弾やプログラミングには実在しない技術が含まれます。元々マージナルという作品自体がフィクションなので、蛇だ足そくになるかもしれませんが、一応。


    　というわけで、四巻をここにお届けします。趣味色全開です。神崎の好きなものをとりあえず全部詰め込んで作った闇やみ鍋なべのようなお話になりました。作っていて楽しかったです。


    　以下謝辞です。担当Ｙ田氏、前巻、表紙に女の子を入れないという型破りなことを行ったばかりなのに、今巻表紙でまたしてもアグレッシブで楽しい戦術を見せていただきました。イラストレーターのkyo氏、そのイラストの冴えに非常に勇気づけられました。校こう閲えつ氏には、文章のみならず本編内容にも貴重なご教示いただきました。デザイナー氏、難しい（？）表紙ですが、本の仕上がりがとても楽しみです。またＫ藤氏、Ｙ山氏、Ｎ村氏にも貴重なアドバイスをいただきました。


    　皆様に深くお礼申し上げます。


    　そしてここを読んでおられる読者様に──今作が読者様にとって面白い作品であればと切に願います。


    　また次の機会にお会いできることを夢見つつ──ではでは。
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